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プロローグ







　放ほう課か後ご、ぼくは体たい育いく館かん裏の空間に立っている。

　周囲に人ひと気けはなく、視界に見えるのはぼくを呼び出した女子だけ。

　普通だ。これが何のイベントなのかは、容易たやすく予想できた。だがそれが悪いというわけじゃない。ただほんの少しばかり、ぼくにとっては……つまらない、というだけのことだ。

　ぼくはいつものように隠れた溜ため息いきを吐はき、諦てい観かんと惰だ性せいに満ちた愛あい想そ笑わらいを浮かべる。

　眼前にいるのは、艶つややかな黒髪を長く伸ばし、どこか暗い面おも影かげを持った女の子だ。

　彼女は見ているこちらが可哀かわい想そうに感じるくらいにテンパっておられるようで、ぼくの名前を一回呼んだきり、口くち籠ごもってもじもじと佇たたずむばかりになっている。そうだろう。キャラ的にはそうだと予想できる。『普通』だ──とは言え、このままだと夜になっても話は進みそうにない。

「で、砧きぬた川がわさん」

「は、はぃぃっ……」

　身体からだに拷ごう問もん針ばりを刺し込まれたように、びくんっ！　と彼女は背筋を伸ばした。

「何か話があるんですよね？　何？」

「え、えと──それは」

「ないの？」

「い、いえ！　あ、あり、ありま、す！」

　ぶんぶんと、捥もげるんじゃないかと思うくらいに首を縦たてに振る。なかなか面おも白しろいのだが、それからまた俯うつむいてだんまりモードだ。ぼくはいい加減疲れてきて、初めて話す人間にはとりあえず使うようにしている敬語も止やめて軽く言った。

「そんな緊きん張ちようしないでもいいと思うけどな……だいたい予想はついてるし」

「……え」

「だから単刀直入に理由を聞こう。どうして？」

　砧川はそれでようやく覚悟を決めたようだった。頰ほおを紅こう潮ちようさせながら、地面を見つめながら、腰の前で鞄かばんを摑つかむ手をぎゅっと握り締しめながら、震ふるえる声で答える。

「理由。理由、は──宵よい本もとくん、優やさしい、から。一回、助けてもらったことがあって、えと、でもそれだけが理由じゃなくて、いつも見ているうちに、その……なんだか、目が離はなせなくなって。胸がどきどきして」

　砧川はそんな普通のつまらない理由をひとしきり並べ終わった後、また数十秒無言で俯うつむいてから──

　やおら顔を上げて、まっすぐにぼくを見つめた。

「わたし、宵よい本もとくんのこと……好きです」

　正直に言おう。そのときばかりは、彼女に敬意を抱いた。それがどんなにエネルギーと決意を必要とするものかということは、いくらぼくでも知っている。ましてやそれが、ぼくを含む大部分のクラスメイトたちにとっては存在感の欠如した無味乾燥な空気でしかなく、それ以外の一部の人間にとっては便利な使い走りでしかない、砧きぬた川がわ冥めい子こだ。彼女は弱いように見えて、傷つくのを恐れずに他人に好意を伝えられる程度には──強かったのだ。

　ああ、それは正しい強さだ。だがただ一つ間違っているのは、その相手がぼくだということ。

「わかった。でもごめん。今のところ、ぼくは誰だれとも付き合う気はないんだ。だから」

　そう言ったときだった。

「ち、違うんです！」

　突然、砧川は今まで以上に顔を真まっ赤かにして手をわたわたと振った。ん？　違うのか？

「あぅぅ……その、それはできれば、そう、なんですが、でも駄だ目めで、その、だから」

「駄目ってどういうことだ？」

　その質問を投げかけると、彼女はどこか深しん遠えんな黒こく瞳どうを地面に向けた。虚きよ無む的てきな呟つぶやきを小さく発する。それはあるいは独白だったのかもしれない。それほどまでに、呟きは脆ぜい弱じやくで空くう虚きよで陰いん鬱うつで──絶望的だった。

「駄目、なん、です。わたしは……」

「じゃあ砧川。お前、何がしたかったんだよ」

「それは……あの、恥ずかしい、お願ねがいなんですけど」

　その前置きの後、数秒の空白をおいて発せられた言葉は。

　ああ、ある意味においては『普通の』言葉だった。

　それを口にしたのが、この内気で陰気な苛いじめられっ子の砧川冥子という女でさえなければ。

　だから当然のことなのだろう。

　ぼくはそれを、不ふ可か思し議ぎなまでに『普通ではない』言葉だと感じざるを得なかった。




　つまるところ、そこが基点だったのだと、そう思う。




　代だい償しよう、自じ傷しようの傍ぼう観かん、闇滓アンシイ、代替魔術師ポステリオルマギス、契約、喪うしなわれる感覚、祝福、悪意の予言書たる現実、笑え顔がおの忘却、微笑の喪そう失しつの忘却。それ以後関かかわることになるこれら全すべてを一語に集約して言うなら、陳ちん腐ぷな表現だが、逃れられない終しゆう焉えんの始まり──基点。

　今までは空気のような存在だった少女に対して、ぼくが疑問を抱いたその瞬しゆん間かん。

　その瞬間こそが、ぼくにとっての決定的な変革基点クリテイカルポイントだった。

　今にして思えば、それは彼女の最期の後の最初で最後の勇気。

　今にして思えば、ぼくはそこから死にかかり始めた。

　そして、今にして思えば、ぼくはそこから──




『普通ではない』彼女に、惹ひかれ始めていたのだった。
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　結局──『普通』という言葉は何なのか。

　特別ではないということ。飛び抜けていないということ。個性がないということ。

　日本語学的な定義はともあれ、ぼくにとっての定義は単純だ。

　つまらないということ。

　最近は没個性という概がい念ねんを自じ己こ欺ぎ瞞まんで封ふう殺さつするのが主流のようだけど、もともと大切なオンリーワンなどという歌詞はきっと噓うそっぱちで、それは街角の自じ動どう販はん売ばい機き一つ一つに名前をつけて一人で悦えつに入いっているようなものなのだ。たとえそこで一つが壊こわれたとしても、硬貨を入れる対象が別の自販機になるだけだ。結局全すべてが代わりの利くものであることに変わりはない。

　けれども現在のぼくはやっぱり自販機の一つで、どこを見ても同じ学生服しかない教室の中に座っている。周囲は灰はい色いろの絵画的でしかなく、思わず諦てい念ねんの嘆たん息そくが漏れた。この『普通』から脱却できる人間はいない。それは真理ではあるのだろう。けれどもぼくに微かすかに残っている矜きよう持じは、無む駄だな抵抗を止やめることを許してはくれない。だから──ぼくは、こうしている。

　耳元で甲高い悲鳴。そして何発もの銃声──音が予想外に大きかったので耳みみ障ざわりだった。

　勿もち論ろんのこと、それはむしゃくしゃしてブチ切れたぼくが銃を乱射してクラスメイトを片っ端から撃うち抜いたというわけではない。

　ぼくはタッチパッドを操そう作さし、ＤＶＤを再生しているノートＰＣの音量を下げる。

　イヤホンをしているぼくには聞こえなかったが、多た分ぶん、クリック音は退屈な授業中の教室に大きく響ひびいたと思う。しかし視界に見える無数の後頭部は後頭部のままだった。ぼくが好き勝手に暇ひまを潰つぶしている（授業の、ではない──人生の、だ）のはいつものことなので、誰だれもこちらを気にしていないのだ。関かかわり合いになりたくないと思っているのだろう。同じ高校で生活した一年半という期間は、ぼくについての情報が校内に流る布ふされるには十分すぎる時間だ。

　ぼくについての情報。それは端的に言えば『変人』ということだ。校則を無視して金髪にし、好き勝手に授業時間を過ごす人間。しかし一人称は似合わないぼくで（そうとも、似合っていないのは承知の上だ）、点取りゲームの試し験けんもそれなりにこなす人間。

　キャラが矛盾している。よく言われるし、自分でもそうだと思う。ぼくは意い識しき的てきに矛盾を目指していると言っても間違いではないのだから。

　ただの金髪の問題児なら十じつ把ぱ一ひと絡からげに『不良』という言葉で片づけられてしまうから、それを避さけようと努力してこうなった。だが結果は同じだ。結局のところ、変人、という普通のカテゴライズに巻き込まれてしまう。人間はあらゆるものを型に嵌はめずにはいられない。

　普通にはなりたくない、けれども絶対に普通からは逃れられない。そんな相反した願がん望ぼうと真理に挟まれたぼくは、やはり矛盾に満ちた生き方に浸つかっていた。『普通への抵抗』という子供のわがままじみた行為を繰くり返しながらも、その無意味さを知っていることによる諦てい念ねんの息を吐き続け、廃人のように適当に日々を過ごす。ただそれだけが、ぼくの人生だったのだ。

　少なくとも、この今日きようという日までは。




　無変化な箱はこ庭にわであり箱庭でしかない三時間目の授業が終わった後のこと。

　只ただ今いま、四人の不良生徒達が教室の床ゆかでお休みになっている。当然だ、休み時間だからな。

　いくらぼくが変人とはいえここは学校、近づいてくる奴やつがいないわけではない。用事があれば委員長などが話しかけてきたりするし、授業中にＤＶＤを鑑かん賞しようしていれば少し天然な感じの新任女性教師が、他ほかの大多数の教師が失ってしまった『教育者としての使命感』に基づく注意を発してきたりする──無む論ろんそんなもの聞きはせず、屁へ理り屈くつと勢いで有う耶や無む耶やにするが。そして近づいてくる奴らの筆頭が、かなり理解不能の言語で『貴方あなたは目立ちすぎなのですよ』『だから僕達は苛いらっとしています』『とりあえず死んでくださいませんか』などと婉えん曲きよく的てきに伝えてくる不良さん達だ。こういう勘違いしたカタガタは金髪とか好き勝手やってるぼくが色々と気に食わないのだろう。ぼくはただ『普通』に埋没したくないだけなのだが。

　好んで喧けん嘩かするような性格はしていないにしても、やはり因いん縁ねんをつけられて殴られれば応戦するしかない。何もしなかったらただ痛いだけでこちらの益えきは皆無だし。こういうイベントは、政治家の悪事がニュースに流れる程度の頻ひん度どで、まぁよくあることだ──日本は腐っているな。

　というわけで、軽く一戦やらかした後。溜ため息いきをつきながら倒れた椅い子すだの机だのを直していると、騒さわぎを聞きつけたのだろう、教室に一人の男性教師が入ってきた。

「どうしたっ!?　何の騒ぎだ!?」

　角刈りでジャージ姿、典型的な体育教師の支はせ倉くら健たけしだ。さらに生活指し導どう担当という肩書きを加えれば、まさに不良達の天敵とも言える存在なのだが──幸い、ぼくにとってはそうではない。

「大変です、この人達が暴れ出して仲間割れで同時ＫＯ事件発生です。困りますね、全く関係ないのにぼくの机が無む茶ちや苦く茶ちやにされて。とりあえず保ほ健けん室しつにでも連れてったらどうです？」

「ぬ……う」

　支倉は眉まゆを寄せ、倒れた机と不良生徒群を困ったように眺めて逡しゆん巡じゆんする。だが結論は一つ、やがて彼はのろのろと不良達を廊下に一人ずつ引きずり出していった。

　そう、支倉はぼくに逆さからえない。簡かん単たんな話、入学当初に目をつけられて色々あり……ムカついたし、今後の健全な学生生活の確かく保ほのために少し動いておいたのだ。いやいやぼくは悪くない。今日きようび都心に出れば高性能な小型カメラとかいくらでも手に入るし、そもそもリアル女子高生とホテルに入ったりする教師が一番の悪だというのは間違いないところだろう。

　ともかくそのおかげで、ぼくは自由を満まん喫きつできるようになった。多少の不ふ祥しよう事じも金髪もスルーだ。支倉はおそらく「気長に接していけばあいつもわかってくれますよアハハどうか私に任せておいてください」とか言って他の教師をだまくらかしているのだろう。ご苦労なことだ。

　教室に平へい穏おんが戻ってから、隣となりの席の機き波なみ草そう太たが声をかけてきた。

「ナイス立ち回り。相変わらず喧けん嘩かっ早ぱやいデスな」

「誤解だ。ぼくから売ったことは一度もない。押し売りに抵抗しているだけだ、いつも」

　うそつけ、と草太は机に顔をくっつけたまま笑った。その顔を皆に見せてやりたい……こいつの一人称は『俺おれ』だが、驚おどろくなかれ、女子相手だと『ボク』になる。目もきらきらさせて、ニセ小動物系美少年に擬ぎ態たいするのだ。ある意味二重人格。ま、個性的なのは素す晴ばらしいことだ。

「はぁ……それにしても、どうにかならないもんかね。大人おとなしく殴られるのも嫌いやだが、暴あばれても根本的な解決にはならないし。ぼくの疲労が溜たまるだけだ。何とかしてくれよ」

「にゃはは、腕ハグでもしてやろうか？　癒いやし系草太くんの新技だ」

「何だそれ」

「あるだろ、こう……抱っこの姿勢で引っつく玩具おもちやみたいな感じで、女が彼氏の腕をハグするの。最近覚えたんだ、俺がやるとなんだか凄すごい癒せるらしい。母性をくすぐるっていうか」

「……ぼくは男だ」

　そりゃ残念、とひとしきり笑っていた草太が、ふと欠伸あくびを漏らしつつ言う。

「そういや澪れい、ニュース見たか？　また駅前へんで通とおり魔ま殺人か何かあったらしいぜ。最近の街はなんか雰囲気がおかしくて面おも白しろいよなー。こないだ妙な外人も見たし」

「ストリーキングでもしてたのか。タイホも恐れぬその心意気は今時素晴らしいな」

「俺は妙と聞いてまずその単語を出すお前が大好きだが。違うって。単にファッションセンスがイカレてただけ。金髪眼鏡めがね美女がウェスタンなマントにヘッドホンだぜ!?」

　脳内でその女の姿でも思い浮かべたのか、草太はにへらと唇を歪ゆがませた。

「他ほかにも色々ビックリだったんだが……ともかく、すげえ美人だったんだ。うひひ。脱いだらみんな一いつ緒しよだし、今度会ったら気をつけてナンパしてみよう」

「畜ちく生しよう道どうに堕おちてしまえ」

　そのうちにチャイムが鳴り、草太は睡眠姿勢に入る。ぼくは新しいＤＶＤをセット。なんとなく顔を上げると──今までこちらを見ていた数人の生徒達が揃そろって顔を前に戻した。その動作が一番遅かったのは教室の最前列、教卓目の前という地じ獄ごく配置の席を押しつけられた苛いじめられっ子の砧きぬた川がわ冥めい子こという女で、彼女は他の人間に数十秒も遅れてから、ぼくと視し線せんが合っていることにようやく気づいてわたわたと首を回した。どんくさい奴やつだなあ。

　彼女が視線を戻した先にはやたらとトウの立った顔の女子三人組がいた。不ふ機き嫌げんそうに机の前で仁に王おう立だちし、砧川が慌てて鞄かばんから取り出したプリントを悪代官ライクな表情で受け取っている。よく見る光景である。宿題でもやらされているのだろう。なんというか……苦労してるな、とだけぼくは思っていた。同情も憐れん憫びんもなく、興きよう味みも関心もなく、ただの感想として。

　そのときはまだ、ぼくにとって彼女は無価値な空気でしかなかった。




　さて、放ほう課か後ごである。

「あ、ヨーコちゃん。映画行くんだよねっ。ボク、久しぶりだなぁ。楽しみっ」

「うふふ、早く行こうっ。時間……なくなっちゃうよ？　その、後も、あるから、ね……？」

　などと殺意というものの芽生えを感じさせる会話をしながら、草そう太たは迎えに来た女子生徒の腕に自分の両腕を絡からめて抱きついていた。ぬう、それが腕ハグなる技か。

　それから草太は、彼女にはわからないようにこちらに向けて一いつ瞬しゆんだけ唇を歪ゆがませ、さらに手の指を組んでひどく下品な形にもしてみせた。いつも思うが、よく本性がばれないもんだな。

　ともあれ草太はNo.13辺あたりと予想する彼女と共に教室を出ていく。ぼくも遅れて席を立った。

　階段を下りて昇降口へ。そこは人口密度が高かった。放課後だからというだけではない──昇降口手前の廊下で行われている活動のせいだろう。そこには長机が置かれており、手書きで『校則改正の署名をお願ねがいします』と書かれた大きな紙が後ろの壁かべに張りつけられていた。

　ふむ……これはアレだ、つまり大人おとな達へのハンコーとかそういう感じの青春活動に違いない。この私立盾たて宮みや高校は、同じ境さかい森もり市しにある近きん隣りんの学校に比べて校則が厳きびしい。靴下の色だの制服の形だの。独立戦せん線せんを張って好き勝手している（できている、か──支はせ倉くらのおかげで）ぼくはともかく、他ほかの生徒達にとってはそろそろ看かん過かできない問題になってきたということだろう。

　署名に参加する人間は多いようだった。一見してそういう活動に興きよう味みがなさそうなギャル風生徒やヤンキー系の男子すらも、署名を呼びかける女子生徒に応じてペンを手に取っている。あのケバい三人組すら長机に向かっているのを視界に捉とらえ、ぼくは失笑を漏らした。自由の権利を主張するならもう少し慎つつましやかに暮らしておくべきだろう。

　ぼくには校則などあってなきが如ごとし。署名活動を無視して下げ駄た箱ばこへ向かう。だが──

「あっ！　お兄ちゃ！」

　椅い子すから立ち上がって、ミニサイズで童どう顔がんの女子生徒がばたばたとぼくのほうに駆けてきた。

　当然ながら着ているのは制服だ。今は九月だから、今月いっぱいでお別れとなる夏服バージョンである。白と緑みどりを基き調ちようとしたオリジナルデザインだが、一応セーラー服が基本形になっている。目立つのは袖そで口ぐちで、ホームベース型の校章──門もん扉ぴの形をした盾のような校章が金きん色いろで縫ぬいつけられていた。ちなみに男子の制服は同じ校章が袖口にあるのを除けば、何の変哲もない白シャツ。冬服も普通の詰め襟えりで、男女平等だとはとても思えない。

　ぼくの進路を塞ふさいだその女子生徒は、眉まゆが太く鼻が低い典型的な日本人顔をしていた。髪はショートで、くせ毛がつんつんと跳ねている。親おや父じの遺い伝でん子しを受け継いでるんだろう。ぼくは母親の遺伝子メインで直毛だが……ああそうだ、こいつはぼくの実の妹だ。無気力な兄と違って元気系で（系って何だ？）、生徒会の書記などもやっている。ちなみに年は一コ下で一年生。

「お兄ちゃ！　無視するなんてひどいよ、せっかく切せつ華かがお仕事してるのにしてるのに！」

　切華は頰ほおを子供っぽく膨ふくらませて言った。一人称が自分の名前なのもいい加減どうかと思う。

「お前の仕事がぼくとどう関係あるんだよ」

「おーんなじ学校のことでしょーぅ!?　ね、よりよい学校生活を送るために！　ささっと名前を書いてってよ書いてってよ！」

「宗教上の理由で拒否する。そこを退どけ、ぼくは一刻も早くベッドで瞑めい想そうせねばならんのだ」

　ぼくは切せつ華かの頭を片手でぐわしと摑つかみ、強引に進路上から退かせようとした。だが敵もさるもの、切華はぼくの脇わき腹ばらを両手で挟み込んで必死に抵抗する。ぐりぐりぎりぎり。うお、切華の顔がよじれてかなりブサイクだ。これじゃあ嫁よめの貰もらい手がいなくなる。
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「帰って寝るだけでしょ何が瞑想よーぅ？　お兄ちゃがそんな金髪とかで好き勝手やってるから、なんか不公平感が余よ計けいあったりするのにするのにー」

　ダイエット中の女の眼前でケーキを貪むさぼり食ってるようなもんだろうな。だがぼくはダイエッター（でいいのか？）の気持ちを考えて暴ぼう食しよくを止やめるような優やさしさは持ちあわせていないのだ。

「あうう──お兄ちゃ、いたいいたい！」

「ぼくなんかに関かかわるよりちゃんと営業活動したほうが能率的だぞ……そういやこれの言い出しっぺは誰だれなんだ？　まさかお前みたいな下したっ端ぱじゃないだろ」

　微妙に涙目の切華はその言葉にふと顔を上げて──なぜかぼくの目を見て、勝ち誇ったように八や重え歯ばを見せた。ん？　なんだその笑えみは？

「ええとねー。なんというか、自業自得って言葉、知ってる？　今、お兄ちゃの後ろでちょっと悪あく魔ま的てきにお返し行為をしようとしているひとが発案者だよ。切華のボスだねー」

「なにぃ!?」

　振り向くよりも早く、背後から伸びてきたゴッドハンドがぼくの頭ず蓋がい骨こつをワシ摑づかみ。

「うおおっ……み、巳み沙さ希きかっ！　何の真ま似ねだっ!?」

「可愛かわいい妹を苛いじめるなよ。切華は俺にとっても可愛い妹みたいなもんなんだぞ」

「じゃあくれてやるよっ……」

「素直でない奴やつにはさらにおしおきだ」

「割れる割れる！　マジで割れるぞこれはっ！　ちょい待て、なんか今メキっていったっ!?」

　ぼくは必死に首を回す。背後にいた鬼き神しんの右手にはぼくの頭、左手には購こう買ばい部ぶの袋。だから手が使えないのだろう、小さな瓶びんを咥くわえたまま、器用に顎あごと首を動かしてファイト一発な液体を喉のどに落としている。いつものことだ──こいつはジュースの代わりに栄養ドリンクを飲む。

　顔立ちはすらっとしているが、その瞳ひとみは不ふ機き嫌げんそうに細められていた。軽くウェーブがかった髪は妙に長い片側ポニーにされている。正式名称は知らない。とにかく頭の左上辺あたりで纏まとめられた髪は、もう膝ひざくらいの位置にまで垂れていた。ぼくは密ひそかに触手と呼んでいる。

　ああ、俺おれとか言っているがこいつはれっきとした女だ。ぼくだってたまにその真実を疑うがね。こんな変人が生徒会長（しかも結構人気者）ということにもぼくはダウトの声を発したい。

　隣となりの家に住んでいる、ぶっちゃけ『幼おさな馴な染じみ』と呼ばれる立場であるその女──天てん堂どう巳沙希は、ぼくが白目を剝むく一いつ瞬しゆん前にようやく頭蓋骨を解放してくれた。

　買出しに行っていたのだろう、巳み沙さ希きは袋を切せつ華かに手渡し、それからぼくの顔を憮ぶ然ぜんと睨にらむ。

「何やってんだよ、まったく。妹苛いじめなんかするなよな」

「正当な権利の行使だ。ぼくはリベラルな男なんだ」

「なーにがリベラルだ。お前はアレだ、市民団体にいてはいけない奴やつの筆頭だ。自由と我わが儘ままを全然区別しねぇ」

「ほっとけ……ああ、この署名活動はお前の発案か。生徒会長自みずから学校に叛はん旗きを翻ひるがえすとはね」

「俺だって生徒の一人だよ。気に食わないことがあったら文句くらい言うさ。そこに『立場』ってもんがもし関与するとすれば、重荷に思うんじゃなくて利用するべきだろ？」

　口く調ちようといい内容といい、相変わらず男っぽい奴だ。ま、黙だまっていれば見た目は普通というか、可愛かわいいと言えなくもない女なのだが。切れ長の目と高い鼻は長身と相あい俟まってモデルのような印象を与えるし、たまに笑うと頰ほおには愛あい嬌きようのある笑え窪くぼができる。人を握あく殺さつできる怪力があるとは思えない細腕をはじめ、ニーソックスに包まれた足も女の子らしいふくよかさを具そなえている──実じつ体たい験けんから言うが、足の見た目と蹴けりの威力に因果関係はないとだけ付け加えておこう。

　巳沙希は不意に不気味スマイルを浮かべ、触手ポニーを揺らしつつぼくの肩を摑んできた。

「というわけで、澪れい。まさか俺の頼みを断ったりはしないよな。ん？　まぁ書いてけ」

　はっはっは、とぼくも乾いた笑しよう声せいを返す。ぼくが。このぼくが？　そんな脅迫じみた言葉で、背筋が薄うすら寒くなるような青春活動に参加しろと？　真まっ平ぴら御ご免めんだね。何よりも面めん倒どう臭くさい。条件反射で答えを決め、さて、とぼくは速すみやかにこの場を逃げ出す方法を考える。

「ふん──だったら占いで決めるか。何でもいいな？　ぼくも最近知ったんだが、世界は広い……なんでもバスト占いなる占いがあるそうだ」

　では、とぼくはさりげなく巳み沙さ希きの胸に手を伸ばした。無む論ろん触るつもりはないが。

　彼女は一いつ瞬しゆんだけきょとんとした目でその動きを追った。次に劇げき的てき変化で顔を引ひき攣つらせ、ぎょえええ、と女の子らしからぬ下品な叫びをあげてぼくを突き飛ばす。

「おまっ……おまっ……」

　巳沙希は切せつ華かをむぎゅーと抱だき締しめながら、微妙に危険な台詞せりふを途と切ぎれ途切れに発する。

「うむ、これは『書かずともよい』という結果だな。ではさらばだ」

「なんだそれ!?　わけわかんねぇ！　こら待て、粛しゆく清せいだギガ殺してやる！」

　無視。ぼくは流れるように下げ駄た箱ばこを開けて外そと履ばきと白い封筒を摑つかみ取り、一気に昇降口を脱出する。校門までの道を半分進んで振り返ったが、鬼き神しんが追ってくる気配けはいはなかった。ふう。

　ぼくは額ひたいの汗を手で拭ぬぐい、白い封筒を団扇うちわ代わりにぱたぱたと扇あおぎながら──

　……はて。何か違和感が。

　ぼくはしばらく考えて、そしてゆっくりと、手の動きを止めた。

　飾り気のない白い封筒。表には小さく宛あて名な──『宵よい本もと澪れいくんへ』。

　何じゃこりゃ。
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　ごめんなさい。突然お手紙してごめんなさい。どうしても伝えたいことがあって、気持ちがおさえられなくなって、書きました。ごめんなさい。お話したいことがありますので、今日きようの放ほう課か後ご五時に、体たい育いく館かん裏に来ていただけるとうれしいです。ごめんなさい。迷惑だったら無視してください。ごめんなさい。


砧きぬた川がわ冥めい子こ　



　と、いうわけで。

　どんな罪悪感に駆られているのか、たったこれだけの文章中に五個もごめんなさいという言葉を使う（ちょっと頭の悪そうな）女の手紙を読んだぼくは、指令通り学食で五時まで時間を潰つぶしてから体育館裏に向かった。

　少しだけ、普通ではないものを感じたからである。それはあの苛いじめられっ子（死語）の砧川が!?　という『人物』に対してのただ一点だけであって、彼女が求めているであろう『願がん望ぼう』には（悪いけれども）ぼくは全く興きよう味みを抱いてはいなかった。つまり、どうして彼女が、という理由の確かく認にんだけをしたかったわけだ。普段ふだんなら『面めん倒どう臭くさい』の一言でスルーする可能性もあるのだが、好奇心という感情は暇潰しに最高の相性を持っている。

　体たい育いく館かんは盾たて宮みや高校の敷しき地ちの隅、北東端に建てられている。背の高い外がい壁へきと体育館の間にある小さな隙すき間まは日当たりが悪くて人ひと気けがなく、つまりは密事が行われる典型的な場所だった。足あし下もとにはしなだれた雑草が疎まばらに生えており、体育館の換気窓からはバスケ部が頑張っているドスドスズドムという音がアンチムーディーなＢＧＭを形成中。

　そして今、ぼくの眼前には砧きぬた川がわ冥めい子こという女がいた。

　緊きん張ちようしているのだろう──肌を赤くして、顔を上げたり俯うつむいたりと落ち着きがない。忙せわしない瞬まばたきの数は多く、ぷるぷると震ふるえる睫まつ毛げはどこかＣＭに出てくるチワワを連想させた。

　背中まである長い黒髪。その滑なめらかさは誇ってもいいだろう。だが捻ひねりのない髪型なのは反はん論ろんの余地がなく、よく言えば古風、悪く言えば野や暮ぼったい。化け粧しようっ気けのない顔そのものは日本人的で、目立ちはしないがどこか見ていて落ち着く。あるいは明るいところで見れば清せい楚そだとすら思うかもしれない。雰囲気は圧倒的なまでに暗い──それも物静かだと言い換えるか？

「……で、砧川さん」

「は、はぃぃっ……」

　砧川の背筋がぴんと伸び、ここに来て初めて視し線せんが交わる。そう言えば数ヶ月前は古臭い眼鏡めがねをかけていたように思うが……ああ、あの三人組が「タヌキ」と頭の悪い渾名あだなで砧川を呼んでた記き憶おくがあるな。それを気にして眼鏡を止やめたのかもしれない。激しく間違っている。

　ひたすらおどおどしている砧川相手に、ぼくは敬語を止めて話を進めようとした。ここに呼ばれた意味は、正直予想できている。だから理由が知りたい、と。

「理由。理由、は──宵よい本もとくん、優やさしい、から。一回、助けてもらったことがあって、えと、でもそれだけが理由じゃなくて、いつも見ているうちに、その……なんだか、目が離はなせなくなって。胸がどきどきして」

　助けた？　さて、何かあったかな。そう言えばいつだったか、ぎゃあぎゃあうるさい目め障ざわりなあの三人組に何か皮肉を言って……そこに砧川がいたような……いなかったような。結果的に助けたことになった、ということがあったのかもしれないな。

　結局のところ、理由もまた『よくある普通の』ものだったわけか。苛いじめられっ子だからこそ、の理由。ぼくはそれで八割方、この状況への興きよう味みを失った。

　だが砧川はそんなぼくの胸中など知る由よしもなく、深呼吸と共に決意の時間を通過する。

　そして、あくまでも真しん摯しな瞳ひとみで言ってきた。

「わたし、宵本くんのこと……好きです」

　ぼくは彼女の強さを受け取り、残ざん酷こくに拒絶する。それしか、なかった。

「わかった。でもごめん。今のところ、ぼくは誰だれとも付き合う気はないんだ。だから」

「ち、違うんです！」

　予想外なことに、慌てて彼女はその言葉を否定してきた。顔を赤くして俯うつむき、

「あぅぅ……その、それはできれば、そう、なんですが、でも駄だ目めで、その、だから」

「駄だ目めってどういうことだ？」

　気配けはいの変へん貌ぼう。垂らされた長い髪は闇やみ色いろ。大地を彷徨さまよう視し線せんも闇色。独白じみた言葉も闇色。

「……駄目、なん、です。わたしは……」

「じゃあ砧きぬた川がわ。お前、何がしたかったんだ？」

「それは……あの、恥ずかしい、お願ねがいなんですけど」

　その、他ほかの誰だれかが言ったのならばそういうこともあるかと思い、砧川冥めい子こが言ったのならば何な故ぜそんなことを言うのかと思う言葉から。とてもありがちで、それでも実際に聞くことは希少な言葉から。気が抜けるようでいて、同時に緊きん張ちようを齎もたらすような言葉から。

　そんな、まったく普通であり、まったく普通ではない言葉から──

　ぼくたちの現実が、始まる。




「キスを……して、ほしいん、です」




　砧川の顔は真まっ赤かだった。おいおい大胆だな、とぼくは思う。

「……一いつ緒しよじゃないか」

「ち、違い……ます」

「変なことを言う奴やつだな。好きな相手とそういうことしたいってのは、一いつ般ぱん論ろんとしてわかる。でも付き合わなくていいってのは、どういうわけだ？　最初から諦あきらめてるのか？」

「……そうですね、そうかもしれません……付き合うわけにはいかなくて、でも諦められなくて。わたし、まだそういうの……したことなくて。あの、変なのは、勿もち論ろんわかってます。でも、最後の思い出になるなら、せめて勇気を出して言ってみるだけは、って」

「最後の思い出って」

　砧川の顔は、あくまでも真しん摯し。口くち下べ手たではあるが、彼女は必死に本音を伝えようとしているのだろう──そう思った。だから、ぼくとしては、それを真剣に受け取るわけにはいかない。

「どっかに行くのか？　は、なんかこれから死ぬみたいな言い草じゃないか」

　ぼくは肩を竦すくめ、冗じよう談だんめかして言った。だが。

　うお。それは──それこそ、普通じゃない。予想外で、想定外で、異常な──反応、だった。

　砧川冥めい子こは、微笑ほほえんだのだ。

「そんな感じ、です……ありがとう」

　理解できない感かん謝しやを発し、その瞳ひとみから、どこまでも透明な雫しずくを、一つ、二つ。

　暗く暗い体たい育いく館かん裏の地面に、染み込ませながら。




　そのとき、ぼくは背後に発生する足音を聞く。複数の足音。

　砧川の目がはっと見開かれるのを見て取り、ぼくは振り向いた。

　三人。砧きぬた川がわをいつも苛いじめている、あの三人だ。名前など興きよう味みもない。髪を染め眉まゆを剃そり濃こい化け粧しようをした、ぼくの苦にが手てな普通の奴やつら。無意味なカテゴライズの奔ほん流りゆうに飲み込まれたまま、それに気付かずに一人で悦えつに入っているオナニスト達だ。

　髪の長いの、短いの、中ぐらいのとぼくはその三人を認にん識しきする。

　わかったぞ。砧川のこれは苛めの一環だったのだ。何でも言うことを聞く奴ど隷れい的てき少女を玩具おもちやの一種と考えて、自分達のくだらない日常を（本当にくだらない、くそっ）打破するために誰だれかを思うさま笑ってストレス解消してやろうという腹立たしい遊びに違いない。で、それが一段落したから、ネタばらしのカタルシスを求めて姿を現したのだきっとそうだ。

　しかし、なんで。あいつらは──生気のない、熱病に冒されたような虚ろな目で佇んでいるのだろう？　にこりともせず、無表情なのだろう？　瞬きを一回たりともしていないのだろう？　ゾンビのようにだらんと立っているのだろう？

　虚きよ無むと虚無と虚無を見つめる彼女達は無言でこちらに動き出した。

　なんだお前達、とぼくは言ったと思う。

　彼女達は答えなかったと思う。

　その代わりに、髪の長い奴がスカートのポケットに手を入れて、

「っ……宵よい本もとくん、逃げてっ！」

　ぼくは突き飛ばされた。砧川冥めい子こに突き飛ばされた。僅わずかに嗅かいだ彼女の髪の匂においは、決して不快なものではなかった。どうしてそんなことを感じたのかというと、きっと本能が判断したのだろうと思う。周囲の全すべてが理解できなかったから、少しでも理解できる感覚で脳のう髄ずいを満たしておこうと。子供じみた、自動的な欺ぎ瞞まんだ。

　ぼくは地面に転んで、見た。

　砧川冥子の腹に、深く深く、根元まで──

　髪長が無表情に突き出した、果物ナイフが刺さっているのを。

　砧川は制服の腹を真まっ赤かに染めて、

　吐と血けつして、

　人形みたいに倒れた。

　ぼくはそこで、誰かが舌打ちするような音を聞いたのだが──

　とりあえず、そんなのはどうでもよかった。
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「ん、の──くそ野郎どもがっ！」

　下品な罵ののしりが意い識しきせず喉のどから漏れ、同時、身体からだが勝手に動いている。

　起き上がるなり、巻き込むようなフック。髪長の鼻がべきりと嫌いやな音を立て、ぼくの拳こぶしに鼻水と鼻血が絡からみついた。男女同権とはこういうことだろ？　エセ平等主義者達め。ロングが地面に倒れ、ミドルとショートが左右から同時に飛びかかってくる。ミドルは鳩尾みぞおちに前まえ蹴げりを入れて蹴り飛ばしたが、そのときにはショートがぼくの首を両手で絞めてきた。凄すさまじい握力だ。

「ふざ、けん、なよ……っ」

　渾こん身しんの力でその手を引ひき剝はがしながら、膝ひざをショートの腹へ埋め込む。ああ、女の腹を蹴るな？　それは女の腹にナイフをぶっ刺した奴やつにこそ言ってほしいもんだね。

　手が僅わずかに緩ゆるみ、ぼくは続けてショートの顔面に頭突きを入れた。ひどく香水臭くさく、鼻が曲がりそうだった。さらに乳房の隙すき間ま、心しん臓ぞうの真上に力任せの掌しよう底ていを叩たたき込んで距きよ離りを離はなす。

　無言且かつ無表情でぼくらを襲おそってきた奴らはとりあえずおいといて、ぼくは地面に倒れたままの砧川に駆け寄った。肩を摑つかんで、恐る恐る仰あお向むけにさせてみる──

「……洒しや落れにならんぞ」

　うつ伏せに倒れたせいでさらに押し込まれてしまったのか、ナイフは柄えの部分まで腹にめり込んでいる。砧きぬた川がわは目を閉じたまま、ひゅうひゅうと小さな呼こ気きを喉のどから漏らしているだけだ。それは僅わずかな救いであり、同時に最悪の予兆でもある。

　また、背中から音。見ると、手加減なしに吹き飛ばした三人がやはり無表情に起き上がるところだった。おいおい──今までのは間違いなく全員病院送りコースの手て応ごたえだったぞ。

　背筋がぞくりとした。これは、おかしい。明らかにおかしい。

　わからないことだらけだ。ああ頼む、神でも悪あく魔までもいい、誰だれかこの状況を説明してくれ。

「おのれ、油断しおって」

　祈りは届いたようだ。しかしぼくはそこまでロマンティックが止まらない人間ではない。答えはわかっているぞ……これは幻げん聴ちようだ。ぼくは落ち着いている。それよりも、一刻も早く救急車の血を止めて電話を砧川に連れて行って保ほ健けん室しつを呼ばなくては──

「人の身を案ずる立場でもあるまいに。いつになったら戦いくさ獅じ子しの如ごとき気き概がいを持ってくれるのか」

　幻聴は口を閉じない。しかも幻聴というのは頭の中で聞こえたり、どこから聞こえるかわからないもののはずだろう？　残念ながらぼくはその声の発生源を特定してしまっていた。

　それは傍そばの地面に転がっている、砧川が持っていた鞄かばんだ。

　ぼくはその鞄と、のろのろと近づいてくる三人を交互に見る。しゃがれた女の声はそれを認にん識しきしているのか、再び──そう、さっき聞こえたように──舌打ちをした。

「兎とにも角かくにも、背に腹は変えられん……おい小僧！」

　ははは。幻げん聴ちように呼びかけられたぞ。

「何をへらへらしておるか！　鞄かばんを開けろ！」

　開けたさ。ぼくはぼく自身の心理状態がよくわからない。多た分ぶん、溺おぼれる者は何とやらという格言は正しかったというだけだろう。つまるところ、単なる逃とう避ひ行動だった可能性が高い。

　生き真ま面じ目めに詰められた教科書類の上に、くしゃくしゃになった大きな布のようなものがあった。いや、ただの布ではない。黒い帽子だ。無地ではない……ぼくは初め、それを悪あく趣しゆ味みなアップリケかと思った。たとえ一いつ瞬しゆん前にはそれが帽子の表面には存在していなくても、だ。

　鞄かばんを開けた途端とたんに染み出すようにして帽子の表面に現れたのは、リアルな人の顔だった。いや、その部位と言ったほうが正しい。つまりバラバラなのだ。目と鼻と口と耳、パーツは揃そろっているが場所は完全に間違っている。完全なる混こん沌とんを体現した、奇怪な福笑い。さらに気づけば……いつのまにか帽子のツバの部分から二本の突起が生えている。それは非対称で歪いびつに捻ねじれた、角だ。不安定で危うい魔ま性しようを漂わせる人外器官。

　前触れもなく生せい誕たんした二つの異常、角と顔を持つ帽子がそこにあり──

　そして、バラバラについていた二つの目がぎょろりと開いて、ぼくを見据えた。

「言うことを聞け、小僧。いいか──儂わしをメイコの頭に乗せるのだ。早くしろ」

　目の斜め上にある口が動いて、そう急せかした。ちょっと待て……理解する時間をくれ！

「──早くせんか！　この腰抜け、青二才の童貞小僧めが！」

「ああくそ、なんなんだ、なんなんだ!?　待て、待てよ！　ぼくは、ぼくがすべきことは……そう……砧きぬた川がわ、だ。こいつを助ける、ために、は」

「だからそのためじゃ！　メイコは死なぬ！　だがこのままでは消されるかもしれぬ！」

　怒ど気きと苛いら立だちを纏まとう帽子から唾つばが飛んできた。何のファンタジーだ、畜ちく生しよう。

「見よ、腹を刺された人間の血はあの程度か？　死なぬ。奴やつは死なぬ。だが敵がおる。だから目覚めさせなくてはならぬ！　このときばかりは儂が手を貸して引き戻さねばならんのだ！　さあ、早くしろ戯たわけ！　首尾よく行けば後で貴様の一物をしゃぶるくらいしてやるわ！」

「わけのわからんことばかり言うな！」

　しかし、よく観察すると、帽子の言う通りだ。砧川の出血が……止まっている？　馬ば鹿かな。

　問答も驚きよう愕がくもしている暇ひまはない──三人組はもうそこだ！　ぼくは思考停止しつつ、鞄の中の帽子を引っ摑つかんだ。それは奇妙に縦たて長ながで尖とがっている。つまり──魔女が被かぶる、帽子のように。

　要求通り、砧川の頭に被せる。何をやってるんだぼくは、という思いが一瞬だけ頭を掠かすめた。

　だが理性の警けい告こくは杞き憂ゆうだった。帽子を乗せた瞬間、砧川はぱちりと目を開いたのだ。

「メイコ！」

「──わかってます！」

　跳はね起きた彼女の姿が変わる。

　ぼくは笑い出しそうになった。実際、これをテレビ画面で見ていれば腹を抱えていたかもしれない。なんと言うか、古い。時代錯さく誤ごで使い古された激変の代名詞。もう一度言う。砧川の姿が変わったのだ。この際だからあの言葉を使ってしまうぞ──『変身』したのだ。

　顔の浮いた帽子はそのまま。コマが途中で飛ばされたように、気づけば衣服だけが変わっていた。柔らかそうな布地の黒衣に、足あし下もとはとんがりブーツ。袖そで口ぐちは漏ろう斗とのように広がっており、全体的に円えん錐すい形けいのイメージがある。さらにはベルト代わりなのか、腰と肩を繫つなぐようにして太い鎖くさりが巻かれていた。微妙に錆さびており、退廃的というかひたすら邪悪な印象だ。
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「お、おい……」

　声をかけたが無視された。三人組は砧きぬた川がわの変化に注意を向けているようで、とりあえず足を止めている。今まで泣いていた目で油断なく周囲を睥へい睨げいしながら、砧川は帽子に問い掛けた。

「アヴェイラーズ、どういうことですか……？」

「さてな。だが代替魔術師ポステリオルマギスではない。闇滓アンシイの量が少なすぎる」

「操あやつられてる、のですね」

「おーい」

　砧川はぼくの存在を忘れ、自分の腹からナイフを引き抜いていた。軽く血が地面に垂れるが、それだけだ。

「だが倒すしかないぞ。お前は覚悟を決めているはずであるな？」

「はい……わかっています。やらなきゃ、やられる」

「そこの古くて格好いい台詞せりふを言っている奴やつ。事態の説明を求めている一般人がここにいるぞ」

「あの、何だか幻げん聴ちようが聞こえるんですけど……宵よい本もとくんの。あは、変になっちゃったの、かな」

「……お前……何を勘違いしているのか知らぬが、とりあえず後ろを見てみろ」

「後ろ？」

　目が合う。やあ、とぼくは片手を上げて挨あい拶さつした。

「……ひょえええっ!?　な、何で宵本くんがいるんですかぁっ？」

「ずっとここにいるわい！　て言うかそもそもお前が呼び出したんだろうが！」

　合図は砧川の絶叫か、それともぼくの反はん駁ばくか──三人組が一いつ斉せいに飛びかかってきた。ついでに言えば砧川も飛びかかってきた。正せい確かくには、ぼくの手を引いて走り出したわけだが。

「何をしておる、戦え！」

「む、無む茶ちや言わないでください！　宵本くんがいるのに戦えるわけないでしょう!?」

　体たい育いく館かんに沿って南下するコースだ。この先は普段ふだんから人ひと気けがない特別校舎棟の裏に続いている。しかも今は放ほう課か後ご、この妙な逃とう亡ぼう劇げきが人目につくことはないだろう。

　三人組の足音を背中に聞きながら、砧川は泣きそうに顔を歪ゆがませて言ってきた。

「ど、どうして？　なんで逃げてないんです？　わたし、てっきり」

「あのな、目の前で腹を刺された奴を放っとけるか！　ぼくこそ、てっきり、だ！」

　砧川の目が驚おどろきの色に染まる。

「ま、まさか、助けてくれたんです……か？　関係ないのに」

「どうなってんだよ、まったく。おもくそ殴って蹴けったのにあいつらは立ち上がってくるし、お前はんな変な格好になるし、刺されたのもなかったことになってるみたいだし……」

「あ、アヴェイラーズ……」

「お前が不意打ちで意い識しきを失ってしまえば、こやつの手を借りるしか方法はなかろうが。儂わしとて無関係な人間を巻き込みたいと思っていたわけではない。お前のせいじゃぞ、猛もう省せいしろ」

　帽子の答えにしゅんとする砧きぬた川がわ。

「宵よい本もとくん、ごめんなさい……その、説明は後でしますから、今は」

「そう、今は、だ。どうするんだよ。このまま学校を逃げ回るのか？」

「えと、鞄かばん……は置いてきちゃったし、あ、さっきのナイフ……は、捨てちゃった!?」

「戯たわけ！」

　帽子の罵ば倒とうにあうあうと視し線せんを彷徨さまよわせていた砧川だったが、やおら横を見て足を止めた。現在地は人ひと気けのない特別校舎棟の裏で、ここからはがらんとした校舎一階の内部が見える。

「そうだ……中に入ります！」

　砧川は一ひと跳とびで窓まど枠わくの上に乗り、拳こぶしで窓を叩たたき割った。むう、予想外にバイオレンスだ。

　割れた箇所から鍵かぎを外し、彼女は窓を開ける。ちらと来た方向を振り返ると、あの三人組の姿は三十メートルほど向こうにあった。

「小僧とはここで別れたほうがいい、と儂わしは提案するが」

「駄だ目め、もし宵本くんのほうを追っかけていったら大変」

「その可能性は低いと思うがな」

　帽子と軽く会話し、窓まど枠わくに乗ったまま砧川はぼくに向けておずおずと手を伸ばした。

「あの、一いつ緒しよに……」

　三人組から一人で逃げ切れる程度の自信はあるが──砧きぬた川がわのこと、変な帽子のこと、襲おそわれたこと。知りたいことが多すぎる。このまま帰ったら夜も眠れないぞ。

　ぼくは砧川の細い手を摑つかんだ。その瞬しゆん間かん、窓枠の上──ひいては特別校舎の中に引っ張り込まれる。半分がた宙を飛んだような感じだ。砧川はそれから廊下の突き当たりまで走り、そこにある教室のプレートを見上げた。『調ちよう理り実習室』とある。

　扉には鍵かぎがかかっているようだった。砧川は一つ嘆たん息そくし、取っ手に両手をかけ、

「……ぇぃっ！」

　べきょ、と音がしましたが……ああもう、考えないようにしようそうしよう。

　通常教室二つぶんの広さを持った調理実習室には、流しとコンロがセットされた机が八つ、等間隔に並んでいた。あまり使われない教室独特の乾かん燥そうした薬品臭しゆうが空間に満ちている。

　砧川は奥に進み、教室の後ろにある棚を開いて何かを探していた。ややあって取り出されたのは、まぁ即席の武器としてはありがちだな……包丁だ。実際に使えるかどうかは別問題だが。

　砧川の手招きに従って、ぼくは最後尾の机の陰にしゃがみ込んで隠れた。校舎に入るところを見られていたのだから見つかるのも時間の問題かもしれないが、気分だ。

　それから数分は経たっただろうか。思ったより時間がかかって、がらりと扉の開く音。

　中に入ってきた三人組の進路は──くそったれだ、こちらに向かっているぞ。ぼくはちらりと砧川の包丁を眺めてから立ち上がった。殺人犯を一人増やしてしまうわけにもいくまい。

「砧川。それ、使わなくていいからな。この際だ、ぼくがなんとかしよう」

「駄だ目めです……」

　背後から、震ふるえる声が聞こえた。衣きぬ擦ずれ。彼女も隠れるのを止めて立ち上がったのだろう。

「駄目、なん、です。あの人達は普通じゃなくて──だからきっと、宵本くんが強くても、きっと、駄目。普通のひとにはどうにもできない、ことだから……」

　ぼくは近付いてくる三人組から目を離はなさないまま、肩を竦すくめた。

「お前にはどうにかできるって？」

　それは緊きん張ちようを紛まぎらわせるための冗談のようなものだったのだが──砧川ははっきりと答えた。

「──はい」

　そして、震ふるえる声をさらに震わせて。

「あ、あの、だから、今からわたし、変なことしますけど……どうか、お願ねがいです。勝手なこといいますけど、どうか」

　変なこと？　いきなりストリップショーでも始めるのか？　そいつは素敵すてきな奇行だな。

　ぼくの皮肉めいた思考を止めたのは、不意に聞こえ始めた、ぼとぼとと何かが床ゆかを打つ音。

　生なま臭ぐさい。

「どうか、嫌わないでください」

　血の臭におい。

　振り向く。三人組のことがその瞬しゆん間かん、頭から飛んだ。

「ああ……ぁぁぁああああああああああああああああああああああああ！」

　彼女は大粒の涙を零こぼしながら、顔を苦痛でくしゃくしゃに歪ゆがめ、




　手に持った包丁で、自分の人差し指を切り落としていた。




　　　　４




　順手に持った包丁の先端が、ゴリゴリゴリゴリと前後に動いている。生物のように飛び散る血が、机を一いつ瞬しゆんで派は手でな色に染めた。彼女は肉を裂き、筋を切り、関節に達すると刃先を捻ひねって白骨同士の結合を断つ。悲鳴は止まらない。ぼくは胸中の吐き気を他ひ人と事ごとのように感じながら、ただその光景から目を離はなせない。彼女が大きく頭を前に振ると、それに合わせて何かが机の上に落ちた。何か。わかっている。人差し指だ。ひどく現実感がない。マネキンの指にも見えるそれは、錯さつ覚かくかもしれないが、机の血ち溜だまりの中でぴくんと動いたような気がした。

　砧きぬた川がわは荒い息を吐きながら、それを四本の指で拾い上げる。ありえない位置──左手の人差し指を、同じ左の手の平に乗せたのだ。人差し指自身も驚おどろきだろう。

「伏せて……」

　涙に濡ぬれた砧川の瞳ひとみが、それでも意志を持って前を向く。ぼくはその言葉に従うしかない。

　砧川は左手を掲げるように伸ばし、切り離された指に息を吹きかけつつ囁ささやく。

「──《第七指はプラチナ・銀糸の庭へとフインガー・捧ぐセブンス》──」

　瞬間、その指が弾はじけた。そう見えた。

　肉が脂を散らすような小気味良い音と共に、彼女の手の平から閃せん光こうが生じる。光こう輝きは瞬時に線せんと化し、仲間たる四指の誘惑を振り切って疾走した。それは奇妙に枝分かれしつつ、凄すさまじい速度で、机の間を擦すり抜けて突進しようとしていた三人組に吶とつ喊かんを敢行──そして完遂。

　何かが焦こげるような臭いが、つい五分前までは安あん寧ねいの空気に満ちていた調ちよう理り実習室に広がっていた。ような、というか、実際焦げている──机の上にある折れ曲がった水道の蛇じや口ぐち、食器を置くためのプラスチック台。きっと焦げているだろう、というものなら他ほかにもある。

　ぼくの視界から消えた、あの三人組だ。電光の直ちよく撃げきを受けた三人組は、今は机の下でぴくりともしていないだろう。それを容易たやすく想像させるほど、先刻砧川が放った攻撃は圧倒的だった。

　砧川は包丁を机の上に置き、俯うつむきながら荒い息を吐いている。帽子は哂わらっている。

　ぼくはその様よう子すを後ろから眺めて、言っていた。呆ぼう然ぜんと。

「ああ……何だそれ。指をぶった切って、ああ、何だそれ。わからん。わからん。大丈夫なの、か──いや、大丈夫なわけがねぇだろ！　くそ、包帯くらいこの教室にも」

「かかかかかかか！　小僧、小僧、ほんに愚おろかよな。その役立たずな節穴をようく見開け！」

　帽子の言葉に従い、ぼくは砧きぬた川がわのさらなる異常を目にした。

　彼女の、かつて人差し指があった場所……そこで肉が蠢うごめいている。切きり離はなされて光に変わってしまった指が、その付け根から再び生えてこようとしているのだ。ソーセージのように細長い肉が体積を増し、表面に薄うすい皺しわを作り、血管を這はわせ、薄うすい桜さくら色いろの爪つめまでも形成する──

「なん……だ。なんなんだ……砧川、お前は」

　彼女は何かを堪こらえるように瞼まぶたをきつく閉じているだけ。代わりに答えたのはやはり、帽子。

「何。何、と聞くか。一言で言えよう──《魔女ウイツチ》！　それ以外に何があるか？　ない！」

「魔女ウイツチ……？　くそ。んな、ことは、見ればわかる！　わからんけどな！　だから、そんなのはどうでもいいんだよ！　ぼくは、ただ」

「なるほど小僧、貴様が憂うれえているのはメイコの身体からだのことじゃな？　心配せずともメイコは代替魔術師ポステリオルマギス。その肉体的性質は、もともと半人半はん魔まの魔女ウイツチのものと似通っている」

　帽子は二つ離れた目を奇妙に歪ゆがめ、唾つばを散らして哄こう笑しようした。

「単純明快！　明快単純！　こやつは不死なのだよ！　不死でイモータル！　不滅でイモータル！　不朽でイモータル！　死なずイモータル！　滅ばずイモータル！　殺されぬイン・モータル！　理由を知りたいか？　ならば教えよう──」

「アヴェイラーズ！」

　砧川の絶叫は、帽子の口をぴたりと閉じさせる効果を持っていた。

　彼女が顔を上げて、ゆっくりとこちらに身体を向ける。もう、指は完全に生え揃そろっていた。

　奇怪な。魔女。

　けれども彼女の顔は、さっきまで見ていたものと同じだった。気弱なクラスメイトの顔。浮かんでいるのは愛あい想そ笑わらいにもなり切れない薄い微笑だ。困ったように歪んでいて、どことなく無理がある──つまりは他ほかの感情を無む理り矢や理りに微笑に置き換えただけなのだろう。

　ぼくは何を言えばいいのか。部外者であり、傍ぼう観かん者しやであるぼくは。

　なんとなく彼女の顔の横、平へい穏おんを取り戻した教室を眺める。変異を内包した教室を眺める。

「……あいつらは」

「死んだかも、しれません」

　ぼくの目を真っ直ぐに見み据すえながら、砧川は言った。平静だったのはその言葉だけ。

　手は震ふるえていた。唇は嚙かみ締しめられていた。瞳ひとみは濡ぬれていた。それが言葉の内容のせいなのか、人差し指を切り落とした痛苦を引ひき摺ずっているせいなのかは、ぼくには判断できない。

　口が開かれる。ぼくは理由なく、次の言葉が少なくとも言い訳ではないことを確かく信しんしていた。

　だがそれを確たしかめる機き会かいは永遠に訪れない。砧川の声帯が空気を震ふるわせる一いつ瞬しゆん前に、彼女が先刻口にした言葉の裏面が正当に具現化する。死んだかも。

　砧川の背後で、ショートの髪の女がコメツキムシのように跳はねていた。そいつは一瞬で天てん井じようスレスレまで飛び上がり、放ほう物ぶつ線せんを描いて落ちてくる。四し肢しは弛し緩かんしており、宙に放り投げられたダミー人形のようだ。相変わらず無表情の口だけが開いている──くそ、嚙かみつき攻こう撃げきか？

　帽子の叫びとぼくの表情で、砧きぬた川がわが背後を振り向く。遅い。ぼくが足を踏み出すのも遅い。間に合うわけがない。女の口から唾だ液えきが垂れ、それでも砧川が無む駄だな何かをしようとして──

　突とつ如じよ響ひびいた一発の銃声が、その全すべてを無意味にした。




　乾いた闖ちん入にゆう者しやは同時に二種の音を引き連れてくる。窓が割れる音と、強く鋭するどい、女の声こわ音ね。

「──hagalazハガラズ！」

　声にやや遅れて、白い何かが無数に空を裂く。消しゴムほどのサイズのそれは、角ばった雹ひようだ。数十個の雹が横合いからショートヘアの全身に叩たたき込まれ、さらには雹の中でも最も大きく流りゆう線せん型けいをしていた一つが、すぽんとそのこめかみに挿入された──挿入されたのだ。頭の中に。

　ぼくは当然ながら脳のう漿しようと血液の散布を想像したが、現実はあくまで背信的だ。

　ショートはくりんと白目を剝むいたように見えた。そして次の瞬間、その身体自体が破裂する。まさしくその身体からだが風船だったかのように、人間としての全ての体積は消滅──代わりに現れたのは黒いタールのような液体だ。それはリノリウムの床ゆかに落下し粘り気のある悲鳴をあげると、そのままそこに染み込むようにして消える。初めから何も存在していなかったかのごとく。

　ぼくはゆっくりとそこから視し線せんを外し、雹弾が飛んできた方向に顔を向けた。

　その瞬間、肩から力が抜けた。精気も抜けた。それほどのインパクトを受ける。

　割れた窓を乗り越えて入ってくるのは、ははははは。

　魔女の次は、拳銃を持ったエルフときた。さて、目覚まし時計が鳴る時間はまだか？

「標しるしと具うつわに依よる現象干かん渉しよう……刻印魔術ルーンマジツク！《エルフ》か！」

「いかにもだ、魔女ウイツチの導き手ナビゲータよ。直接顔を合わせるのは初めてだな」

　二十歳ほどの金髪の白人女性だ──ただし耳はお約束として長く尖とがっている。切れ長で鋭い印象を与える顔立ちに加え、小さな眼鏡めがねが鼻の頭にちょこんと乗っていた。アンバランスと言えばそうで、美人司書のようだと思えばひどく似合っている。身に着けているのは……手に持っているリボルバーといい、ファンタジーにも近代化の波が押し寄せているのか？　深ふか緑みどり色いろをしたチェックのスカートに、上半身は裾すそを出している白いワイシャツだ。なんとなく女子高生っぽい。目を惹ひくのは長い手足で、腕も太ふと股ももも、顔と胴体以外の四し肢しで肌が露ろ出しゆつする部分は全て白い包帯が巻かれている。その姿に妙にゴツいサバイバルブーツとウェスタンな感じのマントを加えれば、丁度ぼくの前にいる自称エルフ様一丁上がり。

　敵意がないことを示すためか、彼女は銃をマントの下にしまい込みながら、ちらりと三人組がいた場所を一いち瞥べつした。ぼくも机の隙すき間まを確かく認にんしたが、誰だれの姿もない。さっきのショート以外は、砧川の電でん撃げきで死んで──あのタールみたいになって消えてしまったのだろうか。

「《ドルイド》の誓約魔術ゲツシユマジツク……複製影人イミテーターか？　厄介だ」

　独白するように呟つぶやき、再び砧川を見やる。はっと身を引いた彼女に嫣えん然ぜんとした苦笑を返し、

「気を張るな、魔女ウイツチの代替魔術師ポステリオルマギス。私の目的はお前と戦うことではない。手を出すつもりもなかったが──どうにも窮きゆう地ちのようだったのでな。ああ、私はレンテンシア・イズラデリという」

「は……はぁ。砧きぬた川がわ冥めい子こです。どうも……このたびは、助けていただいて」

　毒気を抜かれた間抜けな表情で、砧川はぺこりと頭を下げた。天然な奴やつだな。

　困惑している砧川とは対照的に、帽子はこの世の終わりが来たかのように喚わめいていた。

「何をしておる、奴はエルフ、代替魔術師ポステリオルマギスじゃぞ！　これは油断させるための策じゃ、気を抜くな、戦え！　倒して根源闇滓ルート・アンシイを奪え！　殺せ、殺せ、殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ！」

　エルフは眉まゆを顰ひそめ、ぎらぎらと彼女を睨にらみつける帽子の圧力を受け止めながら一歩下がった。

「好戦的だな、魔女ウイツチ。信じろ、私は」

「耳を貸すなメイコ！　代償魔術ペインマジツクを放て、指を断ち血を流し肉を抉えぐり──殺すのだ、ただひたすらに殺すのだ！　でなくてはお前に未来はない！　わかっておるのだろう!?」

　止まらない叱しつ咤たに、とりあえずは砧川も帽子の言を聞くことにしたらしい。気乗りしない顔のまま、机に置いていた包丁にそっと手を伸ばす。その行為にエルフは目を眇すがめて、自分が飛び込んできた窓まど枠わくに手をかけた。軽く瞳ひとみを左右に動かし、周囲を確かく認にんしているようだ──

　そう、放ほう課か後ごと言えど窓の割れた音を聞きつけた生徒が皆無というわけでもないだろう。外は次第に騒さわがしくなってきている。ここに誰だれかがやってくるのも時間の問題かもしれない。

　軽く舌打ちを残して、エルフは身軽に窓枠に飛び乗った。

「──まぁいい、ここで伝えるのも尚早か。今は退ひこう」

「聞くな！　聞くな！」

「忠告だ。先刻の敵はドルイド──誓約魔術ゲツシユマジツクを見出した種しゆだろう。詳しくは知らんが、複製影人イミテーターという人形を作って意のままに操あやつるらしい……用心することだな」

　一方的に言ってから、彼女は窓の外に消える。騒がしい帽子が虚こ空くうに罵ののしりの言葉を発した。

　さて、残ったのは何か。調ちよう理り実習室の姿はいつもと変わりない──砧川の電撃で焦こげた箇所を除けば。砧川が床ゆかや机に零こぼした多量の血液すらいつのまにか揮き発はつしている。あるのはただ、顔を浮かせる角付き帽子と、それを被かぶった黒くろ尽ずくめの魔ま女じよだけ。いや──わかっていた。看かん過かできないものの筆頭が、確たしかにぼくの前に残されていた。

　それは何か。決まっている。

　疑問だ。




　体たい育いく館かん裏で鞄かばんを回収して、騒さわぎのほとぼりが冷めるのを待ち──数十分後。

　ぼくと砧川は校門を目指して歩いていた。制服姿に戻った砧川は、ぼくの後ろで俯うつむいて歩いている。不ふ機き嫌げんそうだった喧やかましい帽子は、今は彼女の鞄に押し込められているはずだ。

　視界の端に見えたものに気づき、ぼくはふと足を止めた。それについてこれなかったのか、ぺち、と背中に軽い感触。振り向けば砧川が鼻を押さえて顔を赤くしている。

「……前を見て歩け」

「あうう、ごめんなさい……」

「謝あやまらんでもいいが。それよりも、あそこにいるのは」

　校舎と校門を結ぶ道、その横の植え込みに数人の人ひと影かげ。栄養不足の木の根元にへたり込んでいるのはあの三人組だ。そして彼女達を介抱している男子は、ぼくの見覚えのある奴やつだった。

「草そう太た。何やってるんだ？」

「うわっ！　と。あ、澪れいか……じゃなくて、澪くん。助けてよう～」

　背後から突然に声をかけたせいか、女の子座りしている草太はなぜか一いつ瞬しゆんだけ大おお袈げ裟さに驚おどろいた。それから困り顔で振り返ってくる。その腹にはあのロングがしがみつき、化け粧しようを涙で崩していた。なんかわかんないけど頭が痛いだの怖くて涙が出るだの彼女は呟つぶやいている。

　ぼくはそっと草太の耳元に口を近づけた。

「どうなってんだ？　ていうかムカつくから猫かぶりモードやめろ」

「うっさいな。こいつらも一応女だから仕方ないだろ……ここで三人揃そろって倒れてやがったんだ。さすがにほっとけん。簡かん単たんに起きたのはいいが、それきりこんな具合だ」

　ロング以外の二人は、寝起きのようにぼんやりと半はん眼がんになって瞬まばたきしているだけである。その様よう子すを窺うかがいながら、草太はぼそぼそと素すの口く調ちようで答えてきた。ぼくはさらに質問する。

「いつだ？」

「俺おれが見つけたのはついさっきだよ。ああ不運だ。忘れた携帯なんか取りにくるんじゃなかった。いや、夜も別の奴と予定あるから携帯は絶対いるんだが……本当なら今いま頃ごろ、さっきのロマンス映画の五倍は濃こいベッドシーンに突入してたはずなのに」

「ダブルヘッダーとはいい度胸だ。呪のろわれろ。で、倒れてた原因は？」

　さぁね、と草太は肩を竦すくめてから、腹で泣きじゃくるロングにそれを聞いた。答えは、わからない、とだけ。放ほう課か後ごになって校舎を出てからの記き憶おくがないらしい。少なくとも表情を見る限り、発言に噓うそはないように思える──こいつらに演技力などという高尚な能力が備わっているとも思えないし。後ろを振り向いて、砧きぬた川がわに小声でどういうことだと聞く。

「わかりません……あ」

　鞄に耳を近づけてふんふんと頷うなずいてから、彼女はぼくを上うわ目め遣づかいに見上げて言った。

「えと、複製影人イミテーターが滅んだから、本物が出てきたのではないか。『肉体』という部分概がい念ねんだけを補足、仮物質に入れ替えた人形が複製影人イミテーターであろう。それが存在を失ったならば、魔ま術じゆつ的てき拘束力がリセットされて施せ術じゆつ前の状態の本体が強制的に解放されるはずじゃ……らしいです」

「何を言ってるのかよくわからんぞ帽子野郎、と伝えろ」

　砧川は愚ぐ直ちよくにその言葉を鞄かばんの中に囁ささやき、次の瞬しゆん間かん、あうっと呻うめいて鞄から顔を引き離はなした。よほど凄すごい罵ののしりを返されたらしい。

　溜ため息いきが聞こえたので視し線せんを前に戻す。

「ねえ……そろそろ、泣き止やんでくれない？」

　だがロングはまだ下品に鼻を啜すすり続けている。仕方ないなあ、と草そう太たは驚おどろきの行動に出る。

　ロングの唇を奪ったのだ。しかも結構ディープに。女の目が蕩とろける。

「ほら、とりあえず保ほ健けん室しつ行こうか。そこの二人も連れて行かないとね。立てる？」

　驚きよう愕がくするぼくに、不敵に唇を歪ゆがめた草太が口を近づける。

「ひひ、そんな目するなよ。ま、昔に一回だけって約束で遊んでな──これからもちょっと遊んでやるつもり。さっきの奴やつとの予定がパーになったし、人数でカバーな。澪れいも参加するか？」

「力強く遠えん慮りよする」

　寝ね惚ぼけたミドルを肩で支えて立ち上がったロングが、機き波なみ？　と首を傾かしげた。

「あ、ごめんごめん。じゃ、ボクはこの子手伝うね。さ、行こう行こう」

　偶然ここに来たにしちゃ決断が早いじゃないか……それだけ女に飢えてるってことか？

　ぼくは何だか釈しやく然ぜんとしない気分になる。その理由の大部分はあの三人組と草太が絡からむというヤな想像のせいだ。小部分については──よくわからない。

　草太達が保健室に行くのを見送った後も、ぼくはなんとも言えない不快感に身を浸していた。

「機波くん、優やさしいですね」

「あの優しさの構成成分は性欲が百％だ。もうちょっと人の内面を見抜く努力をしろ。ま、あいつの対女限定の内面隠し術はたいしたもんだし、ぼくに言えるこっちゃないが」

「……？」

「ぼくも、誰だれかが魔ま女じよっ娘こだったなんて全然気付かなかったからな」

　そう言うと、砧きぬた川がわは思い出したように顔を暗くして俯うつむいた。

　それからぼくたちは校門を出て、家いえ路じを辿たどる。無言の帰り道。

　理解できない放ほう課か後ごを脱出したというのに、いつもと同じ空はいつもと同じように九月の茜あかね色いろに染まっていて、腹立たしくなるほどに温かな光が境さかい森もり市しの街並みを照らし出している。

　盾たて宮みや高校は市の北東部の高台にあり、高台の下は学校通りとでも言うべき中途半端な商店街。本格的に遊ぶ場所は市の中心部にある大通りの役割だ。商店街を過ぎればそこは何の変哲もない家々が密集する住宅街となっており、ぼくの家はそこだ。どうやら砧川も同じらしい。

　三さん叉さ路ろを右に曲がろうとしたところで、砧川が左側に行こうとしていることに気がついた。

「ぼくの家はこっちだ」

「あ、じゃあ、その……」

　と砧川は無意味に口くち籠ごもって、頭をぺこりと下げた。ぼくは眉まゆを寄せる。

「勘違いしてるな」

「へ……へ？」

「何のために一いつ緒しよに帰ったと思ってるんだ……つーかあれだけのことをしておいて、まさか『じゃあまた明日あした』とか普通に帰れると思ってたわけじゃないだろ？　説明責任、なんつー便利な言葉が最近作られたみたいでね。納得いくまで今日きよう起こったことを聞かせてもらうさ」

　砧きぬた川がわは目を見開いた。その顔に、ぼくは内心で苦笑した。

　ぼくは普通がつまらない。だがそれは同時に、普通でない変人には興きよう味みを持つということだ。

　魔ま女じよにエルフ、変な操あやつり人形。しかもどうやら幻覚とかトリックとかでなく、全すべてが本物らしい。これでぼくの変人センサーが働かない理由があったら教えてほしいものだ。

「金銭的立地的心情的安心感的に考えて、場所はぼくの家一択だ。ちなみに拒否権はない」

「……よ、宵よい本もとくんの、家!?　そ、そんな、駄だ目めです。わたしなんかが行ったら、その、あれで、とにかく駄目ですっ……」

「拒否権はないと言ったぞ。心配しなくても茶くらい出る。たぶん」

　砧川は瀕ひん死しの魚類のように口を動かし、そして手にした鞄かばんを見下ろした。意味もなく空を見て電柱を見て、胸を反らしたり俯うつむいたり。

　その所しよ作さをぼくが根気強く見守っていると、砧川はようやく、カクカクした動作でおじぎをする。彼女は顔を真まっ赤かにして、よろしくお願ねがいします、とズレたことを言った。

　ぼくは肩を竦すくめることで返答し、誰だれかが鞄の中で不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。
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　　　　１




　乱らん暴ぼうに階段を踏む音と共に、喧やかましい声が近づいてくる。

「お兄ちゃ！　聞いてよ聞いてよ大変だったの！　なんか不良が校舎の窓割ったらしくて生徒会が引っ張り出されて中で花火とかしたんじゃないかってひょっとしてお兄ちゃの関係じゃないよねないよね!?　もしそうだったら切せつ華かの大切な放ほう課か後ごをフイにしたことを謝あやまって」

　ばん。

　僅わずかのタメもなく、ぼくの部屋のドアが開けられた。

「賠ばい償しよう請せい求きゆうだってするからねってぎゃあああああああああああお兄ちゃが巳み沙さ希きお姉ちゃ以外のひとをお部屋に入れてるぅっ!?」

「あーうるさい。ノックくらいしろ……不ふ肖しよううちの妹だ。騒さわがしいだけで害はない」

「は、はぁ……えと、砧きぬた川がわ冥めい子こです。お邪じや魔ましてます……」

　砧川はテーブルの横で正座したまま、切華に向けてぺこりと頭を下げた。間抜けと言えば間抜けなその対応に、切華は目をぱちくりさせた。それからおずおずと挨あい拶さつをする。

　そして彼女はわざとらしく一つ手を叩たたいて、インスタントコーヒーと安物紅茶と偽にせ物もの日本茶がありますけどどれがいいですか、などと満面の笑えみで言った。

　ぼくは紅茶を選び、わたしもそれで、と予想通り砧川は主体性の無さを浮き彫りにした。

　切華はドアを閉めつつ、隙すき間まからぼくだけに向かってばちりばちりとウィンクする。そのジャスチャーの意味をぼくが慮おもんぱかっていると、短気な切華は騒がしくそれに手招きを加えた。

　ちょっと悪い、と砧川に断って部屋を出る。切華は怒ど濤とうの勢いで囁ささやいてきた。

「お、お茶淹いれたら切華は買い物に行ってくるからね？　えと、お母さんたちが帰ってくるまでは……一時間くらい？　じゃあ一時間は絶対に、ゼッタイに帰ってこないからこないから！　あ、安心していろいろしてね!?」

「オイ」

　ぼくはジト目を切華に向けたが、このお馬ば鹿かな妹は自分の頰ほおを挟んで何やらえらく興こう奮ふんしているようだった。が、不意にはっと顔色を変えて、

「み、巳沙希お姉ちゃはあのひとのこと知ってるの？」

「ん？　隣となりのクラスだから顔くらいは知ってるんじゃないか。それがどうした？」

　切華はあんぐりと口を開け、うわぁ、と呻うめいてから首をぶんぶん左右に振った。お兄ちゃがそこまで鈍にぶいなんて思わなかったよーぅバカバカ、と意味不明なことを口の中で呟つぶやいている。

「あのな、飲み物持ってくるなら早くしろ。んで早く買い物に行ってしまえ」

「……むー、邪じや魔ま者もの扱い……はいはい、わかりましたよーぅ。あーあ、ほんと、これじゃ巳沙希お姉ちゃも浮かばれないね……」

　切せつ華かは一階に降りる階段に足を掛けたが、途中でぼくを振り返った。

「えと、ええとね？　完全に応援してるわけじゃないけど、そーいうのは自由だし、お兄ちゃの人生が狂うのを見過ごすのも忍びないから言うけども」

　切華はやたらとぎこちない愛あい想そ笑わらいを浮かべて、

「も、もしアレだったら先に薬局に行くおつかいを受けつけるよ？」

「死んでしまえ、このマセガキ！」

　ぼくは廊下にあった切華のぬいぐるみを階段に投げつけ、切華はうわーん可愛かわいい妹の好意が理解されてないよーぅ、などと言いながらどたどたと階下に逃げていった。




　嫌いやがらせなのか何なのか、切華が淹いれてくれた紅茶は煮えたぎっていた。早々にこのまま飲むことを諦あきらめたぼくとは違い、砧きぬた川がわは息を吹き掛けることもせずにあっさりとその灼しやく熱ねつを啜すすっていた──舌が麻ま痺ひしてるんじゃないだろうな。

　ともあれ切華は買い物に出かけ、共働きの両親はまだ帰っていない。家には二人だけだ。

　砧川はちらちらと部屋を見回している。特に面おも白しろいものもない、平均的な部屋だと思うぞ。ただしつまらないものならば一杯ある。机や本棚の上には装飾物が満まん載さいだ。二千ピースのジグソーパズル（白一色）だとか細部まで作り込まれた大おお阪さか城じようのペーパークラフト（城下町含み）だとかマッチ棒で作った巨大帆はん船せん（乗組員付き）だとか。病やんでるというのは褒ほめ言葉だ。

　凄すごいですねと呟つぶやかれたので、趣しゆ味みの産物だと返してやる。

「はぁ。趣味」

「と言っても物づくりが、じゃないぞ。暇を潰すのが趣味なんだ。ぼくの人生は全すべて暇ひま潰つぶしさ。することは何でもいいんだよ。ネットで探せばいくらでも暇人達の暇潰し入門サイトが見つけられるし──正直なところ、早くこの暇潰し人生が終わってくれないかなと思うときもある」

　砧川はふっと寂しそうに、あるいは辛つらそうに目を細めた。そんな目をされても困るのだが。

「ぼくの部屋の内装を見に来たわけじゃなかったろう？　そろそろ本題に入りたいんだがね」

「あの……黙もく秘ひ権けんとかは……」

「ない、と言い切りたいところだが。結局喋しやべるか喋らないかはお前の意思だ、好きにすればいい。しかし、もし喋ってくれないなら」

　ぼくは腕組みをしたまま、机の上に置いてあるノートＰＣに視し線せんを向けた。

「驚きよう愕がく！　盾たて宮みや高校二年三組の砧川冥めい子こは魔ま女じよだった!?　などというオカルトニュースがウェブ上を駆け巡ることになるな。実名が出てるんだ、それなりに興きよう味みは惹ひけるだろ」

「い、いんたーねっと、ですか……あうう、冗談……です、よね？」

「さて。お前がぼくという人間の性格を知ってれば答えは明白だと思うが」

　知ってます、とばかりに砧川は深い溜ため息いきをついた。それから鞄かばんを開け、帽子を取り出す。何の変哲もないそれをテーブルの上に置くと、やはり顔のパーツと角が浮かび上がってきた。

「……やれやれ。おかしな小僧に目をつけられたのぅ。仕方がない、我われ々われが目立つことは不利益しか生まぬ。巻き込んだこいつ一人に説明して済むならばそれにこしたことはない、か」

「いい判断だ。で、そこの福笑い。まずお前は何者だ？」

「名はアヴェイラーズ・ウルリッヒじゃ」

「そりゃ何回も聞いた。名前なんかじゃなく……結局、お前は何なんだ？」

「《魔女ウイツチ》。正せい確かくにはその代替魔術師ポステリオルマギスの導き手ナビゲータである」

　一気に話が飛んだぞ。ぼくは視し線せんで砧きぬた川がわに助けを求める。

「えと……代替魔術師ポステリオルマギスっていうのは、わたしのことで。わたしに魔ま術じゆつの使い方とかを教えてくれるのが導き手ナビゲータで、つまりそれがアヴェイラーズなんです。えと、でももともとは違くて──」

「メイコ。そこから話してもこやつには理解できまいよ。儂わしが初めから話すしかあるまい」

　アヴェイラーズは考えを纏まとめるようにして虚こ空くうを見つめ、それからしばらくして口を開いた。

「闇滓アンシイ、というモノを知っているか」

「……いや、聞いたことがない」

「そうじゃろうな。現代この世界の人間には未いまだ見出されておらぬようだ。闇滓アンシイとは──物質的には存在しない、曖あい昧まい模も糊ことした概がい念ねん量りよう。簡かん単たんに言えば、存在の裏概念の存在、となろうか」

「いきなりわけがわからん」

「ええい、面めん倒どう臭くさいの。感覚的に理解しろ──例えば、貴様は今ここに在ある。それは『ここに無い』という事実を否定していることを同時に意味する。それと似ておるな。存在の裏側に存在する、存在しないという事実を打ち消す存在力……そのようなものじゃ」

　ううむ。ややこしいが……なんとなくニュアンスはわかった、ような。

「続けるぞ。闇滓アンシイには主に二つの性質がある。一つは既知観測性。つまりその存在を絶対的なまでに確かく信しんしているものにしか、闇滓アンシイは『在るもの』として認にん識しきされない。もう一つは現象干かん渉しよう性せい──闇滓アンシイが世界を改変する理外介入を行う材料に使えること。存在の裏であるのなら、逆を辿たどって存在そのものを弄いじることができるだろうという考えよ。布を摘つまんで引き上げれば山ができようが、裏側から押しても山は作れる。あるいは裏側からしかできないことも存在する」

「その──闇滓アンシイ？　よくわからんがそういうのがある、と。で、そりゃどこにあるんだ？」

「主に生物が持っている。存在している、という事実は無生物よりも生物が多く生むのでな。その意味では、生命力の裏側にある力と言ってもいいじゃろう」

「で、それを使えば現実に不可能なことも色々できる、と言うわけだな。砧川の電でん撃げきみたいに」

「理解が早い──それを我々は魔術と呼ぶ」

「ああ、待てよ待てよ……今ぼくが理解していることを言うぞ？『普通の人間には存在がわからなくて』『しかしそれを使えば魔法っぽい現象を引き起こせる』『生物が持っている何か』。ぶっちゃけた話、そりゃぼくたちがなんとなく考えているところの、ま……おおっと」

「どうした？」

「……いや、あまりにベタすぎる単語だったんでね。口にするのも恥ずかしくなるような」

「ふむ。初めて説明したとき──メイコは確たしか、『魔ま力りよく』がどうとか言っていたが」

「げ、言ってしまったな。お前がゲームとかそれなりにやる奴やつだとわかってしまったぞ」

「あう……だって、そう考えればわかりやすいと、思ったから……」

　砧きぬた川がわは恥ずかしそうに俯うつむいて小さくなった。なんだかぼくらが苛いじめているみたいではないか。

「話を戻そう。実感はできぬだろうが、闇滓アンシイは確かに在ある。そしてこの現在に至るまでの歴史の中、闇滓アンシイの存在に幸運にも気づくことのできた幾つかの《種しゆ》がおった」

「種……人間以外の、か？」

「うむ。外見も体質も千差万別じゃが、基本的には数的劣位から闇やみに生きた人じん外がいよ。御お伽とぎ噺ばなしなどでその存在が語られる場合もあるがな……ともあれ、闇滓アンシイを知った種はその活用法を模索し続け、各おの々おのの種族特性に応じた理外介入法則──魔術を発展させた。半人半魔であった儂わしら魔女ウイツチが生せい来らいの不死性を利用し、肉体の喪失を媒介に現象干渉する代償魔術ペインマジツクを見出したようにな」

「魔術、ねぇ……実際見たわけだから信じないわけにもいかないか。砧川は指をぶった切って電でん撃げきを撃うったし、あのレンテンシアとかいう奴は銃で雹ひようをばらまいた。いやはや、凄すごいもんだなまったく。魔術種とやらはさぞかし便利な生活をしてたんだろ？　魔術を使いまくって」

「だから滅んだ」

「……は？」

　ヤケクソ気味に呟つぶやいていたぼくは、短く言ったアヴェイラーズを見下ろした。

「滅んだのだ。例外なく、過去の魔術種は全すべて滅んだ。不自然な現象干かん渉しようは不ふ可か避ひの反現象干渉と同義であった。魔術行使による反動。それにより、《魔女》《エルフ》……《ドラゴン》《アルケム》《ヨーギー》──加えて、儂の知らぬ、さらに多くの魔術種！　全すべてが衰すい滅めつし敗はい滅めつし絶滅した！　そうでなくば、誰だれが好き好んでこのような姿に身をやつすものか！」

　自分の台詞せりふに興こう奮ふんしたのか、帽子は小刻みに歯を打ち鳴らしていた。

「ああそうとも。死滅した──それが儂らがここにいる理由じゃ。魔術種は世界そのものを改変しうる闇滓アンシイの存在を知った。一度それに飲み込まれてしまえば、それに縋すがるより他ほかの道を見出せなかったのじゃな。だが最後の最後で、魔術種は滅びた種を復活させるための仕掛けをそれぞれに作り出した。と言っても、最終的に選んだ方法は同じだったわけじゃが」

　そこでようやく落ち着きを取り戻し、倦けん怠たい感かんに満ちた吐と息いき。

「肉体が全て消滅した種は、それぞれが把握活用していた大元の闇滓アンシイ、根源闇滓ルート・アンシイを、最後の安全装置として選んだ意い識しき個体と融合させたのじゃ。いずれ来るそのときのために」

「ちょっと待て、また新しい単語だ。根源闇滓ルート・アンシイ……闇滓アンシイってのは何種類もあるのか？」

「あの、種族ごとのまとまり、みたいなものだって教えてくれました。一番大元の大元はみんな同じ闇滓アンシイですけど、枝分かれしているっていうか。生物っていうまとまりの中には哺ほ乳にゆう類るいも爬は虫ちゆう類るいもいて、哺乳類の中にも人間や犬や猫がいて、というような」

「種しゆごとの象徴たる闇滓アンシイが根源闇滓ルート・アンシイ。個々が持っていた闇滓アンシイが概がい念ねん的てきに形作られる根源、元もと締じめみたいなものじゃと認にん識しきすれば、まぁ間違ってはおるまい……根源闇滓ルート・アンシイは他ほかの闇滓アンシイとは一いつ線せんを画する核じゃ。強大であり、巨大であり、莫ばく大だいである。実際に形を持つわけではないが、結晶のようなものか。ふむ、現状をたとえて言うならば」

　帽子の先端が円を描くようにぐにょぐにょと動いた。なんだそのキモい動きは。

「ええい、不便な。想像しろ……そうじゃな、大きな林りん檎ごでよい。根源闇滓ルート・アンシイという名の巨大な果実がある。儂わしはその果実を繫つなぎとめている蔕へたのようなものじゃ──もう理解しておるな？　魔女ウイツチ種族の根源闇滓ルート・アンシイを管理する最終意識個体エンドマーク、それが儂じゃ。現代この世界において、種の復活という多大なる現象干かん渉しようを行うために闇滓アンシイを集めることがその使命。しかし」

「しかし？」

「普通の闇滓アンシイを集めるだけでは何千年もかかろうよ。だが幸運なことに、滅びた魔ま術じゆつ種しゆのほとんどは同じことを考えたらしい。ならば話は早い。儂と同じく、高濃度の根源闇滓ルート・アンシイを持っている奴やつらからそれを奪う──つまり、同じ方法で種の復活を目論む他の魔術種を殲滅すればよい。どれだけ集めればいいのかは、まぁ集めてみんことにはわからんが」

　話題の区切りに辿たどり着いたのか、それとも話し疲れただけか──アヴェイラーズはそこで一いつ旦たん言葉を止め、気けだるい息を吐いた。その目的の困こん難なんさを嚙かみ締しめているのかもしれない。

　ふむ……復活がしたい。そのために必要な材料はそれぞれが持っている。材料を奪い合う復活決定戦、というわけか。なんというか、ご苦労なことだ。

　まぁ、それはいいとしよう。最も聞きたいことは別にある。根本的な問題だ。

「ふん。そこまでは、お前の事情はわかった。魔術種？　種の復活？　ぼくの感想としては、こう言うより他ほかはないな。それがどうしたってんだ。お前にゃ悪いが、今の人間は海の向こうで人が死んでると知ってても漫画読んでゲラゲラ笑ってるのが当たり前なんだ。結局──」

　テーブルの上に置かれた帽子に向けて、敢あえて嘲あざけるように両手を広げて言ってやった。

「砧川がお前の話にどう関係あるんだ？」

　なぜかそこで、砧きぬた川がわは、ひどく哀かなしそうな顔をして俯うつむいた。

　そしてアヴェイラーズと砧川によって齎もたらされた答えは、ぼくにとって限りなく『関係ない』に近い関係性だと思えるものだった。他ひ人と事ごとながら、訳もない腹立たしさが浮かぶほどの。

　だが、そのときのぼくは知らなかった。気づけなかった。

　実のところ、関係性の有無ですら語れない──砧川は、とっくの昔に、

『関係せざるを得ない』状況に陥っていたのだということに。




　　　　２




　帰ってきた切せつ華かは、真っ暗になった窓の外を親の仇かたきのように敵意を持って指差し、すぐ送っていけ今すぐ絶対に送っていけと声こわ高だかに命令してきた。最近はこの境さかい森もり市しも物ぶつ騒そうで、通とおり魔ま殺人事件なども起こったりしている。そんな最悪に巻き込まれる確かく率りつは天文学的だろうと思ったのだが、放っておくとぼくが切せつ華かに殺されそうだった。

　可愛かわいい妹を殺人者にはしたくない。その優やさしさが原因で、ぼくたちは現在夜道を歩いている。

　九月とはいえ、夜になるとさすがに冷え込む。ぼくは背筋が震ふるえたのを契けい機きに、道端にあった自販機に足を向けた。すると背後で、砧きぬた川がわが小さくあっと叫ぶ。

「あの、わたしが、出します……」

「ん？」

「今日は迷惑、かけちゃったし──それくらい、させてくださいっ」

　払わせなくば呪のろってやる的な涙目で砧川が言ったので、ぼくはその好意をありがたく受け取ることにした。だが一人で女の金を使うほど落ちぶれてはいない。砧川にも強引に買わせる。同じのでいいだろう。彼女の手から受け取った二百四十円を自販機に投入し、ぼくはホットコーヒーのボタンを二回押した。一本を砧川に渡してからプルタブを開け、

「……ぶっ」

　冷たかった。確たしかにホットを押したはずだが。くそ、自販機の表示が間違ってやがったのか。同じものを渡した砧川を見ると、彼女は両手でコーヒーを飲みながら軽く小首を傾かしげた。それからえへへと照れくさそうに笑えみを零こぼし、あったかくて美お味いしいですねぇ、などと言う。嫌いや味みか──いや、頭の中が沸ふつ騰とうしているのかもしれないな。

　体温を奪うコーヒーを啜すすりつつ、ぼくは歩行によって前進し、思考によって前進しない。あらゆる解がぼくの中にはなく、それでもわけもなく思考を固持しているうちに、そもそも問いすらあやふやになってきた。無む為いだ。無為だ。全すべてが無為だ。無言のままコーヒーを飲み干し、空からになった缶を道端のゴミ箱に放り投げてから、ぼくはようやく背後の砧川に話しかけた。

「とにかく……さっきの三人組の偽にせ物ものを操あやつってた奴やつが、お前らの敵の一人だってわけだな。お互い同じ立場だから、お前を倒そうと狙っている、と」

「そ、そうだと思います。たぶん」

　彼女が提さげている鞄かばんから、くぐもった声。

「間違いはあるまい。あのエルフ自身は信じられんが、儂わしも他者の複製を操るという代替魔術師ポステリオルマギスの噂うわさ話ばなしは聞いたことがある。ドルイド、とか言っておったな」

「敵を全員知ってるわけじゃないのか」

「当たり前じゃ。今まで数度励起節エキサイテイシヨンがあったが、全ての敵と出会ったわけではない──代替魔術師ポステリオルマギスの適合者が見つからず参加できなかったこともあるし、敵の根源闇滓ルート・アンシイを一つも奪えずに時期を逸いつしたこともある。それほど簡かん単たんなことではないということじゃ……おそらく、首尾よく復活できた種しゆは今まで一つもおるまいよ」

　その言葉を聞きながら、ぼくは首を捻ひねった。何か引っかかるものがあるのだが……何だろう？　励起節エキサイテイシヨン。アヴェイラーズ達導き手ナビゲータがこの世界に現出できる期間。代替魔術師ポステリオルマギス。お人よしの馬ば鹿か。その説明は覚えている──単語の意味ではない。別の部分に、ぼくは違和感を覚えている。なんというか、正しく証明されている数式の途中だけがぶつ切りにされているような気がするのだ。そう、何か大事なことがさりげなく誤魔化されているような。

　だが、わからない──あるいは杞き憂ゆうで、ぼくの勘違いなのかもしれない。

「で、どうするんだよ。敵の位置がばばっとサーチできる魔ま術じゆつとかあるのか？」

「あるものか。顕化アピアランス……魔術種としての姿を代替魔術師ポステリオルマギスが現していれば、その闇滓アンシイを感知できる可能性はあるがな。これからの方策は──」

　そこで砧きぬた川がわが帽子を諫かん止しする。その声が遠いのに気づいて、ぼくは振り返った。家に着いていたのだろう、足を止めた砧川の横にあるのはごく一般的な二階建ての家屋だった。

　軽く頭を下げた砧川の、いつもの言葉──ごめんなさい。

「あの、怒らないで、聞いてほしいんですけど。宵よい本もとくんは、もうこっちのことに関係しないほうが、いいと思います。危ないし、これはわたしが勝手に始めて、やっていることなので」

　ぼくは僅わずかに驚おどろいた。砧川が、初めてと言ってもいいだろう、はっきりとした口く調ちようで自己主張を行ったことに。その通りじゃったのヒヒヒ、と耳障りな帽子の嘲ちよう笑しよう。

「小僧、説明責任とやらは果たしたぞ。無益な好奇心は満ちたかの？　苛いら立だたしく腹立たしいお前の暇ひま潰つぶし、付き合ってやった儂わしはなんと善良なのじゃろう。だがこれからのことに口出しされる謂いわれはない──これ以上関かかわるな、帰って汁でも出しておけ。おっと、そう言えば約束の口技がまだじゃったのぅ。ほれほれ、したいのならばさっさと皮を剝むくのじゃな。けけけ！」

　勿もち論ろん、無視だ。視し線せんを合わせる。彼女は目を逸そらさない。ふとしたときに見せるその強さを、別人のようだと評する資格はぼくにはないだろう。なぜならぼくは元々の砧川冥めい子こをよく知らない。同じ世界にいた実感すらもない、どうでもいい『普通』な一人だった──はずだ。

　そのとき、不意に横手の家の玄関が開いた。

「冥子！　何をやっていたんだ、さっさとメシを作れ！」

　出てきたのは五十代ほどに見える瘦やせた男だった。足はスリッパで、ネクタイは締しめていない──酒が入っているのか、かなり顔が赤かった。

　もう、お父さん。恥ずかしいです。ほら、もう入りますから大人おとなしく……などと砧川が恥ずかしそうに言いながら、その男の背中を押すのを予想する。だが外れた。完全無欠に、外れた。

　砧川はひどく冷たい目で、彼を、父親らしき男を一いち瞥べつし──一言だけ告げた。

「うるさい」

　そのときぼくは、人の顔から酔いが冷める瞬しゆん間かんというものを初めて目にした。

　砧川の父親はその瞳ひとみに隠しようもない恐怖の色を湛たたえ、がたがたと口元を震ふるわせ始める。

「あ、あ、あ……いや、その──」

「すぐに夕食は作ります。家に入っておいてください」

「あ、ああ。わかった、わかったよ……お、お友達かい？　上がってもらったら、どうだろう？」

　そこで初めて砧きぬた川がわは硬直した気配けはいを溶かし、目をぱちくりとさせてぼくを見た。

「その必要はないよ。ぼくは家に帰るから……確たしかに関係ないと言われればそれまでさ」

　醒さめた心持ちで答えながら、その目を見返す。そのまま視し線せんを外さないでいると、やはり彼女は顔を赤くして無意味な愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

　ああ、見るからに、お人よしそうな顔だ。嫌いやなことがあっても文句一つ言わず、他人のためになるなら、と踏み台にされ続ける人間の顔。損な役回りなのは間違いがない──それも生き方の一つであることは認めざるを得ないが。それにしても、限度というものがあるだろう。

　例えば、既に滅んだ人外の代わりに、そいつが管理している力を使って戦ってやるなど。

　それはお人よしを通り過ぎて、単なる馬ば鹿かと評される所業ではあるまいか。

　戦いは傷を生み、戦う手段は自傷と同義。傷つけられるしかない役目を選択した愚おろかな少女の顔からぼくは目を逸そらし、軽く手を振って踵きびすを返した。ぼくの背中に、砧川は当然、ごめんなさい、との言葉を残す。しゃがれた笑い声が一瞬だけ聞こえ、そして消えた。

　肌寒い風が踊る夜道を、一人歩く。脳裏に砧川の表情が映り込んでいる。その残像を凝ぎよう視しするように目を細めつつ、ぼくはつい先刻自分の部屋で交わされた会話を思い出していた──




「関係？　あるとも。メイコは代替魔術師ポステリオルマギスじゃ」

「その単語はなんとなく聞き覚えがあるが……その意味を教えろよ」

「今は仮にこの帽子に宿っておるが、さっき言った通り儂わしは意い識しきのみの存在。根源闇滓ルート・アンシイを繫つなぎとめておくだけの蔕へたでしかない。ある程度は関与できるが、その果実そのものを使用して魔ま術じゆつを行使することはできん──なぜなら肉体は既に滅んでいるのだから。だから我われ々われは、現地の人間の中にその果実、根源闇滓ルート・アンシイを貸し与え、その者を仮の魔術種しゆである代替魔術師ポステリオルマギスとするのだ。それに対する本来の魔術種が原初魔術師プルミエルマギスであるが……儂一人、しかも肉体がなくばその定義に意味はないな。ただ代替魔術師を導みちびくための存在。導き手ナビゲータじゃ」

「そういう、こと……です。わたしはアヴェイラーズが持っていた魔女ウイツチ種族の根源闇滓ルート・アンシイで、仮の魔女になりました。だから代償魔術ペインマジツクも使えます」

　ぽつりと砧川が言った。どうでもいいことを帽子が補足する。

「あとは──代替魔術師ポステリオルマギスは例外なく不死性を備えている。強大な力を持った根源闇滓ルート・アンシイのせいでな。元々そうであった魔女ウイツチだけでなく、エルフだの何だのの代替魔術師も同じで」

「ちょっと待て。説明になってない。こいつの立場はわかったが、理由には答えてないぞ。ぼくたち人間には全く関係ないことだろう、お前の話は？　なんでこの街に来たんだ、なんで砧川を代替魔術師ポステリオルマギスとやらに選んだんだ？　ぼくたち人間にはいい迷惑以外の何物でもないぞ」

　砧川は泣いているような笑っているような、なんとも言いい難がたい表情でぼくを見上げ、そして自分の黒髪でそれを覆おおい隠した。アヴェイラーズは片目を交互に歪ゆがませていた。

「ふん。自分の種しゆを復活させることだけが儂わしの存在意義なのじゃ。それ以外の全すべては唾だ棄きすべき事柄よ──何な故ぜこの街に来たのか、という疑問には答えよう。簡かん単たんじゃ。ここに来ざるを得なかった。今回の舞ぶ台たいがここじゃというのは既に決まった話なのでな」

「何だって？」

「前置きとして言うが、儂らは常に戦っておるわけではない。励起節エキサイテイシヨンと呼ばれる、何故か世界の闇滓アンシイ量が全体的に増加する時期がある。数十年から百年ほどの周期で発生すると経けい験けん的てきに知っておるだけで、実際にいつ始まりいつ終わるかは誰だれにもわからんものじゃが──ともかくその励起節エキサイテイシヨン中、そしてその中でも特に上昇率が高く偏かたよる一地域でのみ儂らは現出するのじゃ」

「それが、今回はこの街だってことか……やっぱり傍はた迷めい惑わくだな。何でその時期限定なんだ」

「儂らはこの世界にいるだけでも闇滓アンシイを消費し続けねばならんのでな。周囲の闇滓アンシイが多ければ対処法はあるが、そうでなくば、種の復活のために闇滓アンシイを集めるどころではない。存在するだけで手一杯になってしまう。その存在効率を考えるならば、この時期この街でのみ、儂らは現出による闇滓アンシイの消費に怯おびえることなく目的のために動けるというわけじゃ。立場は皆同じ、導き手ナビゲータたる原初魔術師プルミエルマギスの精神体は自然とここに集結してくるであろう。儂が現出したのは一ひと月つきほど前じゃが、これからも続々とな……そしてなぜ儂がメイコを選んだかは」

　アヴェイラーズ、と砧きぬた川がわが静かに言い、帽子の言葉を止めさせた。顔が上がる。彼女は膝ひざの上で両の拳こぶしを握にぎり締しめながら、微笑ほほえんでいた──ひどく、寂しそうに。

「宵よい本もとくん……ありがとう、ございます。でもいいんです。えと、困っているひとがいたら助けたいと思うのは普通でしょう？　アヴェイラーズは本当に自分の仲間を生き返らせたいだけだと思いますし、それができるのなら手伝ってあげたいって思います。それに、あは」

　寂せき寞ばくとした微笑のまま、子供のように首を傾けて。

「宵本くん、当たりです。わたし、ゲームとか漫画とか、結構好きなんですよ。変身できる魔女だなんて、みんなが子供の頃ころに憧れた職しよく業ぎようですよ？　恥ずかしいですけど、普段ふだんのわたしは本当に駄だ目めな子で……だから余計に、『特別』になれたことが嬉うれしいんです。ここにいられることが、嬉しいんです。だから、ちょっとくらい痛くたって、我慢できます」

　特別が嬉しい。普通がつまらない。

　ぼくとこいつは、同じことを言っているのか？　違うことを言っているのか？

　わからなかった。なぜならぼくは彼女ではなく、彼女はぼくではない。当たり前だ。

　ぼくは砧川を非ひ難なんする、あるいは擁よう護ごする言葉と意欲を失った。だから見つめる。見つめる。

　恥ずかしそうに肩を縮ちぢめる彼女は無む論ろん、聞き飽きた手紙の文面を返してきた。




　──以上、回想終了。砧川はやはり馬ば鹿かがつくほどのお人よしで、普通ではない。再確かく認にんできた。次に考えるのはこれからのことだ。新たに感じた、普通ではないことへの対処。

　心持ち歩ほ調ちようを速める。結局、家に帰るまで誰だれとも擦すれ違わなかった。幸運だったと思う。

　多た分ぶん、ぼくはずっと、薄うすい笑いを浮かべたままだっただろうから。




　　　　３




　数十分後──ぼくは植木の陰にしゃがみ込んでいた。他人の家の敷しき地ち内だが、表札などから推測するに住んでいるのは老夫婦だけだ。時刻は九時過ぎ、背後の家に明かりはない。しかしぼくが真に気にしているのはその家ではなく、植木の向こうに存在する隣となりの一軒家である。

　無論、そこは変な魔ま女じよが住んでいらっしゃる場所だ。二階の一室に明かりがついており、そこが彼女の部屋だろうとあたりをつけている。根拠は勘かん。

　ぼくは噓うそなどつかない。確たしかに家に帰った。だがその五分後にまたドアを開けたのはぼくの勝手だ。増えた装備は、寒さ対策に厚手の服、暇ひま潰つぶし用のノートＰＣの二つ。

　甘いな、砧きぬた川がわ。ぼくは人の迷惑など考えず、ただ普通でないものに惹ひかれるだけの自分勝手な男だ。お前は失敗した。また面おも白しろい暇潰しの材料をぼくの前に放り投げてしまったのだぞ。

　あの父親の怯えようは、異常だ。下げ世せ話わな好奇心？　今更だね。ぼくがもっと常じよう識しき人じんであれば、砧川が腹を刺された瞬しゆん間かんに悲鳴をあげて逃げ出しているさ。

　あの親おや父じと砧川の間に何かがあるのならば、それを暴あばいてやりたいと思う。下世話に。

　魔女っ娘こである砧川が普段ふだん家でどうしているのか、暴いてやりたいと思う。下世話に。

　下品な帽子女がこれからどう敵と戦うつもりなのか、暴いてやりたいと思う。下世話に。

　さあ、何か問題があるか？　ないな。あると言う奴やつはひっ込んでいろ。

　ぼくは砧川の部屋（予想）を見上げた。外に小さなベランダがあるが、そこにはカーテンの隙すき間まから漏れた橙だいだい色いろの光が微かすかに見えているだけである。動きはない。砧川の姿が窓に見えることもなかったし、家の中から食器やガラスが割れる音も聞こえてなかったし、電でん撃げきで壁かべがぶち破られることもなかった。これ以上ない平へい穏おん。正直なところ、少しばかりつまらない。

　あまりに変化がないので手て慰なぐさみ程度に起動させていた手元のＰＣに視し線せんを落とす。エミュレータ上で脱衣麻雀マージヤンのロムが走っており、やたらとイカサマくさい役やく満まん直撃をくらってゲームがコンティニュー画面になったところだった。頭の上にピンクの小象（このゲームのマスコットらしい）を乗せた無表情系おかっぱ頭、ブルマ姿のお嬢じよう様さまが「もう諦あきらめてしまうのか？」などと吹き出しで語っている。数字のカウントダウンを眺めつつ、ぼくは全く違うことを考えていた。端的に言えば、鞄かばんの中にある盗とう聴ちよう器きの有用性と危険性について。砧川のプライバシーという概がい念ねんもちらりと頭を掠かすめたが、ぼくの探究心の充足と比較できるような問題ではない。

　と、そこで──頭上から、窓が開く音。そっとＰＣを閉じ、ぼくはベランダを観かん察さつする。

　ガラス戸から首を伸ばしているのは、紛まぎれもなく砧川だ。彼女はきょろきょろと周囲を見回している。ぼくは完全に植木の中に入っているので、向こうからは絶対に見えないだろう。

　周囲を確かく認にんした砧川はベランダに足を踏み出した。魔女モードの全身が朧おぼろな月光に照らされる。さらに砧きぬた川がわは木製の布団ふとん叩たたきのようなものを片手に携えていた。何をするつもりだ？

　見ていると、砧川はもう一方の手を腰の後ろに回し、そこにあったホルスターのようなものから何かを引き抜いた。月げつ明めいを反射して初めて、それが包丁であることがわかる。

　砧川は包丁を首の後ろに回し、自みずからの髪の一房を切り取った。そして布団叩きの先端近くで握った手を開き、髪に自由を与える。風に吹かれ虚こ空くうに旅立つ前の刹せつ那なで、その髪に変化が生じた。一本一本が、ねじれて伸びる。けれどもそれは全体的な集合としてのまとまりは失わず──歪いびつな円えん錐すい形けいのフォルムを纏まとい、布団叩きの先端に絡からみついた。ああ……

　魔女の箒って、そうやって作ってたのか。

　砧川が横座りすると、ふわりとその箒ほうきが宙に浮かび上がった。そして魔ま女じよは星の狭はざ間まに飛び上がり、果てのない茫ぼう漠ばくとした虚きよ無むとの距きよ離りを縮ちぢめる。

　一つ一つの星は特別。だが遠くのぼくから見れば、同一の星空に紛まぎれて普通。ならばそこに浮かぶ魔女も同じなのだろう。特別に見えて──普通。普通に見えて、特別。何の意味がある？

　埒らちもない思考は止やめよう。ぼくはＰＣを肩掛け鞄かばんに叩たたき込んで庭を脱出し、走り出した。

　星空に小さく浮かび上がる、箒に横座りした魔女のシルエット。速度はそんなに速くない。

　擦すれ違った仕事熱ねつ心しんな会社員が、空を見ながら走るぼくを見て不ふ思し議ぎそうに口元を綻ほころばせた。星空を見ながらジョギングするメルヘンな奴やつだとでも思ったのだろう。

　あまり変わりないか。ぼくは空飛ぶ魔女を追いかけているのです、というのもそれはそれでメルヘンだ。事実だというのが恐ろしいがね。




　しかし残念ながら、ぼくが住んでいるのはメルヘン世界ではなかった。証明開始。

　小学校の裏庭にいるぼく。ウサギ小屋。中では全すべてのウサギが死んでいる。血ち塗まみれナイフを持った変なオッサンも小屋の前で倒れている。多た分ぶん死んでいる。頸けい動どう脈みやくが切れているからな。それをやったのはオッサンの額ひたいに手を当てている、ぼんやりとした瞳ひとみの魔女である。

　証明終了。全然メルヘンじゃない。これは現実だ。

　ウサギを殺していた変態親おや父じは突然現れた魔女にパニックを起こし、ナイフを振り回して暴あばれた。砧川は鎌かま鼬いたちっぽい魔術を撃うち──それがオッサンの喉のどへ命中。オッサンがちゃんと目を開けてさえいれば、そんな急所に当たることくらいは回かい避ひできたのかもしれなかったが。

「何だそりゃ」

　ぼくは隠れていた花か壇だんの陰から無む意い識しきのうちに立ち上がり、漫然と呟つぶやいていた。その声に、目に見えるほど狼ろう狽ばいした様よう子すで砧川がこちらを振り返る。ぼくは問いを先読みして言った。

「お前ん家ちを観かん察さつしてたら飛んでったから尾行した以上。今度はぼくの質問ターンだ。今のを例に簡かん潔けつに答えろ──お前は何をしてるんだ？」

　陰いん鬱うつに俯うつむいた砧川の代わりに、アヴェイラーズが平然と答えた。

「儂わしらが現出し続けるに必要な闇滓アンシイの確かく保ほつまり食事である以上。言っておらんかったか？　儂わしらは日常的に闇滓アンシイを消費して存在しておる。消費分は他ほかから補充して対処するしかあるまい──幸い、現在のこの街には、充分な量の闇滓アンシイを持った食料が多くおるしな」

「……それが対処法の意味か。んなことしなくても、根源闇滓ルート・アンシイとやらがあるんだろう」

「お前は腹が減ったときに自分の腕を食らうのか？」

　アヴェイラーズが嘲あざけるように鼻を鳴らす。

　小学校の薄うす暗ぐらい裏庭。ウサギ小屋、何かの倉庫、足あし下もとには花か壇だん。ぼくの右手側には三階建ての校舎が無言の影かげを晒さらしており、左手側にはブロック壁へきがある。その向こうの道路にある電柱に取りつけられた蛍けい光こう灯とうからの光が、壁かべを乗り越えてひっそりとこの場所に光を供給していた。花壇の看板や、教師が休み時間に煙草タバコでも吸うのだろう、校舎の壁にくっつけられるようにして置かれている椅い子すがその頼りない明かりの恩恵に与あずかっている。

「人が持ってる闇滓アンシイは……その、心の中の悪意とか憎悪とか、そういうものの影えい響きようを受けているらしくて……だから、簡かん単たんに言ってしまえば、悪い人ほど、闇滓アンシイを持っている、から」

「じゃが勘違いするな、闇滓アンシイや根源闇滓ルート・アンシイが悪のパワーというわけでもないぞ。単純に、他の存在に悪影響を及ぼす存在のほうが影が濃こい、というそれだけの話じゃ」

　ぼくの頭の中は奇妙にはっきりとしていた──なぜかは知らないが。

「確たしかにその親おや父じは善人じゃなさそうだ。夜中にウサギ殺しか。鬱うつ憤ぷんが溜たまってたんだろうな。ともかく、お前は今までもそういう悪人達を成せい敗ばいして、闇滓アンシイを搾しぼり取ってたってわけだな」

「はい……ある程度の量があれば、アヴェイラーズが位置を感知してくれるから……でも！」

　砧きぬた川がわの頰ほおで何かが光っているのが見える。彼女は頭を激しく横に振りながら、言葉を続けた。

「今まで、誰だれも、殺したことなんかなかった。気絶させて、闇滓アンシイを取るだけで。この人だって、殺すつもりなんかなかったんです！　手加減したのに、足とかちょっと切ろうと思っただけなのに、ああ──なんで──ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……」

　ぼくは幾多の疑問を思う。悪は何処いずこか。オッサンの異常性が元凶か。偶然は悪意を持つか。魔ま女じよの謝しや罪ざいは赦ゆるされるか。空に撃うった威い嚇かく射しや撃げきで飛ひ行こう機きが落ちたらそれは誰のせいなのか。

　けれども、砧川が、ひとをころした──それだけが事実で、現実で、クソ食らえな逆メルヘンだ。砧川よ。お前はどうしてここまでするんだ？　学校では虫も殺せないようなお前が。

「小僧、小僧！　まだ理解しておらぬようだから言うが、儂らとお前の住まう世界は決して触れ合わぬものよ！　お前には何も口出しする権利はない。儂らは儂らの倫りん理りと論ろん理りで動く。それなりに斟しん酌しやくしてやってはいるが、この世の道理などに縛しばられて何ができるものか。手加減はしていたのだ、死んだのはこやつの勝手じゃぞ。わかったか？　わかったのならば……」

　ああ、相変わらず、苛いら立だたしい帽子だ。自分の論理で動くのはぼくも同じだ。何も言う権利がないのも知っているさ。じゃあ、何をするのが正しい？　何が正しい？

「わかったのならば、今すぐ布団ふとんへ戻れ。代替魔術師ポステリオルマギスが魔術を放つときの闇滓アンシイは一般人とは比較にならん。敵もそれを感知しておろう。あるいは、今にも儂らを襲おそおうとしているころかもしれぬぞ？　巻き添えをくって死にたいのならば止めはせぬがな、ぬひひ」

　その言葉を無視すれば、世界にはいつもの平へい穏おんなＢＧＭしか流れていない。どこか遠くで、自動車のエンジンが回転する音。壁かべ向こうの電灯は羽は音おとのような低い囁ささやきを発し続けている。

　アヴェイラーズがひどく卑ひ猥わいな嘲あざけりを発した。砧きぬた川がわが俯うつむいた。ぼくは見ている。

　エンジン音、車しや輪りんがアスファルトに擦こすれる悲鳴のような音。彼方かなたでクラクションが鳴った。

　砧川が顔を上げた。何かを言いかけて、また俯く。ぼくは見ている。

　エンジン音。歓かん喜きの咆ほう哮こうをあげているエンジン音。

　ぎゅっと指を手の平に食い込ませて、その拍子に砧川が水滴を零こぼす。ぼくは見ている。

　口の中だけで呟つぶやかれた文もん言ごんが、ようやくはっきりとした音となってぼくに聞こえてきた。

「ごめんなさい、ごめんなさい──嫌わないで、ください……だって、わたし、わたしは──」

　エンジン音。どんどんと大きくなってくる、車のエンジン音。

　それをうるさく思いながら、ぼくは口を開き、

　ブロック壁を突き破って爆走してきた四トントラックに撥ねられた。




　　　　４




　……誰だれかの　　　　　　　泣き声だけが　　　　　　　　　　聞こえ　　　　る。

　記き憶おくが蘇よみがえる。轟ごう音おん。振り向く。ライト。動けない。足が。竦すくみ。向こうは避さけようとしたのか。避ける間もなかったのか。それすらもわからずたった一度の衝しよう撃げきで世界は暗転し続いて二度の圧迫が内ない臓ぞうを踏みつけ破裂きっと車輪だ生なま臭ぐさいものが喉のどから逆流ぎゃくりゅう骨がぺきぺきと呼こ気きがなく肺は空からっぽ全身にだるい痛苦が走り回ってメルヘンだ指一本動かせず温かく冷たく涙が動かしたくなく臭いどろり痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い

　嘆たん息そくしたく　　　　まぁ　　　　　　　あああああああああああああああああああ

　諦あきらめて　　　　　　嬉うれしくも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　痛い。




　……疲れた。思考することに。いや待て、そう考えられているということはそうじゃないってことで、やばい、急に意い識しきがはっきりしてきたぞ。どうやらこれがぼくに与えられた『最後の一いつ瞬しゆん』てやつか。走馬灯はどこだ？

「ああ、ああ、あぅぅ、うううう──宵よい本もと、く、宵本、くんっ……」

　平坦な世界でただ一点、頰ほおだけが熱あつい。ぼくに覆おおいかぶさって泣いている女。近くで見ると、結構綺き麗れいな肌をしている。くそ、やはり眼鏡めがねが惜しい。黙だまっていたがぼくは眼鏡属性を持っているのだ。夢ゆめ枕まくらにでも立てたら言ってやろう。コンタクトを止やめないと呪のろってやる、と。

「ぅぅぅ、うぅぅぅぅ、ごめ、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、私のことなんか、嫌いでもいいですから、ああ、だから、ごめんなさい、ごめんなさ……」

　視界には魔ま女じよの顔。砧きぬた川がわの顔。

　魔女、ねぇ……特別ではあったが、んないいもんじゃなさそうだったな。魔術は痛そうだったし。悪人を成せい敗ばいするのだって、犯罪者になるのとほとんど変わらない。ぼくだったらそれこそが正義の味方の行為だと欺ぎ瞞まんするかもしれないが──砧川はそんなに器用じゃないか。きっと今のように、悩みながら苦しみながら、ごめんなさいと謝あやまりながら──生きていくのだろう。

　ここで終わる、ぼくとは違って。

　ああ、でも、お前がそれを決めたと言うのなら。自己主張を一つもせず、苛いじめられてパシリにされても、黙だまって『普通』に埋没していたお前なら。普通になりたくないと思って、いいことなんか一つもない魔女をやってる気持ちもわかる気がするよ。それはきっと、ぼくと変わらない。普通でないこと自体に価値があると思っていたぼく。結局どんな特別も、最後は夜空の星のように一いつ緒しよくたにされてしまうのだろうが──でも、だからこそ。ぼくたちのような人間は、醜みにくくても蔑さげすまれても、普通から逃げ出そうとすることを止めないのだろう。

　それをわかっている奴やつが、いるかな？　いないだろな。じゃあ仕方ない、こんなぼくを好きだと言ってくれたお前だけへのプレゼントだ。皮肉も噓うそも何もなく、応援してやろう。お前の未来を祝福してやろう。

　──頑張れよ、砧川。特別になれ。

　んじゃ、ぼくは死ぬから。




　囁ささやきが。聞こえたような、気がした。




　……っておい、マジで？　宵よい本もと澪れいはここで死ぬのですか？　終わり？　何もなく？　人生早く終わんねぇかなと思っていたのは認めるが、実際来ると、なぁ──早すぎないか。待て、やりかけのゲームがあるんだ。切せつ華かが嫁よめにいけるのかどうかも興きよう味みがあるぞ。巳み沙さ希きに彼氏とかできたら指差して笑ってやりたいし、草そう太たには無修正のビデオ貸したままだし、なぁ、だから、ちょっと。誰だれか──




　囁ささやきが。聞こえたような、気がした。




　銃声と共に、ぼくの肩を揺さぶっていた砧川の身体からだが横にずれた。飛び散る鮮せん血けつの欠片かけら。地面に倒れる音。アヴェイラーズが焦あせった口く調ちようで彼女を怒ど罵ばしている。砧川の手に引っ掛かったのか、ぼくの頭が横を向いていた。トラックの運転席から下りた虚うつろな目の男が、手に持った銃をぶらぶらさせているのが見える──本当に。これで、終わってしまう？




　──いや。終わらなかった。

（祝福と、生への渇望）

　気がする、のではなく。聞こえた。男か女かもわからない。ただ情報として、頭の中に、声。

（条件は満たされた。我われが汝なんじを救い、汝が我を救うことを──契約す。目覚めよ。目覚めよ。目覚めよ。我は導き手ナビゲータとして既に現出した。同じく、既に汝は──）

　感覚が帰き還かんした。身体からだの節々が痛む。だがそれは肉の痛み。生きているぼくの痛みだ。

　横たわったぼくの視界。地面に落ちた鞄かばんの口からＰＣが転がり出るのが見えた。誰だれも触っていないのにディスプレイが開き──画面に、先刻コンティニューを促うながしていたアニメ少女の画像が映し出された。だが奇妙。背景は暗黒で、ただ吹き出しの中に文字だけが羅ら列れつされている。さらに奇怪なのは、ピンクの小象を頭に乗せたその間抜けなブルマ少女の目だけが動いて、ぼくを見たということだ。繰くり返すが、誰も触っていない。だから、ぼくはそれが本物だと確かく信しんできた。こんな異常現象とタメが張れるのは、砧川の被っている帽子くらいのものだ。

　やれやれだ。それが吹き出しに表示されている一文を見ての、感想。

『既に汝は、《翼人ラニアンシエ》の代替魔術師ポステリオルマギスである』




　ぼくは立ち上がる。あれだけひどかった痛みは消えていた。だがバランス感覚がおかしい。

　胸と尻しりと背中が重いのだ。しかもぼくの髪はなぜか銀ぎん色いろに輝かがやいており、腰の辺あたりまで伸びている。意味がわからない。髪はともかく、身体の重さの原因は……げ。

　背中以外の部分が重い理由はわかった。肉がついているからだ。さらに言えば、やたらと股こ間かんが頼りないというか、すうすうしている。なぜかと言うと──

「うぉぉおおおおおおおおおおおお!?　女になっているっ!?　どういうことだっ!?」

　足あし下もとのディスプレイ、ブルマ少女の吹き出しに、また新たな文字列が表示された。

『顕化アピアランスと説明。原初魔術師プルミエルマギスの姿を模した形態に一時的に身体からだや装しよう束ぞくが変化することで』

「んなこたわかっとる！　わかってないが！　何な故ぜだっ！　待て！　とにかく待て！」

『要よう請せいは拒否する。現在の脅威数二。魔女ウイツチの代替魔術師ポステリオルマギス。定義不明の脅威。迅速果断の対処を』

　ぼくは改めて周囲の状況を確かく認にんした。砧きぬた川がわは──額ひたいに穴を開けられ、地面に倒れていた。しかし傷口で肉が蠢うごめいており、その不死性が未いまだ損なわれていないことを証明している。アヴェイラーズは彼女の頭に乗ったまま、驚きよう愕がくの瞳ひとみでぼくを見上げていた。小僧っ、との驚おどろきの声に、

「どうやら今は小娘らしいわよ？」

[image: ]

　オカマ言葉でぼくは自じ虐ぎやく的てきに答えた。なんてこった、声も高くなっている。

　横手にあったブロック塀べいが見るも無残に崩れ、そこから突っ込んできたのだろう、ドデカイトラックが校舎の壁かべに突き刺さって停とまっていた。その運転席から降りた位置で、パンチパーマの男が銃をぶらぶらさせている。派は手でなスーツに趣しゆ味みの悪い金時計と、まず間違いなくその筋の人である。ただし瞳ひとみは、放ほう課か後ごに襲おそってきたあの三人と同じように──ひたすら虚うつろなものだ。砧川達が話していた、敵……ドルイドとやらの操あやつり人形だろうか。

　その空くう虚きよな目がぼくを向いて、銃が持ち上げられた。ぼくが反射的に地面に倒れ込んだ途端とたん、頭の上を発射音が何発も通過する。目の前のディスプレイには新たな文字が浮かんでいた。

『離り脱だつするならば背のものの使用を推すい奨しよう』

　理由のわからなかった背中の違和感。恐ろしいのは、その違和感が動かせそうな気がするということだ。ああくそ、やってみないわけにもいかないだろう。

　中腰の姿勢で、ぼくはそこに思いっきり力を込めた。新しい器官にも拘かかわらず身体は正しくその意思を受け止め──背中の白い羽が大きく広がり、ついでにそのせいでぼくの上着が破れて吹っ飛んだ。当然ぼくにとってのさらなる未知器官であるチチが（ぎゃあ）服から解放されてぷるんと揺れ、くそったれ凄すさまじく恥ずかしい。だが無視だ。大事なのは胸よりも背中だ！

「翼つばさぁっ!?」

『飛行可能。訓練の必要性を感じているか？』

「当然だろうが！　いきなりこれで逃げろとか無む茶ちや言うなよ！」

　それに──砧川を放って逃げられるほどの非人間性（変な言葉だ）は、さすがのぼくも持ち合わせていない。ヤクザはのたのたと弾丸をリロードしながら間合いを詰めてくる。

　くそ。どうすればいいんだ？　無む駄だな思考ばかりが浮かんでくる。代替魔術師ポステリオルマギスに選ばれる条件。契約。これからの未来。砧川。同じ。魔ま女じよ──全すべては腐れメルヘンだ。だがとりあえずの最さい優ゆう先せん課題が眼前の敵なのは間違いない。ぼくはちらりと足あし下もとのノートＰＣを見下ろした。

『戦うつもりならば、我われ々われの魔ま』

『脅威数増加。累るい卵らん之の危きにて注意せよ』

　吹き出しの言葉が不自然に途と切ぎれ、次の行に慌てたリズムで新たな文字が浮かんできた。

　そして聞こえる銃声。だがそれは眼前のヤクザが放ったものではない。

「sōwulōソウエル！」

　ヤクザが蜘く蛛ものように伏せた瞬しゆん間かん、その背後のトラックに火球と化した銃弾が撃うち込まれ──橙だいだいの光が煌きらめいた。刹せつ那なの空白があってから、油に引火したのだろう、鈍にぶく重い咆ほう哮こうと共にエンジンが爆ばく発はつする。炎が小学校の校舎を朧おぼろに照らし、油あぶら臭くさい黒煙が夜空に立ち上のぼっていった。

　回かい避ひされたか、と舌打ちしたのは、塀へいの上からこの場に飛び込んできたエルフだ。

「お前……確たしか、レンテンシアとかいう……？」

「代替魔術師ポステリオルマギス……!?　なぜ私のことを知っている？」

「なぜって──会ったじゃないか。今日きよう」

　言うと、彼女はぼくの顔を見てはっと息を吞のんだ。

「あのときの少年が……なってしまったのか。なんてことだ。また──いや、話は後にしよう。今はとりあえずあいつを倒す。下がっていろ」

　彼女の魔術弾丸を避よけたヤクザは、伏せた姿勢から起き上がりながら、手の拳けん銃じゆうをぼくたちに向けた。ぼくと砧きぬた川がわを守るように走り出たレンテンシアがそれに倍する速度で自みずからの銃を彼に向け、引き金を絞ろうとするが──撃うたない。いや、撃てなかった。

　震ふるえている。アルコール中毒者のように、その手は激しい痙けい攣れんに苛さいなまれていた。手から生まれた震えは肩へ、身体からだへ、足へ──全身に伝でん播ぱする。レンテンシアの顔は痛苦に染まっていた。

「おのれ、こんなときに……っ」

　呪のろわしい呟つぶやきと同時、彼女の手から銃が滑すべり落ち──それを嘲あざ笑わらうかのように、ヤクザの拳銃が火を噴ふいた。レンテンシアは鉛弾を胸と腹に受ける。彼女は大の字になって大地に倒れた。

　代替魔術師ポステリオルマギスは不死。ならば彼女もいずれ復活するのだろうが──問題は時間だ。その不死性はそれぞれが持っている根源闇滓ルート・アンシイに因よると聞いた。あの複製影人イミテーターに倒されれば、きっと本体の代替魔術師ポステリオルマギスが根源闇滓ルート・アンシイを抜き取るのだろう。そうすれば不死性は失われる。つまり死ぬ。

　ぼくは足あし下もとのノートＰＣを足でつつき、ディスプレイをこちらに向けた。

「戦うつもりならば、の続きは何だ!?　早く言え！」

　敵がいる。そして立っているのはぼく一人──くそ、ならばぼくが戦うしかないではないか。

　この異常事態には全く以もって不ふ釣つり合あいな、頭に小象を乗せてモエっとした無表情少女が語る。

『汝なんじの剣に祝福を与えよ』

「剣!?　なんかの比ひ喩ゆか、この現代日本でそんなん持ってる奴やつはいないぞ！」

『比喩である。汝が祝福を与えるのならば、紙は鋼はがねとなろう。枝は槍やりとなろう。汝が祝福を与えたものは、全すべて剣となる。汝の剣を見出せ。祝福せよ。それが──祝福魔術ブレスマジツクである』

　よくわからんが、ゲームとかでよくあるアレ、強化系とかいう奴やつか？　面めん倒どう臭くさい代わりにボス戦はそれがないとキツかったりするんだよな。しかし待て、いきなり剣とか言われても……

　周囲を見回すぼくの視し線せんが止まった。背後の校舎の壁かべ、そこにくっつけられるようにして置かれている、椅い子すがある。何の変哲もない、木板と鉄パイプが組み合わさって作られた椅子。

　ぼくは軽く嘆たん息そくした。見み栄ばえなどには構っていられない、か。

　足あし下もとのＰＣを拾い上げ、そこに走る。背後の破裂音は無視だ。で、どうすればいいんだ？

『手を触れ、祈れ。願ねがえ。祝福せよ。祝福すると強く思え。それだけでいい』

「呪じゆ文もんもいらないなんて、簡かん単たんなまほーだなっ……とにかく──握った！　これを祝福する！　祈った！　これでいいのか!?」

『──良し。発動した』

　瞬しゆん間かん。陳腐な言い方をすれば、魂たましいが抜けた──そう思えるほどの虚きよ脱だつ感かんが、ぼくの背筋に圧のし掛かる。勿もち論ろん、ぼくは魂の実存など感じたことはない。ただ、身体からだの中にある、最大限に重要な何か。その一部分が消滅したことを感じた。はっきりとした確かく信しんをもって、感じた。

『さあ、戦え。汝なんじは不死である。汝が祝福した剣は折れず、砕くだけぬ。為い虎こ添てん翼よく、恐るるな』

「軽く言ってくれるっ……」

　ぼくはノートを足下に置き、椅い子すを片手で摑つかみながら身体を後ろに向けようとして、

　太ふと股ももに灼しやく熱ねつ感かん。

「……っ！」

　撃うたれた。背筋がびりびりと警けい報ほうを鳴らし、溢あふれ出る血液を補うために心しん臓ぞうがフルドライブに入る。片かた膝ひざをついたぼくは、ヤクザの男が真正面で銃を構えるのを視界に捉とらえた。

　ぼくは無我夢中で椅子を横向きに倒し、その陰に身を屈かがめる。銃声。凄すさまじい初速度を与えられた死の鉛弾は、おお、ぼくが盾たてにしている椅い子すの座面にかんかんと弾はじかれた。ただの木材にできる芸当ではない……これが祝福魔術ブレスマジツクとやらの効果か。

　銃弾を回かい避ひしつつ荒い息を吐いていると、不意に太ふと股ももが猛烈に痒かゆくなった。傷口が蠢うごめいている。肉が内部から盛り上がってきているのだ。ややあって地面に落ちたのは、ヤクザが撃ったであろう銃弾だ。その場所を撫なでてみるが、予想していた傷口はない。ぞっとする……くそ、わかっているさ。これが不死ってことなんだろ。必然である不死。

　ぼくは無む駄だな思考を打ち切り、タイミングを見計らって立ち上がった。この間合いならば、撃たれたところであと一、二発だ──そんな楽観的かつ捨て鉢ばちな判断のもと、椅子を両手で摑つかみ、それを横向きの盾としたまま突進する。

　案あんの定じよう、銃声はすぐ近くで一発聞こえた。が、椅子が硬い音を奏かなでたときにはもう、ぼくはヤクザを間合いに捉とらえている。椅子を構えたまま、体当たり。椅子の足の間に挟まるような形になり、敵は吹っ飛んで転がる。だが同時、二発目の銃声がぼくを待ち受けていた。くの字に折れ曲がったヤクザの腕が、接触の刹せつ那なに椅子の上に伸ばされていたのだ。まず間違いなく当てずっぽうで（視界は椅い子すで塞ふさがれていたはずだからだ）引き金が引かれ──至近距きよ離りにあったぼくの胸を、斜め上から撃うち込まれた弾丸が極小な範はん囲いで極大に破は壊かいして破壊して破壊した。

　想像を絶する苦痛。呼吸が止まり、形なき生命がひゅうひゅうと喉のどから漏れ続ける。

「かはっ……ぐ……」

　苦し紛まぎれに与えられた、適当な致命傷。運が悪いにもほどがある。

　視界が霞かすみ、揺れていた。急激な眠気。追つい撃げきのために振り回そうとしていた椅子を地面に置き、その背もたれを摑つかんで堪こらえる。だが事態はぼくに休息を許さない。見えている。吹き飛ばされて仰あお向むけになったヤクザは顔だけを上げて、こちらに銃の狙ねらいを定めていた。

　奈な落らくのように深く黒々とした銃口が、冷酷な斬ざん首しゆ人にんの視線でぼくを覗のぞき込んでいる。ぼくはそれを睨にらみ返した。呼吸？　要いらない。必要なものは、ただ数歩走り、この椅子を人形めがけて振り下ろす行為だけだ。子供でもできる無酸素運動。今は肺など必要ない──肺が破れた程度、脳に風穴を開けられている砧きぬた川がわよりは百倍マシだ！　だから、動け。動け。動け！

　引き金にかかったヤクザの指が、こちらを招くように小さく動くのが見えた。

　銃口の奥で、火薬による反発力を受け取った鉛弾が歓かん喜きに震ふるえてそこを飛び出すのが見えた。

　短い陸上競技を螺ら旋せん回転で謳おう歌かするその弾丸は、間違いなく数すう瞬しゆん後ごにはぼくの額ひたいというゴールへ辿たどり着く。停止した時の中、ぼくはそれを客きやつ観かん的てきに悟り──

　──動け──

　逼ひつ迫ぱくした本能が痛覚を遮断した瞬間、ぼくは世界の存在を見失った。




「っ……ぁ！」

　気づけば弾丸はぼくの数メートル横を通過している。脳のう味み噌そはぼくの速すぎる身体からだの動きを捉とらえ切れず、その感覚の違和が乗り物酔いのような吐き気を生んだ。翼つばさのせいか何なのか、とにかく身体が軽い！　加えて言えば手中の椅子も。ぼくは続けて、砧川が調ちよう理り室のドアを破っていたことを思い出した。代替魔術師ポステリオルマギスになると身体能力が向上するのかもしれない。

　なるほど。これが、今のぼくの本気なのだ。今まではその本気の出し方を知らなかっただけのこと。わかってしまえば、もはや恐れることはない──咳せき込み、喀かつ血けつし、その痛みを黙もく殺さつしながら飛ぶように間合いを詰め、ぼくは両手で背板を摑んだ椅子を肩口にまで持ち上げて振りかぶった。腰を素早く折り畳むことでダッシュの慣性をそのまま椅子に与え、弧こを描くようにして椅子の足をヤクザの頭部に打ち下ろす。

　ぐにゅりという嫌いやな感触を突破すると、風船が弾はじけるようにその身体が黒いタールのような液体に変じた。地面に溶けて、消失の定めを甘受していく──調理実習室の三人組と同じだ。

　ぎちぎちと軋きしむような感覚と共に、胸の傷が緩かん慢まんに塞ふさがり始めていた。ぼくは椅子を地面に置き、嘆たん息そく。自分の胸と長い銀髪と背の翼を見て、また嘆息。喉のどが引ひき攣つれる音が背後から聞こえなければ、ぼくは夜が明けるまでただひたすらに二酸化炭素を吐き続けていただろう。

「……宵よい本もと……くん……？」

　目を開けて立ち上がった、砧きぬた川がわだった。瞳ひとみを呆ぼう然ぜんと揺らし、口を半開きにしている。

　続いてレンテンシアも目を覚ました。足あし下もとの銃を拾いつつ、長い耳をぴくぴくと揺らして微かすかに口元を緩ゆるませる。たぶん、よくやったとかそんな感じのことを言ったのだと思う。

　だが、ぼくには、どうでもよかった。

　砧川の、哀かなしそうな目を見続ける。今まで意味がわからなかった、その眼まな差ざしの奥に秘められた寂せき寥りよう感かん。絶望感。ぼくへの距きよ離り感かん。その意味が、ようやくわかってきた。

　小学校の裏庭はひどい有あり様さまだ。死んだ兎うさぎとオッサン。近くの外がい壁へきはトラックが突っ込んできたせいで完全に崩れ去っていて、そのトラックはと言えば校舎に頭を突き刺したまま黒煙を上げて燃えている。遠くからパトカーか消防車か、とにかくサイレンの音。今はまだ幸いにも辺あたりに人影はないが、野次馬が集まる前に逃げておかなくてはならない。だが。だが、だ。

「なぁ、砧川。一つだけ質問させてくれ」

　その声に彼女は唇を嚙かみ、俯うつむいてその顔を隠した。子供のように、首を左右に振っている。

「帽子様でもエルフ様でも。ぼくのノートにいるやつでもいい。簡かん単たんな質問だ。教えてくれ」

　答えを持っているであろうそれらを順々に眺めてから、ぼくは問う。

「ぼくは、生きているのか？」

　返答は、哄こう笑しよう。けたたましい笑い声だった。楽しそうに愉たのしそうに、ひゃははははは。

　帽子の顔は舌で自分の唇をべろべろと舐なめ回し、声こわ高だかに叫んだ。

「──ようこそ、死者の世界へ！」

　砧川の肩が震ふるえ、レンテンシアが顔を伏せる。アヴェイラーズだけが言葉を続けた。

「代替魔術師ポステリオルマギスが不死なのは何な故ぜか？　既に死んでいるから！　解は明白じゃ！　いくら我われ々われでも、根源闇滓ルート・アンシイをただの人間に与えるわけにはいかぬよ！　そう、お前たち代替魔術師ポステリオルマギスは、根源闇滓ルート・アンシイそのものを命とした生命体とでも言うべきものなのじゃ。人間ではなく、動物でもなく、生者ですらない！　なればこそ、我われらは一心同体……なりたてほやほやの死者に仮初の生を与える見返りに、死者は導き手の手足となってその目的に力を貸す！　それが代替魔術師と導き手ナビゲータの関係！　理解したか？　理解したか？　ひゃはは、ひゃははははははははは！」

　本当に、とぼくは擦かすれた声でさらに聞いた。返ってきたのも同じく、擦れた声。

「……そう、です」

　砧川は、涙をぼろぼろと零こぼしながら──ひどく虚うつろに、ひどく哀かなしく、微笑ほほえんでいた。

「わたしも、宵本くんも……もう、死んでいるんです」




　　　　５




「げー、マジかよ、やっぱこうなってんのか……」

　ぼくはあぐらを搔かいたまま、ベッドの上で溜ため息いきをついた。手て鏡かがみを持ち上げ、自分の顔を見てみる。基本的にぼくの顔であるのだが、女だというだけで印象は全く別だ。当たり前だが。

　裸の胸をむにむにと揉もんでみて、また溜め息。

「思ったほどいーもんじゃないなぁ……女はよくこんな重いのつけて歩いてられるよ」

　ぼくは全裸である。誤解のないように言っておくが、これは別にマスターベーションをしようと思ったとかそういうわけではない。寝静まっている家にこっそりと帰ってきてから、とりあえず服を着替えようと思った。そのついでに、変身した後の身体からだのチェックをしようと考えたわけだ。わかったことは、顕化アピアランスした後のぼくの肉体は完全なる女性形だということくらい。ああ、背中の羽は普段ふだんは体内に収納（？）されているらしく、背骨の脇わきに蚯蚓みみず腫ばれみたいな二本の線せんが見えるだけだった。理屈？　魔ま術じゆつ概がい念ねんで魔術空間に魔術収納されているんだろうさ。

　……ああ、わかっている。これは逃とう避ひだ。

『用もなく顕化アピアランスするのは感心しない。感知能力に長たける導き手ナビゲータならば、それだけで我われらの位置を把握する可能性在あり──但ただし、殆ほとんどの場合は魔術を使わなければ杞き人じん之の憂ゆうと予測する』

　表示された文字を見て、ぼくは肩を落とす。このＰＣというか、脱衣麻雀マージヤンのキャラクターに憑ついたこいつの名前はエベネゼルと言うらしい。知りたくもなかったが、さっき教えられた。

　切せつ華かや両親の部屋は離はなれているから大丈夫だろうが、ぼくは一応声を潜ひそめて言う。

「……なら別にいいだろう。それにしても、今更だがなんでソレなんだ。馬ば鹿かにしてんのか」

『質問は明めい確かく性せいを要求』

　寝ね惚ぼけたような半はん眼がん無表情で、ブルマ姿の美少女キャラクターが口パクして（覚えたらしい）、顔の横の吹き出しに文字を表示した。ぼくが改めて（明めい確かくに）その姿についてツッコむと、

『情報伝達の効率性を考え、視覚的イメージは人型、あるいはその類似形態が適当だと判断。人間は非人間形態存在の発言を速すみやかに認にん識しきできないものである。我われは兵へい貴き神しん速そくを求める』

　つまり人型をしている、とぼくが認識できれば何でもよかったわけか？

『肯定。汝なんじの最近接に存在していたのが之これであった。情報伝達は正常。問題はないと結けつ論ろん』

「……そうかよ。ぼくにはいろいろと問題が大アリなんだがな」

　吐き捨てるように言って、ぼくは顕化アピアランスを解いた。男の姿に戻って寝巻きを身に着ける。ベッドの端に腰を下ろし、ぼくがまずしたことは──嘆たん息そくし、頭を抱えることだった。

『どうかしたか』

　どうかしたか、だって？　ぼくは指の隙すき間まからエベネゼルを睨にらんだ。

「よくそんなことが言える。ぼくを巻き込んでおいて」

『巻き込んだ。肯定。我は汝を巻き込んだ。だが問う。汝は我に巻き込まれなくとも良かったのか？　我の行為とは全く無関係に、事実として汝はそれ以前に死んでいた。我の干かん渉しようは汝の死後であり、即ち──我は汝を救ったと呼称しても誤ご謬びゆうはないと結論するが』

「……くそ。死なない死体にされて。変な争いごとに巻き込まれて。救った？　救われたのか、ぼくは？　結局、死んだって事実は変わりないってのに」

『だが少なくとも、汝なんじの意志はまだ現世に留とどまっている──それすらも余計な世話だったと？　あのまま全すべてが終わり、永えい劫ごうの闇やみにもがき足あ搔がく消滅を甘かん受じゆすることを望んでいたと？』

「んなことは言っていない！　でも、それでも……こんな、ことは、頼んでない」

『発言の矛盾を指摘。ならば汝の望みは何だったのか』

　そうだ、ぼくは──どうしたかったのだ？　普通の人生が退屈で、一刻も早く逃げ出したいと思っていたのは認める。けれどもあの一いつ瞬しゆん、確たしかにぼくはこのまま終わることへの焦しよう燥そうと恐怖を感じていた。ならば今までのぼくは噓うそだったのか？　違う、はずだ。わからない。

『我と汝を繫つなぐものは単なる悪意ではなく、単なる善意でもなく、手段と目的を軸とした契約である。怯きよう懦だも憤ふん怒ぬも我らには不要。唇しん歯し輔ほ車しや、相そう互ご補ほ完かんの関係が故ゆえ、感情的な対立は無益』

「生かしてやったから、自分のために働け。同じ立場である代替魔術師ポステリオルマギスを倒して、根源闇滓ルート・アンシイを奪え。それが契約か。んな一方的な話、はいそうですかって聞けるわけないだろうが」

『多少の事情は知っているか。説明の手間が省ける』

「ふざけんな……喧けん嘩かの経けい験けんが多くても、ぼくは誰だれかに命令されて戦ったことなんか一度もない。ああいいだろう、ぼくを助けてくれたことには感かん謝しやしよう。でもな、ぼくは契約なんか結んだ覚えはない。お前が勝手にやったことだ。そう簡かん単たんにお前の言いなりになると思うなよ。目的？　契約？　は、ぼくは誰かを平然と殺せるほどイカレてはいないつもりだ」

　正直に言えば、理屈などどうでもいいのかもしれない。全てにおいて感情が先に立つ。この人じん外がいが気に食わない。全てを当然として、『普通』として話を進めるところが気に食わない。手の届かないところで事態が進行する不満感と苛いら立だちは、やがてその事態を用意した誰だれかへの嫌けん悪おに姿を変える。納得のいかない嫌悪は、再び不満感と苛立ちへ──無限の悪循環。

『心情的に納得できないのは理解できる。だが既に代替魔術師ポステリオルマギスになっている以上、汝は戦せん闘とうを避さけられない状況にある。人間にとっての、食事と同等に』

「食事、ね。悪人退治なんて仕事もあったか、畜ちく生しよう。もし……それをしなかったらどうなる」

『根源闇滓ルート・アンシイを削ることになる。それは我われの目的からして絶対不可だ。先刻のは特例である』

　先刻の、というのは魔ま術じゆつのことだろう。思考停止していたぼくは祝福魔術ブレスマジツクで強化したあの椅い子すを言われるままに持って帰ったのだが、今思えば置いてきたほうがよかった。こいつの言う通りに戦う気など、ぼくには全くないのだから。持って帰らされた理由は──

『祝福魔術ブレスマジツクによる物品の強化は、一ヵ月程度持つ。今回は止やむを得ず根源闇滓ルート・アンシイを消費して施術したが、成ろう事なら次は通常の闇滓アンシイにて行いたい。また闇滓アンシイの節約と汝の疲労を軽減するため、あの椅子は可能な限り連用したほうがよいと提案』

　ということらしい。ちなみに椅子は現在、庭の片隅に放置プレイだ。あんなの誰も盗まない。

　何にしろ、やはりこいつにとって最重要なのは根源闇滓ルート・アンシイか。無む論ろん、ぼくにとっても（納得はできないが）大事なのだろう。何しろ命そのものなのだから。それを使用するのはまさしく『身を削る』ことに等しい。しかし魔ま術じゆつの行使以外にも代替魔術師ポステリオルマギスが存在し続けるには日々闇滓アンシイを消費し続けなければならず、まだ一回も食事をしていないぼくはそれすらも根源闇滓ルート・アンシイに頼っているということだ。繰くり返すことになるが、これら雑費、また魔術行使に必要な純然たる『燃料』としての闇滓アンシイは──砧きぬた川がわがやっていたように、普通の人間（悪人）の闇滓アンシイを奪うしかない。

　と、ちょっと待て。命たる根源闇滓ルート・アンシイを使わない、そのために食事をするわけなんだから──

「ということは、だ。逆に言えば、食事だけしておけば別に他人の根源闇滓ルート・アンシイを奪わなくても生きていられるってことだろうが。お前はともかく、ぼくが他の代替魔術師ポステリオルマギスを倒すメリットがない、理由がない。ますますもって、ぼくがお前の言うことを聞く必然性がなくなってきたぞ」

　ぼくが言うと、ふっとエベネゼルは吹き出しの言葉を消した。それがこいつの無言。無感情な二次元の瞳ひとみからは、いかなる思いも読み取れない。そして、

『根源闇滓ルート・アンシイは──おそらく、いずれ汝にも必要となる』

　どういうことだ、と聞いても無む論ろん返事はない。画像の目はぼくを静かに捉とらえ続けている。

　……何かを隠されている。だがくそったれなことに、向こうが言わないと決めたことをぼくが覆くつがえす方法などないのだ。ぼくにできるのは、ただ、視し線せんに害意を込めて相手を睨にらむことだけ。

　だが、救いは背後から訪れた。ひどく唐とう突とつに。

「話す気がない者と話していても仕方あるまい、少年。次は私と話をせんか」

　突然聞こえてきた声に驚おどろいて振り返ると、そこには──窓まど枠わくに足を組んで腰掛けている、エルフの姿がある。ウェスタン風のマントに、鼻はな眼鏡めがねで手足に包帯……レンテンシアだ。小学校から逃げ出したときには、いつのまにか姿を消していたのだが。

「突然にすまんな、少年。君に話しておくべきことがある」

　彼女は金髪を揺らし、足を組み替えながら薄うすく笑った。ちらりと見えた色は黒。大人おとなだ。

『聞かぬことを推すい奨しよう。全すべての代替魔術師ポステリオルマギスは打破すべき大敵である』

　なぜかエベネゼルの文章は、迷うようにゆっくりと表示された。レンテンシアが現れるなり叫び喚わめいたアヴェイラーズとは違う。性格のせいか、他ほかに理由があるのか。

「……話すべきことを話さないのはフェアではないと思うが？」

　エベネゼルは無反応。それを見やったレンテンシアは、目を細めて軽く頷うなずいた。

「なるほど、君はなかなかに良りよう識しき者しやのようだ。だからこそ、あまり人格を表に出さないものに憑ひよう依いしているのかね？　それならば声や表情に感情が出てしまう虞おそれがないからな」

　何が良識者だ。こいつはぼくの都合も聞かず、変な争いに巻き込もうとしている奴やつだぞ。

　エベネゼルはまたも無反応。小さく息を漏らして、エルフは窓まど枠わくから腰を上げた。

「少年、君は──」

「少年というのは止やめてくれ。宵よい本もと澪れいという名前がある」

　レンテンシアは鼻の眼鏡めがねを軽く押し上げてから、すまない、と謝あやまった。

「では澪。どこまで話を聞いた？　この導き手ナビゲータや……魔女ウイツチの導き手ナビゲータから」

「だいたい全部……聞いたと思うけど」

「『反動』については？」

「何だって？」

「反動、だ──反現象干かん渉しよう、とも言うか。伝えたいのはそのことだ」

　ぼくは眉まゆを寄せる。確たしか、アヴェイラーズがそんなことを言っていたような、いないような。

「魔ま術じゆつの行使には例外なく反動が生まれる。例外なくだ。それぞれ内容は異なるが、術者は必ず反動に苛さいなまれ──さらにそれは魔術を使えば使うほど蓄ちく積せきしていく。ピークを過ぎれば」

「過ぎれば？」

　彼女はマントを脱ぎながら、ぼくの表情を一いち瞥べつして答えた。あっさりと。

「死ぬ、かもしれん。あるいはいかなる戦せん闘とう行為も行えなくなるだろう。そうなれば待っているのは他ほかの代替魔術師ポステリオルマギスによる一方的な虐殺だ。同じことだな。全すべてが終わる」

　そして見えるのは、チェックのスカートと白いＹシャツの中から伸びる長い手足──それを一いち分ぶの隙すきもなく包んでいる包帯。ふう、と彼女が短く嘆たん息そくのような呼こ気きを漏らした。

「おい……何を？」

「手っ取り早く、実物を見せる。あまり驚おどろかないでもらえると助かるが」

　彼女は薄うすく笑ってから──手足に巻いている包帯の端を摘つまんで、一気に解ほどいた。

「……エルフの魔術は、闇滓を意味ある文字に変換し具象化する刻印魔術ルーンマジツク。かつては弓矢を用いていたようだが、銃弾に変えたとて本質は何も変わらない。その反動は──見ての通りだ」

　ぼくは息を吞のんだ。白い手足が出てくるものという無む意い識しきの想像が覆くつがえされて。

　彼女の手足は、歪いびつな刻印に埋め尽くされていた。足首も。太ふと股ももも。手首も。腕も。それら全すべてが、線せんで構成された無数の小さな図形で黒く塗り潰つぶされている。異い形ぎようで、異質な──烙らく印いん。
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「魔術を使うたびに増えてくる。このせいで、時折身体からだが言うことを聞かないこともあるな。いずれは全身が埋め尽くされ……おそらく、指一本動かすことも叶かなわぬようになるだろう」

　ぼくは動けない。彼女はぼくの顔を寂しそうに眺めて、再び包帯を巻き始めた。

「──魔術を使う限り、避さけられない運命だ」

「その……止める、方法は？」

　包帯を巻きながら。時間をたっぷりと使って、レンテンシアは短く答えた。

「ない」

　ぼくはエベネゼルに視線で問い掛ける。暗いディスプレイの中、ブルマ少女はぼくから目を逸そらすように、ぼんやりとした瞳ひとみを下に向けていた。文字は躊躇ためらうように生まれる。

『他者の根源闇滓ルート・アンシイを吸収すれば、その力でもって進行を留とどめる程度のことはできると推測。だが反動は魔術の理り論ろん上避けられないもの。発生自体を止めることは、不可能』

「どうにもならないことだから……言わなかったのか？」

『肯定。だが我われ々われの魔術は持続性が長いものゆえ、出一頭地いつとうちをいだす、他者よりは有利なはずである』

　レンテンシアが狩人かりうどのような目でエベネゼルを見み据すえた。

「それは理由にはなるまい。沈ちん黙もくは単なる狡こう知ちとしか思えん。選択肢があるのだとすれば、その存在自体は知らせておくのが道理ではないか、導き手ナビゲータ」

「選択肢……？」

「そうだ、少年……いや、澪れい。君には幾つもの選択肢がある。思考しろ。自分が何者なのか。未来に求めるものは何か。求められるものは何か。私はそれを教えるために来た。導き手ナビゲータは」

　言葉を切って、

「狡こう猾かつだ。自分の利益になるならば、前触れなく君を騙だますこともあるだろう。気を抜くな。騙されるな。深く思考しろ──自みずからの果てを。しばらくは現状に慣なれるので手一杯だと思うが」

「何を言ってるんだ？」

「もう一度言う。選択肢は無数だ。まだ君に伝える時期ではない選択肢もある。現状を正しく理解し、時期がくれば教えよう。そのときまで、考え続けてくれ」

　レンテンシアはマントを肩に引っ掛けたまま、くるりと踵きびすを返した。

「おい！　どうしてそんなことをぼくに言うんだ、あんたは結局何なんだ!?」

　窓に足を掛けた彼女はこちらを振り向いて、微かすかに頰ほおを緩ゆるめた。誰だれかと似ている、表情。

「私は、君と同じ代替魔術師ポステリオルマギスさ。あるいは、君よりも、かもしれないが」

「わからない……」

「ほんの言葉遊びだよ。ともかく、また会おう。忘れるな、私は君の敵ではない」

「待て、もう一つだけ！　反動が避さけられないなら……それは砧きぬた川がわにも、魔女ウイツチにもあるのか？」

「勿もち論ろんだ。君よりも早く代替魔術師ポステリオルマギスになっているのならば、もう既にそれと見てわかるほどに蝕むしばまれているかもしれない。敵対するつもりがないのなら、気をつけてやることだ」

　金髪のエルフの姿が夜よ闇やみの中に消え、気の早い鈴すず虫むしの重奏が部屋の中に届いてくる。開いた窓から見えるのは、ひたすらに平へい穏おんな光景。夜よ更ふかしの若者達の明かりが、街の暗黒にぽつぽつと抵抗している。光の数は多い──だが、頭上で煌こう々こうと輝かがやく星々の軍勢に比べればそれは卑小に過ぎた。どこか滑こつ稽けいで、それでも平穏であることだけは確たしかな、いつもの夜の光景。

　窓を閉める。部屋には無音、ぼくの身体からだには倦けん怠たい感かんが満ちた。

『汝なんじは疲労している。とりあえず睡眠を取れ』

「……言われなくても。話は保留だ。敵に襲おそわれれば戦うだろうが、それ以外のことをぼくはするつもりはない。それだけは言っておく」

　どこか寂せき寞ばくとしたエベネゼルの瞳ひとみが無言の答えを返し、そして消えた。

　わかっている。現時点では、だ──くそったれ。

　平坦な暗黒を見せて佇たたずむＰＣのディスプレイを乱らん暴ぼうに閉じ、ぼくは冷たいベッドに潜もぐり込む。

　眠れない。眠れるわけがない。ぼくはずっと──

　不可解な言動を見せていた砧川のことを、考えていた。
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　　　　１




　地じ震しんだ。世界が揺れている。だが単なる天変地異ごときにぼくの睡すい眠みんを阻そ害がいする権利はない。引っ込んでいろ。

「お兄ちゃ！　朝だよ、起きてよーぅ！」

　これも自然現象の一種、小鳥の囀さえずりと同じだ。その役割は安眠の補助であって、これが目覚めの合図だと言うのは完全なる僻ひが事ごとである。だからぼくはまだ眠っていてもよいのでぐう。

「あうう、全然起きないよ起きないよ!?　切せつ華かだって急いでるのにのに！　かくなるうえは、えーと。布団ふとん剝はがしも服脱がしもいきなりクール目薬も回転式ダイビングプレスもやったし……そーだ、昨日きのう何か新しいの思いついてたような。確たしか……生のニンニクを……ぎゅうぎゅうに口に詰め込む？　あぁん、買い忘れてるよーぅ。じゃあ他ほかに何か、うーん」

　うるさい自然現象だな。ぼくがもぞもぞと寝返りを打って顔を横に向けると、不意に生ぬるい液体が口から零こぼれ、どろりと顎あごを伝った。やべ、ぼくは今凄すさまじくヨダレを垂らしている!?

　慌てて目を開けると、眼前には切華の顔があった。なぜかぼくの頭の上で口をすぼめている。ぼくが起きたのに気づいた切華は、うしし、と下品に笑い、

「おはよー、お兄ちゃ！　ニンニク臭くさくない気持ちいい朝ですよーぅ！」

「……」

「あのね、今日きようは朝から署名活動で早いから起こしちゃったよ。ほら、お母さんたちもう仕事行っちゃったし、放っとくと絶対に起きないじゃない？　だから一いつ緒しよに行こうよ」

「お前……今、何した？」

「ひーみーつー。ヒントはニュー起こし方。お兄ちゃの錯さつ覚かくを利用した知的アイデアー。大丈夫だよ、ちゃんと歯は磨みがいてるから汚くないよ？」

「そんな、問題じゃねぇっ……くそ」

　ぐあ、こいつやっぱり、自分の唾つばをぼくの口に垂らしやがったのか。なんてことしやがる。ぼくは動どう悸きが激しくなった胸を意い識しきしつつ、口元を拭ぬぐう……ちょっと待て、なんでドキドキしてるんだ？　十六歳の妹の唾だ液えきを兄が啜すするなんてよくあることだ、うん。本当に！

「あのな、兄として言うが、高校生にもなってお前はちと子供っぽすぎる。いいか……」

「むー。どこがよーぅ」

　切華は口を尖とがらせながら胸を反らした。ぼくは切華の制服の襟えりをぺろりとめくる。普段ふだんは見えない襟の下には、親指サイズのポップなピンバッジが所狭しと張られていた。

「ほら見ろ、また増えてやがる。このガキっぽい趣しゆ味みもどうだかと思うぞ」

「こ、これは切華のキャラ立てというかなんというかー。いいじゃん可愛かわいいんだからいいじゃん。見えないところに凝こるのが日本人の粋いきってもんなのよっ」

「何が粋いきだこのバカ。日本の心を語るなら褌ふんどしでも締しめてろ」

　ぼくは半はん眼がんで切せつ華かを睨にらみながら、その襟えりをぱたぱたと振る。すると彼女は急に顔を赤くした。

「褌締めろと強制しながら妹の服を捲まくり続けてるなんて……お兄ちゃ、いやらしいよ……」

「誤解を招く台詞せりふを口にするな！　ただの襟だろうがエリ！」

　襟を投げつけるように手を離はなすと、飛び離れた切華はけたけた笑いながら部屋を出ていった。

「とにかくもう目は覚めたよね？　早く支し度たくしてよ、でないと朝ごはんとか片付けちゃうよー」

　その足音が階段の下に消え、ぼくは頭を搔かいた。くそ、眠気が吹っ飛んだぞ。ベッドから足を下ろし、ふと思い立って、ノートＰＣに手を伸ばす。ディスプレイを開いてしばらく待つと、

『おはよう。秋あき高たか馬うま肥こゆる、気持ちのよい朝である』

　という文字とエベネゼルがぬっと現れた。ぼくは嘆たん息そくしながらぼくなりの朝の挨あい拶さつを返す。

「……最悪の目覚めだ、くそったれ」

　昨日きのうのことは夢ではなかったようだ。砧きぬた川がわとぼくは代替魔術師ポステリオルマギスであり──そして。

　そして。




　非日常に両足を突っ込んでいるぼくが、今日きようも学校という日常へ向かう理由は何か。

　仮病では切華を騙だませそうになかったから。休んでもそれでどうしていいかわからないから。理由は多々あり、ぼくの中にも絶対の正答はなかった。だがそれでも敢あえて最も正答に近いものを考えるのならば、それは非常に単純なものだった。ぼくらしい、適当で怠惰な理由。

　──なんとなく行かなければならないような気がした。それだけだった。

　切華と一いつ緒しよに家を出ると、丁度隣となりの家の玄関も開いた。現れたのは、無む論ろん巳み沙さ希きだ。朝食代わりなのか、栄養ドリンクを慌てたように傾けている。いつも通り。いつも通り、なのだ……どうしようもなく変わってしまった、ぼくとは違って。

「あっ。おはよう、巳沙希お姉ちゃ！」

「おはよう、切華。と……なんだこいつ。腐った魚みたいな目だ」

　巳沙希が胡う乱ろんな眼まな差ざしをぼくに向けた。切華は身体からだを斜めに傾けて愛あい想そ笑わらいする。

「あはは、無む理り矢や理り起こしたから機き嫌げん悪いのかな……」

「こら澪れい。可愛かわいい妹が起こしてくれたのにどうして喜ばないんだ。今日からうちの妹にするぞ」

　ぼくは彼女の言う通り、酸素不足の鯉こいのように漫然と口を開いた。

「……何度も言うが、好きにしてくれ。こいつもぼくの妹なんかよりはお前のような奇怪触手一族の末まつ裔えいになったほうがなんぼか幸せだろう」

「お前は相変わらず愉ゆ快かいで地じ獄ごくに近い位置にいるなぁ」

　にこやかに微笑ほほえみながら、巳沙希はぼくの喉のどに手刀で地獄突きを繰くり出してきた。グッサリと気管に刺さりましたがこれは女子高生の行いとしてどうか。

「ごフッ……！」

「どうやら死にたいようだな殺!!」

「は、初めからその台詞せりふと殺気なら避さけられたものを……フェイント奇き襲しゆうとは卑ひ怯きような……」

　ふんと巳み沙さ希きは鼻を鳴らす。一方、切せつ華かは何やら子供っぽく頰ほおを膨ふくらませていた。

「むー。お兄ちゃ、ひどいよ……」

　その頭を撫なでつつ、巳沙希。また『見た目だけは可愛かわいいお姉さん』の擬ぎ態たいをしている。

「ああ、未来の妹よ。そうだなひどいな。だから今ここでとどめを刺するべきだよな。フィニッシュは何にしよう、手技足技関節技、せめて切華が決めてやれ」

「やめてくれ、ブッチャーとかならともかく、こいつのぶっとい足でのケリなんぞくらった日にはぼくは二度と立ち上がれなくなってしまう」

「リクエストご苦労！」

「よりにもよってドロップキックぅ!?」

　レスラーにも負けない速度と美び麗れいな技形フオルム……避けられると思うか？　ぼくは吹っ飛び、頰で道路の硬さを感じる羽は目めに。腹ばいに着地していた巳沙希があっとスカートを押さえた。

「み、見たなっ？」

「……お前の足の裏とセットで強制的にな。そんなこと気にする前に水玉もっと気にする部分がないのか水玉と力一杯問いたいぞ水玉」

「殺してやる、今すぐ超存在にお祈れ！」

　謎なぞの日本語を発しつつ、ぼくににじり寄ってくる巳沙希。切華が呆あきれたように言った。

「ねぇ、お姉ちゃ。そんなことしてないで、早く学校行かないと」

「あ、そうだ。そう言えばそのために早起きしたんだった。急ごうと思ってたのに……この馬ば鹿かのせいで俺おれの時間が！　切華、行くぞ。ついでに澪れいも行くぞ。さっさとダッシュれ！」

　抵抗したいのは山々だったが、身の危険を感じたので大人おとなしく走る。世界は理り不ふ尽じんだ。

　忍者が訓練のため服に着けているという布のように、巳沙希の髪が真横に靡なびいている。

「ねえ、お兄ちゃ。巳沙希お姉ちゃのことだけど」

「ああ、素す晴ばらしいドロップキックだった。きっとあの触手がバランスを補っているに違いない……いや待て、なんかのフィギュアのように一いつ瞬しゆんだけ固まって身体からだを支えてたような気も」

「違うって。なんか機き嫌げん悪いでしょ、お姉ちゃ」

　かもな、と頷うなずいてやる。いつもより手加減が少なかったことが判断材料だ。

「昨日きのう、電話しちゃったの」

「それが？　お前、ことあるごとに電話してるだろ。隣となりなんだから直接話せばいいのに」

「はぁー……わかってないなぁ。ほんと、鈍にぶいんだから」

「……なぁ切華、それよりもあれじゃないか。雪ゆき人ひとさんの命日。もうすぐだろ。いろいろと気にしてるのかもしれない」

「あ、そう、かもね……」

　雪ゆき人ひとさんというのは巳み沙さ希きの兄で、まあぼくにとっても兄のような存在だった人だ。巳沙希の例に漏れずかなりの変人だったが──もう六年も前に、バイク事故で他界している。九月の二十三日、秋分の日がその命日にあたるのだ。

　ぼくは前を行く巳沙希の背中を見た。隣となりを走る切せつ華かの横顔を見た。

　命日。誰だれかが死んだ日。死んだ。死。

　ぼくは自分の胸をぎゅっと握にぎり締しめて、考えることを止やめた。




　なぜか学校に着いてからもぼくは解放されない。長机と椅い子すを準備させられる。一人で教室にいても暇ひまだし、身体からだを動かしてたほうが楽だから、まぁいいんだが。

　昨日きのうのように、下げ駄た箱ばこ後ろの廊下に署名活動のスペースが作られた。その準備を終える頃ころになると、生徒達が続々と登校してくる。そして発生したのは呼び込みの鉄てつ火か場ばだ。

「おーい、巳沙希。もう行っても」

「ああ、何!?　忙しいんだよ、勝手にしてくれ！　ん、ノートに書くのは名前だけでいいよ──ってほら、暇なら切華にジュースでも買ってきてやれ！　俺はリポビタンな！」

「ぼくは一体……そんな義理はない、教室に行く」

　なんとなく無視されたような寂しさを感じながら、ぼくは踵きびすを返そうとする。と──

「おい、なんか勘かん違ちがいしてないか？　変なキャッチとかじゃないぞ、生徒みんなの地位を向上させるために協力が必要で、って」

「あ、あの……ご、ごめんなさい……わかんないです、いいです、ごめんなさい……あぅぅう」

　顔を伏せたまま歩いてくるのは──砧きぬた川がわだ。巳沙希の呼び込みを頑かたくなに拒否し、ぷるぷると首を横に振りながら近づいてくる。はっと顔が上がって、視し線せんが合った。

　砧川の瞳ひとみは忙せわしかった。一いつ瞬しゆんだけ嬉うれしそうに目元を緩ゆるませ、けれどもすぐ虚うつろになる。そして虚きよ無むすらもが罪悪なのだとでも言いたげに、瞳ひとみは哀あい切せつを帯び、最終的には──苦痛に耐えるように、口元と共に細く歪ゆがめられた。

「……ごめんなさい……」

　砧川は下を向いたまま、ぼくの横を擦すり抜けた。階段を上る足音だけが、背中に聞こえる。

　やれやれ。折せつ角かく学校に来たのにな……いやちょっと待てぼく、折角って何だ？　間違っている。登校した理由は『なんとなく』。それでいい。何も問題はないぞ──多た分ぶんな。

　ぼくは痒かゆくもないのに頭を搔かいて、ことさらにゆっくりと、彼女と同じ階段を上り始めた。
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　三時間目の授業が終わって、休み時間。ほひょう!?　と隣となりの草そう太たが奇声をあげた。

「どうした、草太。面おも白しろい悲鳴の模索か。今のは六十点くらいだな」

「次の数学、宿題があったよな……やべぇ、忘れてた。澪れい、やってるか？　見せてくれ」

「ぼくを舐なめるな。やってるわけがないだろう」

　ここの数学教師は成績評価に宿題の結果も加味する。赤点ラインを彷徨さまよっている生徒にとっては宿題をやるかやらないかで補習の有無が決まる、なんとも面めん倒どう臭くさい相手なのだ。

「そりゃ、お前はテストの要領いいからな……仕方ない。村むら沢さわー。プリント写させてー」

　草そう太たが通りすがりの男子に声をかける。彼も草太の本性は知っているらしい。

「えー。やだよ、あの先公、写させたのがわかったらこっちにもマイナス点出すじゃないか」

「そんなこと言わずに」

「ヤだって。無理だって。俺おれだって次のテストはやべぇんだ、危ない橋は渡れん」

　むー、と唸うなっていた草太はやがて椅い子すから立ち上がり、村沢の真正面で肩を縮ちぢめた。モードチェンジ──邪悪なエロ高校生から、『ボクの趣しゆ味みは手芸と編あみ物ものだよっ』などと言いそうな、母性をくすぐる少年へ擬ぎ態たい。そしてもじもじと顔を赤らめながら、潤うるんだ目で級友を見上げる。

「な、なんだ草太いきなり!?　俺は男だぞ、何のマネ!?」

「ダメ、なの……？　ボク、キミしか頼れるひと、いないんだよ……ね、恥ずかしいけど、キミになら……お返しで、絶対、なんでもしてあげるから。それでも……ダメ、かな？」

　じわ、と涙が滲にじむ。それを見た村沢はうっと呻うめいて、慌てて顔を明後日あさつての方向に向けた。

「だ、駄だ目めだ駄目だ！　補習で貴重な休みを棒にふりたくはないっ！」

　強情な村沢に、えいっ、と草太は飛びついて腕ハグする。

「ぐああ、俺はノーマル。ホモ属性もショタ属性もない通常人！　気をしっかり持つんだ、俺！」

「……最近は、女の子として脳内で扱えればショタはアリな風ふう潮ちようなんだよ……？」

「耳元で囁ささやくな甘い息を吹きかけるなぁっ！　止やめてくれ、とにかく止めてくれ！」

「（さわさわ）じゃあ、プリント、写させてくれる……？」

「わ、わかった！　渡す、渡すから！　胸を撫なで回すのだけは勘かん弁べんっ！」

　首尾よくプリントをゲットした草太は、トカゲ魔ま王おう風味に舌を出しながら席に帰ってきた。

「ぬふふ、ちょろい。効くなコレは」

「お前は悪魔か。あいつ、無む茶ちや苦く茶ちや打ちひしがれてるぞ。可哀かわい想そうに……」

「うーん？　俺だって男相手はヤなんだけどな。しなくちゃならんことだったら仕方ないだろー。わりと合理主義なのよ、俺。メリットが勝てば多少のデメリットには目を瞑つむるタイプ」

　それはぼくもそうだが……お前の中では『宿題＞男への媚こび』なのか。いやまぁ正しくは『宿題未提出による補習＝女との遊び時間減少＞男への媚』なんだろうが。なんか納得いかん。

　ペン音も高らかにプリントの答えを写し始めた草太は、ふと横の席のぼくに首を回してきた。しばらく何かを考えるような顔をしてから、またモードチェンジ。ペンを置いて、

「ねえ、澪クン……ボク、お昼ご飯のお金がないの……助けて、くれる？」

「腕ハグしてきた瞬しゆん間かんに顎あごの骨を砕くだいてやる」

　ぼくは握にぎり拳こぶしを見せながら言った。

「ちっ……やっぱ相手にもよるな。あーあ、面めん倒どうクセ」

　草そう太たは再びプリントに戻る。ああ、平和だ。いつもと全く同じ、普通の、日常。

　ぼくは教室の前部、一人の人物の後ろ姿を眺めていた。それは孤立と希き薄はくと無害に支配され、外界とは無接点を保ち続ける──別種の日常だ。

「そういや、昨日きのう、一いつ緒しよにいたよな。ロングの髪の……名前は何だったっけか。まぁどうでもいいや。とにかく昨日、お前あいつと一緒に帰ってただろ」

「あー……ま、ちょっとあってな」

　草太の視し線せんがプリントからぼくに移動する。微妙に片目を歪ゆがませて、

「何か含みのあるお言葉ー。さては、ヤッタな？」

「お前と一緒にするな。本当に、なんでもない……たまたま一緒になっただけだ」

　ソーデスカ、と言葉が返ってくる。明らかに信じていない目だ。話を逸そらそう。

「お前のほうこそ珍しい。女の名前を覚えてないなんてな」

「あのな、草太くん名言集その３『世界には二種類の女しかいない。すぐにやらせてくれる女とやらせてくれない女だ』と、その８『不細工は死ね』を思い出せ。あんなのにはキョーミないね。俺おれの世界から明日いなくなっても全然困らないし。だから名前を覚える必要もなし」

「……造作的には不細工ってこともないと思うが。いや、別に他意はないが客きやつ観かん的てきに見てだな」

「はっはーん。いやま、いーけどな。俺的には雰囲気がマイナス点だよ。暗そーだし。楽しくお喋しやべり＆スキンシップできないのはそれだけでポイントダウンなの。それが俺定義・不細工」

「スキンシップ、ねぇ……結局、それさえあればいいんだろ？　なんというか、お前はある意味凄すごいストイックに生きてるな。シンプルな生き方で羨うらやましい」

「……単細胞生物みたいな言い方すんなよ。俺だっていろいろ迷いながら生きてるんだぜ。お前相手だから言っちまうが、悩みだってないわけじゃないし」

　草太は、ふ、と息を漏らして言った。珍しいことだが、それは草太の本音なのだろうと思う。童どう顔がんに浮かべていたのは、今まで見たことのない、シニカルでどこか疲れたような笑えみだった。

「なんだ悩みって。いつも女とモニョモニョして楽しそうな毎日にしか見えんが」

「いろいろ、だよ。実際アレは気持ちいいし楽しいストレス解消になるけど、それだけじゃ打ち消せないモンもあるってこと……どうにもならない現実ってやつがな」

　どうにもならない、現実。そうだ。それは確たしかに存在する。ぼくにとっても、誰だれにとっても。

　ぼくの胸に、得体えたいの知れない感覚が蟠わだかまる。それは焦しよう燥そうと不安がない交ぜになったかのような、はっきりとした言葉にも想おもいにもならない、遠い未来の予感にも似た何かだった。

　ぼくはその感覚を追い切れない。草太が不意に咳せき払ばらいして、慌てたように取とり繕つくろう。

「ちょっと待て、なんだこれ恥ずいぞ。どうして俺が澪れいなんかに人生相談しなくちゃならんのだ。ええと、何の話してたっけ？　そうそう、暗いあいつの話だ。どうあってもスキンシップ対象にはならないあいつとかは、俺おれにとっては空気みたいなもんだってこと」

　未来の予感よりも、そうだ、ぼくにとっては眼前の問題がある。いつのまにか目で追ってしまう、この現実とぼくに打ち込まれた楔くさび──砧きぬた川がわ冥めい子このこと。

　草そう太たほど極端ではないとしても、クラスのほとんどにとって砧川は……やはり空気のような、どうでもいい存在なのだろう。かつてそう思っていた、ぼくと同じに。

　今も砧川は、いつも通りに──苛いじめられていた。あるいは、利用されていた。彼女はわたわたと鞄かばんからプリントを取り出し、机の前にいるケバい三人組に渡している。三人組はそれを軽く捲まくってから、何事か耳みみ障ざわりに笑って、そのプリントを丸めて椅い子すに座ったままの砧川の頭を何度か軽く叩たたいた。砧川は視し線せんを下に落とし、身を小さくして固まっているだけだ。

「あ、悪ぃ。別に澪れいの趣しゆ味みを貶けなそうとかそういうんじゃねぇぞ、怒るなよ。あーいうのに一からいろいろ教え込むっつー楽しみがあるのは理解できるさ。俺は面めん倒どう臭くさくてヤだけど」

「……それはともかく、草太。プリント急がんと、授業に間に合わないぞ」

　うおやべぇ、と草太は手のスピードを上げた。

　疑問があった。

　砧川は、どうして普通なのか。あんな力を持っているのに。殺されても死なないのに。態度が大きくなったり、他人を見下すようになったりしても不ふ思し議ぎではない。無む意い識しきでも、だ。

　それでもやっぱり、彼女は彼女のままで。気が弱く、口くち癖ぐせはごめんなさいで、どもらずに話せるほうが珍しくて、物静かで寂しげに笑う──普通の、女の子で。

　ただ、いつもと同じに、そこにいる。それは何よりも得がたい高こう潔けつな光景のようであり、同時に、目を背そむけたくなるひどく哀かなしい光景のようでもあり──

「……くそ」

　三人組が耳障りに笑いながら砧川の机から立ち去るのを確かく認にんし、ぼくは立ち上がった。わかっていたさ。あいつがどう思っているとか、どんな行動をしてるかとか、そんなのは関係なく。このぼくに、あいつを放っておくという選択肢はとうの昔になくなってしまっているのだ。

　あんな変人を、見逃す手はない。そうだろう？

　とりあえず、それだけが今のぼくの行動指針だ。そして指針が決まれば、何よりもまず確たしかめておかなくてはならないことがある……

　ぼくはそのまま足を進め、砧川の席に向かう。影かげを机の上に落としてやると、信じられないといった表情で彼女は顔を上げた。その瞳ひとみに込められた怯おびえと期待という矛盾を見て取り、ぼくは一いつ瞬しゆんだけすべきことを忘れる。ひどく長い刹せつ那なを使ってただ見つめあい、そしてその呪じゆ縛ばくを解いたのは次の授業開始を告げるチャイムの音だった。

　ぼくは自分の机に向かって踵きびすを返しながら、砧川の耳元で小さく囁ささやいた。

「昼休み、屋上に来てくれ」
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　風は涼やかだった。涼やかすぎると言ってもいい──今は九月も終しゆう盤ばん、秋の気配けはいをふんだんに盛り込んだ空気はこの高みでひたすらに自由を謳おう歌かしている。網あみ目めのフェンスの向こうからは、サッカーやバスケでカロリーを消費する元気な生徒達の声が小さく聞こえてきていた。昼休みという大切な時間の使い方を何か間違えてはいないか、ボーイズ。

　ぼくに遅れること五分、ようやく砧きぬた川がわが姿を現した。ぼくがノートＰＣの入った鞄かばんを持っているのと同様、帽子の入った鞄を持っている。周囲を見回しながらこちらに近づいてくるが、当然ながらこんな寒いところでメシを食おうとする人間はぼくたち以外にいない。

「あ、あの……話って」

　ぼくは屋上の縁ふちに座って購こう買ばい部ぶの袋を探り、買ってきたパンとコーヒーを取り出した。

「昨日きのうのコーヒーのお返しだ。利子でパンもつけてやる。どうせメシはまだだろ」

「え……？　いえ、あの、いいですよ……」

「遠えん慮りよするな。ぼくの好意を無にするのか？　せっかく買ってきたのに。せっかく！」

　押しつけがましく言うと、さすが押しに弱い砧川、おどおどと頷うなずいてくれた。

「話は食いながらでもできるだろ──ほれ、コーヒー。熱あついから気をつけろよ」

　ぼくは缶コーヒーを砧川に手渡してから、自分のコーヒーを口に運ぶ。

「あちち。あー、缶コーヒーが美う味まくなると冬になるって感じがするなぁ」

「そうです、ね……あったかくて美お味いしいです」
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　砧川は両手で缶を持ち、子供のようにそれを傾けていた。パンは食わないつもりなのだろうか──まぁいい。ぼくはもう、八割方答えを確信した。

「なぁ、砧川……」

　一つ息を吐いてから、ぼくは彼女に顔を近づけた。真正面から、じっと、その瞳ひとみを見つめてやる。砧川は顔の近さに狼ろう狽ばいした様よう子すで視し線せんを彷徨さまよわせ、それから──ぽーっと頰ほおを赤くした。身体からだをガチガチにしているが、逃げようとはしない。睫まつ毛げが震ふるえている。何を想像しているのだろう。ひょっとしたら、メルヘンで幸せな想像をしているのかもしれないが──残念だ。

　ぼくはその想像を打ち砕くだく。

　一言で、打ち砕ける。

「それ、アイスコーヒーだぞ」

　砧川の手から──缶が、滑すべり落ちた。それだけで、全すべての動きが、止まる。

「温度が感じられない、か。やっぱりな。昨日からおかしいとは思ってたが」

　俯うつむいた砧川は、違います、と囁ささやく声で言って首を横に振った。罪を逃れる子供のように。

「──いつからだ？」

　俯うつむいた砧きぬた川がわは、違います、と囁ささやく声で言って首を横に振った。罪を逃れる子供のように。

「魔ま術じゆつの反動。半現象干かん渉しよう、か。それだな」

「違います！」

　屋上に、水滴。黒髪で、表情は覆おおい隠されている。

「ちが、違うんです。わたしは……わたしは、全然、大丈夫で。なんとも、ないんです。ちゃんと、みんなと同じで、変なところなんてなくて、全然……」

「──そうか」

　ぼくは膝ひざの上で頰ほお杖づえをついて、砧川から視し線せんを逸そらした。理由？　ああくそ、ぼくらしくないのはわかっている──見ていられなかった。それだけ。それだけ、だ。

「お前がそう言うんなら、そうなんだろ」

「……え？」

　魔術の反動に苦しむ砧川の姿は、他ひ人と事ごとではない。ぼくの末路でもある。だがそれ以外に、ぼくの胸を苛さいなむこの感情は何なのだろう。どうしてぼくは──

　これ以上砧川の涙を見たくないなどと、思っているのだろう。

「なぁ、だから一いつ般ぱん論ろんとして言うぞ。魔術を使わないわけには、いかないのか」

「無理、です……闇滓アンシイを集めるには、悪い人達をやっつけなくちゃ、いけなくて。代替魔術師ポステリオルマギスは不死で、ある程度肉体も強化されるみたいですけど、やっぱり、わたしは……」

「かと言って闇滓アンシイを集めるのを止やめると、命である根源闇滓ルート・アンシイを削ることになり──最終的には」

「……に、ます」

　聞き取れなかった言葉は、よく聞こえた。

　しばらく会話が途と切ぎれ、ぼくは砧きぬた川がわが以前に発した言葉を脈絡もなく思い出していた。

「なあ。『最後の思い出に』って、どういう意味だったんだ？　お前が、ぼくに──体たい育いく館かん裏で変なお願ねがいしたときの話だ」

「そ、それは……わたしは、もう死んでて、いつ本当にいなくなるかわからないし……学校にも、ひょっとしたらもう行けなくなるようなことがあるかもしれないから──だから、何かあっても、心残りがないようにしなくちゃって、そう思ったら……もう……」

「アホ。ったく……まだ聞きたいことはあるぞ。『ありがとう』って言ったよなお前。ぼくがそれで、『これから死ぬみたいなこと言うなあ』とか言って、それの答え。それはあれか、もう死んでいるのに、まだ生きているみたいに扱ってくれてありがとう、とかそういうことか？」

　答えはなかった。すすり泣く声だけが聞こえる。ああもう。

　ぼくは身体からだを横に向け、砧川の顔を両手で挟み込んだ。強引にこちらに向かせ、

「お前はアホだ」

「う……」

　何か妙な気分になり、ぼくはそのまま砧川の頰ほおを摘つまんで左右に引っ張った。

「ええい、ぼくも理由はわからんが、とにかくお前はアホだと思ってる。だからアホだ」

「うう……」

　頰をにょーんと広げた間抜けな顔で、砧川はぼろぼろと涙を零こぼしていた。泣き虫。

　ぼくは手を離はなし、再び頰ほお杖づえの姿勢。砧川はぐしゅぐしゅと鼻を啜すすっていた。

「わからない。ああ、ぼくもわからないさ……何も、わかってない。アホだ。お前と同じで」

「……そんなこと、ない、です……」

　無根拠な発言に、ぼくは苦笑した。なんだかなぁ。

　言葉が途切れ、聞こえるのは、グラウンドからの吞のん気きな生徒達の声。何の変哲もない普通の日常を、普通に謳おう歌かしている、幸せな子供達──その声に、平へい穏おんに浸りたいと思うのは当然だろう。全すべてをなかったことにして、目を塞ふさいで。だが、どうしようもない。ぼくは天あまの邪じや鬼くで──普通でないことに価値があるなどという腐った思考から逃れられない、人間失格なのだから。

　聞かずにはいられなかった。その平穏を一いつ瞬しゆんで壊こわす、致命的な疑問を。

「なぁ……お前、どうして死んだんだ？」

　砧川は無言をもって抵抗した。この世界を維持するために。平穏な世界を平穏なままにしておくために。だから彼女が望む限り、空は空であるままだった。屋上は屋上であるままだった。

　声は遠く、遥はるか遠く。校舎のざわめきは、まるで別世界。

　ぼくの問いは別世界に溶け込んでいき、やがて清せい廉れんな死を迎える。それでもいいと思った。答えを返されることのない問いは在あったという事実すら喪うしない、残されるのは遠くの声。

　そして、忘れた頃ころに吐と息いき──次いで、囁ささやき。

「……お話は。それだけ、です、か……？」

　ちら、と見上げてくる。今にも壊こわれそうなその視し線せんに込められているのは、怯おびえか。懇こん願がんか。

　彼女が望む答え。あるいは望まない答え。未いまだ保留中のぼくはどちらも口にしない。自分勝手に砧きぬた川がわの事情を暴あばきたてただけの──卑ひ怯きよう者ものの立場を守った。

　そのとき、ぼくの鞄かばんからＰＣのエラー音。砧川の鞄からはぶっきらぼうな声が発された。

「メイコ。小僧。誰だれか来るぞ」

　アヴェイラーズがそれを言い終わるのと同時、屋上の扉が開かれた。ぼくはこんな寒いところで昼飯を採ろうという物好きはどんな奴やつなのかとそちらを見て……げ。チビと触手セットというか──まぁ、あれだ。見たことのある奴らだった。

　二人はこちらに気づくと、なにやら顔を突き合わせて密談を始めた。珍しく、巳み沙さ希きが切せつ華かの首を絞しめたりもしている。ともあれ切華は小さく咳せき込みながら、巳沙希は鋭するどい眼光でぼくを睨にらみながら、大股でこちらに歩いてきた。購こう買ばい部ぶのビニール袋を持った巳沙希はちらりとぼくの隣となりに座る砧川を見た。無表情なのが逆に怖い。その視線に耐えかねたのか、

「ど……どうも」

　と砧川は先んじて頭を下げた。巳沙希もドーモと答えた。ロシア人っぽい発音だった。

　切華がその背中からひょいと顔を出す。

「あ、やっぱりー。ねぇお兄ちゃ、悪いんだけど切華達もここでごはん食べていいかな？　巳沙希お姉ちゃがお兄ちゃに用事があるからって探してたのよーぅ。ついでにごはん食べないと時間なくなるし、いいでしょいいでしょ？」

　ぼくが巳沙希を見ると、なぜかきっと睨まれた。おおう。それから彼女はぼくの承しよう諾だくも得ず、コンクリートの上にどっかと座り込む。この表現はイメージであり、実際のポーズはちゃんとした女の子座りだった。相変わらず態度と外見がアンバランスだ。

「たいした用事じゃないし、本来ならお前に頼むようなことじゃないんだが……ああいや、その前に。この子についてのセツメイを聞かせてもらえると嬉うれしいなあ」

「えーと。砧川先せん輩ぱいだったっけ？　昨日きのうお兄ちゃのお部屋に──」

「とう！」

　ぼくは開いた手をアッパー気味に繰くり出し、切華の鼻に指を突っ込んで不細工にしてやった。

「にょまー！　何するのよ、お兄ちゃ！」

「うむ、こいつはクラスメイトで砧川冥めい子こだ。巳沙希も顔くらい知ってるだろ。情報公開終了。ほらほら時間が惜しい、育ち盛りの豚の如ごとくガツガツとメシを食らおうぜ。ブタっ鼻になってまでその意気込みを表明した女もいることだし」

「お、お兄ちゃがしたんだよーぅ!?」

　ぼくは適当なパンを砧きぬた川がわの手に押しつけながら、話を合わせろとアイコンタクトで伝える。彼女は困惑気味に小首を傾かしげていたが、最終的には小さく頷うなずいてくれた。

　それからはコーヒーが零こぼれてるだのカレーパンもらうよーぅだのヤキソバパンだけは俺おれのモノだ許さんだのと……なんというか、一家団だん欒らんの食事風景のような会話だけが為なされるようになった。巳み沙さ希きはぶっきらぼうだが、人見知りしない切せつ華かは気楽に砧川に話しかけている。砧川はもそもそとパンを口に運びながら、当たり障さわりのない言葉でそれに応対していた。

　そう言えば、砧川がこうやって誰だれかと話している姿を見るのは初めてだ。普段ふだんのクラスでは、いるのかいないのかもわからない──わからなかった、女の子。口を開いて聞こえるのは、『ごめんなさい』の一文。相手は彼女を玩具おもちやにして楽しんでいる苛いじめっ子や、彼女を路ろ傍ぼうの石ころのように無関係なものだと切り捨てている他ほかのクラスメイト。それ以外の記き憶おくは、ない。

　だが今はぼくの横で、ほんの微かすかだが、笑っている。確たしかに、新しん鮮せんではあった──だがそれが良いのか悪いのか、決めるのはぼくの役目ではない。はずだ。

　ぼくは小さく頭を振って、砧川の横顔から目を逸そらした。

「巳沙希。で、用事って何だよ。金は借りてないし貸してないと思うが」

「あ、そうだ、忘れるところだった……なぁ澪れい、お前、支はせ倉くら先生と仲いいだろ」

　仲がいい？　それはとんでもない誤解だぞ。弱みを握って脅おどすものと脅されるものの関係だ。

「なんて言うかな……学校一番の問題児と生活指し導どうの先生、二人にしかわからないシンパシーというか……あるだろ、ライバル同士がいつのまにか友情で結ばれるとか」

「何言ってんだお前」

「ええい、そんな心底不ふ思し議ぎそうな目をするな。とにかくあの先生、他ほかの生徒にはやたらと厳きびしいけど、お前だけにはなんか甘いじゃないか」

「ふむ……そう、かもしれないな。ぼくにも理由はわからないけど──やべ、今一つ理由を思いついた。さては、ぼくのオシリが狙ねらわれているのでは!?」

「俺おれたちさ、校則改正の署名活動してるだろ」

「スルーかよ。署名？　してるな。朝の重労働は忘れん」

「でも学校にとっては迷惑な活動なんだよな。俺も校長から嫌いや味みとか言われたりしてるし。こんなだと、せっかく署名集めても正直に受け取ってくれるとは限らないだろ。校則改正のことを真剣に考えてくれて、職しよく員いん会かい議ぎとかにちゃんと提出してくれる先生が必要なんだ」

「それを支倉に頼め、と？　あいつは生活指導の先生だぞ」

「だからこそだよ。お前のこともあって、そんなに厳しくするのもどうか、て思うようになってるという予想……でも仕事だから他の生徒には厳しい取とり締しまりを惰だ性せいで続けてる、とか」

「なんだか都合のいい想像だな。まぁ、ぼくとお前の仲だ。言うだけは言ってみるか。本当にちゃんと受け取ってくれるかどうかは知らんぞ。言うだけだ」

「ん、とりあえずはそれでいいや。さんきゅ」

　巳み沙さ希きは笑え窪くぼを作って笑った。なんとなくその顔を眺めていると、頰ほおが急に赤くなる。

「な、何見てんだよ」

「いや、正直に言えばだな──笑うと可愛かわいいのにどーして普段ふだんはああも暴ぼう力りよく的てきなのかと」

「なっ、なっ!?　何言ってんだよお前！　この、この……ぶん殴り殺してやる！」

「ほら見ろ暴力的だ」

「じゃあ変えよう。ぐーぱんちの刑だ！」

「言い方が可愛くなっただけだそれは！」

「ぐーぱんち！」

　などと言いつつ奴やつはチョキで目め潰つぶしを繰くり出してきた。これだからこの男女は恐ろしい。

「……仲、いいですね……」

「こんなトコで絶妙の掛け合い……お兄ちゃ、素すだからなぁ。あーあ。ほんと鈍にぶいよ」

　それから、切せつ華かは小さく口を尖とがらせていた砧きぬた川がわの顔を覗のぞき込んだ。

「お兄ちゃはいつもこーなんだよ。他人の気持ちとか全然考えなくて。砧川先せん輩ぱい、いいの？」

「え、え？　いいの、って……？」

「こんなひとをカレシにしたら、きっと苦労するよってこと」

　巳沙希の動きがぴしりと止まり、今度は砧川の顔が真まっ赤かになった。

「か、彼氏だなんてそんな……そんな……ことは、全然、なくて」

「隠してもバレバレだよぅ。ね、いつから？　告白方法は？　ほらほら、ゲロってゲロってー」

「違い……まして。その、でも、やっぱり。全然違うということもなく……よ、宵よい本もと、くん」

　ぼくは降参のポーズで両手を挙げ、軽く首を左右に振った。君の対応力に期待する。

　砧川は切華を見、妙な半はん眼がんの巳沙希を見、そしてやっぱりぼくを見て──

「ご、ごめんなさいぃっ……！」

　自分の鞄かばんを引ひっ摑つかんで、逃げ出した。その背中が階段に消え、屋上の扉がばたんと閉まる。

　あーあ、と切華が息を吐き、そしてなぜかぼくは巳沙希に真性ぐーぱんちを喰くらった。




　　　　４




　屋上から帰って教室のドアを開けると、丁度草そう太たが中から出てきた。また見覚えのない女子生徒の腕にくっついている。彼は一いつ瞬しゆんだけぼくに目を向けてから、どこかへ──おそらく、人ひと気けのない体育倉庫か資料室へ──歩いていった。次の授業はサボるつもりなのだろう。お盛んだなあ、と背中を見送った次の瞬間、脇わき腹ばらに衝しよう撃げき。さっき別れたばかりなのに、またこいつか。

「入り口でボーっと突っ立ってんな。邪じや魔ま」

「だからって殴るな。お前は城の門番を問答無用で倒す勇者か……で、うちのクラスに何用だ」

「英語の辞書忘れた。澪れいでいいや、貸せ」

「……『でいいや』の部分と命令形がそこはかとなく気になるが……命は惜しい、待ってろ」

　机から辞書を持って戻ってくると、巳み沙さ希きは廊下の向こうを不ふ機き嫌げんな顔で眺めていた。

「さっきの、機き波なみだっけ？　お前の友達だろ。一応生徒会長だから言うけど、なんとかしろよ。その──ふ、不純異性交遊とか、そういうの。最近、目立ちすぎる」

「あー、そうかもな。確たしかにここ数日は普段ふだんより頑張ってんな。新技・腕ハグ覚えたからか」

「まったく……なんであんなことすんのかな」

「気持ちいいからだろ」

「そ、そっちの意味じゃない！　彼女でもない子と、なんでああ遊びまくれるのか、ってこと！」

「答えは一いつ緒しよのような気がするが」

「……なんか嫌いやなことでもあって荒れてるのかもな。澪れい、友達ならちゃんと悩み聞いてやれよ」

　悩み、ねぇ。ぼくは午前中に草そう太たと交わした会話を思い出す。

「男同士で悩み相談は恥ずかしいもんなんだよ……なんか現実がどうこうとか言ってたが」

「聞いてるんじゃないか。それで？」

「それだけだよ。無理に問いただすわけにもいかんだろ。というか、あいつの悩みの内容なんか女関係以外ない。多角関係がバレて修しゆ羅ら場ばになって包丁を持ち出されたとか好きになってはいけないひとを愛してしまったとか。そんなクソくだらない悩み、ぼくに相談されても困る」

「そんな決めつけるなよ。外面だけじゃ人が何で悩んでるかなんてわからないぞ」

　まあ確かに、その通りか。例えばぼくが何かを悩んでいることに誰だれかが気づいたとしても、その悩みの理由は聞かなければ絶対にわからないのだし──ただ一人を除いては。

「それなら巳沙希があいつの悩みを聞いてやれよ。多た分ぶん喜んで個別相談に乗ってくるぞ」

「や、ヤダぞ俺おれは。冗談で抱きつかれたりしても本気で殴っちゃいそうだ」

「確かにお前はショタ気とか母性とかありそうなタイプではないよな。じゃああれだ、女子生徒のほうのモラルだの何だのを高めるしかないんじゃないか？　できるかどうかはさておき」

「まったくだ、女も女だよ。ああ、この学校の風紀はどうなってるんだ……頑張ろう」

「頑張れ、生徒会長」

　他ひ人と事ごとのように言ったぼくの頭を辞書で殴って、巳沙希は隣となりのクラスへ入っていった。

　教室に戻ると五時間目が始まり、ぼくはその無為な時間を窓の外を眺めて過ごす。一度も教室に視し線せんを戻すことなく授業が終わると、教師が出て行くのと入れ替わりに草そう太たが教室に帰ってきた。椅い子すが引かれる音に、ぼくは久しぶりに顔を室内に戻す。

　草太は机に頰ほおを乗っけた姿勢で寝に入っていた。よほど先刻のアソビで体力を消耗したのか、疲れた溜ため息いきが時折こちらにも届いてくる。顔が反対側を向いているので表情はわからない。

「何かお疲れのご様よう子すだな。さっきの時間はヨロシクやってたんじゃなかったのか」

「あー……気にすんな。なんつーか、満足できなかった？　ノれなかった？　そーいう感じだってだけだ……いや、別の意味で乗りはしたが。ま、本気で楽しめなかったってこった」

「上う手まいこと言ったと褒ほめる気はないぞ。残念だったなと慰なぐさめる気もだ。お前のことだ、明あ日すになったら本気になれる別の相手を見つけてツヤツヤしてるに決まってる」

　そこでようやく、本気になれる相手ね、と草そう太たは面おも白しろそうに肩を震ふるわせた。だが動的な所作はそれだけで、欠伸あくびの息を一つ漏らして会話が止まる。なんか知らんが放っておくか。

　一時間後の自由を待ちわびる生徒達の喧けん騒そうの中、ぼくは授業中五十分間見続けていたものに再び視線を戻した。固化した窓の外に変化はなく、ぼくが考えることにも変化はない。ぼくはどうなってしまって、そしてこれからどうなるのか。どうすればいいのか。腐った哲学者のような思索に浸っていると、ひどく懐なつかしく場違いなイベントが襲おそい掛かってきた。

　いつのまにか、机が不良生徒に囲まれている。制服を見るに、上級生だ。視界の横には、廊下から中を窺うかがっている数人の生徒──昨日きのうぶちのめした間抜けな不良達が見えた。援軍とはね。

「オウ？　テメェ、目立ちすぎなんじゃボ[image: たいよう]☆￥[image: かさ]ァ（解読不能）？」

　ああ、とぼくは胸中で苦笑する。普通と特別。特別になりたいから努力して、結果として目立っていた。だけど今のぼくは、誰だれとも違う。生者という枠わく組ぐみにすら入れない存在だ。それは特別になってしまったということなのか。それでも、嬉うれしくないのはなぜだろう。普通と特別。ぼくは今まで、そこにどんな差異があると思っていたのだろう──

　聞いとんかコラ、と胸倉を摑つかまれた。昨日は確か、この瞬しゆん間かんにもう手を出していた。だが今はどういうわけか──放っておいてくれとしか思えなかった。

「聞いてます。なんかもう、疲れてるんで……わかりましたから、手を離はなしてくれません？　アレだったら、金髪とかもう止やめてもいいんで」

「……あ？」

「こういうのもいい加減飽きたんで、勘かん弁べんしてくれませんかってことですよ」

　ぼんやりした口く調ちようで言うと、リーダー格の生徒はシャツから手を離した。にやりと笑う。

「オウ、そうか。根性ある奴やつだって聞いてたけどよ、ハハ、俺おれが出てきちゃあビビってそうするしかねぇよな。いい判断だ」

「ははぁ、まったくです。どうもスミマセンデシタ」

　ぼくはトーキング人形のように機き械かい的てきに言う。気分をよくして早くお帰りになってもらおう。周囲の取り巻き達は示しがツカネっスよヤッチャイマショウとかなんとか言っていたが、懐ふところが広くてお馬ば鹿かなリーダーは自分の威光が示せたことに満足したようだった。これに懲こりたらもう目立つことはすんじゃねぇぞ、などとぼくに釘くぎを刺して帰っていく……根は単純でいい人間なのだろう。単に強いと噂うわさのぼくと殴りあいをしたくなかっただけかもしれないが。

　一いつ瞬しゆんだけ静寂に包まれていた教室が、次第に喧騒を取り戻していく。その中、

「──死ねばいいのにな」

　聞こえた呟つぶやきは隣となりの席からだ。机に頭を乗せて向こうを向いたままで、その表情は窺えない。

「お前にしては直接的にバイオレンスな発言だな」

「目め障ざわりなんだよ、あいつら。薄うすっぺらいプライドを守って他人に自慢するので必死だ。ガキかっての。この世にはもっと大事なモンのために必死で生きてる奴やつ等らもいるってのによ……ああ、それにしても、澪れいはレアな対応したな。普段ふだんなら今いま頃ごろこの辺あたりは屍しかばねの山だろ」

　眠りを目指す姿勢のまま、ただ声だけが届いてくる。肩が動いて、深い息が発せられるのがわかった。何だか似合わない真ま面じ目めな台詞せりふだし、よほど疲れているのか？

「お疲れの誰だれかさんの周りで暴あばれるのもよくないと思ってね」

「ウソつけ。なんか変わったな、お前」

「ぼくは……何も、変わっちゃいないさ。ただの気分だ」

　ああ、それも噓うそだがね。

「そうかい。そのせいで何かスキッとしないぞ……くそ。苛いらつく」

　うーむ、やさぐれてるな。ぶつぶつ呪のろいの文句を言っている。さっき楽しめなかったことがそんなに嫌いやだったのか。前からちょっと様よう子すが変だし、別の理由があるのかもしれないが。

「そんなに目障りなら、今度あいつらが来たら草そう太たが相手をしてくれよ」

　それは冗談だった。チビで童どう顔がんの草太は見た目通り喧けん嘩かが強いタイプではない。だが、

「──そうだな。殺してやるか」

　あまりにあっさり言ったのでどう返そうか迷っていると、小さな肩が震ふるえるのが見えた。

「は、冗談だよ。もしできるんなら、の話……実際はそんな力ないし、このプリティフェイスに傷がつくと恋人達が大泣きするから、やっぱりそんときは汚れ役の澪れいに任せるな」

「……誰が汚れ役だ」

　ひひ、と笑い声を漏らしてから、草太は椅い子すの位置を調ちよう整せいして本格的な睡すい眠みん体勢に入った。しばらくしてそこから寝息が聞こえ始め、チャイムと共に六時間目の授業が始まる。

　まぁとにかく、ポリシーのない不良さん達は誰にとっても目障りなのだ。ああ言ったがぼくも次はどうするかわからない。もう二度と来ないでくれると助かるな。

　一いつ瞬しゆんだけ実在しない神様に祈ってから、ぼくはなんとなく授業中の教室を眺め回した。最前列の砧きぬた川がわは真ま面じ目めに授業を受けている。だがぼくが受ける授業はやはり、思索の哲学だ。ふと草太の言葉を幾つか思い出す──大事なもの。生きてる。屍しかばね。死ねばいいのに。得体えたいの知れない予感のような感覚がやはりぼくの胸中で蟠わだかまる中、最も大きく聞こえる言葉は──『なんか変わったな』。ぼくは変わったのか。

　そうだろう。そうでなければ、ただの普通の授業中に、こんな気分になるわけがない。

　右を見ても左を見ても、そこにあるのは同じ制服を着た無個性な生徒達が住まう日常。何もかもがいつもと同じ、何の変哲もない光景。だのに、なぜ──ぼくはそれを『奇妙』だと思っているのだろう。この居い心地ごこちの悪さの原因は何だろう。

　生なま温ぬるく気だるい澱よどみが満ちた空間。日常という名の、平へい穏おんという名の真ま綿わたが敷しき詰められたこの空間に、ぽっかりと穴が空いている。ぼくだけに見える穴が、二つ。

　世界から既に剝はく落らくしている二人が、ひっそりとクラスメイト達に混じって──普通を演じている。こっそりと息を潜ひそめている。無益な想像が脳裏に浮かんだ。ぼくは死んでいるんだ。砧きぬた川がわも死んでいるんだ。死人がここにいるぞ！　立ち上がって叫んだらどうなるだろう。

　人間ではない。人間ではない──死んだ人間は人間ではない。

　今まで。どんな気持ちで、砧川はこのクラスにいたのだろう。

　人知れず、偽いつわりの魔ま女じよの役割を演じながら。ゲームにアニメに漫画、いろんな魔法少女があれど、それらは全すべて友達を助けるためだとか恋を叶かなえるためだとかくだらない理由で魔法を使っていた。だが砧川は違う。単純にして残酷な事実──生きるためだ。偽にせ者ものの生では、あるが。

　昼休み。もう話は終わりか、と聞いてきた砧川の瞳ひとみを思い出す。その真意は痛いほどによくわかっていた。彼女は、ぼくが出したぼくの答えを聞きたかったのだ。

　さぁ、保留していた解に目を向ける時が来たぞ、チキン野郎よ。ようやく、ぼくがぼくに囁ささやいた。その覚悟が決まった原因は、昼休みに見た砧川の微笑かもしれなかったし、現在の居い心地ごこちの悪さかもしれなかったし、単に時間の経過による落ち着きのせいかもしれなかった。そのどれも正しいと思う。結けつ論ろんすれば、ただ、永遠に解を保留し続けることは不可能だとようやく気づいただけの話だ。

　そして逃とう避ひに諦あきらめて目を向ければ、ぼくの前には一本の道しかない。最初から、それを選ぶしかないとわかりきっていた答え。だが、たとえ最終的に導みちびかれる答えが同じでも、理由が違えばそれは全く別のものだろう。契約だからとか、それ以外に道がないからなどという理由では決してない。簡かん単たんな理由を探して諦あきらめるのは普通。ぼくは、普通になどなってやらない。

　矜きよう持じを持って、意志を持って、自分の理由で答えを決める。

　あれだけの変な奴やつは貴重だ。これが理由。そしてたまたまぼくには手段があった。それだけの話。理由と手段があれば、やらないわけにはいかないだろう──？　たとえその結果が、その行為が、誰だれかがぼくに強制しようとしていた行為とたまたま合致するのだとしても。

　ＰＣの電源を入れる。あいつが無声会話用に勝手に作っていたEbenezer.exeのアイコンをダブルクリック。ぼくのための文字入力ウィンドウと、ブルマ少女、そしてその声たる吹き出しが画面に表示された。不意打ち気味にキーを乱打する。

『まず、勘かん違ちがいするな。お前の言いなりになるわけじゃない。契約なんか関係ない、ぼくはぼくの必要性で、言う──お前達の馬ば鹿かげたゲームに参加してやってもいい。但ただし』

　キータイプが、異世界たる教室の中で空虚な音を奏かなでた。

『それにも、条件がある』

　もう過ぎたこと。だから今だけ認めてやろう。そして忘れよう。エベネゼルの言いなりになって戦うことが嫌いやだった、絶対に受け入れられないと反発していた、一番の理由は何だったか。

　単純だ。ぼくは、砧川と戦いたくなかったのだ。
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「決めたよ」

　掃除時間中の校舎裏、古ふる臭くさい焼却炉の前。ゴミを捨てに来た（おそらくは、誰だれかの代わりに）砧きぬた川がわに向かって、ぼくは告げた。可か燃ねん性せいのゴミ袋と自分の鞄かばんを持っている砧川は、ぼくが背後から現れたことに驚おどろいて目を見開いている。

「宵よい本もと、くん……えと、何を、ですか？」

　さて、一言で言えば何なのだろう。ぼくは僅わずかに心を虚こ空くうに飛ばし、最も適切な単語を考えた。やがて思いついた単語は、動作と不ふ可か避ひ。だからぼくは砧川に向かって手を伸ばした。

「手を組もう。代替魔術師ポステリオルマギス同士は敵なんだろうが、ぼくはお前を狙ねらわない。お前もぼくを狙わないでくれると嬉うれしい。協力しようじゃないか。二人で日々の闇滓アンシイ確かく保ほをしよう。二人で当面の敵──ドルイドとも戦おう。どうだ？　悪い提案じゃないと思うが」

　砧川は口をぽかんと開けていた。ゴミ袋が手から滑すべり落ちたが、気にする様よう子すはない。

「噓うそ……だって……宵本くんがそうなった……んで、しまったのは……わたしのせいで。わたしが、巻き込んでしまったからで……嫌われるのが、憎まれるのが普通で、当然、で──」

　砧川は目を固く瞑つむって、搾しぼり出すような声で続けた。

「だから、もしも宵本くんがわたしを殺そうとするんなら、抵抗しないって……決めてた、のにっ……なんで、なんで、そんな」

　ぼくは向こうにも聞こえるように深く溜ため息いきをつく。

「昼休みにも言ったが、アホだな。ぼくはあの小学校にぼくの意志で行った。誰だれにも行けと言われてないのに、だ。ぼくが死んだ責任はぼくにある。お前を殺すなんて逆さか恨うらみもいいところだ……だからまぁ、深く考えるなよ。ぼくを助けると思ってだな、協力しようじゃないか」

　また情けない顔でぼくを見る砧川。次の言葉は彼女ではなく、その鞄から発された。

「ならぬ。ならぬぞ、メイコ。全すべての代替魔術師ポステリオルマギスは敵。小僧はいずれ倒さねばならぬ敵じゃ」

「黙だまってろよ。決めるのは砧川だ。それに……いいのか？　どうやらぼくの祝福魔術ブレスマジツクは一回使えばしばらく持つらしい。だがぼくとは違って、燃ねん費ぴに頭を悩ましている──これから節約して魔術を使わないといけないかも、と悩んでいる奴やつがここいらにいるんじゃないのかな？」

「あっ……あの、違う、違い……」

　ぼくは前言を撤てつ回かい、慌てて口を出してくる砧川を無視して会話相手をアヴェイラーズに変更。

「なんにもなってない砧川には関係ない話だ。なぁアヴェイラーズ、どうだ？　正直なところ、このままだとお前だって手詰まりになるんじゃないのか？」

　む、と姿の見えぬ帽子が呻うめいた。情報を吟ぎん味みしているような間があって、

「……小僧の導き手ナビゲータは何と言っておる？」

　ぶちぶち言ってたよ、説得するのに苦労した。などと正直に答えるわけにもいくまい。魔ま女じよと協力関係を結ぶという条件を結局エベネゼルは飲んだが、決して望んでではないはずだ。折せつ角かく戦う気になったのだからとりあえず、くらいの軽い気持ちだろう。建前としてのメリットは、

「ぼくたちはゲームの舞ぶ台たいに立ったばかりだ。一足早く現出してるお前達の『経けい験けん』って奴やつで安全性が向上するなら、協力を否定する理由はない」

　どこか物悲しい校舎裏の時間がしばらく停とまり、やがて、ぶっきらぼうな声。

「……奨しよう励れいはせぬが、手の一つであることは認めよう。メイコ、どうする」

「え？　え？」

「早くしてくれ、手が攣つりそうだ」

　ぼくはさっきからずっと、砧きぬた川がわに向かって手を伸ばしたままだった。

　砧川は、じっとその手を見て。それから顔を上げ、濡ぬれた瞳ひとみで、ぼくを見て。

　鞄かばんを地面に落とした。アヴェイラーズがふがふがと文句を言うが、聞こえない。

　砧川は両手で、ぼくの手を包み込んで握った。迷子まいごになった子供が、ようやっと見つけた親の手に縋すがりつくように。俯うつむいた顔から垂れる黒髪がぼくの手の甲を撫なでている。くすぐったくて、その冷たさがどこか──心地ここち良くも、あった。

　頷うなずいている。言葉にもならない息を漏らしながら、ただこくこくと、頷いている。

「……はい。はい……お願ねがい、します……！」

「小僧。で、これからの策はあるのじゃろうな？　ドルイドが儂わしらを狙ねらっておるのは明らか。じゃが見たのは複製影人イミテーターだけで、未いまだ本体の姿は確かく認にんできておらん……どうやって打破する？」

　切り替えが早ぇな。ま、こいつらにとっては自分達の目的が最さい優ゆう先せんなんだろうが。

　ふむ、とぼくは考える。現状、ぼくらに与えられている情報は少ない。今まで見た複製影人イミテータは二種。最初の三人組と、次のヤクザだ。そこに関連は見えない。ただ──

「あの三人組は気になるな。何な故ぜあいつらなのか、てことだ。たまたまじゃないだろう……砧川の近くにいる奴らだからか。顔見知りのほうが倒しにくいだろうし、色々とそのほうが」

　ぼくはそこで口を噤つぐんだ。とすると？　それはどういうことだ？

　薄うす気き味みの悪い感覚に、背筋が震ふるえた。その震えを感じ取ったのか、砧川が顔を上げる。

「なぁ、砧川。聞くが……お前、あの三人組と学校の外で会ったり弄いじられたりしてるか？」

「え？　それは──なくは、ないですけど。たまたま帰りが一いつ緒しよになったり」

「そうか……なら断定はできない。それでも、ひょっとしたら、の勝手な想像で言うぞ──ドルイドは学校関係者かもしれないな。それなら、お前とあの三人組が顔見知りだって情報は簡かん単たんに手に入れられる」

　砧川が目を見開く。大きな瞳ひとみがぼくに向けられ──って、ちょっと待て。うお、砧川はぼくの手を握ったままだ。なんというか、至近距きよ離りで、抱きあっていると見られてもおかしくない。

　ぼくと同時に、砧川も気づいたらしい。顔を真まっ赤かにして、

「あ……きゃっ？」

　慌てて飛とび離はなれる。それから挙動不ふ審しんにあちらこちらを見つつ、砧きぬた川がわは小さな声で言った。

「そ、それは……えと、じゃあ、どうしましょう……」

「う、おほん。まぁ待て、単なる想像だ。お前が言ったみたいに、たまたま帰り道が一いつ緒しよになってなんやかやされてるところを偶然見られたのかもしれない。そうじゃないってことも充分考えられる。なんつーか、あらゆる可能性があるから覚悟しとこうぜってことさ」

「……儂わしは無益な想像などより具体的な策を求めているのだがな、小僧」

　呆あきれたようなアヴェイラーズの声がする。その通りだ、とぼくは頭を振って気を切り替えた。

　下へ手たな推測ではなく、敵の正体について確かく実じつな情報を得るためにはどうすればいいか。

　しばらく考えて、ぼくはアヴェイラーズに聞いた。

「向こうだって代替魔術師ポステリオルマギスだ。同じように日々の闇滓アンシイ摂取をして──悪人たちを倒して闇滓アンシイを奪っているはずだよな？」

「無む論ろんじゃ」

「で、闇滓アンシイ量が多い悪人の位置はお前たち導き手ナビゲータがなんとなく確かく認にんできる。ぼくたちも同じ、カロリーが高い美お味いしいご馳ち走そうを追うわけなんだから──放っておいても向こうさんの食事に鉢はち合わせする可能性は高いだろ？　つまるところ、とりあえずぼくたちは普段ふだんの食事とやらを続けていくしかないと思うけど……勿もち論ろん、食事の準備はこれからぼくがやるが」

「ふむ。今まで出会わなかったことが気になるが。可能性としてはありうるか」

「単に我慢してたんじゃないのか？　いつまでも絶食してたら命そのものを削ることになるんだろ。向こうもいつかは動き出すはずさ」

「儂が危き惧ぐしておるのはな、小僧。いかなるものであれ、魔ま術じゆつを行使した場合には瞬しゆん間かん的てきに闇滓アンシイを放出せねばならん。どうやって複製影人イミテーターを作り操あやつっているのかは知らんが、推測はできるぞ。完全支配できる複製を作るのならば、段階的に魔術的な下ごしらえのようなこともする必要があろう。そして準備ができれば必要に応じて本体と複製影人イミテーターを入れ替える──この一連の流れが誓約魔術ゲツシユマジツクのはずじゃ。下ごしらえにしても本料理にしても、奴やつはこれまでに何度も魔術を行使しているはず。だのに、儂は一回もそれを感知してはおらんのだ」

「それが？」

「導き手ナビゲータも魔術も多種多様。ドルイドは自みずからの身を隠し、複製影人イミテーターをもって遠隔的に敵を倒すことに特化した魔術師で──あるいは、他者に自分の位置が察知されるような闇滓アンシイ情報を完かん璧ぺきに隠いん蔽ぺいする技術を持っているのかもしれん、ということじゃ」

「なるほど。でもそれはぼくらがどうこう言っても確たしかめられない話だ。食事に偶然出くわすならそんな心配はいらないし──あ、また一つ思いついた。遠隔操そう作さとか言ったって、実際に操あやつって指令を出すにはそれなりに近くにいなくちゃならないはずだろ。今度複製影人イミテーターに襲おそわれたときは、近くにいる奴を手当たり次第にぶちのめしてみよう」

　くすり、と砧きぬた川がわが小鳥のように笑った。

「宵よい本もとくん、思ったより、乱らん暴ぼう、ですね」

「もともとさ……じゃあ早速今夜から合同お食事会兼けんドルイド捜索の会を始めるぞ。お前の家の近くに公園があったろ。八時くらいにそこに集合しよう。目立たない服装でな。いけるか？」

　首肯を見、ちゃんとゴミ捨てしろよ、と言ってぼくは歩き出したが──途中で振り返る。

「あ、言い忘れてたことがあった。二つな。一つ……誤解を招かないように言っとくが、協力の理由はメリットがあるからだけじゃない。お前は一応、クラスメイトで。しかもすこぶる変な奴やつときた。このまま放っておくのは惜しいと思ったからさ」

　ゴミ袋を拾い上げながら小首を傾かしげている砧川に、ぼくはわかりやすい言葉で言ってやった。

「お前に興きよう味みが出てきたからだよ、相あい棒ぼう」

「えっ……！」

　面おも白しろいように赤面して、砧川は俯うつむいた。さて、あと一個はなんだったかな……ああそうだ。

　ぼくは砧川をびしりと指差した。

「お前には眼鏡めがねのほうが似合っている。コンタクトは外せ。一回殺してるあの馬ば鹿か女どもは気にするな。以上、眼鏡フェチのぼくからの提案だ──じゃあ」

　言うなり歩き去るが、反応が気になった。校舎の角からそっと砧川を覗のぞく。

　彼女は自分の頰ほおを両手で押さえ、なにやらとろんとした目を見せていた。しまりのない笑えみ。

「えへ……えへへへへ」

　一人で照れる。そのままきゅっきゅっと自分の手の甲をつねってから、彼女はやおら地面に転がったままの鞄かばんを両手でばんばんと叩たたき始めた。

「き、聞きました!?　し、証人になってくださいよっ。宵本くんが、わたしのことを、相棒って！　興味が出てきたって！　そ、それに……眼鏡、眼鏡かけてたほうが可愛かわいいって！」

　そこまでは言ってない。というか今まで見たことがない砧川がここにいるぞ。
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「むう、叩くな……あれがそんなに嬉うれしい言葉か？」

「嬉しいですよ！　もう女心を忘れてしまったんですかっ。ああ、わたし、ああ……」

「それほど好きならさっさと抱かれてしまえ」

「だっ、抱かれっ!?　そ、そんな──ああでも、相棒だから……」

　砧川はしまりのない顔で身をくねらせてから、人差し指で地面にひたすら円を描き始めた。

「吊つり橋ばし効果で、映画みたいに、危き機きを乗り越えた二人が……『ぼくの愛のパートナーにもなってくれ……』とか。まさか、そんな、ねぇ……ないですないです！　あはは。なんでやねん！」

　うお、虚こ空くうに向かって関西弁ツッコミだ。ぷふぅーとぼくは思いっきり吹き出した。

「面おも白しろすぎる！　お前はなかなか愉ゆ快かいな奴だ、これからもよろしく」

「きゃあああっ!?　な、なんでまだそこにいるんですかぁっ!?」

　大おお袈げ裟さにコケる砧川を最後に記き憶おくして、ぼくは笑いを堪こらえながらそこから立ち去った。
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　さて、ぼくは今、砧きぬた川がわと共にダンボールを頭に被かぶっている。

　場所は駅前、市の中心部。湿しめった空気が澱よどむ、裏通りの薄うす暗ぐらい路地である。ラーメン屋の油の臭におい、頭上からは下へ手た糞くそな歌声。薄うす汚よごれた店の背中だけが立ち並ぶ、華やかな街の裏面だ。

　ダンボールの外には椅い子すが置かれている。無む論ろん、これはぼくの家の庭に置いていた、祝福魔術ブレスマジツクで強化してあるやつだ。夜だからまだいいが、昼間にこれを担かついで移動するなんて御ご免めん被こうむりたい。そしてダンボールの隙すき間まから見える、袋小路の奥には……茶髪とドレッドの若い男二人組と、壁かべに追い詰められて首を縮ちぢめている中年サラリーマンがいる。ベタな親父おやじ狩りだ。この二人を感知したのは無論導き手ナビゲータ達で、付け加えるならエベネゼルはぼくのＰＣの地図ソフトを勝手に使って正せい確かくな位置まで表示してみせた。

　それを頼りにここまで来たのはいいのだが、すぐに二人を叩たたきのめすわけにもいかない。あいつらの闇滓アンシイを食べようとするドルイドが現れるかもしれないので、オッサンには悪いが、ギリギリまで隠れて待つ必要があったのだ。

　だから今、ぼくたちはゴミ捨て場から拾ったダンボール箱でヤドカリ状態なわけで。

「……なんかこんなゲームあったな」

「えへへ……スパイみたいですね」

　振り向けば、すぐ近くに砧きぬた川がわがいる。魔ま女じよ姿とあまり印象の変わらない黒いワンピース。目立たない服装にしろと言ったのを律りち儀ぎに守ったらしい。そしてここに注目だ……縁ふちなしの眼鏡めがねをかけている。待ち合わせで会ったときに無言で頷うなずいてやったら、顔を真まっ赤かにしていた。

　首を戻し、ダンボールの隙すき間まから外の様よう子すを窺うかがう。砧川の体温がぼくの背中に触れていた。狭い箱の中で、二人分の呼こ気きが混ざりあっていく。人肌の空気は生なま温ぬるく、どこか眠気を誘った。

　でも、砧川はこれを、この温かさを感じることができているのだろうか？

　……ぼくは思考を止めた。気にしないと決めたのだ。気にするのは、これからのこと。

　そのうちに、袋小路に一点の光。ドレッドヘアーがナイフを取り出したのだ。脅おどすためだろう。まさか実際に刺しはしないと思うが……放ってはおけない。このときになってもドルイドは姿を現さなかった。アヴェイラーズに聞いても、それらしい気配けはいはないとの答え。限界だ。

　ぼくはダンボールを脱ぎ去った。『油断大敵、胆たん大だい心しん小しよう』とぼんやり眼まなこのブルマ女が言うノートＰＣを畳んで肩掛けバッグに入れる。

　大きく深呼吸してから、ぼくは顕化アピアランスした。世界が切り替わったかのような感覚と共に、一いつ瞬しゆんだけ身体からだのバランスがおかしくなる。すぐ慣れるだろう。無む論ろん、翼つばさなど出す必要なしだ。

「あー、こちらは正義のミカタである大人おとなしくやられなさい、いや噓うそ。やることはこっちも同じ、言い換えよう──お前達の大事なものをカツアゲしにきたー。速すみやかに気絶したまえー」

　やる気のない声で言うと、二人組はギラギラした目をぼくに向けてきた。うう。

　注意が逸それたのを好こう機きと見たか、哀れな親おや父じさんは悲鳴をあげて逃げていく。

「あっ！　の野郎……せっかくの小こ遣づかいがよ……」

「何のつもりだテメェ？　外人だからニホンの礼れい儀ぎってやつがわかってねぇのか？」

　あ、そうか。ぼくは今銀髪の女になってるんだった。そう意い識しきすると、男達の視し線せんが急にイヤらしいもののように感じられてきたぞ。舐ねぶるような目とはこのことか。

「日本は危険なんだぜ……こんなとこに女の子がいちゃぁいけねーよ。ヒヒヒ」

「おおっと、後ろにもいるじゃねぇか。こんな薄うす暗ぐらいトコで、男と女が二対二で。危険キケン！」

「止めろよ。色白巨乳の外人ちゃんがビビってるだろ？」

　ドレッドが自分のナイフを眉まゆの上に翳かざしながら、きよろきょろと周囲を見回す。

「キケンな奴やつはどーこでーすか～？」

「ヒャハハハ！　お前お前、お前だっての！」

「はぁ……精神的苦痛だね。その生ゴミ臭くさい口はいつになったら閉じるんだ。お互いのチンポを口に突っ込まれたら黙だまってくれるかい？　新しい世界に目覚めさせてやる」

　ぼくの軽い挑発に、男達の目が剣けん吞のんな光を帯びた。

「なあ……なんか、すげぇムカついてきたんだけどよ。マジでヤっちまうか」

「外人ってよ……アレだ。裁判とか起こしにくいんじゃねーの？」

「そりゃあいいな。なぁ、俺おれに外人くれよ。俺まだ外人とはヤったことねぇんだよ」

「俺だってねぇよ！」

　やれやれ、どこまで頭が悪いんだろう。ぼくは椅い子すを引ひき摺ずって重い足を踏み出した。

　記念すべき最初の戦いがこれか。ボス戦じゃなくてザコ戦ではあるが、もうちょっと気持ちいいスタートにならないものかね。いや、それ以前に──この呪のろわしい『食事』自体が、そもそも気持ちの悪いものなのだろうが。ぼくはそれを、これから実感する。

「わかった、交代でいこうぜ。じゃあ俺、先に外人な」

「勝手に決めんなバーカ、俺が先だ。お前は後ろの根暗そうな奴やつとヤってろ！」

　理由はないが……なんだか、さらに気分が悪くなる。

　あまり手加減はできないだろうな、とぼくは思い──

　そして実際、あまり手加減できなかった。




　暗緑に澱よどむ沼の底を掬すくい取ったかのような、不快な生なま温ぬるさを伝え切った──いや、体内に浸透させきった掌てのひらを退けると、その下から泡を吹いた（股こ間かんの痛打による）ドレッド男の顔が現れる。体臭の下品さを際立たせているだけの香水に混じり、涎よだれと胃液のすえた臭いがした。

　汚い、と思った。内ない臓ぞうすら黄ばんだ便器に落として飽き足らない吐き気がするほど。

　醜みにくい、と思った。醜悪を記録した脳の海かい馬ばを抉えぐり取っても拭ぬぐえない嫌けん悪お感かんがするほど。

　それは心の暗黒に至った男たちだけでなく──ぼくに対しても。

　こんな、悪意に塗まみれた闇やみよりも闇で、闇の底辺に蟠わだかまる滓かすよりも滓なモノを吸収するという行為は、そしてそうしなくては生きられないモノになってしまったぼくは、その全すべてを一意的に強いるこの世界は、ああ、なんて、

　気持ち悪いのだろう。

　手を見つめて、気持ち悪い手をじっと見つめて、佇たたずむ。

　すると、ちょん、と背中がつつかれた。

　服を摑つかむでもなく、手を握るでもなく、中途半端に気き後おくれして自分の存在を訴える行為。

　振り向くと、砧きぬた川がわがいる。彼女は小さく笑って、軽く首を傾かしげて、ただ、

「……帰りましょう？」

　と言った。

　同じ立場の、同じ存在であるはずの彼女の手は、けれどもなぜか──

　ぼくの気持ち悪い手とは、違うような気がして。

　だったらぼくのこの感覚も、ひょっとしたらただの錯さつ覚かくなのかもしれないと、

　そう思うことが、そう思えることが、

　ぼくに残された、ただ一つの遠い遠い救いであるかのように感じた。

　それすらも、錯覚なのかもしれなかったが。
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　それからの数日間、ぼくは砧きぬた川がわと二人で闇滓アンシイ確かく保ほを繰くり返した。

　その日その日で最も闇滓アンシイを多く持っている人間をアヴェイラーズが感知し、エベネゼルが地図ソフトを利用して詳しい場所を表示する。そこにいた人間も状況も様さま々ざまだったが、ぼくがすることはいつも同じ──ドルイドが現れないかしばらく周囲を窺うかがってから、頃ころ合あいを見計らって椅い子すで叩たたきのめす。そして確保した闇滓アンシイは二人で山分け。まさしく『狩り』と『食事』だ。

　繰り返すうちにその食事には慣なれたのだが、ドルイドについては芳かんばしくなかった。当初の狙ねらい、向こうの食事に鉢はち合あわせすることなど全くなかったのだ。一度などは、目をつけていた獲物の闇滓アンシイが減っていることを感知し、慌ててそこに行ったらあのエルフ様に怪け訝げんな顔を向けられるということもあった。そこで相変わらず彼女に敵対的な帽子女と一ひと悶もん着ちやくあったりもしたのだが、それはどうでもいい。レンテンシアは二言三言会話してさっさと姿を消してしまったし。

　大事なのは、やはり代替魔術師ポステリオルマギスは狩りと食事のルーチンから逃れられないと証明されたこと。ぼくも砧川もレンテンシアもドルイドも、全すべて同じ系統に属するモノであるのは間違いないのだ。なのになぜ、同じ獲物を好物としているぼくたちは出会わないのだろう。完全な鉢合わせでなくとも、気配けはいを感じるとか後ろ姿を見るとかあってもよさそうなものなのに。

　加えて言えば、ぼくを殺したあのヤクザ以来、ドルイドの複製影人イミテーターがぼくや砧川を襲おそってくることはなくなった。何かの策だろうか？　砧川と同じように、魔ま術じゆつを節約しようとしている──だから闇滓アンシイを確保しなくてもいい？　いや、それは違う。魔術を使おうと使うまいと、日々消費されるぶんの闇滓アンシイは確保しなくてはならない。している。しているはずだ。ではどんな可能性がある？　考えろ。考えろ……ああ、それにしても……

　眠い。




　刹せつ那なに意い識しきが深遠に沈みかけ、それに揺り動かされるようにしてぼくは目を開けた。

　青く、高く、果てしない空。どれだけ手を伸ばしても届かない──いや、ぼくや砧川ならばその気になれば届くのだろうが──空くう虚きよに満ちた膨ぼう大だい。それだけが眼前にあった。

　屋上の空気はいつものように冷たく、ぼくの髪を無ぶ遠えん慮りよに搔かき回していた。何をしていたんだっけと、ぼくは屋上に寝転んだまま自分の身体からだを見下ろす。着ているのは制服ではなく、クリーム色のダサい体育用ジャージである。男女兼用なので当然、男女の両方から評判が悪い。

　ぼくは寝ね惚ぼけた頭を軽く左右に振った。そうか、体育を途中でサボって抜けたんだっけな。

　今は昼。当たり前だ。夜が過ぎれば朝が来て、昼が来る。どうしても拭ぬぐい切れない奇妙な居い心地ごこちの悪さを感じながら、ぼくが学校で暇ひまを潰つぶす時間だ。

　……暇を潰す、か。ぼくは自虐的に唇を歪ゆがめる。今までは、人生＝暇潰し、それがぼくを規定する恒等式だった。その式は変わってしまったのか。自分は変わってしまったのか。

　この曖あい昧まいな焦しよう燥そう感かんや不安感は、その変化が原因なのだろうか。

　フェンスの網あみ目めから、ふとグラウンドを見下ろす。ぼくの属する二年生男子はサッカー、女子はグラウンドの片隅でバドミントンに興きようじていた。一方、バレーコートにいるのは──ありゃ一年生だな。わが宵よい本もと家が誇るミニ爆ばく弾だんが冗談のような高さにまで跳ちよう躍やくしてスパイクを叩たたき込んでいるのが目視できた。言い忘れていたが奴やつはバレー部と生徒会掛け持ちだ。おそらく日本一背の低いアタッカーに違いない。

　何か咆ほう哮こうじみたものが聞こえたのでバドミントンスペースに視し線せんを戻すと、そこでは丁度、ある怪力美女が羽根をインパクトした瞬しゆん間かんにそれを雲うん散さん霧む消しようさせる光景が展開されていた……恐ろしいな。屋上からでも一目で識しき別べつできる髪形の女だったが、あえて個体名は出すまい。

　ああ、彼女達はいつものように元気に生きている。だがぼくは──彼女達とは違う。惰だ性せいで、ただここに在あるだけ。生きていると断言できない、それは既に致命的な差異。

　陰いん鬱うつな息を網目に吹きかけながら、ぼくの目は無意識のうちに誰だれかを探していた。バドミントンのコートにはいない。じゃあ、その周りで体育座りしている奴らの中か──

「誰か、探しているんですか？」

　気配けはいもなく、背後から声。ぼくは平静を装よそおって答えた。

「いんや……別に。どうしたんだ、授業中だぞ」

「宵本くんも、ですよ」

　ぼくと同じジャージ姿で、乱れる髪を片手で押さえている砧きぬた川がわがいた。微苦笑しながら、彼女はゆっくりとぼくの隣となりに歩いてくる。二人して、遠く遠く──まるで別世界の出来事のように楽しげで優やさしげで温かな体育の授業風景を、眺めた。

「……宵本くんが抜け出すの、見えたので。気になって、えいっ、て来ちゃいました」

「来ちゃいましたってな。ぼくはともかく、お前みたいな奴が抜け出したら目立つぞ。普段ふだん真ま面じ目めに授業受けてる奴は誰よりもサボりにくい」

「普段……えへへ。じゃあ、先生に後で怒られるかもしれませんね」

「……なんで嬉うれしそうなんだ」

　何の変哲もない会話なのに、砧川の顔から優しい微笑が消えることはなかった。眼鏡めがねを掛けているせいだろうか、一段と落ち着いた雰囲気が増しているように思える。そこに以前のような暗さはなく、安あん穏のんと細められた眼まな差ざしだけが、ガラスを通して眼下の世界を見つめている。

　そして砧川が何の脈絡もなく発した言葉も、やはり微笑の中から生まれた。

「何か、悩んでいますか？」

「……ぁあ？」

「気に障さわったのならごめんなさい。ただ、どうしてもそう見えることが多くなったので……わたしの勘かん違ちがいなら、別に、いいんですけど……」

　ぼくは彼女の横顔を一目し、すぐに視し線せんを戻した。

「──そうだな。悩んでるよ。悩んでも仕方がないことを」

　ぼくは逆に彼女に問い掛けた。

「お前はどうだった？」

「……悩んでいましたし、今でも悩んでいます……悩んでも仕方がないことを」

　刹せつ那な、微笑が途と切ぎれる気配けはい。見えないのでわからないが──わかる。ぼくは声を軽くして、

「やれやれ。せめてもの救いはお前のその返答だな。問題の答えは全然わからないけど、仲間がいると思うと気が紛まぎれる。夏休みに赤点補修受けてる劣等生軍団みたいな気分だ」

　砧きぬた川がわは久しぶりにぼくの顔を見て、微笑ではなく、笑った。

「わたしも、そんな気分です。これ、逃とう避ひですかね？」

「それが悪いって誰だれが決めたんだ？　気にするな、ぼくは極力気にしないことに決めた……にしてもなんかお前、普通に話すようになったな。前はもっとどもってたのに」

「そ、そうですか？　えと、わたし……人見知りなうえにあがり症なので、慣なれないと……」

　ちょっと突っついただけでまた少しどもったが、まぁいいか。それも味だ。

　そんなこんなで、しばらくぼくたちはどうでもいいことをどうでもよく話していた。世間の話。学校の話。テレビの話。意図的に話題にしなかった話は二つ──砧川の家と、非日常の話。する必要がない話と、いずれはする必要がある話だ。

　だが正直なところ、ぼくはこっそりと砧川の家族構成について調しらべていた。方法については──まぁ、あまり威い張ばれる方法ではないとだけ言っておこう。両親は数年前に離り婚こん。父と二人暮し。その父は会社を最近リストラされた。娘は魔ま女じよ。それだけの家庭だ。様さま々ざまな問題を内包してはいるだろうが、表面化している問題はない。あっても特別注目すべきものではない。

　ぼくが珍しい後ろめたさのようなものに口を噤つぐみ、砧川がそんなぼくをちらりと見上げたとき──話し声と、階段を上る足音が聞こえてきた。

「授業中なのに……誰だ？」

「あ……そう言えば最近、授業をサボる人が多いから……手の空いてる先生達が見回りをしているという話を、聞いたことが」

「マジか。ちとマズイな。逃げる場所も隠れる場所もなし」

「て、停学とかになっちゃいますかね」

　煙草タバコ吸ってるとかならともかく、いくらなんでもそれはないだろう。だがぼくは意地悪く、かもな、と頷うなずいた。砧川の顔が情けなく歪ゆがむ……ああくそ、また変な罪悪感が。

　屋上に隠れられる場所はない。校舎の中へ続く階段の上は給水塔になっているが、そこに至るための梯はし子ごは上半分だけでぶつ切りにされている。生徒達に上らせないための処置だろう。梯子の最下端は屋上から三メートルほどの高さにあり、ジャンプしても届きそうにない。

　とすると……やれやれ、仕方ないな。ぼくは砧きぬた川がわを連れて給水塔の陰に向かった。

「あの、こんなところに隠れても見つかるだけでは……素直に謝あやまったほうが」

「プライドが許さないね。敵にはいかなる弱みも見せてはならない、というのが持じ論ろんだ」

　言いながら、ぼくはジャージと体たい操そう服ふくを脱ぎ、上半身裸になった。顔を赤くする砧川に服を渡してから──顕化アピアランス。目の前で銀髪が舞まい、身体からだの重心が移動する。

「ちょっと練習したんだ。飛ぶのはまだ無理だけど、少し浮かぶくらいなら問題ない」

　女の高い声で一方的に言い、ぼくは砧川の腰に手を回した。それから隠されていた背中の翼つばさを広げて動かす。得られたのは、人間には決して与えられない浮力だ。涼やかな風と共に高度を上げ、タンク前の空間に着地してぼくは砧川の身体を下ろした。彼女は一いつ瞬しゆんだけふらついてから、結局ぺたんとその場に座り込む。なぜか恨めしそうな目でぼくを見上げていた。

「いいんですか……？　こんなことで顕化アピアランスして」

「あのくそったれ人じん外がいどもは文句言うだろうけどな。今はいないんだ、気にするな」

　ぼくの言葉に砧川が何か言いたそうな表情を見せたとき、丁度階段から誰だれかが上がってきた。給水塔の上からそれを確かく認にんする。あ、支はせ倉くらと──もう一人は新任の女性教師だな。これなら別に逃げなくてもよかったか。

　二人の距きよ離りは妙に近い……というか、支倉がさりげなく肩を寄せ、女性教師がさりげなく離はなれる、の繰くり返かえしだ。彼女が困惑した様よう子すで何かを言って、支倉はおざなりに屋上を眺め回した。それからまた、彼は背の低い女性教師に顔を近づける。どうやら仕事そっちのけで彼女をデートに誘っているらしい。下心丸出しのいやらしい顔で、臭くさい息がここまで届いてきそうだ。ぼくが警けい官かんなら猥わい褻せつ物ぶつ陳ちん列れつ罪ざいを適用するね。

「うーん、最悪だな。国家権力は何をしてる。って、どうした砧川。溜ため息いきなんかついて」

「あ……いえ。ちょっと、その──わたし、あの先生、苦にが手てで」

　ぼくは微かすかに眉まゆを寄せた砧川の顔を見、ぴんと何かを感じとる。

「理由を言ってみろ。単にあいつがキモいからだけじゃないだろう、その顔は」

「う、い、いえっ。何でも」

「何でもないとかいう噓うそが通用すると思うな、お前の顔はわかりやすい」

　びし、とその額ひたいに指を突きつけると、砧川は観かん念ねんしたように視し線せんを落とした。

「えと、ずっと前、なんですけど……生活指し導どう室しつに呼び出されたことが、あって」

「……密室に二人きりか。お前、んな、自殺行為を……」

　支倉がそんな感じのイケナイ行為をしている、という噂うわさはぼくも聞いたことはあった。発覚しにくい気の弱い女子だけに行われる個別指導だ。まだ一般生徒には広まっていない情報だが。

「あうう、だって一応先生ですし、呼ばれたら行かないわけにはぁ」

「もうちょっと危き機き感かんを持て。で、聞くが……正直に言えよ。何かされたのか？」

「い、いえ！　ただ、スカートとか触られて、それから、ですね──胸を、触られそうになったので、怖くなって……その、思いっきり顔を爪つめで引っかいて、逃げちゃったんですけど……」

「……さよか。お前にしてはなかなかだ。よくやったと言っておく」

「だから、苦にが手てで──見てるだけで、怖くなるっていうか。あれから、擦すれ違うだけで怖い目向けられたりもしますし……」

「完全な逆さか恨うらみだ。気にするな。もし次に何かされそうになったら──そうだな。ぼくの名前を出していい。『宵よい本もとにアレを見せてもらった』と言うんだ。それできっと支はせ倉くらは逃げていく」

「アレって……？」

「気にするな。ただ言えばいい」

「ひょっとして、この前巳み沙さ希きさんが言った通り……仲、良かったりするんですか？」

　なんて誤解だ。ぼくは鼻から息を漏らして失笑した。

「逆。ぶっちゃけ、ぼくはあいつの秘密をネタにして、いろいろ自由にやっているんだ。恨まれてるって言うんならぼくのほうがよっぽど、だろうな。遠えん慮りよなく利用しろ」

「でも、そんなことしたら、逆に宵本くんが何かされちゃうかも──」

「なぁに、今更だ。恨みを晴らそうと思っても実行する勇気なんて支倉にはないさ……」

　そこでぼくは口を噤つぐんだ。頭に引っ掛かるものがある。

　当面の敵であるドルイドについて、ぼくたちはほとんど何も知らない。だが唯一、わかっている事実がある──それは複製影人イミテーターで砧きぬた川がわを殺そうとした、ということ。

　さて、大嫌いな言葉を使うぞ。生き延びるためにする必要があることとはいえ、普通の人間はそれを、人を殺すことを簡かん単たんに決意できるだろうか？　実際に行動に移せるだろうか？

　何かの理由があれば楽だろうな……例えば、もともと殺意があったとか恨んでいたとか。

　人を殺す以上、相手にはそいつを殺してもいいと思えるだけの理由がある。

「ふん……それを言うなら、ぼくに対しても、か」

「へ？　何の話ですか？」

「いんや……避さけられずに轢ひいたのか、避けられたけど轢いたのか。その二つの違いは大きいなってことさ。考えてもわからない謎なぞだ、気にするな」

　敵は砧川を狙ねらってトラックを突っ込ませた。そこまではいい。問題は壁かべをブチ破った後のこと、たまたま砧川とトラックの間にいたぼくのことだ。もしも、避けられたにも拘かかわらずぼくを轢いたのだとしたら、その理由は何か。それだけ切羽せつぱ詰つまっていた？　魔ま女じよさえ殺せばよくて、もはや他人なんてどうでもよくなっていた？　あるいは……他ほかの誰だれかだったら避けたが、そこにいたのがたまたまぼくだったので、ついでにぼくが殺せるのなら好都合だと──

　目を細め、眼下の光景を眺める。僅わずかな隙すきを突いて、支倉に詰め寄られていた女性教師がその魔手から逃げ出した。こけつまろびつ階段に走っていき、その姿はすぐに見えなくなる。それに合わせて、取り残された支倉を嘲あざ笑わらうように昼休みの始まりを告げるチャイムが鳴った。

「おっ……くそっ。ムカつく──本当に襲おそってやろうか」

　支はせ倉くらはそちらを睨にらんで舌打ちし、乱らん暴ぼうな足取りで屋上から出ていく。残るのは校舎の喧けん騒そう。

　ぼくだけでなく、支倉は砧きぬた川がわに対しても逆さか恨うらみ的な悪意を抱いている可能性があるし──

　いやいや、早まるなよ、ぼく。これは単なる想像だ。根拠のない妄想だ。今はとりあえず参考程度に『砧川を殺せる理由を持つ人物の可能性がある』と頭に留とどめておくだけにしよう。

　乗り出していた身を戻すと、砧川は何やらじーっとぼくの身体からだを見つめていた。正せい確かくには、剝むき出だしのぼくのチチを。そう言えば裸のままだった。

「……おっきいですね」

　はぁー、と溜ため息いきなどもつく。ぬぬ、そんな凝ぎよう視しされると恥ずかしくなるではないか。ああいや、ぼくは男だから恥ずかしがる必要はないのか？

「大きいのは不便だ。そう確かく信しんしている。重すぎる」

「でも、男のひとって……その、小さいよりは」

「そ、そんな気にするな。自分にはついてないもんだから、あればなんでも同じだ」

「それは男のひとの感覚ですよぅ……」

　恨めしそうな顔で砧川は言う。うむ、ならばぼくはやはり男なのだ。恥ずかしいことは何もない。全然ない。何をしても男がすること。ギャグで済むのだ。ではでは。

「もみもみ」

「も、揉もみーっ!?　や、止やめてくださいっ！」

「うむ、期待通りのナイスリアクション。だが自分の身体をどうしようとぼくの勝手だろ」

　おかえしだ。ぼくはじーっと砧川の身体を凝視。ひゃあ、と砧川が身を捻ひねる。

「気にするな。容易たやすく想像できるようになったってのはいいことか悪いことか……いやな、あいつにもこいつにも同じモノがついてるというかついてないというかわかるようになって」

「わー、聞こえないです何も聞こえないです！」

　とりあえず服着てください、と砧川がジャージと体たい操そう服ふくを投げてくる。笑いながらそれを受け取ったとき、また足音が下から聞こえた。昼休みだからな、誰だれか来てもおかしくない。ここに上ってきたりはしないだろうしできないだろうから、気にすることはないか。

　そしてぼくがとりあえず服を着込んだ瞬しゆん間かん、

「あれ。あんた──砧川さん？　こんなとこで」

　背筋が跳はねた。心しん臓ぞうはどくどく、顔が引ひき攣つる。

　梯はし子ごのところから怪け訝げんそうな顔を覗のぞかせていた巳み沙さ希きが、ぼくを見て眉まゆを寄せる。んん？　と首を前に突き出してから、巳沙希は梯子から飛び上がるように給水塔の屋根に上がってきた。

　ずい、とぼくの顔に自分の鼻先を近づけて、巳沙希はおもむろに、

　ぼくの胸を揉んだ。

　うわぁぼくは男だが今は女なのであって初めて他人に触られてうひゃあ。

「あひゃひゃひゃ、くすぐったいっ」

「あ、やっぱ本物か……」

　えーと、女口く調ちよう、女口調。砧きぬた川がわの真ま似ねでいいか。

「な、何なんですかぁっ」

「悪い。なんか知ってる奴やつに顔が似てたから、ひょっとしてと思って。うん、我われながら変だ。砧川さんがいたせいかな……？　とにかくあまり気にするな」

　勘かんの鋭するどい奴だ──にしてもいきなり触って確たしかめるかフツー？

「あんたの友達？」

「え、ええええええソウデス」

　カクカクとした動きで頷うなずきつつ、砧川が裏返った声で答える。

「ジャージも着てるし、やっぱ生徒だよな……外人さんなんてこの学校にいたっけ？」

「転校生で、留学生で、ひ、非常勤生徒なのです。珍しいですよね。あはは」

「名前は？」

「よっ……えと、み、ミオちゃんです」

　同じ漢字で澪みおか？　ひねりがなさすぎるぞ、砧川。

　だが相手が細かいことを気にしない巳み沙さ希きだったのが幸いした。ふぅん、と適当な返答。

「えと、巳沙希さんはどうしたんですか？」

「ん。澪れいに用事があって探してた。話し声が聞こえたからここに上がってみたんだが」

「はぁ……よく上れましたね」

「三角跳とびでヒョイっと梯はし子ごを摑つかんで。あんたもだろ？　意外に運動神経良かったんだ」

　巳沙希の失礼な物言いにも気づいていないのか、砧川は曖あい昧まいに笑ってお茶を濁にごした。

「それで、用事、というと」

「たいした用事じゃないよ。署名活動のことで頼みたいことがあったんだけど……あんたに言ってもしょうがない。あいつ、どこにいるか知ってる？」

　砧川が首を横に振ると、あっそ、と巳沙希は梯子に歩いていった。そこに足を掛け、

「なぁ、砧川さん」

　もう演技から解放されると気を抜いていた砧川が、びくりと肩を跳はねさせた。

　巳沙希は鋭い目で砧川を見ていた。まるで──睨にらみつけるように。

「一個だけ質問に答えてくれ。噓うそはなしで」

「は、はぁ……どうぞ」

「あいつと付き合ってんの？」

「ふぇ──そ、そんな、誤解です！　つ、付き合ってはいません！　本当に本当です！」

「付き合って『は』？」

　う、と砧川は一いつ瞬しゆんだけぼくに視し線せんを向け、それから紅こう潮ちようした顔を下に向けてぼそぼそ言った。

「その……でも、一応……好き、では、ありまして……片思いと……言うか、その」

　巳み沙さ希きは微かすかに目を大きくして、あそう、と言った。圧力が朗らかな笑えみへと変化する。

「あー、ごめんな、変なこと聞いた。なんでもないなんでもない。それじゃ、ごゆっくり～」

　巳沙希はリズミカルな音を立てて梯はし子ごを降りていった。ややあって、屋上の扉が閉まる音。

　屋根から下を覗のぞいてそれを確かく認にんし、ぼくは顕化アピアランスを解いた。

「何じゃありゃ。支はせ倉くらに頼めって話ならこないだ聞いたっての。催さい促そくか確認か……うむ、面めん倒どうそうだ。追いかけないようにしよう」

　砧きぬた川がわは挙動不ふ審しんな様よう子すで目を左右に動かしている。どうかしたかと聞くと、なんでもありませんっと彼女は無意味に力強く答えた。悪いな。ぼくはまだ、目を塞ふさぐ。

　大事なことをなかったことにして、ぼくの姿に戻ったぼくはその場に寝転んだ。昼飯を買いにいかなくてはならないのだが、まだそんな気力は復活しない。

　ぼんやりと上空の風を見ていると、ふと、砧川の声。

「……あの、ちょっと聞きたいんですけど……宵よい本もとくんは、エベネセルさんのこと、あんまり好きじゃないんですか……？　その、さっき」

「ああ──くそったれ人じん外がいなんて言ったからか。確たしかに、気に食わないと思ってるさ」

「えと、何で、です？」

　何でと言われても。ぼくは軽く目を細め、奴やつらへの不快感をなんと説明すべきか考えた。

「……まず第一に、だな。ぼくは誰だれかに命令されるのが嫌いだ。つまり誰かの言う通りに動くのが嫌いだ。でも、ぼくらは事実として、あいつらの思うように行動しなくちゃならない……そこが一つ。さらに言えば、そうせざるを得ない状況を作ったのが誰か、ていうとそれもあいつらだ。だからぼくはぼくを巻き込んだ導あきい手つ達らが気に食わない──お前は違うのか？」

　問うと、体育座りの砧川は自分の足先に向けて呟つぶやいた。

「わたしは……その、別に、そこまでは。アヴェイラーズのおかげで、ここでこうしていられるのは事実だから──一応、恩があるっていうか」

「恩を着せられた、ていうのが正しいと思うけどな」

　砧川はほとんど顔を動かさず、ただ上うわ目め遣づかいの視し線せんだけでぼくを見やってくる。

「でも……あのまま死んでもいいなんて、宵本くんも、思ってなかったです……よね？」

　そうだ。結けつ論ろんとしては、どうしてもそこに戻らざるを得ない。心情的な人質を取られているに等しいのだろう。命を救われた。だから命の恩人の言うことを聞くべきである。それは命を救われた当人が思うのならば正しい論理かもしれない。だがそれを恩人の皮を被かぶった詐さ欺ぎ師しがこちらの弱みに付け込んで言うならば話は別だ。そう──ぼくは、その論理にぼくの意志が全く関与していない、そのことが不満でならないのだ。

　けれども、それはただそれだけのこと。

「まぁ……な。でも結局、ぼくがあいつらをどう思おうが、やるべきことに変化はないんだし、それが奴らの目的とどうしても被っちまうってことにも変化はない。嫌いやだ嫌だ思いながら宿題やってる小学生と同じさ。単にぼくがガキだってことだろう」

　砧きぬた川がわは微苦笑しつつ、首を横に振った。

「何も考えていないわたしのほうが、子供ですよ」

「お前が他人の言うことにあんま反抗しない奴やつだってのはわかってるが……それでも盲目的にあいつらを信じるのはちっとお人よしにすぎないか、と提言しとくぞ。ぼくらはまだまだあいつらのことについて知らない」

「あぅ……でも、アヴェイラーズは口は悪いですけど、根はいいひとなんじゃないかって思いますし。そんな、信じるとか信じないとか……」

　しどろもどろに言葉を続ける困り顔の砧川を見ながら、ぼくはふと頰ほおの力を緩ゆるめた。

「ま、お人よしが美徳か悪徳かなんて誰だれにもわかりゃしない。お前はそれでいいのかもな──ぼくと合わせてバランスが取れてるっちゃ取れてるんだろ」

「ぼくと、合わせて……えへへ」

　はにかんだ笑えみを浮かべる砧川。よくわからんが、ぼくの言葉のどこかが心の琴きん線せんに触れたらしい。そのモジモジが収まってから、彼女は思い出したかのように顔を上げた。

「あの、それから。宵よい本もとくん、もう慣なれましたか？　代替魔術師ポステリオルマギスであることに」

　ここまで飛んできたことを言っているのだろう。あれくらいの浮遊でまだ手一杯なのだが、

「……まぁ、それなりにはな。コツがやっとわかりかけてきた、てところだ」

「その、『反動』は、まだ……？」

　砧川は体育座りの姿勢のまま、膝ひざの上で両手の指を忙せわしなく組みあわせていた。

「まだない。一回しか魔ま術じゆつは使ってないし。だけどな、何だか妙だなって思うことはある……ネット麻雀マージヤンのレートが下がりっぱなしだ」

「……へ？」

「いや、ギャグじゃなくてだな。どうにもならない負け方とか多くなった。ただの確かく率りつの偏かたよりだと思いたいんだが、なんか妙に気になると言うか不自然というか……あ、麻雀だけじゃなくて他ほかのゲームとかでも同じな。敵がアイテムを落とさねぇ落とさねぇ。つまり──」

「運が悪くなった？」

「あのヤクザの弾に当たっちまったっていうのも、今考えればそのせいかもな……ま、それは微妙なんで気にすることもない。エベネゼルも断言しやがらんし。ただの推測だ」

「でも、もしもそれが進行すれば」

　ああ、とぼくは空に向かって息を吐いた。

「どうなんのかねぇ……抽象的なのが恐ろしいな。道を歩いてたらたまたま車が突っ込んでくるかもしれないし、たまたま酔っ払いに押されて駅のホームに落とされるかもしれないし、たまたま飛行機がぼくの上に不時着するかもしれない──でもな、それはまだ先の話だ。考えてもどうにもならない。考えてどうにかなる話をしよう。つまり、ぼくたちの当面の敵について」

　暗くなっていた砧きぬた川がわだったが、その言葉に顔を引ひき締しめて頷うなずく。

「はい。ドルイドについて、ですね」

「あれきり襲しゆう撃げきはないし、どうなってるんだろうな。お前、どう思う？」

　砧川は視し線せんを中空に彷徨さまよわせた。ややあって、

「え、えと。わたしたちが手を組んだことを知って、力を蓄たくわえているのかも。複製影人イミテーターを増やしている最中、とか……思いつきですけど」

「ああ──ぼくの答えもだいたい同じだ。ドルイドに直接的な戦せん闘とう力りよくはないみたいなことをあのエルフ様も言ってたし。ぼくたち二人を相手にするには、複製影人イミテーターの戦力を増やすしかないんだろう。アヴェイラーズが言うところのその準備、下ごしらえってやつをやってるのかもな……って、ちょっと待て。もしそうだとすると、当然の疑問が発生するな──『ドルイドは、どうしてぼくたちが手を組んだことを知っているのか？』という」

　その疑問について砧川と意見を交換しあう。

　代替魔術師ポステリオルマギスになったあのとき、ぼくは一応、砧川を守って戦った。そのせいか──いや、確たしかにあのときはそうだろうが、それだけだとその後も協力関係が続いているとは確かく信しんできない。その後でぼくと砧川が敵対関係になる状況も可能性としてはあったのだ。むしろ、あれだけで敵の立場の代替魔術師ポステリオルマギス同士が手を組むなんていう異常事態を予想できるほうが不自然だ。

　夜、一いつ緒しよに闇滓アンシイ狩りしているところを見られたからか──あるかもしれないが、納得がいかない。これだけ情報を隠いん蔽ぺいして、影かげも形も見せずに隠れている奴やつだ。狩りをしているぼくたちに接近することの危険性をよく知っているはずだ。『そういえばあのときあんな奴が』と、いつ自分の正体に近づかれるかわからない。

　単純に闇滓アンシイを感知されたから──それはないだろう。顕化アピアランスしてない代替魔術師ポステリオルマギスの闇滓アンシイは感知できないからだ。狩りのときに顕化アピアランスしたぼくの闇滓アンシイを遠くで感知したとしても、砧川は本当に食事する瞬しゆん間かんの数秒だけ、ぼくと入れ替わるようにしか顕化アピアランスしないから、二人同時に行動してることは闇滓アンシイ情報からだけではとても把握できないはずだ。

　様さま々ざまな可能性が考こう慮りよされ、否定され、最後に残ったのは──

「とすると……やっぱり、あの想像は正しかったのかもしれないな。学校関係者かもしれないっていうやつ。教室でだって話してるし、ちょっと注意して見れば『ぼくとお前の距きよ離りが不自然に縮ちぢまった』てのはすぐわかるだろう」

「そう、ですね……」

　考える──ドルイドの正体について推定材料②、『ぼくたちの近くにいる学校関係者の可能性がある』。嫌いやらしい顔の男性教師を再びぼくは思い浮かべ、しかしすぐに首を横に振る。短絡的な思考は危険だ。まだ可能性の一つ。確信は何一つない。

「ど、どうしましょう」

「どうもできんだろ。前提が推定で始まってるんだから結けつ論ろんだって推定だ。それに学校関係者っていう枠わくがあったとしても、だからどうするんだっていう話ではある。枠が広すぎるし、今のところはそれに基づいた手なんかも思い浮かばんからな……結局何も変わらんさ。今のぼくたちには曖あい昧まいな推測しかない。とにかくドルイドの正体について『確かく実じつな事実』としての情報を得るための行動をしなくちゃならん」

「元に戻っちゃいますね……でも、敵からのアプローチがなくなってる、と」

「そうなんだよな。ずっとこのままというのはちと困る。ぼくたちには、一刻も早く奴やつの根源闇滓ルート・アンシイを手に入れることが必要だ」

　正確には、砧きぬた川がわには、だ。魔ま術じゆつの反動を起こさないようにすることはできないが、根源闇滓ルート・アンシイを吸収すれば反動の進行は抑えられると聞いた……ならば、根源闇滓ルート・アンシイは現状の反動を多少は回復する力も持っているのではないだろうか。確たしかめる術すべはないが、少なくともあって困るものでもあるまい。

　ぼくはしばらく考えて、

「虎の穴がどうこうという格言もある。行動パターンを変えてみるか」

「どういうことですか？」

「んー……今までは悪人の闇滓アンシイを奪うときだけ顕化アピアランスしてただろ。そうじゃなくて、昼間もその姿で街をぶらぶらしてみる、とか。人が多いほうが複製影人イミテーターでの奇き襲しゆうはかけやすいだろう。その後が大変だろうが、まぁ倒してしまえばどうにでもなる。可能性はあるな」

　砧川は眉まゆを寄せた。小首を傾かしげながら、

「わざと襲おそわれやすい場所に出て、自分達を囮おとりにしようってことですか？」

「おう」

「き、危険ですよ！」

「つってもな。とりあえず、ぼくたちに必要なのは情報だ。敵の動きがなくちゃどうにもならない──たとえ複製影人イミテーターでも。その数が多ければ『どんな奴を複製影人イミテーターにしているのか』ということから敵の正体、複製影人イミテーターを作る方法がわかるかもしれない」

　それはそうですけど、と不満げに口を尖とがらせる砧川。

「ぼくたちは基本的には不死身なんだ……リスクとリターンを考えれば、まぁやってみてもいい作戦だと思う。それに、一人じゃないしな。相あい棒ぼうがいるんだ。片方が奇襲でやられても、もう一人が回復するまで時間を稼かせいでくれる。それくらい、頼ってもいいだろ？」

　ぼくが口元を歪ゆがめてみせると、砧川は恥ずかしそうに顔を伏せた。

「……はい。頼って、ください。明あ日すからですか？　秋分の日でお休みだから、丁度いいかも」

　忘れるわけがない。明日は巳み沙さ希きの兄、雪ゆき人ひとさんの命日だ。ぼくたち家族も法事に参加する。

「ああ、悪いが、午前中は用事があるんだ。いや、午前中で終わるとも限らないな。余裕を持って……三時くらいからにしよう」

　予定を決め、梯はし子ごを降りる。もう顕化アピアランスを解いているので、梯子の最下端にぶら下がってから降りるという手を使った。ぼくが先に降り、砧きぬた川がわが後。着地によろけ、ぼくはその手を摑つかむ。

　照てれ臭くさそうに砧川は笑った。ぼくは何だかその顔が見られなくなって、そっぽを向く。

　思っていた。

　砧川はきっと、この手の温かさを感じてはいないのだろう、と。

　笑えみは、ある意味打算的で、とても哀かなしく見えた。




　　　　２




　授業が終わって家に帰り、しばらく。ぼくは事態が逼ひつ迫ぱくしていることに気づいた。

　レンタルＤＶＤの返却期限切れだ。一日延滞してしまっている。砧川の手紙を受け取る前に──つまりは非日常に巻き込まれる前に借りたものだから、その後のゴタゴタのせいですっかり忘れていたのだ。

　ぼくはレンタルショップの袋をぼんやりと眺めた。これを借りたとき、ぼくは何を思って日日を過ごしていたのだろう。つい一週間前のことなのに、記き憶おくは曖あい昧まいだった。

　ただ、ぼくが今いるここが、かつていたあそこと確たしかに繫つながっている──その当然の事実が思い知らされた。それはぼくに訳もない安あん堵どをもたらし、しかしどういうわけか、吐き気がするような不気味さも同時に併せ持っているのだった。

　ぼくは無言でＤＶＤが詰まった袋を抱え、家を出た。今日きようは返しに行きたくない事情もあったのだが、延滞料金は惜しい。おっと、急がないと砧川との食事タイムになってしまうな。

　歩いて十五分。駅前の市街地、その一角にぼくが通うレンタル店があった。ここが一番品しな揃ぞろえがいいのだ。一階は駐ちゆう車しや場じようで、二階の店てん舗ぽには階段を上って入る構造をしている。

　店の自動扉が開くと、客が並ぶカウンターにいた女性店員がにこやかにこちらを振り向いて、

「いらっしゃいま……げ」

　にこやかに顔をしかめるという荒あら業わざを披ひ露ろうした。

　ぼくは無表情に返却カウンターに歩み寄り、その触手じみた髪型の女に向かって言う。

「返却したいんですけどー」

「す、すみませんガっ。順番なので少々お待ち、くだ、さい」

「急いでるんで早くしてくれませんかこの野郎」

「……少々お待ちくださいと言いましたよねこの野郎」
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　笑え顔がおのままだが頰ほおがぴくぴく痙けい攣れんしている。そのやりとりに、貸し出し側に並んでいたスキンヘッドの大男（レスラーか？）が怪け訝げんそうに小首を傾かしげた。

　カウンターには巳み沙さ希き一人しかいなかった。ぼくを無視し、慌あわただしく彼女は客に向き直る。

　初めてなんでカード作りたいんスけど、という男の身分証を愛あい想そ良く確かく認にん。カウンターの下からノートのようなものを引っ張り出し、客にボールペンを手渡す。営業スマイルで客が名前を書くのを眺めている巳み沙さ希きは、どこをどう見ても普通のバイト店員だ。普段ふだんの男言葉や暴ぼう力りよく癖へきの気配けはいは微み塵じんも窺うかがわせない。どうしていつもはああなのだ？

　やたらガタイのいい男にできたてのカードを渡し、巳沙希は残った大学生風瘦やせ男のレンタル手続きも手早く済ませた。そしてようやくぼくの番。レンタル袋を奪い取り、バーコードを読み取らせつつ小声で囁ささやいてくる。

「……俺がバイトしてるときは来るなって言ったろ。恥ずかしいんだよ」

「ぼくだって来るつもりはなかったさ」

　バーコードリーダーが繫つながる機き械かいから、短い警けい告こく音おん。巳沙希が顔を上げて、

「おい馬ば鹿か、一日延滞してるぞ。俺おれに丁重な詫わびを入れつつ迷惑料を差し出せ」

「まけろ」

「死ね。さっさと土ど下げ座ざれ」

「相変わらず斬ざん新しんな動詞を使うな……わかった、今月は厳きびしいんだ。身体からだで払うから勘かん弁べんしてくれ。お前のような性倒とう錯さく者しやに身を預けるのは危険でたまらないが、止やむを得まい……」

「誰だれが性倒錯者だこらっ！」

　巳沙希がぼくに摑つかみかかってくるが、間にはカウンターがある。ぼくがひらりとその攻こう撃げきをかわしたとき、奥のドアが開いて小太りの店長が姿を現した。

「天てん堂どうくーん。お友達かい？　お相手するのはいいけど、お客さん放り出しちゃ駄だ目めだよー」

「あ……その、すみません……」

　店長は貸し出し場所に佇たたずんでいた客の相手を数十秒でこなし、朗らかな丸顔を綻ほころばせて巳み沙さ希きを見た。ぼくは素直に頭を下げた巳沙希が面おも白しろくてゲラゲラ笑っていた。

「ボーイフレンド？」

「ぼっ……ち、違い、違いますよ何言ってるんですか店長！」

　直訳すれば間違ってはいないだろうと思うが。なおもぼくが笑っていると、油断した隙すきに巳沙希に万まん力りきじみた力で頰ほおをつねられた。もげるもげる。

「ははは、天てん堂どうくん、もう少しであがりだろ？　なんならもうあがっちゃってもいいよー。その子に送ってもらうといい。いや、これから二人でどっか遊びに行くのかな？」

「て、店長っ！」

「この街も最近は通とおり魔まとか多くて物ぶつ騒そうだからねー。ほら、こないだだって近くで死体が見つかったりなんだりしてたじゃないか。いやほんとに、夜道の一人歩きは危ないよ？」

　死体。なんだか嫌いやな単語だ。そう、確たしかに、増えているだろう。この街は異常に過ぎるのだ。人間に加えて、人間ではないものも闇やみの中で蠢うごめいている。醜しゆう悪あくに。身勝手に。悲ひ劇げき的てきに。

「い・い・ですって、そんな気を使ってもらわなくても！　シフト通り働きます、時間を守るのが日本人の美徳！　あっ、ほら客客！」

　店長を客に押しつけ、巳沙希はぶすっとした顔でぼくに手を伸ばす。何だっけ……あ、延滞料か。硬貨を巳沙希に渡すと、もう用はないとばかりに彼女はしっしっと手を振った。ぼくは肩を竦すくめ、踵きびすを返す。最後に巳沙希が軽く口を開くのが見えたが、声は何も聞こえなかった。

　店を出て、ぼくは階段を降りる。

　星が瞬またたく空を見た。この異常な世界を腹に這はわせながら、それでも安あん穏のんとした光を放ち続ける広大な虚きよ無むを。そしてぼくはこの空の下に幾つの死体が転がっているのか考えた。日本で幾つ、世界で幾つ、この境さかい森もりで幾つ。日常で幾つ、戦場で幾つ、事故現場で幾つ、犯罪現場で幾つ。死んでいる死体は幾つ、生きている死体は幾つ──？

　異常が日常を侵食し、その余波として人が死ぬ。その異常が、ぼくたち。ぼくたちが、異常。

　だからきっと、ぼくたちは、罪深い。人と触れあうことの是ぜ非ひすら、考えてしまうほどに。

　自分の足音が変わったことで、初めてぼくは階段を降り切っていたことに気づいた。苦笑しながら、駐ちゆう車しや場じようのアスファルトを踏みつけて歩き出す……と、

「おいっ」

　店を出たすぐそこにある手すりから、巳沙希が身を乗り出していた。微妙なふくれっ面つらで、手すりを摑つかんだ指を忙せわしなく動かしている。

「何だよ、巳沙希」

「十分！」

　首を傾かしげるぼくに、巳沙希はびしりと指を突きつけてさらに言った。

「十分、そこから動くな！　一歩でも動いたら失格にするからな！」

「失格って何だよ……」

「うるさい、とにかく待ってろ！　十分経たって、店から見覚えのある奴やつが出てきたら帰ってよし！　そういうこと！」

　……そういうこと、ですか。

　ぼくがした動作は二つ。肩を竦すくめること。足を動かさないまま、傍そばの縁えん石せきに腰を下ろすこと。

　十分後、ぼくは見覚えのあるバイト店員とたまたま一いつ緒しよに帰ることになった。




　巳み沙さ希きのおばさんは気さくないい人だが、夜遊びには厳きびしい。このバイトが終わる時間でギリギリだろうから、寄り道せず真っ直ぐ帰ることにした──ぼくはそれに加えて、ＰＣを持って再び外出する用事があるからという理由を持っているが。

　暗い夜道、ぼくたちに会話はない。ジーンズにＴシャツという身軽な私服に変わった巳沙希は、ぼくの横で俯うつむき加減に歩を進めている。こいつと無言はなんだか食いあわせが悪いな。

　この暗さの原因は──考えるまでもない。明日あしたのことだろう。巳沙希にとっては、実の兄が死んだという事実を否応なしに突きつけられるのがその命日という日だ。

　ふう、とやたら陰いん鬱うつな呼こ気きが聞こえる。視界の端で、ぼくは巳沙希がちらりとこちらの顔に視し線せんを向けるのを確かく認にんした。そしてまた俯いて、小さな溜ため息いきの繰くり返し。

　だから、そういうのをされるとこっちの調ちよう子しが狂うっての。

「お前の頭の中を当ててやろう……もしもそこの道から暴ぼう漢かんが飛び出してきたら、どう対処するか考えている。そうだな？　まずは低空ドロップキックで機き動どう力りよくを奪い、倒れた相手の鳩尾みぞおちに踵かかとを埋め込む。そして三角絞じめからの嚙かみつき攻こう撃げきで完全に戦意を喪そう失しつさせる、とか……」

　ぼくの言葉に巳沙希は顔を上げ、

「……ぼ、暴漢？」

　珍しく、僅わずかに不安げな表情で辺あたりに視線を走らせてから、彼女はぼそぼそと続けた。

「怖いこと言うなよ……店長も言ってたけど、最近はこの辺だって物ぶつ騒そうなんだからな……」

「む、予想外の反応。『ぐははよくわかったな澪れい。その通り、俺おれのルチャ殺法が開始二秒で炸さく裂れつするぜ！　さぁ、暴漢が出てきたときのためにトップロープを用意しろ！』とでも答えるのがぼく的にはお前らしいと思うのだが」

　さらにからかいの言葉をかけると、巳沙希はようやく自分の調ちよう子しを取り戻したようだった。普段ふだんは男勝りな彼女が、さっきのような弱気な隙すきをぼくに見せるのは滅多めつたにないことだ。その恥ずかしさを誤ご魔ま化かすためか、軽く頰ほおを膨ふくらませて咳せき払ばらい。それから横おう柄へいに腕組みして、

「そう言えばそうだ、暴漢程度にビビるなんて俺らしくない。なんでかな。じゃあ今のなし、やりなおしな。ほれ、もう一回言ってみろよ」

「うむ。ともかく予想するに、今のお前の頭はそういう蹴けって踏んで嚙みついてという残ざん虐ぎやく超人コンボのイメトレで占められているはずだと……」

「うわぁ、見事なコンボだ。あまりに見事すぎてガマンできない。暴ぼう漢かんが出なくても目の前の誰だれかにその一連の攻撃を繰くり出したい気分がプンプン高まってきたぞ」

「……とかいうのは冗談で、きっとお星様はどうして光ってるのかにゃと可愛かわいい妄想を脳内で繰り広げているに違いない、うん」

「それはそれでムカつくが……」

　巳み沙さ希きは深く息をついてから、ぽつりと呟つぶやいた。

「──こういうときは、普通なんだよな」

　彼女は迷うように瞳ひとみを揺らした。ひとしきり視し線せんを彷徨さまよわせて、最終的にぼくの目を射い貫ぬく。

「澪れい、お前さ。何か最近、悩んでるだろ？」

　むぅ。暗さを拭ぬぐうために話しかけたのだが、逆にこっちが心配されたぞ。

「そう、見えるか？」

　見えるね、とあっさり巳沙希は首しゆ肯こうする。ぼくは努めて普通に暮らしているつもりだったが、それはあくまでつもりだったというわけか。砧きぬた川がわにも見抜かれたし、こいつにもだ。

　ああ、ぼくは悩んでいる。答えが存在しない問いに悩んでいる。悩むのは止やめたはずだったが、疑問という獣けものはぼくの意志とは関係なく、思い出したようにこちらを襲しゆう撃げきしてくるのだ。

　だがわかっている。悩んでも仕方がない──そして誰だれにも助けは求められない。

　そう、誰にも。ぼく以上に悩める魔ま女じよにも。近く遠い世界に生きる友人達にも。

「別に……勘かん違ちがいさ」

「誤ご魔ま化かすなよ。ずっと見てたんだ、お前が普段ふだんと違うなんてことは俺おれにはわかりまくりなんだ。凄すごい遠い目をしてるときもあるし、死んだみたいにぼんやりしてるときもあるし──」

　話を逸そらすしかない。それ以外に何ができる？

「ずっと見てた……ほほぅ」

　ぼくが冗談めかして言うと、巳沙希は一いつ瞬しゆん怯ひるんだ後、開き直ったように顔を近づけてきた。

「わ、悪いか。幼おさな馴な染じみなんだ、隣となりに住んでるんだ、澪の姿なんか見たくなくても見えるさ。だから、その、よく知ってる奴やつが悩んでるのは気になるし、見てて苛いら々いらするし、なんとかできるんならなんとかしてやりたいって……友人としての好意で、な!?　だから」

　ありがとう、巳沙希。でも、すまない。ぼくはこう言うよりほかないんだ。

「むー、別に悩みはないが……そうだな、いろいろあって最近はちょっと疲れてたかもしれんなー。ここで一発、元気になりたいところではある」

「な、なればいいじゃないか。うん、悩みを解消できる方法があるんならいい。俺だってまぁ、何か頼まれれば手伝ってやらなくもない。トモダチだからな」

　いつかのことを思い出し、意地悪い考えがぼくの頭に浮かんできた。これなら笑い話で流れて、いつもの雰囲気に戻るだろう。ぼくは流血するかもしれないが、必要経費だ。

　ぼくは足を止め、巳み沙さ希きに向けてゆっくり両手を伸ばした。わざと下げ卑びた口く調ちようで言いながら。

「んじゃ、アレだ。バスト占いで元気になる方法を占うとするか──占い自体で元気になるかもしれんがな」

　下品な叫びはなく、テラ殺すなどという独創性溢あふれる罵ば声せいもなく。反応は、予想外。正反対。

　巳沙希はぼくの手を見つめて、それから薄うすい微笑を浮かべた。滑なめらかな頰ほお。長い睫まつ毛げ。綺き麗れいな唇。じっとぼくを見つめる瞳ひとみ。普段ふだんは微み塵じんも思わないのに、忘れていることなのに、ここに至って思い知らされた。眼前にいるこの幼おさな馴な染じみが……疑う余地なく、『女の子』であることを。

「……それで、本当に。元気になるんなら……いいよ」

　彼女は逃げなかった。それどころか、微かすかに胸を張って、睫毛を震ふるわせて目を閉じ──

　って、オイ。方向転換だ！　ルートを修正しろぼく！

　ぼくは多大なる労力を使って手の行く先を変え、巳沙希の触手をにょんにょんと引っ張った。

「うわたたた！　何するんだよっ！」

「その手は食わんぞ。またフェイントだろ、おそらくさっきのぼくは飛びつき腕十字を食らう一いつ瞬しゆん前。ふう、危なかった」

「それでなんで髪を……」

「一番弱点っぽかったから」

　その弱点を利用して奴やつはぼくの首を絞しめてきた。しまった、これは提ちよう灯ちんアンコウのアレと同じ、敵をおびき寄せるワナだ……！

　しばらく絞こう殺さつ死体の気分を味わい、ぼくはゲホゲホと咳せき込みながら電柱にもたれかかる。せっかく心配してやったのに、とか巳沙希は憤ふん懣まんだらけの呟つぶやきを続けていた。

　心配させたことは悪いと思う。だからぼくは微妙な真実の一片を説明することにした。

「あのさ。ぶっちゃけた話、明日あしたのことでな。ちょっと考えて、なんだか鬱うつになってたんだ」

「いきなり真ま面じ目めモードに戻るなよ──まあいいけど。明日って、その、兄貴のこと？」

「いろいろ思い出して、そのストレスで、なんか元気がなかったかもしれん。でも心配ない」

　ぼくは再び歩き出しながら言う。巳沙希は覗のぞき込むようにしてぼくに顔を近づけた。

「なぁ。明日の法事……来てくれるよな？」

「勿もち論ろんだ」

「そっか。兄貴、お前たちのこと可愛かわいがってたからな。絶対、来たら喜ぶよ」

「かもな。というかだな、さっきのぼくの台詞せりふはお前が言うことだぞ。暗い顔で溜ため息いきなんか吐つきやがって。毎年、この時期になるといつもこれだ」

「あ。えーと……それは……いや、なってたかもしれんけどさ。仕方ないだろ……」

　巳沙希が微妙に口を尖とがらせ、眉まゆを寄せた表情で頭を搔かいた。

「そりゃ、仕方ないっちゃ仕方ないが。いつも暴ぼう力りよく的てきなお前にメランコリックな仕し草ぐさとかされると、いくらぼくでも──」

「いくらぼくでも？」

　む、と口を噤つぐんだぼくを、巳み沙さ希きがじっと覗のぞき込む。その圧力に負けて、

「その……心配せざるを得ない、というかな。なんというか、お互い様だ、畜ちく生しよう」

「ふふ、お互い様だってわかってんだ、一応。じゃあ素直に聞いとくよ、ありがと」

「なら仕方ない。ぼくも素直にお前の心配を受け取るさ──悪いな」

　巳沙希が視界から消え、同時に背中が強く叩たたかれた。照れ隠しだろうが、ちょっと痛い。ふと気づくと、そこはもう家の前だった。巳沙希は朗らかな笑え顔がおで、自分の家の前に仁に王おう立だち。

「素直な澪れいなんて澪らしくない。気味悪いから、早く元気になってひねくれモードに戻れよ！」

　無言で敬礼を返す。くすりと息を漏らした巳沙希は家の門に手を掛け、そこで動きを止めた。

「あ、あと何か他ほかに言わなくちゃならんことがあったんだけど、えーと、なんだっけ……」

　思い出せない様よう子すで首を捻ひねっている。余よ韻いんを残して別れるシーンだろここは……しまらないやつだなぁ。それが天てん堂どう巳沙希という女だと言えばそうなのだが。

「明日あしたも会うんだし、そんときでもいいだろ。思い出したら言ってくれ」

「うん……ま、いいか。じゃ、また明日」

　安物の門が軋きしむ音が、二つ。平へい穏おんな家庭へと続く玄関が閉まる音も、二つ。

　無数の死体が蠢うごめく星空の下で、響ひびいて消えた。




　　　　３




　二階の仏ぶつ間まから下り、ぼくは天堂家の縁えん側がわにあぐらを搔かいて座り込んだ。学生服の詰つめ襟えりを脱いで、庭から吹き込んでくる風に前髪を揺らせる。

　居間にある時計を見れば、時刻は正午近く。法事は午前中いっぱいで終わった。切せつ華かも来ているが、さっき見たときは切華好きな天堂のおばさんに捕まって話し相手をさせられていた。

　ぼくの両親は既に隣となりの家に帰っている。ぼくは頭の中で喪も服ふくを着た二人のことを思い出していた。数珠じゆずを持って、真っ黒な服を着て、神妙な顔で項うな垂だれている二人。何かを懐かい古こするような顔で雪ゆき人ひとさんの写真を見上げ、嘆たん息そくと深呼吸の中間である息を吐く。死者を悼いたむ表情だ。ぼくは思ってしまった。ぼくの葬そう式しきでも、二人はきっと、こんな顔をするんだろう、と。

　胸が、軋きしむ。両親のことは特に好きでも嫌いでもないが、どういうわけか、きりきりと心しん臓ぞうが痛む。当たり前だ、子供が死んだら親は悲しいよな。きっと泣くはずだ。切華なんて凄すさまじく顔を不細工にして泣くんだろうな。でも、死んだ人間は、戻らない。二度と、戻ってこない。

　死んだ。

　人間は。

　二度と。

　見み慣なれた温かい庭が、不意にぼくを責めたててくるような気がした。ぎゅっと空気の密度が高まり、激しい敵意と不満をぶつけてくる。ここにいる資格。騙だましている。事実。ぼくの正体。運命。取り返せないもの。生きている条件。死んでいる条件……

　考えても仕方ない。止やめろ。止めろ！　ぼくは拳こぶしを固く握って、無益な思考を殺そうと、

「割れろー！」

「ぐわはっ!?」

　頭頂部に叩たたき込まれた殺人チョップに振り返ると、そこには不ふ機き嫌げんそうに仁に王おう立だちした巳み沙さ希きがいた。黒のワンピース（ツチノコ級にレアなスカート姿）だが、髪型はいつもと同じだ。

「……まったく、やっぱり、なんつーか……この、バカ……」

　などと口の中で呟つぶやいている。ぼくがいきなりの攻こう撃げきに不満の意を伝えようとしたとき、鼻先にずばっと白い指が突き出された。うおう、なんだか妙な迫力がある。

「買い物に行くぞ遊びに行くぞ。今から。付き合え。嫌いやだっつっても引ひき摺ずってく」

「な、なんだいきなり横おう暴ぼうな!?」

「うっさいな。行くったら行く！　ほら、さっさと着替えてこい！」

　目がマジだ。断ったら本当に殺されかねん。まあ、昔からこういう強引な誘いがなかったわけじゃないが……随ずい分ぶんと久しぶりだな。いや、ともかく、

「わ、わかったわかった。行くからそのリアルに血管が浮いた拳を早くしまってくれ。あ、でも先約があって、三時には抜けさせてもらうぞ。いいだろ？　なんか知らんが、それまでは全身全ぜん霊れいでお前に付き合うから」

　巳沙希の目がジト目に変わった気がしたが、しばらくして頷うなずいてくれた。安あん堵どしたのもつかの間、お出かけ準備カウントダウンがすぐに始まる。ぼくは全速力で家に帰った。

　自分の部屋のドアを開けて、ふと気づく。ノエーベトネＰゼＣルはどうすべきだろうか？　無む論ろん砧きぬた川がわとのときには持っていく必要があるだろうが、巳沙希と遊んでいるときにまで持っていたら流石さすがに不自然だ。一度取りに帰るか。いや、アヴェイラーズがいればなんとかなるだろうから、置いていっても別に──と思ったとき、机に置いていた携帯電話が振動でメールの着信を知らせた。巳沙希か、と思って携帯の液晶を覗のぞくと、

『磨ま斧ふ作さく針しん、成功である』

「うおっ！」

　ビックリした。メール添付で来やがったのか、確たしかにエベネゼルだ。解像度は低いが、縦たて長ながの画面を埋め尽くすようにしてピンクの小象＆ブルマ少女とその吹き出しが表示されている。

『発展系を模索していた』

　無意味に勤勉な野郎だ。こいつは今では他ほかのプログラムを利用したり、ピクセルデータを書き換えているのか、本来のゲーム中にはないアニメパターンで軽い動作を見せたりなどという嫌な成長を見せてきている。画像情報そのものに憑ひよう依いしている精神体、ということだろうか。

　エベネゼルはぼんやりした瞳ひとみのまま、不満げに口を小さくした。つまり尖とがらせた。

『だが、ここは窮きゆう屈くつである』

「自分で入ったんだろが。しかし……くそ、それなら嵩かさ張ばらん。先読みしてＰＣから移動しやがったのか？　折せつ角かくお前と離はなれられる理由ができたと思ったんだがな」

『疑問。単独行動は避さけるべき。基本自動治ち癒ゆはともかく、致命傷による意い識しき喪そう失しつ、暫ざん定てい死しからの復活には我われが不可欠である。体育教科時に我を手放すことすら憂ゆう慮りよし一考すべきと再要求』

「そう言えばそれもあったな、畜ちく生しよう。結局、選択肢はない──嫌いやでもお前と行動を共にせんといかん、というわけか。わかっちゃいるが気に入らないな」

　不ふ機き嫌げんさを隠すことなく、ぼくは言う。しばし間があり、ブルマ少女は唐とう突とつな言葉を紡つむいだ。

『……我が嫌いなのか？』

「恋する乙女おとめみたいなことをストレートに言うな。気持ち悪い」

『看かん過かできない発言と認にん識しき。我々は一いち蓮れん托たく生しようのパートナーである。武ぶ運うん長ちよう久きゆうを祈るため、最低限の信頼関係の醸じよう成せいは必要だと思われるが』

　ぼくは自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らした。

「何が信頼関係だ。目的のためにお互いを利用してるだけだろう。馴なれあう必要はない──ぼくはぼくの意志で戦っている。お前の言いなりになってるわけじゃないってことを忘れるな」

　眼前の瞳ひとみは悲しげに見えるが──馬ば鹿かな、錯さつ覚かくだ。ぼくは息を一つ吐いて、気を切り替える。

「仕方ない。今日きようはこれで行け。ＧＰＳ付きだから地図も出せるし、問題ないな」

　エベネゼルも今の話題に固こ執しつする気はなかったのだろう、簡かん単たんに返答した。が、

『受理。これを通常形態にはしたくないが、止やむを得ない場合の予行演習としてててててて』

「ど、どうしたっ」

　ブルブルと画像が震ふるえる。いや、携帯自体も震えているのか。またメールだ。

『……くすぐったい、と表現』

「いろいろとＰＣとは勝手が違うな。つーか頭が邪じや魔まだ──お前の存在自体が常に邪魔だが。とにかくちょっと消えろ。読めん」

　メールは今度こそ、巳み沙さ希きからだった。内容は……うおう、数学の問題だ。

《只ただ今いまのカウント・マイナス１８５。マイナス５＝１ナックルとして現在何ナックルか求めよ》

　はっと時計を見ると、まずい、カウントダウンはとっくの昔にゼロを通り越している。

　３７発（＋これからのタイムロス÷５、小数点以下切り上げ）も殴られたら死んでしまう。これは引っ掛け問題に違いない。正しい答えは、謝あやまり倒せば０になるかも、だ。

　ぼくは慌てて服を着替え、携帯をポケットに突っ込んで家を飛び出た。
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　まず巳み沙さ希きに連れて行かれた場所で、ぼくの財布はえらく軽くなった。別に何かを買わされたとかそういうわけではない。ただ単純に、負けたからだ。もーボコボコに。

　ぼくはずーんと肩を落としながら、高校生・暴ぼう力りよく団だん関係者お断り、と大きく書かれた扉を開けて外に出た。はっきり言ってしまえば、駅前のフリー雀ジヤン荘そうの扉を。高校生、しかも生徒会長の身で堂々とルールを破った隣となりの女は、にっこりと笑ってぼくの肩を叩たたいてくる。

「澪れいと卓を囲むのも久しぶりだったけど……まあ、今日きようはツイてなかったな！」

「こんなことになるなら麻雀マージヤンなんか教えなけりゃよかったよ。昔のぼくは何を考えてたんだ？」

「まぁまぁ、次は俺おれが奢おごるからさ。ゲーセン行こうゲーセン。久しぶりに！」

「それもぼくの金のような気がするのはなぜだろう……？」

　ぼくらは街を適当にぶらついた。強引にぼくを誘ったわりに、巳沙希には目立った目的もないようだった。思いつきであれをしようこれをしようと言っては、強引にぼくを引っ張っていく。ゲーセンのガンシューや大型筐きよう体たいのドライビングゲームで反射神経を競いあった後は、小腹が減ったので再び駅前へ。クレープの屋台で、「お前はいつものブルーベリーでいいのか？」とついでに注文すると、なぜだかやけに嬉うれしそうな顔をしていた。幸せそうな顔でクレープを食べている姿は、やっぱり見た目だけで言えば、まぁもにょもにょ。黙もく秘ひ権けんを行使する。

　ともあれその間、ぼくは巳沙希と遊ぶので手一杯だった。一いつ瞬しゆんでも気を抜いてぼんやりすれば巳沙希がぼくを睨にらむので、そうせざるを得なかったのだ。だが結局のところ、巳沙希はぼくの一番近くにいる男友達のようなものだったから、今日のぼくは条件反射的に──今までの、怠たい惰だに、そしてある意味気楽に日々を過ごしていたぼくに戻っていただけなのだろうと思う。

　二人でベンチに座って口を動かすだけになった頃ころ、ぼくはそれにようやく気づいていた。

　隣の巳沙希を見る。ぼんやり遠くを見つめてクレープを嚙かんでいるだけだった。ぼくが気を抜けば不ふ機き嫌げんになるくせに、実のところ巳沙希自身もしょっちゅう上うわの空そらになっていたのだ。

　わからなくもない。ぼくらが育ったこの街には思い出が多すぎる。あのゲーセンは老舗しにせだから、きっと巳沙希も雪ゆき人ひとさんに連れられて遊びに行ったこともあっただろう。加えて、ゲーム中には死なんて単語が出ることもある。その事実を思い出すことは避さけられない。今日という日は、やはり巳沙希にとっては兄の命日以外の何物でもないのだ……

　ぼくはクレープを食べ終え、ふと近くの街頭時計を見上げる。二時五十分。

「そろそろ？」

「ああ。悪いな、ちょっと約束があるから」

　深呼吸のような音が聞こえて、

「聞いたよ。その、ひょっとして……砧きぬた川がわさん？」

「ん？　いや、違うが」

　建前的には、砧きぬた川がわの隣となりにいるのは謎なぞの銀髪外人である。あそう、と巳み沙さ希きは無関心に頷うなずいた。

「でもまだ家に帰るのも早いし……切せつ華かでも呼ぶかな。暇ひましてた？」

「さぁな、お前の誘いなら来るだろ、適当に遊んでやってくれ」

　ベンチから立ち上がって、んじゃ、と軽く挨あい拶さつすると、巳沙希も携帯を操そう作さしながらおざなりに手を振った。ぼくが歩き出さずにいると、巳沙希が怪け訝げんな顔を上げる。むう、ちょっと言いたいことがあったんだが……いざとなるとなかなか恥ずいな。昨日きのうと違って昼間だし。

「えーと。そうだ、昨日言いかけてた話は思い出したか？」

「昨日言いかけてた話って？」

　心底きょとんとした顔で返してくる。うお、今日きようは話の存在すら忘れてるのか。ジャブの話題すらカウンターで反はん撃げきしてくるとは、さすが巳沙希だ。常にぼくの予想の上を行く。仕方ない、むず痒がゆいのを我慢してストレートに行こう。

「なんつーか……昨日の続きだったんだろ、これ？　ぼくを遊びに連れ出したの」

　図ず星ぼし。巳沙希が視し線せんを逸そらすのを見て、ぼくは苦笑した。

「ありがとな。けっこう面おも白しろかったし、気晴らしになったよ」

「そっか。なら、いいけど」

　視線を逸らしたまま、巳沙希は小さく言ってくる。

「んで、お互い様その２な。また暗くなってるぞ、お前も」

「……そう？」

「そだよ。まぁ、今日はしょうがないが……なんつーか、負けっぱなしは我慢ならん。メランコリックな気分になったら麻雀マージヤンでボコボコにしてさらにメランコリックにしてやるから──そんな気分になったらまた言え。できるだけ付き合ってやる」

「……バカだな。さらに凹へこむのは澪れいのほうだ。負ける気がしない」

　巳沙希は薄うすい笑えみを漏らし、ほれさっさと行けよと手を振った。やれやれ。『運が悪くなる』という反動の推測が正しければ、それも充分にありうるぞ。手加減してくれることを祈るか。

　しばらく歩いてぼくが振り返ると──

　遠くに見える彼女は、素す晴ばらしく幸福感を漂わせる笑え顔がおで、携帯を耳に当てていた。




　顕化アピアランスの感覚は、全身の薄皮が一いつ瞬しゆんで剝はがれるようなものだ。悪お寒かんと冷感をまぜこぜにしたような違和感に背筋を一つ震ふるわせてから、ぼくは携帯の液晶を眺めた。

『とりあえず周囲に反応はない。予測不能、緊きん褌こん一番、注意せよ』

「ハイハイ」

『誠意ある返答を求める。之これが懐かい宝ほう夜や行ぎようの行為であるのは事実であり、我われとしては他ほかの手段を』

　携帯を閉じ、ぼくは身を潜ひそめていた裏路地から出る。一瞬だけ携帯が振動するが、それだけだ。何かあれば着メロを鳴らす決まりにしたから、単なるエベネゼルの抗こう議ぎだろう。

　三時ジャスト、ぼくは駅の改札口に向かった。券けん売ばい機きの前にはそれなりのスペースがあるが、ネクタイやら何やらの妙な出店と待ちあわせをする人々で結構な混雑ぶりだ。

　その中、大きな柱に背中を預けて、砧きぬた川がわは待っていた。腕時計を忙せわしなく眺めている。服装は──ううむ、微妙にファッショナブルだ。カーテンみたいなスカートに、温かそうなカーディガン。どれも落ち着いた色彩のもので、砧川の静的な気配けはいと相あい俟まって妙に大人おとなびて見える。見み慣なれている巳み沙さ希きとかはともかく、私服になると女は雰囲気が変わるな。

「待ったか」

　ぼくが声を掛けると、飛び上がるようにして砧川は背筋を伸ばした。

「う、い、いいぇっ？　ぜんぜんぜん、待ってなくているです！」

「脳の言語野に異常を来たしているようだな。なんでそんなに緊きん張ちようしてるんだ」

「え、えっと、一応、これ、でーと、みたいな……もので……あ。でも、その、宵よい本もとくん……」

　砧川の目が、何だか哀れな人間を見るものに変わった。おまけに深い溜ため息いきもつきやがる。

「な、何か問題があるのか」

　ぼくは改めて自分の身体からだを見下ろした。走りやすいスニーカー、スラックスに半はん袖そでのシャツ。いずれ女姿になることを考こう慮りよして、できるだけ女でも不自然でない服を選んだつもりだったが。

　何か気合を入れるような深呼吸が数回聞こえ、そして砧川は勢いよく顔を上げた。今まで見たこともないほどに、瞳ひとみに力が籠こもっている。

「ありえません。その服は」

「……そんなに駄だ目めか」

「もう、ダメダメです」

「ダメダメなのかっ？」

「犯罪級です。悪目立ちだってしてます」

　両の拳こぶしを握にぎり締しめ、ぼくにぐいと顔を近づける砧川。うっ、目が据すわってるんじゃないか？

「ま、まぁ……囮おとりなんだし、目立つのは悪いことじゃ」

「悪目立ちだって言いました！」

　ぎゃあ、なんだか魔ま女じよ様はお怒りのようですぞ。

「……宵本くん、せっかく綺き麗れいなのに、そんな格好で……勿もつ体たい無さすぎです。女の子は、もっと考えなくちゃいけません。男の子みたいに適当なのは、ファッションに対する冒ぼう瀆とくです」

　むぅ、『ここだけは譲ゆずれないこだわり』みたいなものが砧川にもあったということだろうか。

「だがなぁ。ぼくは所しよ詮せん男なわけだし、こんなときにバッチリ似合う女物の服が簞たん笥すに常備されてたら、それはそれで問題が大アリだろ？」

「──そうですね。だから」

　と、砧川は不意に満面の笑えみを浮かべた。凄すさまじくイヤな予感がする。

「まずは女のコの服を買いに行きましょう」

「……誰だれの？」

「決まってるじゃないですか。さあ、行きましょう。囮おとり作戦なんですから、何をしても同じですよね？　ただ歩くよりは、気が紛まぎれていいですよ」

　予感、的中。

　嬉うれしそうな顔の砧きぬた川がわにがっしりと手を摑つかまれ、ぼくは何年かぶりに心からの悲鳴を上げた。

「嫌いやだぁぁぁぁっ！」




「サイズはどうですか？」

「……あ、ピッタリみたいです、どうも」

「そうですか、よかった。大きいサイズになると、どうしても数が少なくなりますのでねぇ」

「……羨うらやましいです、よね」

「ええ、まったく」

　試着室の外で交わされる店員と砧川の会話にげっそりしながら、ぼくは窮きゆう屈くつに身体からだを締しめつける──大きなブラと小さなパンツを見下ろした。砧川センスが選んだ、微妙にフリルが付いた可愛かわいらしいものだ。へっ、ここまで来ちまったぜ……と自虐の笑えみを鏡かがみの中の銀髪女に対して浮かべてから、ぼくはのろのろと真新しい服を身に着けた。スリムジーンズに、胸元が大きく開いたピンクの服（女物の服の名前なんて知るか）。ブラとか見えんじゃねーの？　と気になって胸元を覗のぞき込み、その気になったことがまた鬱うつになる。ぼくは今まで着ていた服が入った紙袋を持ち上げ、無気力に肩を落としつつ試着室のカーテンを開けた。

「あ、ちゃんと着られました？」

「おう……」

　パンプスは絶対に転ぶ、有事の際に大変だ、と主張したおかげで、靴はスニーカーのままで砧川は許してくれた。それに足を突っ込みながら、ぼくは店員に商品タグをまとめて渡す。

　いろいろと紆う余よ曲きよく折せつあったのだが、代金は割わり勘かんということで砧川と話はついている。その点については感かん謝しやしなくてはならない。二人で会計を済ませ、間延びした店員の声を聞きながらぼくたちは洋服店の自動ドアをくぐった。

　女物の服を一式買い揃そろえたことで、砧川のテンションは次第に平静に近づいてきていた。どこか申し訳なさそうにしながら、彼女は上うわ目め遣づかいにぼくの様よう子すを窺うかがう。

「その……やっぱり、嫌でした？」

「今更、どうでもいいよ……これから必要になる事態がないとも言い切れんし。一人だと絶対に買えんから、丁度よかったのかもしれない。怒ってないから、そんなビクビクするな」

　砧川はほっとしたように胸を撫なで下ろした。ちらと眼鏡めがねの隙すき間まからぼくを見て、

「でも、ご、ごめんなさい。私、その、お洋服とか見て回るの好きで、しかも誰かに選んであげるのなんて初めてだったから」

「ま、一つくらいはそういう部分があってもいいと思うぞ。お前は自己主張しなさすぎるし。にしても、なんだか」

「なんだか？」

「このぼくの頭の中は一応男で、んでクラスメイトで、なのに喜んで裸見たり着替え手伝ったり一いつ緒しよに下着とか見て回ったりするのはどうよとかちょっと思うわけだ」

「よ、喜んで裸見たわけじゃないですけど……え、宵よい本もとくんは宵本くんですけど、今は女の子だし、あぅぅう、でもそう言われると……なんだか……恥ずかしくなって、きたかも」

「それよりも……簞たん笥すに入ったこの服を妹とかに見られた日には、ぼくの人生は終わるな。そりゃもうサックリと」

「き、気をつけてくださいね」

　とりあえずの目的を果たして、ぼくたちは囮おとり作戦を続行することにして歩き出した。初めのうちはそれなりに警けい戒かいもしていたのだが、敵がこちらを襲おそってくるような気配けはいはまったく感じられない。なんとなく携帯を取り出してエベネゼルを見るが、にゅっと現れたブルマ少女は『問題無』とだけ告げてきた。砧きぬた川がわのバッグの中にいる帽子様にも聞いてみたが、返答は同じ。

　大通りを無目的に進む。そこで気になるのは、ちらちらとぼくに向けられる通行人の視し線せんだ。

「なぁ、今度は普通に目立ってるような気がするんだけど」

「宵本くん、綺き麗れいですから」

「ナンパされないことを祈ろう。銀髪は外人みたいに見えるんだっけな。まったく日本人は……今時外人さんなんてそこかしこにいるじゃないか」

　そのときだった。ヒュ～ドロドロ、と典型的なお化け屋や敷しき音楽がぼくの携帯電話から流れ出てくる。同時、砧川の鞄かばんからも、「代替魔術師ポステリオルマギスがおる、前方じゃ！」との声。近くの通行人が怪け訝げんな顔をしたが、変な着ボイスだと思ってくれたのだろう、すぐに通り過ぎる。

　ぼくたちは即座に人込みの中をダッシュする。走りながら携帯電話を取り出そうとして四苦八苦するぼく。だがその必要はなかった。しばらく走ると、通りの向こうに見えるカフェテラスに目立つ金髪が見つかったからだ。ああ、確たしかに代替魔術師ポステリオルマギスがいるな。

「……ほら見ろ、外人さんはあんなとこにも座ってらっしゃる」

　ぼくは半はん眼がんになって呟つぶやき、それからのたのたとそのカフェテラスに近づいていく。

　やぁ、とこちらに気づいたその女は片手を挙げて挨あい拶さつしてきた。その動作で着ていたマントがずれ、外国の女子高生じみた服装と、手足の包帯が明らかになる。しかも頭には巨大なヘッドホンだ。耳が覆おおい隠されている。どこかで聞き覚えがある服装だな。

「奇遇だな。座って茶でもどうだ」

　彼女──レンテンシアが平然と言うのを聞き、ぼくと砧川は顔を見合わせる。無視するわけにもいかず、言われた通りにぼくたちは彼女と同じテーブルについた。睨にらんで問う。

「……何してんだ」

「うん？　君たちと同じことをしている、というところかな」

　テーブルに両りよう肘ひじをつき、レンテンシアは切れ長の目をさらにいたずらっぽく細めた。

「ぶらぶらしてるんですか？　って、あう」

　また天然を発揮する砧きぬた川がわの頭をぺちりと叩たたいてから、ぼくは眉まゆを寄せた。

「ぼくたちの狙ねらいはわかってる、ていう顔だな。どういうつもりだ」

「一人よりは二人、二人よりは三人、だろう？　何にせよ、私達がここにいることをドルイドに気づいてもらわなければ何にもならないのだし……お互い利用しあおうではないか」

「利用しあう、ね……あんたはぼくたちの敵じゃないと言った。それはいいだろう。この間会ったときも、あんたはぼくたちを襲おそったりはしなかったし。で、それをふまえて聞くぞ……はっきりと答えろ。あんたは、ぼくたちの、味方なのか？」

「あまり建設的ではない言葉遊びだな」

　レンテンシアは唇を微び苦く笑しようの形に歪ゆがめた。

「敵ではないが、味方かと問われると微妙なところだ。共きよう闘とうする意味での味方ではないかもな」

「共闘できない……？　じゃあ、あんたの目的は何なんだ？」

「それはこの間、君に言ったことと変わらない──選択肢を与えること。判断を委ゆだねること。だから今の私の第一目的は、ドルイドの代替魔術師ポステリオルマギスに接触すること、ただそれだけだ」

「あのー。いろいろわかりませんけど……学校でわたしを助けてくれたのは？」

「なりゆき、と言っておこうか。もしあれが代替魔術師ポステリオルマギス本体でも、その場で根源闇滓ルート・アンシイを奪うようなことはしていなかったさ。とりあえずは、私はドルイドを見つけてもすぐに攻こう撃げきしようだの殺そうだのという考えは持ちあわせていない」

　何を吞気のんきなことを、とアヴェイラーズが鞄かばんの中で毒づくのが聞こえた。

「中立ってことか」

「そうとってもらっても構わない──が、立場は流動的だ。先のことはわからないよ。とりあえず私のことはいないものとして扱ってくれ。路ろ傍ぼうの石ころのようなものだ」

「勝手なエルフさんだな……」

「ふふ。妖よう精せいというのは、基本的に勝手で気まぐれなものさ」

「えと……とりあえず、囮おとり作戦を手伝ってくれるってことですかね」

　砧川が首を傾かしげつつ呟つぶやき、鞄かばんの中でアヴェイラーズが鼻を鳴らした。ぼくは携帯を取り出し、エベネゼルにもエルフの協力を告げる。それを見て、不意にレンテンシアがマントをごそごそと探った。出てきたのはスライド式の真新しい携帯である。ぶっちゃけ言おう、似合わない。

「いい機き会かいだ、電話番号を教えてくれ」

「別にいいが……エルフと番号交換するのはさすがに初めてだぞ……」

　レンテンシアは砧川にも目を向けたが、さすが砧川だ、彼女は携帯を持っていなかった。

　そうこうしていると、タイミングを窺うかがっていたらしい店員が営業スマイルで近寄ってくる。

「ご注文はお決まりですか？」

「む。少し待て」

　レンテンシアはテーブルにあったメニューを開き、ぐいっと目を細めた。顔にちょこんと乗っている鼻はな眼鏡めがねの位置を細かく修正しながら、たっぷり時間をかけてメニューを眺め──

「読めん」

　と、軽く閉じた。それから店員に向かって、横おう柄へいに胸を反らしつつ聞く。

「ほうじ茶か緑茶はあるか」

「え、えーと……申し訳ありません、うちには、ちょっと、その。ジャスミンティーやウーロン茶などならございますが」

「せっかく日本にいるというのに、中国茶はないだろう……仕方ない、麦茶でもよい」

　店員が困惑しているのがありありとわかる。少々お待ちください、と彼は店長らしき人物のところに駆けていった。すぐに戻ってくる。

「麦茶、いけるそうです。ウーロン茶のお値段になりますが？」

「ああ、それで頼む」

　それから店員が不安げにこちらを見たので、ぼくたちは彼を助ける意味を込めて、アイスコーヒーとミルクティー！　と素早く注文してやった。ほっとしたような顔で厨ちゆう房ぼうに戻る彼の後ろ姿を見て、ぼくは思う。きっと事務所にある休きゆう憩けい用ようの麦茶が出てくるな。

「えと、その鼻眼鏡は伊だ達てじゃないんですか？」

「ああ。目のピントは常に遠くに合っているようなものだ。遠くのものなら数キロ先まで見えるのだがな……エルフという種族の体質か。近くのものはどうにも見えにくくていかん」

　砧きぬた川がわの言葉に答えつつ、彼女はマントを探って何かを取り出していた。

　コンビニで買ったと思われる、みたらし団だん子ご（五本入り）だ。

　とろんとした目でそれを見るぼくらに気づき、エルフはきらりと眼鏡を光らせて言った。

「好物なのだ。やらんぞ」




　のんびりと茶など啜すすっていると、次第に店が混み始めてきた。

「すみません、只ただ今いま満席でございまして……」

「そうですかー。相席ってわけにもいかないし、待つですか～？」

「ボクはどっちでもいいよっ」

　なんだか聞き覚えのある声だ。そっと振り向くと、げ。草そう太ただ。無む論ろん女連れで、サングラスをかけた背の低い女性を横に侍はべらせている。休日にも拘かかわらず草太の格好は制服姿だが、ぼくは別段意外には思わなかった。今までにも何度か制服の草太と街で出会ったことがある──言うまでもなく、それは奴やつが学校のあった前日からお泊りでずっと遊んでいるからだ。止やめる様よう子すがないことからして、その放ほう埓らつさを諫いさめるものはいないのだろう。草そう太たの家族関係など聞いたことはないが、いろいろ複雑なんだろうなという気配けはいはこれまでの付き合いでなんとなく感じ取っていた。

　地味なスーツ姿の女と制服姿の草太。その奇妙な取りあわせをちらちら窺うかがっていると、不意に草太の目がこちらを見た。まずい──いや、ぼくはぼくでないからまずくないのか。ならばあいつは誰だれを見てる？　その疑問に答えるように、あっ、と彼は腕を伸ばした。その指先にいるのは、

「こないだ見た変な外人さんっ」

　団だん子ごと麦茶を交互に口に運ぶレンテンシアだった。草太は無害小動物男の擬ぎ態たいをしていることも忘れ、ふらふらとこのテーブルに近づいてくる。お前、デート中なのにそれはいいのか。

　ぬいぐるみの如ごとき完かん璧ぺきな笑えみで、草太はレンテンシアに話し掛けた。

「……こんにちはっ。日本語だいじょぶ、ですか？　ボク、おねーさんみたいな人と一回、話してみたくって。突然なんですけど、お友達になりたいなっ、て……えへへ。あの、ダメ……？」

　最後には顔を赤らめて、恥ずかしそうにモジモジだ。全国のショタ好き女性は感かん涙るいすることだろう。上うわ目め遣づかいで見ているのは、レンテンシアの腕──草太の体重が前に掛かっていることから見ても、どうやらいきなり腕ハグで落としにかかるつもりのようだ。

　そのとき、不意にエルフの目が鋭するどく細められた。それは例えるなら、狩人かりうど、狙そ撃げき手しゆ、あるいは処刑人の如ごとき。獲物を逃さぬ鋭えい利りで真しん摯しな集中力の体現たる瞳ひとみだった。子供が見ればそれだけで泣き出すかもしれない。張り詰めた緊きん張ちよう感かんを一いつ瞬しゆんで身に纏まとった彼女は、がたっ！　と険しい顔のまま椅い子すを蹴けって立ち上がった。同時に、マントの中に右手を突っ込んでいる──

「うお、ちょい待て！　ナンパされたからってそんなもん抜くな！」

「れ、レンテンシアさんっ!?　だ、駄だ目めですよっ」

　ぼくは銃を抜こうとする彼女を慌てて制止しようとする。砧きぬた川がわも同じだが、腰が引けていて今にもテーブルの下に隠れてしまいそうだ。草太はと言えば、

「あわわわ、ごめんなさいーっ！」

　びょーん、と身を翻ひるがえして大きく飛び退のき、運の悪いことにそこには草太を回収しようと近づいてきた女性が立っていた。もつれあって倒れる──顔が双丘に挟まっているのはわざとか？

「むに……あ。そう言えば、デート中だった……」

　当然、そう言えばじゃないですぅっ、などと女性は舌足らずな言葉で怒った。それから周囲に愛あい想そ笑わらいを向け、大きなサングラスを顔からずり落としながら草太を引ひき摺ずって去っていく。

　とりあえずの危険は去ったか。ぼくは椅い子すに座りなおしながら、横目で遠ざかる草太をちらちらと観かん察さつしていた。引き摺られていた彼は起き上がり、謝しや罪ざいするように頭を下げてから隣となりの女性の腕に抱きつく。そして歩き出しながら──彼は肩越しに、こちらを振り返った。

　彼は一いつ瞬しゆんだけ、薄うすく、本当に薄く笑ったように思えた。ぼくの錯さつ覚かく、気のせいかもしれなかったが。

　瞬まばたきが終われば見えるのは草そう太たの後ろ頭だけになり、それもすぐに雑踏の中に消えていく。

　ぼくはなんとなくむず痒がゆい心地ここちのまま、その理由を考えつつ顔を戻す。と、そもそもの元凶であるエルフ様はまだマントを探っていた。ややあって腰の後ろあたりから何かの包みを取り出し、満足するようにうむうむと頷うなずいて椅い子すに戻る。

「そう言えば柏かしわ餅もちも買っていたのだった。早く食べないと鮮せん度どが落ちる……む、美う味まい」

　ぼくはジト目になって、

「もしかして……今までのこと全部、眼中になかったとか」

「……何の話だ？」

　この人はマジで言っている。ぼくはぐったりと脱力した。

「参考までに聞いとくと、ナンパとかどう思う？」

「ナンパとは？」

「そうだな……わかりやすく言えば。初対面の男に『ハウマッチ？』と聞かれるようなものか」

「あの、宵よい本もとくん。それはちょっと違うのでは……」

　砧きぬた川がわの訂正が入るより前に、レンテンシアがむっと眉まゆを寄せた。

「最低最悪の侮ぶ辱じよく行為だ。もし私がそんなことをされたら、耳の一つでも吹き飛ばすだろうな」

「そ、そうか。気づかなくて幸せだったな……本当に」

「軽けい薄はくな男は好かん。前にもしつこく女に絡からむ男達を見てな、つい銃を抜いてしまったことが」

「気づかなくて幸せだったな！　本当に！」

　小首を傾かしげて餅に戻るレンテンシアを見つつ、ぼくは戦せん々せん恐きよう々きようの心持ちでコーヒーを啜すすっていた。エルフさんは思ったより過激なのでセクハラ発言は禁物、と心に留めておく。

「それにしても、愉快なカップルだったな。草太め、あんな大人おとなの女性ともいちゃいちゃか」

「機き波なみくんらしいといえば、らしいですね……わたし、全然気付かれませんでしたけど……」

　暗い溜ため息いきをつく砧川。気持ちはわからんでもないが。

「気づいてても話かけなかっただけかもしれんだろ。そんなに気にするな」

「そ、そうですね……話しかけられたくなかったのかもしれませんし。相手が相手でしたから」

「ん？　お前、さっきの誰だれか知ってるのか？」

　言うと、え？　というような顔で砧川がぼくを見つめた。

「知ってるも何も……古文の先生じゃないですか。新任の。髪型とか変えてましたけど、気づかなかったんですか？」

「うお、マジか。そういや聞き覚えのある声のような気もしたが、そうか……なんて奴やつだ、あいつ。節せつ操そうがないにもほどがある。恐れを知らない男だな」

　草太が去っていったほうを眺め、ぼくたちは二人して感心と戦せん慄りつの混じった息を吐く。

「麦茶のおかわりを頼む」

　レンテンシアはマイペースに店員を呼んでいた。




「あ、やっぱり満席か……どうする？」

「お姉ちゃに任せるよーぅ」

　ぴしり、とぼくは動きを止めた。聞き覚えのある声・その２。砧きぬた川がわがそちらを見ていることに気づき、慌ててぐりんとその頭を摑つかんで前を向かせたが、遅かった。

　む、と触手女の目が細められる。それはぼくへの死刑宣告。事態をさらにややこしくする合図だ。くそ、可能性としては充分有り得ることだったのに……どうしてこの事態が予見できなかったんだ、ぼくは？

「こんにちは、砧川さん。相席、いいかな？」

「ふぇっ？　えと、その──」

　ぼくを見るなレンテンシアを見るな。だがその躊ちゆう躇ちよが致命的、こちらに歩いてきた巳み沙さ希きはさりげなく椅い子すを滑すべらせ、ぼくらと同じテーブルに座っていた。

「別に話の邪じや魔まとかはしないからさ。ただ座らせてくれれば」

「もう、巳沙希お姉ちゃは……ごめんね、砧川さん」

　ちゃっかりと切せつ華かも座り、このテーブルには微妙な空気が流れるだけになる。平然と茶を啜すすりつつこちらを見るレンテンシアに、ぼくは『一般人だ。気をつけろアテンシヨン！』とアイコンタクト。

　自分達が頼んだ飲み物を啜りながら、巳沙希がふと砧川に視し線せんを向けた。

「それにしても、外人さんの知り合いが多いんだな。こっちのコは……えと、どこかで見た気がするんだが」

　砧川が何か失言する前に、ぼくが勝手に答える。

「み、ミオです。屋上にいたときに会いましたね。ぼくと砧川さんが」

「ぼく？」

「あ、あはーははは！　日本語の一人称はいっぱいあって難しいですネッ」

「それにしては流りゆう暢ちような喋しやべりだけど……まぁいいか。こっちの……ウェスタンな人もお友達？」

　えいくそ、ぼくと言ったからにはぼくで通さなくては駄だ目めか？

「ぼくの、友達デス」

「レンテンシアだ。ミオとはつい最近知り合ったばかりだが、よろしく。ああ、この包帯は気にしないでくれ。別に怪け我がをしているわけではなく、その、何と言うか……趣味だ」

　おお、この人はさらりと面おも白しろいことを言う。

「ふーん、てっきり宗教的なアレかと思ってた。知らないけど。大丈夫、俺おれは別に異文化のファッションに文句つけたりはしないぞ」

「砧川さん、国際的だったんですねー。お兄ちゃなんかは『ガイジンなんかと話して得られるものはないね』とか言いそうだけど」

「でもあいつ、とりあえず変なモンに手を出す癖くせがあるから。案外積極的かもよ……砧きぬた川がわさん、この二人は澪れいと面めん識しきあんの？」

「え、ぇぇえと。何と言いますか……あるような、ないような」

　その物言いはあると言っているのと同じだぞ。変に誤ご魔ま化かして致命的な墓穴を掘る前になんとかしたほうがいいか。噓うそは真実とほどよく混ぜてこそ効果があるという話だしな。

「ぼくは、顔と名前は知っている、という感じですね」

「そうだな。二、三度、話をしたくらいだ」

「そぅ……じゃあ、別にあいつのことを話題にしてもいいわけだ。いい機き会かいだから、砧川さんとかとゆっくり話したいと思ってたんだ。あいつのこと」

「ど、どうしてですか」

「んー？　いや、最近何か変だからさ。幼おさな馴な染じみとして、変なアイツ見てるとちょっと気になるんだよ。ちょっとだけな。切せつ華かだってそうだろ？」

　いきなり話を振られた切華が、ぶぴゅると行ぎよう儀ぎ悪くオレンジジュースのストローを鳴らす。

「ま、まぁねー。いつも変と言えば変だけど変だけどー」

　この野郎、家に帰ったら覚えていろよ。

「……確たしかに、あまり一般的な生き方をしている人間には見えなかったな」

　うっ、常じよう識しき人じんと期待していたエルフさんまで。こうなれば頼りは砧川だが──

「変……です、かね。私には、いつもの宵よい本もとくんに、見えますけど」

　砧川がそう言うと、巳み沙さ希きは半はん眼がんでその顔をじーっと眺めた。独白のように小さく呟つぶやく。

「いつもの、ね……あんたがそれを言うか……ふーん」

「ど、どういう意味です……？」

「ああ、いや、その。何つーかな。えーと……」

「巳沙希お姉ちゃ」

　口くち籠ごもる巳沙希を見て、子供っぽく氷を嚙かみ砕くだいていた切華が助け舟を出した。

「あのね、お姉ちゃだけじゃなくて、この場にいる全員が、どーもそういうことについてはニブイみたいだから、はっきり言っちゃったほうがいいと思うのよ思うのよ」

　テーブルの視し線せんが集まるのを確かく認にんし、切華は続ける。

「えと、最近お兄ちゃが変なのは、砧川さんとイロイロあったからじゃないかと思ってる。だからお兄ちゃと砧川さんの間に何があって、今どーいう関係なのかちょっと教えて欲しいなー、って巳沙希お姉ちゃは言いたいの」

「わ、こら、切華っ」

「うきゅう……でもでも、これくらいはっきり言わないと言わないとー」

　切華の首を絞しめていた巳沙希が、恐る恐るといった感じで砧川に視線を向ける。砧川は瞬しゆん時じにロボット化し、ガチガチと肩を縮ちぢめて俯うつむいた。当然、動力の過負荷で顔は発はつ熱ねつしている。

「え、えと。その、別に、何も──」

「それは噓うそだ。それだけはわかる。前にあんた、片思いとか言ってたじゃないか」

「うう。でも、こんなところで、そんな話……」

　砧きぬた川がわは『本人がいる前で』という意味で呟つぶやいたのだろうが、当然ながら巳み沙さ希きはそうは取らなかった。店を見渡し、それもそうだと頷うなずく。

「わかった。じゃあ場所を変えよう。そうだな……どうしよっか」

「女のコ同士の内ない緒しよ話ばなしは裸の付き合いでってのがセオリーだよーぅ」

「おう切せつ華か、でかしてる。よし、じゃあ最近できたあそこのスパに行こう」

「え……ええっ？」

　砧川の驚おどろきの声を無視し、巳沙希はテーブルのレシートを取り上げた。そのとき、ぼくの耳に「スパとは何だ」とレンテンシアがそっと囁ささやいてくる。

「風ふ呂ろとプールが一いつ緒しよになったようなトコだよ」

「ふむ。それはちと遠えん慮りよさせてもらわねばな」

　彼女は腕の包帯をちらりと見やって言った後、突然に厳きびしい表情で明後日あさつての方向を指差した。

「な、なんということだ！　満面の笑えみの暴あばれん坊将軍が駿しゆん馬めであちらから駆けてくるぞっ!?」

「えっ？　うそっ？」

　ぼくたちが反射的にそちらを見やり、ていうか内容も状況もおかしいし、と一秒未満で気づいて顔を元に戻したときには──もうレンテンシアの姿は消えていた。

　残されたのは、代金ちょうどの小銭と、麦茶のコップと、団だん子ごと柏かしわ餅もちのゴミ。

「むっ……逃げたな。こんな必死にエスケープるとは、あんたらにも何か後ろ暗いところがあるのか。となると、これはいよいよそこのミオちゃんにもついてきてもらわないといけない」

「ご、誤解だっ。ぼくは何も……」

「えへへー。無む駄だですよーぅ。逃がしません」

　肩の重みに気づけば、いつのまに回り込んできたのか、切華がぼくと砧川の首に手を回していた。事態を面おも白しろがっているのか何なのか、妙に力が込められている。全力で抵抗すればさすがに逃げられるだろうが、切華から脱出したとしても、問題は……

　レシートを握あく殺さつしながらにこりと微笑ほほえむ巳沙希を見て、ぼくと砧川は無言で顔を見合わせた。




　　　　５




　つい半年ほど前に駅前にできたばかりのその施設は、大きく東西に伸びた横長の外がい観かんを持つ建物だった。大きなガラス張りの入り口をくぐった先には広々としたロビーがあり、奥まった場所にメインカウンターが設置されている。

「で、でもわたし達、何も準備してきてないですしっ」

「切せつ華か達もだよー。大丈夫、全部レンタルできるからー」

　先を進む切華、その後ろにぼくと砧きぬた川がわ。さらにその後ろに、ぼくたちを逃がすまいと目を光らせるハンター巳み沙さ希き。

「ど、どうしましょう……」

「確たしかにこんなところを敵に襲おそわれたら最悪だ。なんとか隙すきを見て逃げる。無理なら可及的速すみやかに話を済ませて脱出するぞ」

「いえ、そういうことではなくて……」

「なに内ない緒しよ話ばなししてるんだ？　後ろがつかえてるからさっさと選ぼうぜ」

　巳沙希に急せかされ、ぼくたちはひたすら受動的にカウンターで水着とタオルをレンタル、逃げ出す隙も見つからないまま東ひがし館かんの連絡通路へ。その先に休きゆう憩けい所じよと更衣室があった。脊せき髄ずい反射で男子用のほうに足を踏み出しかけ、ぼくははっとした。砧川の言う通りだ。敵がどうこうとかいう問題ではない。どうするのだ、どうすればいいのだ!?

「ほら、入った入った」

　巳沙希に押されるようにして女子更衣室の中へ。ぼくにとっての未み体たい験けんゾーンは、なぜだか不ふ可か思し議ぎにいい香かおりがした。男子用とは明らかに違う、ねっとりしたピンク色の空気がひたすらに満ちている。駄だ目めだとはわかっていてもぼくは人間である以上、活動するには目を開けていなければいけないわけで、目を開けていればここは更衣室であるために着替えをしている女性の方々が無防備に肌を晒さらしている姿が、

「み、ミオさんっ！」

　背中を押され、ずどどど、とぼくは更衣室の奥へ連れ去られる。砧川はぼくの肩を抱くようにして部屋の角すみに身体からだを向けさせ、切せつ羽ぱ詰つまった小声で囁ささやいてきた。顔が真まっ赤かになっている。

「いいですかっ。絶対に、絶対にですよ。絶対に、後ろを見ないで着替えてください。わたしたちも、誰だれも、見たら駄目です。見たら、いくらわたしでも、本気で怒りますからっ……」

「わ、わかったわかった。そんなに目を血走らせて言うな。でもだな、今のぼくは一応女で、みんなと同じ身体の構造をしてるんだから、そんなに」

「それでもですっ……」

　マジ泣きしそうな顔だったので、ぼくはそれ以上砧川をからかうことを止やめた。

　そう、冗談だ。ぼくにも男のプライドってものがあるんでね。とはいえ──胸にコンナモノを被かぶせている時点で、それを言う資格があるのかどうかはひどく怪しくなっているのだが。

　壁かべに向かって重油のような息を吐きつつ、服を脱いでのろのろとブラを外す。肩口から覗のぞき込んでそのサイズを確認したらしい切華が「うわスゴ」などと背後で呟つぶやいたが、聞かなかったことにした。




　このスパは大きな楕だ円えん形けいの浴よく槽そう（温水プール？）が中央に一つ、その周囲に泡あわ風ぶ呂ろや足湯などバラエティ溢あふれる浴槽がいくつも設置された構造をしている。家族連れやカップルなど、男女で風呂を楽しむという新しん鮮せんな娯楽に惹ひかれて来た人々が思い思いに湯を味わっており、明るい喧けん騒そうが湯煙と混じって高い天てん井じように反はん響きようしていた。

「よし、準備は整った！　システム・オール・グリーン！」

　明るい水色のビキニを身につけた巳み沙さ希きが、泡立つ浴槽に身を沈めて宣言した。その隣となりには紺こん色いろのシンプルな水着（ぶっちゃけ、スク水に見える）を着た切せつ華か。その二人と向かいあうようにして、まるでお揃そろいみたいに地味なワンピース水着を着たぼくと砧きぬた川がわがいる。

　疲れたような愛あい想そ笑わらいを浮かべている砧川に、巳沙希は仄ほのかに紅こう潮ちようした顔を近づけた。

「さあ教えてもらおうか。何があった何をしたキリキリ吐けぃ」

「お、お姉ちゃ、そんな拷ごう問もん取とり調しらべ官かんみたいなこと言わなくても……もっと具体的に聞いていこうよ。で、もう告白はしたの？　したんでしょ？」

　あうぅ、とぼくを見る砧川。残念だがここにいるのはただのミオちゃん、手助けはできない。

「し、したような……気も……します、けど……」

「ドコで？　いつ？」

「えと、体たい育いく館かんの裏で──一週間くらい、前に」

　おーぅ、と巳沙希と切華が揃そろって妙な息を吐いた。外人のコメディ映画みたいだ。

「ベタベタじゃないか……一番あいつが苦にが手てそうな」

「でも、王道だよっ。女の子の憧あこがれ憧れっ。で、返事は？」

「返事は、その……よく、わかりません。だけど、その、付き合ってるわけじゃないのは絶対で、そもそもお付き合いを頼んだわけじゃないし、ああでも、そうなればいいというのは、ないわけではなくて、私にも、どう思われてるのか、わかんなくて……」

「わ、ストップストップ。ちょっと纏まとめる時間を切華にちょうだいね？」

　んー、と指を口に当てて考えてから、切華は不意に驚きよう愕がくの表情になった。

「た、大変なことに気づいたよーぅ。大前提、『告白した』」

「『でも付き合ってない』」

「でも、一いつ緒しよにごはん食べたりして、仲良さそうだったよね」

「ああ。事実推定、『その告白で何らかの関係が生まれた』」

「補足、『告白の相手はあのお兄ちゃ』……わぁ、まずいよ、普通の人がしないことも、お兄ちゃならやりかねないよーぅ」

　巳沙希はふっと無表情になり、砧川の肩を正面から摑つかんだ。その全身をじろじろ眺め回す。

「着やせするタイプなんだな……セックスアピールも充分だ。なあ、正直に答えてくれよ」

　瞳ひとみに憐れん憫びんのようなものを浮かべ、巳沙希は重々しく砧川に尋たずねた。

「結けつ論ろん、『付き合ってないけど肉体関係だけ強要されてる』とか、そういうのじゃないのか？」

「ち、違いますそれはもう絶対にそんなことは！」

　おい、お前たち……ぼくを一体どんな奴やつだと思ってるんだ？

　ジト目のぼくをよそに、巳み沙さ希きと切せつ華かは勝手な思い込みで砧きぬた川がわを浴よく槽そうの隅に追い詰めていた。

「なぁ、正直に。どこまでやらされたんだ？　恥ずかしいのはわかるが、大事なことなんだ」

「あぅぅぅ。どこまでって……きゃあっ？」

「たとえば、こんなふうに揉もまれたとかー。あ、すっごくいい形してるー。美乳だねっ」

　本気かギャグか、切華は砧川に抱きつくようにしてその身体からだに手を這はわせていた。お前、まさかそっちの趣しゆ味みが……？　砧川は湯をばしゃばしゃと飛ばしながら、必死で切華に抵抗。

「ど、どこも何もされてないですぅっ。さ、触らないで、くださいぃぃ」
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「あ、話は変わるけど、初めて会ったときには眼鏡めがねかけてなかったよね。どうしてかけるようになったの？　いきなり目が悪くなったわけじゃないよね？」

　切華のワザに湯の温度に巳沙希の迫力、その三つに処理能力をパンクさせられた砧川が、のぼせたような赤い顔でぼんやりと答えた。

「それは……宵よい本もとくんが……かけてたほうが、可愛かわいいって、言ってくれて……」

　一いつ瞬しゆんで空気が固まった。巳沙希と切華の表情は愛あい想そ笑わらいのまま。次に機き械かい人形のように顔を見合わせてから、またギシギシと砧川に視し線せんを戻す。笑え顔がおのままなので、逆に怖い。

　はっと失言に気づいた砧川は、慌てて湯船から出た。周囲を見回し、隣となりにあった一人用の浴槽に逃げるように飛び込む。なるほど、そこだったら直接的な圧力からは逃れられるだろう。

「ほ、本当に、何も……ただ、それで、お友達になった、だけで。ええ。何も、してないです」

　湯から首だけ出して言ってくる砧きぬた川がわに、切せつ華かと巳み沙さ希きは肩を落とした。なーんだ、と口々に呟つぶやいて、泡あわ風ぶ呂ろの縁ふちに腰掛ける。ぼくもいい加減暑くなってきたので二人に倣ならった。

「うあー……んじゃあ、最近のあいつが変な理由とかって、ホントに全然知らないのか？」

　全然知りませんわかりません、と首だけ砧川。巳沙希はぼくにも同じ質問をするが、

「ふ、普段ふだんの宵よい本もとさんなんて、ぼく、知らないので。最近おかしいとか言われても」

「そっかー」

　力ない息を吐いた後、巳沙希は高い天てん井じように溜たまる湯煙を呆ほうけたように見つめていた。

　同じようにぼくも天井を見上げた。ゆらゆらゆらゆら、自由で自由な煙が踊っていた。

　ひどく遠く、ひどく近く、籠こもった人の声。ぼくはそれに取り囲まれている。軽いカーブを描く天井を眺めたまま、薄うすく目を閉じてみた。切華と巳沙希が世間話しているのが聞こえた。突然に話を振られた砧川がわたわたと天然な答えを返すのが聞こえた。笑いさざめく声、誰だれかが足で湯を搔かき混ぜる音、子供の飛び込みで高く水しぶきが上がる音、それを諫いさめる母親の声。

　ぼくとは全く無関係に、ぼくを包む、世界の音だ。

　それは、とても普通で──でもここに来なければ、その存在に気づけなかった。だったらそれは特別だということだろうか。わからない。そんな思考は野や暮ぼだ、と足元の温度と周囲の音が囁ささやいたのでぼくはそれに従った。

　その安あん寧ねいの時間は十分ほど続いただろうか。今度は意い識しきせずに、瞼まぶたが落ちてくる。それにはあえて抵抗せずに、思考すらも湯の中に溶かして、ぼくは半はん眼がんになって世界を眺めた。

　湯煙はとても幸せそうで。足元の湯はとても温かくて。

　誰かの笑い声があって、ああ、それはとても普通で特別で──

　ふと気づけば、巳沙希がぼくの顔を覗のぞき込んでいる。

「んー……そーいう物もの憂うげな顔、どっかで……誰かに似てるような気がするんだが」

「え？　あ、あはははは。気のせいデス間違いないデス」

　ぼくは笑って、巳沙希も笑って、そして、

　砧川が倒れていることに気づいた切華が、甲高い悲鳴をあげた。




　──それでもいい。幸せな。笑い声。悪くない──

　畜ちく生しよう。何を考えていたんだ、ぼくは？

　決して忘れてはいけないことがあった。このままにしておいてはいけないことがあった。

　ぼくたちが、幸せで温かなこの世界になじめない、理由があった。

　のぼせて倒れた砧川を休きゆう憩けい所じよに運び、ソファーに寝かせる。

　そこで砧川は嘔おう吐とした。

　砧きぬた川がわを励ます切せつ華かの声を聞きながら、巳み沙さ希きと一いつ緒しよに吐と瀉しや物ぶつを片づけながら、

　ぼくは生まれて初めて、本気で誰だれかを呪のろい殺したくなった。

　誰か？　くそったれだ、対象は決まっている。だが、そいつは既に、

　死んでいるのだ。もう一度言う。くそったれ。




　　　　６




　もうすっかり日が暮れた、いつもの公園。ベンチに座り、隣となりには砧川。囮おとり作戦は完全に失敗し、家へと送る途中だ。切華と巳沙希とはもう別れている。あの後はひたすら謝あやまり倒していたが、悪いのは彼女達ではない。無む論ろん砧川も悪くない。悪いのは──

「気づけなくて、悪かったな。忘れてた──くそ、忘れてた、だって？　馬ば鹿かか、ぼくは」

　愚おろかな羽虫を集める街灯を睨にらみながら、ぼくは虚こ空くうを罵ののしった。着替える暇ひまがなかったので、ぼくは未いまだ女性形のままだ。籠こもる熱ねつ気きに、長い髪が鬱うつ陶とうしい。

　砧川が頭を振り、服に髪が擦こすれる音が聞こえた。

「宵よい本もとくんは悪くないです……私の、せいです。ごめんなさい」

「謝あやまるなよ。温度を感じなかったら、風ふ呂ろなんて一番危険な場所じゃないか。ぼくが、もっと」

「ただ、のぼせただけです。そんな、温度とか、変なことは、ありません……ごめんなさい」

　横目でその顔を窺うかがう。あれから大分経たっているので、もう顔色はいつもと同じになっている。いつもと同じ──？　そう、いつもと同じだ。砧川と言えば、の表情。

　街灯の頼りない光を受けて、その目め尻じりから何かが輝かがやいて零こぼれた。ぼくは目を逸そらす。

「ごめんなさい……いろいろ、うっ、迷惑を……あんなこと……」

　嗚お咽えつ。ぼくはそれを止める術すべを持たない。

　ぼくは逃とう避ひのように蛾がの群がる灯火を眺めて、多少なりとも有意義な思考に身を浸す。

　囮作戦は失敗だ。敵は全く動かなかった。奇き襲しゆうをかける隙すきならいくらでもあったはずなのに。レンテンシアがいたからか？　いや、二人きりの時間のほうが多かったのだ。関係ない。

　ドルイドの本体はどこにいるのか。どうしてぼくたちを襲おそってこないのか。奴やつによる闇滓アンシイの摂取を把握できないのはなぜか。疑問だけが相変わらず無数に残り、ぼくは思い知らされる。

　砧川のことも、敵のことも、全すべて、

「考えが……甘かったんだと、思います」

　心を読んだかのように、砧川の声がする。ぼくは隣に目を向けなかったが、彼女のほうが立ち上がり、ベンチの前に歩いていった。数秒間だけ街灯を見つめてから、ぼくに身体からだを向ける。

　ぼくが、かもな、と頷うなずくと、砧川は首を横に振った。赤い目──でも、穏おだやかな顔。

「違います。宵本くんは、一いつ生しよう懸けん命めい、いろいろ考えてくれました。駄だ目めだったのは、わたし。一生懸命じゃなくて、必死さが足りなかったのは、わたし」

「そんなことは」

「いいえ。やっぱり、甘かったんです。わたし、宵よい本もとくんに甘えてました。自分では考えることもせずに、何ができるのかも考えずに、ただ宵本くんの優やさしさに甘えて……あはは、幸せだな、って思ってもいたんですよ。馬ば鹿か、です、よね……」

　ぼくはお前を笑わない。笑えない。馬鹿なのはぼくも同じだ。呪い殺されるべき愚かさ。

「でも、このままじゃいけないって、ようやくわかりました。甘えてるだけだったら、きっとわたしはずっと、宵本くんに迷惑をかけ続ける。ただ足手まといみたいになって、何もできないまま、何もしないまま、終わっちゃう。それは、嫌いやなんです。わたしは、宵本くんの足手まといには、重荷には……なりたくない」

　砧きぬた川がわの瞳ひとみがぼくを見み据すえる。まただ。彼女はまた、強い彼女になった。その強さは、後がない捨て身の必死さと紙一重のものに思え──なぜかぼくにとっては哀かなしく、眩まぶしい。

「じゃあ、どうする？」

「いろいろと、考えました。敵を、ドルイドを倒して、根源闇滓ルート・アンシイを奪う方法を」

「見つけたのか？」

「ひょっとしたら、というものですけど──」

「ほう。やるな。見直した」

　心から言ってやると、砧川は嬉うれしそうに目を細めた。そして、ぼくは耳を疑う。

「前提として、聞いてください。これからわたしは──代償魔術を使うことを惜しみません」

「何？　ちょっと待て、それは本末転倒だぞ。根源闇滓ルート・アンシイを奪うのは、そもそも」

「本末転倒がどちらか、考えました。このまま見つからなければ、全部が無む駄だになっちゃいます。代償魔術ペインマジツクは、空飛ぶ箒ほうきみたいに、攻こう撃げき以外のこともいろいろとできます。それを使って敵が見つけられるんなら、このまま終わりを待つよりも、ずっと──」

「しかしな……」

「根源闇滓ルート・アンシイが手に入れば、最終的にはお釣りが出ると思います。何にしろ、このままだと打つ手がない……そうでしょう？」

　砧川には不ふ釣つり合あいな、自信と決意を含んだ言葉。本気を感じ取り、ぼくは大きく息を吐いた。

　正せい論ろんだ。正論に過ぎる。そして正論に相反するのは、いつだって感情だ。

　つまり障害は、ぼくが納得できるかどうか。ただそれだけ。それだけ、なのだ──

「宵本くん、言いました。わたしのこと、相あい棒ぼうだって」

　彼女は目を逸そらさず、ぼくも目を逸らさない。

「二人で戦うのが、相あい棒ぼう、です。だから。わたしだけ安全なところで、何も傷つかずに宵本くんを見ているだけなんて──できません。絶対に」

　やれやれ。自分の言葉を引き合いに出されては仕方がない。結構頑固だったんだな、相棒。

　ぼくは降参のポーズで両手を挙げ、砧川は赤面しながら息を吐いて、ごめんなさいと謝あやまった。




　ベンチに座って、作戦会かい議ぎが始まる。珍しいことに議長は砧きぬた川がわだ。

「ドルイドも、闇滓アンシイを摂取しなくては生きられないのは確かく実じつです。でも、わたし達が感知する、闇滓アンシイの多い悪人のところには一回も姿を現さない。この理由は何なのでしょう」

　ぼくはさっと手を挙げた。

「気合一発、我慢している」

「愚おろかな小僧。限度があろうが」

　何だか久しぶりのような気がするが、砧川の膝ひざの上で、顔の浮いた帽子がぼくを罵ののしる。頭にピンクの小象を乗せたブルマ少女エベネゼルも、携帯の中で『肯定』と発言だ。裏切り者め。

「じゃあ他ほかに何があるんだよ」

「無む理り矢や理りに他の可能性を考えれば……儂わしらが普段ふだんは感知もしない、悪人ではなく、微量の闇滓アンシイを持っているだけの通常人から奪っているのかもしれぬな」

「そんなことができるのか？」

『可能性としては。だがそれでは絶対的に暖だん衣い飽ほう食しよくならず、闇滓アンシイが不足すると推定』

　エベネゼルの表示をアヴェイラーズと砧川にも見せると、帽子はしゃがれ声で補足した。

「無理に弱い闇滓アンシイの者から集めるとすれば、何十人となく摂取せねばなるまい。それは手間がかかりすぎる──だからこそ、その方法は儂らの常じよう識しきの埒らち外がいであるが」

「仮にそうだと仮定すると、どうしてドルイドはそんな面めん倒どうなことをしてるんだと思います？」

「それは……やっぱり、ぼくらと鉢はち合あわせすることを恐れてるんじゃないか」

「そうですね。でも、それはやっぱり面倒で、デメリットがあることで……それを『続けられている』というのは、向こうに確かく信しんがあるからだと思うんです」

「どういう意味かの？」

「つまり、ドルイドは念には念を入れて、わたし達と鉢合わせする可能性のある行為は『絶対に』しないことにしている、とか」

　いつになく饒じよう舌ぜつな砧川は、さらに続ける。

「次に向こうの立場で考えます。どうして『わたし達と鉢合わせするかも』と思うのか」

「そりゃあ……ぼくらがどこにいるかわかんないからだろ。食事んときはほとんど食べる瞬しゆん間かんしか顕化アピアランスしてないんだし」

『同意。顕化アピアランスしていない代替魔術師ポステリオルマギスの闇滓アンシイを感知できる存在はいない』

「それは当然じゃ。いかにドルイドが感知に優すぐれておっても、の」

「アヴェイラーズの感知レベルはどれくらいなんだ？」

　ぼくが聞くと、帽子は小さく唇を尖とがらせて答えた。

「顕化アピアランスした代替魔術師ポステリオルマギスの感知は、凡およそ目に見える範はん囲いほどじゃ。その者が魔ま術じゆつを使えば、その瞬しゆん間かん的な現象干かん渉しよう闇滓アンシイは数キロ圏内ほどまで感知できようが」

『我われも同程度である』

「ん？　今更な疑問だが、悪人闇滓アンシイの感知は目に見える範囲程度じゃなかっただろ？　何もしてないのは同じっつーか、代替魔術師ポステリオルマギスのほうがどう考えても感知しやすいような気がするが」

「元々、代替魔術師ポステリオルマギスの闇滓アンシイはある程度抑制されておるわ。その程度の隠おん密みつ性せいがなくてどう戦う」

　ぼくは肩を竦すくめて納得を表現。砧きぬた川がわも頷うなずいた。

「じゃあその、アヴェイラーズ達の能力をふまえて……さらにドルイドは感知に優すぐれている、と仮定してその能力を推測すると。例えば顕化アピアランスしているだけの代替魔術師ポステリオルマギスの位置を、アヴェイラーズの魔ま術じゆつ感知みたいに数キロ圏内で把握できる力を持ってる、とか。ありえますか？」

「ふむ……その程度なら、常じよう識しきの範はん囲い内ないか。ありうるかもしれぬな」

「もしそれが正しかったら、利用できるかもしれません」

　砧川はアヴェイラーズを被かぶり、ぎゅっと目を閉じて──顕化アピアランス。禍まが々まがしさを具そなえる黒衣、錆さびた鎖くさりが身体からだに巻きついた魔女の姿。女性形になってるぼくと共に、この場に二人の代替魔術師ポステリオルマギスがいることになる。あるいは、ドルイドがそれを感知しているかもしれない──

「……なんとなく、わかってきたぞ。これで、ぼくたちがこの公園にいるということがドルイドにもわかったんだとすれば」

「そうです。ずっとここから動かなければ、ドルイドの『わたし達と鉢はち合あわせするかも』という前提が崩れます。一いつ瞬しゆんで駅前とかに行けるわけじゃないですし」

　砧川の頭の上で、帽子がぎょろりと目玉を動かした。

「なるほど。奴やつの感知能力を逆さか手てに取るわけじゃな。絶対に儂らと鉢合わせしないと確かく信しんできれば、奴も定石通り多量の闇滓アンシイを持った人間を襲おそうやもしれん。カスのような闇滓アンシイをいくら集めたところで、腹は一杯にはなっておるまい。ここぞとばかりに動くかもしれんぞ」

「ただ、一つ問題があるな」

　と、ぼくは口を開く。

「敵が狙ねらいをぼくたちだけに絞っている──というか、この街にいるかもしれない他ほかの代替魔術師ポステリオルマギスとは敵対しておらず、ドルイド自身その存在を知られていないならば、という条件がつくぞ。その条件下なら奴の行動に偶然以上の危険性は発生しないから、そこで初めてこの作戦の有効性が考えられるようになる」

「他の代替魔術師ポリテリオルマギスか。おるやも知れぬし、おらぬやも知れぬ。じゃがドルイドはこうまで慎重な奴じゃ、たとえおったとしても、一度に多方向へ注意を向けねばならん愚ぐは犯していない──そやつに攻こう撃げきは仕掛けていないと推測しても構わんであろう。ただそれにしても、ここにおらぬ一人に対しては考こう慮りよせねばなるまいが」

「あっ……そう言えば、レンテンシアさんが、いましたね……ど、どうしましょう」

「そこでこの文明の利器が登場する。ちょっと待ってろ。ていうかエベネゼル、何度も言うが邪じや魔まだ。とりあえず消えろ」

　ぼくはブルマ少女が画面外に隠れた電話を使い、登とう録ろくしたばかりの番号を選び出してコールした。ほどなくして相手が電話口に出る。エルフと電話とは、なんとなく新しん鮮せんな感覚だ。だが長話する必要はない。二言三言会話しただけで用件は済んだ。

「ど、どうでした？」

「隠れ家でもあんのか、なんか山のほうにいるらしい」

　山間部は境さかい森もりの北に広がっている。ぼくたちは北東部付近の公園にいる。人間が多い市の中心部に対しては、エルフのほうが遠くにいるから──

「問題はないだろ。しばらくそこで顕化アピアランスしたまま動かないように頼んどいた」

　砧きぬた川がわは胸を撫なで下ろし、帽子は何やら片目を歪いびつに細めていた。何か言いたそうだが、無言だ。

　ともあれ、こちらでできるだけの準備をしたのならば、後は運試しのようなものだ。考えるべきはその次のこと。

「で、ドルイドがお食事に行ったとして、どうすんだ？　また急いで追っても、逃げられたら二度と同じ手は通用しなくなる。ぼくは今日きようは椅い子すを持ってきてないし……」

「追いません」

「は？　折せつ角かくのチャンスなのに？」

「今日は、敵の正体を《見る》だけに専念したいと思います」

　合点がいったように、とんがり帽子がその身体からだを揺らした。

「なるほど、遠見の魔ま術じゆつじゃな。当たりをつけたご馳ち走そうの闇滓アンシイが減り始めたら、それを使って敵の外見を確かく認にんする、というわけか」

「んなもんがあったのか。確たしかに、敵のツラが分かれば選択肢は格段に増える。ぼくみたいな顕化タイプで姿が変わってたとしても、服とか持ち物とかヒントはいくらでもあるしな」

「じゃがメイコ、お主はあれに慣なれてはいまい？　儂わしが感知した先をすぐさま映し出せるか？　あれは術者のイメージ力が成功率を左右する。精度的に難むずかしいぞ」

「はい。それは、えと、エベネゼルさんに手伝ってもらいたいです」

　それを聞き、携帯の中のブルマ少女が寝ね惚ぼけた半はん眼がんのままに首を傾けた。頭の上でピンクの小象がずりおちかけている（無む駄だに芸が細かい）。それを見て砧川があっと何かに気づいて口を押さえたが、ぼくは砧川の言いたいことを既に理解していた。

「大丈夫だ、ＧＰＳがついてる。これでも地図は出せるはずだぞ」

「あ、それならよかったです……」

　地図があれば、砧川もその場所をイメージしやすくなるだろう。ともあれ、それで作戦は決まった。魔女はベンチに膝ひざを揃そろえて座り、深呼吸しながら精神を集中している。

　ぼくは──ぼくにできることは、呆ほうけたように砧川の横顔を見つめているだけなのだろうか？　馬ば鹿かな。すべき行動がないのならば、頭を働かせろ。予測しろ。推測しろ。そして……覚悟しろ。時間は敵だ。いざというときに躊ちゆう躇ちよしないように、あらゆる可能性を覚悟しろ。

　ドルイドについて妄想程度の意味しかない思考を巡めぐらせつつも、ぼくは砧きぬた川がわの横顔から目を離はなせなかった。そこから感じるのは、静せい謐ひつな強さ。ひどく澄んだ、洗練された決意の意志力だ。

　変わったな、と思う。

　内気で陰気で暗いだけの、教室の空気と同義であった砧川から。変わった理由は何だろうか。

　考えるまでもない。代替魔術師ポステリオルマギスになったからだろう。世界が塗ぬり潰つぶされるその激変に無変化を固持できるものなどいない。きっとぼくとて例外ではないのだろう。変わっているはずだ。自分では気づかない、気づきたくないけれども──それを見る誰だれかにとっては、決して看かん過かできない変化。だからこそ巳み沙さ希きも切せつ華かも、ぼくに対して似合わない心配のようなものを──

　待て。ぼくは目を細める。記き憶おくの奥底で、音がした。嚙み合ってはならない歯車の、軋きしみ。

　そうだ、ある日突然死んで。代替魔術師ポステリオルマギスになって。戦うことを強要されて。変化を起こさない人間はいない。ぼくも、砧川も、そして……ドルイドも、きっと。ならば？

　正体についての推定。『最近、変化を起こしている可能性がある』。

　──だとすると、周囲の人間もなんとなくそれに気づいて。巳沙希が言っていた。ぼくも思っていた。なんか嫌いやなことでもあって荒れてるのかも──

　──自分も言っていた。悩みがあるから。どうしようもない現実について。ああ、ぼくも、砧川も、思っている。どうしようもない現実について──

　──『ぼくたちの近くにいる学校関係者の可能性がある』。その通りだ──

　──『砧川を殺せる理由を持つ人物の可能性がある』。さあ、あの優男は何と言っていた？　思い出せ。ぼくのことなんかどうでもいい。トラックは事故と考えればそれで済む。砧川に関してだ。自分の世界から明日いなくなっても全然困らず、だから名前を覚える必要もない。ああ、それは……ころしてもいいと、簡かん単たんに思えるほどに？　力があれば。もし力があれば、目め障ざわりな不良達を殺してやってもいいと言っていた。殺人は禁きん忌きの意味を持たないのか──

　確かく証しようはないまま、ただ戦せん慄りつと共に、次々と情報が合致していく。歯車の軋きしみを、感じる。

「──宵よい本もとくん？　えと、どうかしたんですか？　怖い顔ですけど」

　砧川の顔を見ながら、ぼくはさらに思い出していた。

　三つの推定材料以外に、もう一つ。第四の疑わしきがある。

「今にして思えば──大おお袈げ裟さ、だったな。どうにも」

「へ？　何が、ですか？」

「昼間の喫きつ茶さ店てんのことだ……ああ、やりすぎだと言えば、やりすぎだった。レンテンシアがいきなり立ち上がって。マントの下に手を入れて……怖かったよな、砧川」

「はぁ……それは、まぁ。あんなとこで銃とか乱射されたら」

　ぼくは大きな息を、長く長く吐いた。

「大慌てで飛とび退のくほど、怖かったんだろうか。実際には美人の外人が立ち上がっただけだぞ。びっくりして逃げるくらいならともかく、あんな大おお袈げ裟さな回かい避ひ行動なんて取る理由はない。そう──もともとあいつが銃を持ってると知ってれば話は別だろうが」

「っ。それは、それは、まさか？」

「わからん。ああくそ、わかるわけがない。確信なんてない！　だけど、そう仮定すると上う手まくいくんだ……どうやって複製影人イミテーターを作っているか。どうとでもなるさ。いつも誰だれかと二人きりだ。女だけじゃなくて、男にも近づけるかもな。いつだか教室でそんなこともあったし」

　怪しい──全すべてが怪しく思えてくる。耳元での囁ささやきに、呪じゆ文もんが混ざっていたら？　肉体に触れるのが手段だったとしたら？　腕ハグなんて不自然な行為が方法だったとしたら？　ああ、あの三人組が倒れていたところにあいつがいたことも、それは当然のことだ。隠して悩んで、しかしどうしようもなくて、ただ自じ暴ぼう自じ棄きに快楽に溺おぼれるようになって──

　そっと、声。そして、そっと、手。

「まだ、決まってないですよ。確かく信しんはない、って言いましたよね？　考えすぎるのは、駄だ目め」

「……ああ。そうだ……そうだな」

「予想が外れたら、いいですね」

　その言葉に、ぼくは目を伏せた。自じ嘲ちようの笑えみが漏れる。

「ぼくはきっと、ひどい人間だ」

「なんですか、いきなり」

「確たしかに、この妄想が現実になったら困る。嫌いやだ。外れていて欲しい──けどな。ぼくは確かに、心のどこかで思ってもいるんだ。『あとは証拠だ。証拠さえあれば、今すぐにでも問題は解決するのに』ってな……ぼくは簡かん単たんに誰かを切り捨てられる、冷たい人間失格なんだ」

「今は仮定の話だから、ですよ。そういうときは考えることだって仮定のものなんです。実際に問題を目の前にすれば、きっと別の考えになります。だから──本当にそうなってから、どうするか考えましょう？　とりあえず、今は……そうじゃない確信を得られるように、わたし、頑張りますから。えと、その、応援していてくださいっ」

「お前の頑張りはあんま関係ないような気はするが……わかったよ。そうする」

　握られた手の感触は、とても柔らかく、温かい。だけどその温かさはきっと、一方通行。

　全すべてを喪うしないつつある彼女は、それでも、照れたように笑っていた。

　周囲に動くものはなく、ただ、時と間きだけが近づいてくる。

　この笑え顔がおの持ち主が、生きるために、自傷する時と間き。




　──そして。

「メイコ！　減っておる、出おったぞ！」

　同時、ぼくの携帯からエベネゼルの姿が消える。その下にあったのは、境さかい森もりの駅や市庁舎などだけが示された簡易的な地図だ。中心部の十字は、駅にほど近い場所にある。

「駅の南側で、この位置だから──ぼくたちが初めて一いつ緒しよに闇滓アンシイ狩りをした近くだぞ」

　砧きぬた川がわはぼくの差し出す携帯をじっと眺めてから、ベンチを立つ。が、歩き出すことなくそこにしゃがみ込んで、ちらりとぼくの顔を見上げた。先読みして、答えてやる。

「嫌わない。もう慣なれたさ」

「あの、その……ありがとう、です……」

　はにかむように言いながら、彼女は足あし下もとの砂を引ひっ摑つかんで、

　それをおもむろに自分の眼窩に捻じ込んだ。

「ああっ……あああああああああああ！」

　地面に手をついた砧川の頭が震ふるえると、顔の下で広げられた掌てのひらに雫しずくが──涙が、零こぼれてくる。

　砧川はその左手に息を吹きかけてから、

「──《落涙はフオール・彼方のダウン・水面へとミラーズ・捧ぐテイアーズ》──」

　前方に向かって手を振り、涙を飛ばした。すると一ミリリットルにも満たなかった水滴が、破裂するように膨ふくらむ。純然たる新円、まさに鏡かがみのような平面が中空に浮かんで静止した。

「早くせい！　闇滓アンシイの減るペースが早うなった！　この魔術を感知されたのかもしれん！」

「……出ます！」

　砧川の言葉と同時、その平面はぼんやりと焦点を結んできた。目視しているのと同じ、実際にその光景がそこにあると思えるほどの実在感。だがいかんせん、画面が暗い。

「もっと明るくできないのか!?」

「む、無理です！　実際の世界をそのまま映してるだけですから！」

　どこかの路地だろうか──辛かろうじて横手にコンクリートの壁かべがあることがわかり、画面の奥では影かげが蠢うごめいているように見える。足下でわだかまる影、その少し上でもぞもぞと動く影。倒れている悪人と、その人間をどうにかしたドルイドに間違いないだろう。

　上の影は次第にその面積を小さくしているようだった。つまりは遠近法で、画面の奥へ向かって進んでいるのだ。

「くそ、逃げられる！　やっぱ気づかれたのか!?」

　ぼくが呻うめいたとき、天の助けか、一いつ瞬しゆんだけ画面を光が横切った。近くを車が通ったのかもしれない。ぼくはその光景を目に焼きつけた。

　高い壁を飛び越えてその向こうに逃げる者の姿が、刹せつ那なに見えた。一瞬だけ。一部分だけ。

　それは壁の上に取り残された、向こうに落ちる寸前の、袖そで口ぐちだった。

　幸運だと思う。もしもそれが袖口でなければ、きっとぼくはただ服の一部分が見えた、としか認にん識しきできなかっただろう。それほどの一瞬、それほどに暗い世界での、奇跡のような一コマ。

　ぼくと砧川は顔を見合わせた。驚きよう愕がくの瞳ひとみで、同じものを目視したのだと確かく信しんする。

「男子のか？」

「そ、そこまではわかりませんでしたけど」

「畜生……あの部分は両方同じだからな。だがぼくは希望的観かん測そくに縋すがれるほど楽観的な人間じゃない。補欠候補だった変態教師の可能性は薄うすれた。その代わり──本命の可能性が、高まったってわけだ」

　言葉に苛いら立だちが混ざるのを止めることはできなかった。

　見えたものは、袖そでに大きく金きん色いろで描かれている、盾型をした門もん扉ぴの校章。

　つまり、ドルイドは──ぼくたちの学校の、制服を着ていた。




　残るは、確かく信しんだけ。

　僅わずかの間違いも躊ちゆう躇ちよもなくそうだと断定するには、どうすればいい？　漠然とした手段は多々ある。だがそのほとんどは迂う遠えんで、相手の能力によっては回かい避ひが可能なものだ。

「エベネゼル……ぼくたちの自動治ち癒ゆ、あれはわざと治癒しないってこともできるのか？」

『可能ではある。する意味は全くないが』

「お前は馬ば鹿かか、傷がすぐに治っていったらまずい状況てのもあるだろうが。誰だれかに見られてる場合とかな。とにかくそれなら、目をつけた奴やつをいきなりぶっ飛ばすっていう手も使えない」

　ぼくたちに時間はない。考えろ。中途半端な情報を起点にするのは逆に危険だ。妄想じみた推測はおいておこう。ぼくたちはただ一つ、『生徒である』という事実に基づく情報を手に入れた。頼りになるのはこれだけだ。これを用いて、数式のように確実で、物理法則のように明快で、ただの一手で結果が出る方法を考えろ！

　考えても、答えは出ない。だがぼくはその理由に気づいていた。

　理由は、砧きぬた川がわが捨て、ぼくが未いまだ保持している『甘え』に違いない。

　そう、だから。安全圏からぼくが出さえすれば。

　彼女と同じに、代だい償しようたる苦痛を甘かん受じゆする覚悟を決めさえすれば──きっと答えは、

　簡かん単たんに、導みちびかれる。




　ぼくは大きく息を吸い、吐く。

　それは決意に必要な儀ぎ式しき。それは覚悟に必要な呪じゆ式しき。

　ぼくはそれで脳の必要部分を停止させ、感情を殺す。しんでいるぼくが自分をころす。

　順番が回ってきたのだ、と感じた。

　砧川は自分を傷つけ、前に進んだ。結果を手に入れた。ならば次はぼくの番だ。

　予測し、遂行し、結果を得る。必要なものを手に入れる。常じよう識しき？　倫りん理り？　道徳？　知ったことか。ただ最後に、求めるものだけが残っていればいい。途中経過に興きよう味みはない。

　痛み、痛み、ぼくが犠ぎ牲せいにするのは痛みだ。ぼくが欲しいのは痛みだ。

　ぼくはじっと砧川の目を見て、砂をねじ入れたせいで真まっ赤かに腫はれている瞳ひとみを見て、

　それでも、ぼくがしようとしていることは、結局彼女が傷つくことと同義だと気づいた。きっと彼女は、ぼくがそうなることを許さない。

　ぼくは苦笑した。怪け訝げんそうに、砧きぬた川がわは首を傾かしげた。

「やるべきことが決まったよ」

　ああ、納得なんてできるものか。だけどぼくはぼくであるから、結果が必要なぼくであるから、代わりの痛みを求めるぼくであるから、『普通』が嫌いなぼくであるから。

　この、『普通でない』方法しか、思い浮かばないんだ。

　悪いな。だからぼくも傷つくよ。腐ったぼくの根性では、これが限界だ。

　ぼくはぼくの感情こころを殺し、確かく信しんを手に入れよう。

　そうしなくては、砧川が傷ついた意味がない。

　ぼくたちが、生死きんてでいいるる、意味がない。




　許してくれ、砧川。

　ぼくは明日あした、お前を殺す。
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　どこか焦こげついたような臭においのする、雨だった。

　朝だというのに空は暗く、陰いん鬱うつで退廃的な風が肌寒い嘆たん息そくとなって広い空間に渦うず巻まいている。雨が土を打つ音──それが懐なつかしく思えるのはなぜだろうか。煙った遠くに霞かすんで見えるのは見飽きた学校の校舎、足あし下もとは雨音の多重奏によって搔かき回され、グラウンドの土に不快な柔らかさが与えられている。水みず溜たまりに無数の水滴が落ちて波紋、飛んだ泥によってまた、波紋。ぼくたちは、波紋と、音と、空に閉じ込められている。

　逃げ場はないのだ。そう思った。

　濡ぬれた銀髪はひどく重く、呪のろいのように額ひたいに張りついていた。髪の隙すき間まから前を見ると、数メートル離はなれたところに彼女が立っている。

　魔女ウイツチ。

　退廃的な魔性漂う夜色のシルエットを、ぼくと同じようにずぶ濡れにしている。頭の上には口うるさく下品な帽子。アヴェイラーズは忌いま々いましそうに目玉を剝むき出だしにしただけだった。

　ぼくは一歩、足を進めた。椅い子すを背負った肩の重さが、ぼくを弾劾している。

　水溜りを踏みつけるぼくの足音に、砧きぬた川がわがびくりと震ふるえ、そして顔を上げた。泣いてはいない。いないはずだ──雨と混ざった涙は、もう涙ではない。誰だれがその二つを区別できる？

「嫌いやだな」

「……嫌、です、ね」

　言葉は意志を伝達し、感情を共有する。いったい誰がこんな残酷なツールを作ったのだろう。

「……甘えてたのはぼくのほうさ。お前に、甘えてたよ。多た分ぶん、ずっと」

「それでも、いいんじゃないですか」

「いいのか」

「信じている、ということですから……」

　ぼくは背負っていた椅い子すを下ろし、その背板を片手で摑つかみなおした。

「信じている、か……だから、こんなことになったのかもしれないぞ」

「そうですね、多分。宵よい本もとくんじゃなければ、わたしは……でも」

　すっと顔を上げた砧川、ぼくはその目に、微笑を見る。

「信じてくれていたら、それだけでいいって、思います」

「どうして？」

「わたしも、宵本くんのこと、信じていますから」

　しなびた帽子の先端から雫しずくを滴したたらせながら、砧川は続けた。

「わたしはずっと、一人ぼっちでした。誰とも一いつ緒しよじゃなくて、誰とも一緒になれなくて」

「特別、だった、か」

「……でも、今は。とても、普通です。普通のことが、できていて、嬉うれしい、です」

「何が普通なんだ？」

「宵よい本もとくんと、わたしが、お互いを、信じていること。友達なら誰だれもがやっていて、恋人なら誰もがやっているような──普通の、こと。わたしたちは恋人じゃなくて、友達でもないのかもしれませんけど、でも……知っていましたか、宵本くん？　わたし、砧きぬた川がわ冥めい子こは」

　声は明るく、肩は震ふるえる。彼女は雨を増やし、ぼくはそれを止める術すべを持たない。

「宵本澪れいくんのことが、大好きなんですよ？」

「……そうか。誰にでも気の迷いというものはある。すぐ間違いに気づくだろうから、しばらく放置しておこう」

　ぼくは頰ほおを緩ゆるませて言った。それを冗談だと気づいてくれたのか、砧川は微笑ほほえみを止めなかった。彼女にしてはひどく珍しく、軽く小さく、ぼくを非ひ難なんする。

「残酷な、ひと」

「残酷でなければ、こんなことはできないさ。だけど、わかってる。ぼくは欺ぎ瞞まんの台詞せりふを言わなくちゃならない。お前のためじゃなく、ぼくのために」

「──どうぞ」

　ぼくは大きく息を吸ってから、その言葉を雨音に混ぜ込んだ。

「すまない」

「どういたしまして」

　明るく答えて、彼女は泣き笑い。

「……さあ、やろうか。寒くなってきた」

「他ほかに、道がなければ……やるしか、ないですね」

「未来の道か？　ロマンチストだな」

「わたしたちの、ですよ──それくらい、自惚うぬぼれてもいいですよね？」

　覚悟を決めた、とわかった。

　砧川は腰の後ろのホルスターから、大きな包丁を引き抜く。

　ぼくは椅い子すを持ち上げ、雨粒を跳はね飛ばして疾しつ駆くした。ひっそりと、呟つぶやきながら。

「許可するよ」

　魔ま女じよが嬉うれしそうに肩を揺らすのが見えた。
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　大きく振りかぶった椅子を、大上段から叩たたきつける。思いのほか大きな音を立てて、足あし下もとの泥濘ぬかるみが弾はじけた。平日の授業時間中だが、それは誰の耳にも届かないだろう──今は体たい育いく館かんでの全校集会が始まったばかり、サボれるような生徒がこの学校にいるはずもない。朝のホームルームから出席を取りやめた、ぼくたち二人を除いては。

　泥水の飛沫しぶきに反射的に目を細め、ぼくは黒い影かげが俊しゆん敏びんにバックステップするのを見た。

　濡ぬれた制服は重い。顕化アピアランスした──偽いつわりの女姿になっているぼくの濡れた髪もまた重い。それら以外の全すべても同様だ。腕も、足も、胸も、胸中も。全てが泥沼のように深い無変化の粘性を持ち、ぼくを進ませまいとする。前へ。未来へ。

　だがぼくは動かねばならない。絡からみつく重さを引き千ち切ぎり、適当な速度で間合いを詰めながら、ぼくは視し線せんで問うた。さあ、どうする？　砧きぬた川がわ。

　砧川は左拳こぶしを握にぎり締しめ、右手に持った包丁をそこに奔はしらせた。握った拳の四本の指、第二関節の上に一筋の紅あかい線が浮かぶ。

「《摑めぬ紅はスカーレツト・排他の円環へとリンクス・捧ぐスカーレツト》！」

　叫んでそこから生まれたのは、紅く硬質に輝かがやく円えん盤ばんだった。手甲のように砧川の左拳を包んだ、不規則に外周を尖とがらせた平面。ぼくが袈け裟さ懸がけに振り下ろした椅い子すを、砧川はその武器で思いのほか機き敏びんに受け流した。ぼくは流れに逆さからわずそのまま身体からだを横に回転させる──が、泥のせいで軸足が滑った。構うものか、と倒れ込みながらかちあげるように椅子を繰くり出す。鋼はがね同士が打ちあわせられる硬い響ひびきが交こう錯さく。紅い円えん環かんと椅子がせめぎ合う一点で体重を拮抗させつつ、ぼくは摺すり足で体勢を立て直し、砧川に顔を近づけた。

「……足りない。そんなんじゃ駄だ目めだ」

「えっ？」

　悪いと思ったが、気の抜けたその一いつ瞬しゆんに椅い子すを引き、前のめりになった砧きぬた川がわに肩をぶつけて彼女を吹っ飛ばす。醜みにくく泥を撥はね飛ばしながら、魔ま女じよは数メートルも転がって止まった。

　胸が軋きしむ。だが、ここで情けを出してはならない。感情を殺せ。自分を騙だませ。

　自分を騙すこともしないで、敵を騙せるわけがないだろう？

　女の子座りの姿勢で、地面を見つめたまま、彼女はぼんやりと呟つぶやいた。

「足りません、か」

「……悪いけどな。長引かせたくない──無む駄だ撃うちが一番の無意味だ。一回で、次で決めよう。派は手でなやつを一つ。体たい育いく館かんの奴やつらにちょっとばかり聞こえたって構わない」

　ぼくは再び走り出した。汚く、泥土を跳ね飛ばして。目の前で座り込む彼女もひどい有あり様さまで、捨てられている子猫のほうが彼女を風ふ呂ろに招き入れそうなほど。

　張り裂ける、張り裂ける。早くしてくれ砧川。勢いで、この勢いで、ぼくがなんとかできるうちに。なんとか自分を殺せるうちに。

　ぼくは彼女の眼前にまで到達。すぐそこにある聖者のような笑えみが、ぼくの堤防を決けつ壊かいさせかける。だが耐えろ。耐えろ！

「……信じてますよ、相あい棒ぼう」

「信じろ、相棒」

　答えるよりも早く、包丁が煌きらめく。左手の小指が、その結合を失って、

「──《第十指はフアーナス・烈烈の罐へとフインガー・捧ぐテンス》！」

　紅ぐ蓮れんを螺ら旋せんに纏まとった槍やりへと姿を変えた。

　それは狙い通りにぼくの身体を避け、背後のぬかるんだグラウンドに炸さく裂れつして炎と泥を撒まき散らす。そしてぼくは、砧きぬた川がわの目を見ながら、ぼくを信じている彼女の目を見ながら、

　彼女の胸を、椅子の足で貫いた。
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「はぁ、はぁ……は、はははは」

　ぼくは学校の外がい壁へきを飛び越え、しばらく走ってから路地裏に身を潜ひそめた。冷たい秋あき雨さめが体内の熱ねつ気きを諫いさめるように奪っていく。熱気は生気と同義だったのか、不意に足から力が抜けた。椅子を放り出し、電柱に背中を押しつけたままずるずると座り込む。荒い呼こ気きはいつの間にか擦かすれた笑い声へと変わっていた。震ふるえる手。先刻の記き憶おくが反はん芻すうされる。まったく、なんて感触だったのだ。思い出しただけでも、

「ははははは」

　ぼくは笑いながら嘔おう吐とした。鼻をつく臭においが、単一化の雨に紛まぎれて寸秒で消されていく。

「おあいこ、だな……砧川」

　動どう悸きが治まると、ポケットからビニールを被かぶせた携帯を取り出す。求めていたのは電話本来の役目だが、携帯を開けば望まなくてもブルマ少女の画像が液晶一杯に広がる。

『状況に変化はない。魔女ウイツチの闇滓アンシイは再生のためか、今は微量減少中』

　砧きぬた川がわはグラウンドに放置したままである。想像する──一人で冷雨の中に眠り、汚お泥でいと一いつ緒しよくたにされてそぼ濡ぬれる砧川。ぼくは胸をぎゅっと押さえて、大きく息を吐いた。

　だが、この状況こそが、ぼくたちの罠なのだ。

『今までぼくたちが戦っていた』という事実は、ドルイドも感知しているはずだ。砧川に派は手でな魔ま術じゆつを使わせたのはそのためだ。そしてその後、一方は動きを止め（再生のために闇滓アンシイを減らしていることも感知すれば、戦いに負けて死んだのだと考えるだろう）、一方は距きよ離りを開けて逃げ出す。そいつも動きを止めていれば、敵はどう思うか。

　仲間割れで魔女を倒しはしたが、自身も重傷を負い、第三者（つまりドルイド）の攻こう撃げきを恐れて一時逃げ出した、と考えはしないだろうか。

　敵がどう思うかなどは推測するしかない。だが喉のどから手が出るほど欲しい根源闇滓ルート・アンシイの持ち主である代替魔術師ポステリオルマギス（砧川）が瀕ひん死し状態で行動を停止しており、そいつと戦っていた代替魔術師ポステリオルマギス（ぼく）は学校から離はなれたところで動きを止めている。それは純然たる事実だ。

　さて、ここが重要。いとも容易たやすく根源闇滓ルート・アンシイをゲットできる状況が目の前に用意されて、それでドルイドは何の行動も起こさないだろうか？

　ぼくは無む意い識しきのうちに唇を歪ゆがめていた。なぁ、ドルイドよ。闇滓アンシイが足りないのはわかっているぞ。ご馳ち走そうが食べたいだろう？　最大の目的である根源闇滓ルート・アンシイの持ち主が、絶対に反はん撃げきされない状況で完全無防備に倒れているんだぞ。罠わなかもしれないと思うかもしれないが、そう確かく信しんできる理由があるか？　この好機チヤンスを見逃せるほど、腹具合に余裕があるわけじゃあるまい？

　ああ、無む論ろん、これを考えた当初はぼくが砧川の役をやるつもりだったさ。だが砧川にぼくを殺すような度胸があるはずはなく、この作戦を説明して返ってきた台詞せりふは当然「だったら逆にわたしを」だった。

　受け入れるしか、ないだろう？　ここでは一方の死という事実が絶対に必要だ。その本気がなければ騙だませない。つまり、殺さない、殺せないならばやる意味がないのだ。もし失敗すれば、狡こう猾かつで臆おく病びような敵を罠わなに嵌はめる機き会かいは二度と訪れないだろう。僅わずかな妥協も手加減も失敗の要因となる可能性があり、そして絶対に失敗できない場合──すべきことは一つだ。取りうる手段の中で最も確実なものを、犠ぎ牲せいや損失など無視し、妥協も手加減もなく最大限にフルにマックスにオーバーにやりすぎなほどにやり遂げる。それしかない。だからそうした、だけだ。

　ああ、腐ったぼくを呪のろうなら呪え。ぼくはただ結果を求めるのみ──

『十日之菊ではあるが。我われとしては、やはり魔女ウイツチの根源闇滓ルート・アンシイの取得を要よう請せいしたいと希望』

「……今更、何言ってやがる。最終的にはお前だって納得しただろうが。これは現状打破に必要なただの過程だ。砧川が無防備、なんていう事実は見ないことにするって話だろう」

　ぼくは舌打ちしながら言った。いつもの不快感と不信感が頭をもたげてくる。やはりこいつは根源闇滓ルート・アンシイを奪えさえすればそれでいいのだ。あざとく意地汚い、ただ悪あく辣らつな人じん外がいでしかない。

　それはアヴェイラーズも同じ──何が大変かと言って、この人外二人を説得することほど大変なことはなかった。砧きぬた川がわが自みずからその役をやると言い出した途端とたん、魔ま女じよは血相を変えて文句を言い出したのだ。ぼくが裏切り砧川の根源闇滓ルート・アンシイを奪わないという保証がどこにあるか、などと。

　保証などない。失笑が漏れるほど不ふ確たしかな『信頼』をその代だい替たい物ぶつにしてもらうほかなかった。

　その構こう築ちく過程に関与したであろう事実は三つ。

　一つ目は、裏切るつもりならぼくには今までいくらでも砧川を殺す機き会かいがあったということ。

　二つ目は、とある第三者の審しん判ぱん──もしもぼくが裏切れば、その第三者に問答無用でぼくを殺してもらう。ぼく自みずからが提案し、その取り決めを交わした。その安全弁としての第三者を信じられるかどうかはまた別の話だが、ないよりはマシだ。

　そして三つ目は──これが最も大きいだろうが──砧川の頑固さ。彼女は意固地なまでにぼくを信じると繰くり返し、自分がやらなければ事態は停滞したままだと強く魔女に訴えた。

　最終的に魔女が折れたのは、やはり自らが手詰まりになっているという現状と、成功すれば最大目的である根源闇滓ルート・アンシイを奪だつ取しゆできるというメリットを考えたからだろうと思う。

『だが我われらにとっての益は』

「益か。お前らはそれしか考えないな、くそったれ」

　侮ぶ蔑べつと嫌けん悪おを込めた視し線せんを携帯に向け、あてつけのように四字熟語を使って言ってやった。

「先せん義ぎ後こう利りってやつだろう。次の敵の根源闇滓ルート・アンシイは、砧川がぼくに協力して取らせてくれる約束。だから今回のドルイドのは砧川に取らせる。これこそが対等の契約だ。文句は言わせない」

　しばらく、間。手加減なく身体からだを打ちつけてくる雨音だけが、冷たく冷たく、ぼくを抱く。

　エベネゼルの瞳ひとみに憐れん憫びんのようなものが見えた。アニメ絵の画像だ、錯さつ覚かくに決まっているが。

『敢あえて提言する。汝なんじらの協力関係は、ただ結けつ論ろんを先延ばししているだけに過ぎない。二人目の代替魔術師ポステリオルマギスを倒し、三人目を倒し、その次はどうなる？　天てん壌じよう無む窮きゆうにそれを続けたとして、最後にはどうなる？　汝はどうする？　汝と魔女ウイツチが残り、そして結局は──』

「黙だまれ……」

　ぼくは唇を嚙かむ。わかっている。そんなことはわかっている。だけど、それは、今は──

　救いの手は絶妙のタイミングで訪れた。携帯が震ふるえ、ぼくははっと通話ボタンに指を伸ばす。エベネゼルは不満げにぼくを眺めた後、『かゆい』と謎なぞの言葉を残して姿を消した。

「私だ」

　電話の相手は、あのエルフ様だ。そう、この作戦はぼくたち二人では手が足りない。あるいは彼女こそが最大のキーポイント。無論、先さき程ほどの『第三者』でもある。

　ぼくたちはドルイドが生徒である、という前提条件を手に入れている。その事実だけを軸にして罠わなにかけるならば、機き会かいは今日きようしかなかった。一時間目に全校集会が行われる、今日しか。

　生徒であるドルイドが今ここで根源闇滓ルート・アンシイを求めるのなら、絶対に、体たい育いく館かんからグラウンドに出てこなくてはならない。勿もち論ろん、根源闇滓ルート・アンシイを手に入れようと敵が砧きぬた川がわの傍そばで顕化アピアランスしてからではぼくが走って戻っても手遅れだ。だからこその、数キロ先まで見通せる視力を持ったエルフ。

　全校集会中にも拘かかわらず体育館から出てきた者がいた時点で、どこかから体育館を監かん視ししているであろうレンテンシアがぼくに電話する。そいつがドルイドである可能性はかなり高い。

　ぼくは先読みして立ち上がり、雨の幕を蹴けり飛ばしながら椅い子すを抱えて走り出した。これから必要なのは何よりもスピードだ。囮おとりになってくれた砧川をなんとしても死守せねばならない。なんだかんだ言って電話口で協力を約束してくれた（無む論ろん、『選択肢を与える』とかいう彼女の用事が済むまで相手を殺さないこと、という条件はあった）レンテンシアには大だい感かん謝しやだが、今は感謝の言葉を口にしている暇ひまはない。聞かなくては。出てきたのは誰だれか。得られるのは、

　推測の正しさを裏づける確かく信しんか。推測の過あやまちを正してくれる、別の確信か。単純な二択だ。

　体育館から出てきた『誰か』を、ぼくの頭は勝手に想像する。ほくそ笑えんでいるのか。真剣なのか。無表情なのか。あいつは一体どんな顔で、どんな気持ちで今を迎えて──違う！

　予測は必要ない。必要なのは、ただ覚悟。そうだ、ぼくはもう覚悟を決めている。誰が出てきても。あいつが出てきても、それ以外の誰かが出てきても、ぼくはぼくのすべきことをする。

　もう一度、自みずからに刻み込んだ。ぼくは簡かん単たんに誰かを切り捨てられる、冷たい人間だ。自分勝手に二者択一の救いを向ける方向を決め、神じみた傲ごう慢まんさで実行する。勿論、間違っているのは知っている。だが、それ以外に道がない。

　あまりの過ちぶりに心が軋きしんで、それでもぼくはその軋みと罪を代だい償しように決意した。

　胸を張って間違おう。ただ、誰かの哀かなしい微笑が頭から離はなれない、たったそれだけの理由で。

　たったそれだけの理由であることを誇りに思って、いずれ訪れる断罪を待とう。

　だけど──まだ、赦ゆるされているだろうか。ぼくの意志も彼女の意志も人じん外がいの契約も関係ない、ただ純然たる幸運を祈ることは。そうでなければいいと、未来の不確定性に願ねがうことは。

「……で、どんな奴やつだ？　教えてくれ」

　それが、とエルフは口くち籠ごもる。ぼくは眉まゆを顰ひそめた。何かあったのか？

「予想外の事態では、ある。まさかここまでやるとは……大勝負に出てきた、ということか」

「おい、レンテンシア？　一人で納得するな、何があったんだ。体育館からは誰が」

　それは──ぼくの予想していなかった、確信などではありえない、三番目の答え。

「全員だ」




「信じられないが……何百人もの生徒達が体育館から出てきた」

「……っ？　集会が、そんなに早く終わるはずが」

「そうではない」

　ぼくはさらに足を速めた。罠わなにかけられたのは、ドルイドか、それともぼくたちか？

「吐き気がする事実を簡かん潔けつに伝える──出てきた生徒達は、全て複製影人だ」
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　無む慈じ悲ひな雨滴が降りしきる、広いグラウンドの中心。

　黒髪を広げて、泥に塗まみれて、眠る少女。

　水みず溜たまりが撥はね散る軽い音が、近くで生まれる。何百もの足音が、たった一つ。

　生徒達の列は、無秩序で歪いびつな三角形のように伸びていた。まったく同じ、無言、虚うつろな目、生気のない数百の姿が、整然とした歪さでゆっくりと行進している。

　先頭にいた男子生徒が魔ま女じよに近づく。無表情で中腰になり、眠り姫に向けて手を伸ばし、

「っだぁああああ！」

　ギリギリで走り込んだぼくが、その頭頂部に椅い子すの足を叩たたきつける。慣かん性せいで身体からだが宙に浮かび、独こ楽まのように空中で縦たて回転。刹せつ那なの抵抗感の後、敵は白目を剝むきつつぱんと弾はじけて黒液に変ずる。勢い余って地面に刺さった椅子を引き抜き、ぼくは砧きぬた川がわの腰に手を回して抱えた。

　彼女は未いまだ目を覚まさず、眼前には数百マイナス一の敵。

「この、戯たわけ小僧めが！　貴様の言うことを信じればこのザマじゃ！　どうしてくれる！」

「あーうるさいな！　悪かったよ甘かったよ！　砧川はまだ回復しないのか!?」

　そう簡かん単たんに治ち癒ゆできるわけがあるまい思いっきり殺しおって戯たわけ！　とアヴェイラーズは実際にぼくの腕にがしがしと嚙かみついてきた。

　これだけの敵に一斉に襲おそい掛かられれば勝ち目はない。後ずさりすると──数百の目がぼんやりとぼくをロックオンし、全員が一糸乱れぬ動きで足の向きを変えた。くそ、怖い。

「エルフはどうしたのじゃっ!?」

「手助けは期待できない」

　彼女にはやってもらわなくてはならないことがあった。体たい育いく館かんには複製影人イミテーターになっていない人間がまだ残っているのが見えたと言ったからだ。それが一般人ならばこの異常事態に巻き込まないように（気絶させた上でどこかに避ひ難なんさせねばならないだろう）する必要があるし、ドルイドの本体がそこに紛まぎれているのならばなんとかしてもらわなくてはならない。

　アヴェイラーズが再び唾つばを吐き、ぼくは考える。砧川が蘇そ生せいするまでの時間を稼かせがなくては。一度に襲われないところ。一対一で戦えるところ。とりあえずはそこに逃げ込んで、

「来たぞ小僧っ」

　雪崩なだれが起きるように唐とう突とつに、生徒達がこちらに向けて走り出した。ぼくは猛ダッシュで逆方向へと逃げる。泥に足を取られつつもグラウンドを横断すると、縦たて長ながの校舎の先端にある非常口が見え、ぼくは外よりは建物の中だと考えてそこに突入。一歩建物の中に入ってから、廊下に砧川の身体からだを乱らん暴ぼうに放り出し（許せ）、振り返る──眼前に無表情な女子生徒の顔があった。

「うおっ!?」

　反射的に頭突きをかます。ふらつく程度の隙すきはできた。その間に椅い子すを持ち直し、座板を蹴けりつけつつ四本の足を突き入れる。二つが胸を貫通した。黒液が非常口の扉にかかったときには、もう次の相手が現れている。援助物資に殺到する難なん民みんのように、この一点のみを目指して押し寄せてくる生徒の津波。モップやバットなど武器持ちもいるにはいるが、大半は素す手でだ──とはいえ、そんな情報は気休めにもならない。

「なんで……こんな、一度に、操あやつれるんだよっ。不公平だろうが！」

　ぼくにできるのは文句を言うことと、身体からだを動かすこと。椅子を適当に振り回し、非常口から侵入する敵を当たるが幸い殺しまくる。振り下ろした椅子の足が坊主頭を陥没させ、頭ず蓋がい骨こつが歪ゆがむのと同時に敵は死ぬ。横よこ薙なぎに繰くり出した椅子の座面がちょうど胴体を横向きに圧迫し、逆側から肋ろつ骨こつが飛び出るのと同時に敵は死ぬ。手が滑すべったのを契けい機きに摑つかむ場所を椅子の足に変え背板を女子生徒の顔に叩たたきつけると、鼻が潰つぶれて顔にめり込むのと同時に敵は死ぬ。

　敵は死ぬ。普段ふだんゲームや漫画の中でしか使われないこの表現は、やはりゲームのように簡かん単たんに、ぼくの前で実現されていく。だがゲームではないのだ！　敵の姿は人間で、見覚えのある奴やつもいて、敵を殴ったときの感触はリアルで、敵を死に至らしめる肉体の損そん壊かいはあくまでも現実的。最後の結果、血と死体が、黒い粘液という記号的な死に置き換えられているだけだ。とてもリアルで、だからこそリアルではない。ならばメルヘンか？　くそくらえだ。

　吐き気。現実感に満ちた噓うその虐殺に、ただひたすら敵が黒いタールになって消えていく。だが代替魔術師ポステリオルマギスといえどもエネルギーは無限ではないのだ。息が切れてきた。そのとき、

「こら、小僧っ！」

　アヴェイラーズの絶叫。砧きぬた川がわが復活したのかと思って後ろを向けば、そうではなかった。複製影人イミテーターが校舎を回り込み、廊下側の窓まど枠わくに飛び乗っていたのだ。鍵かぎのかかった窓は素手で割り、数十人の生徒達が無表情に廊下に滑すべり込んでくる。彼らの狙ねらいはただ一つだ。

「えい、寄るな寄るな、操あやつり人形めが！　指一本触れるでない！　呪のろうぞ！　呪ってやるぞ！」

「アヴェイラーズ！　なんとか砧川の顔を守れ！」

　一方的に伝えてから、ぼくは非常口にいた女子生徒の腹に思い切り前まえ蹴げりを繰くり出してその身体を撥はね飛ばした。その隙すきに身を反転させ、椅子を廊下に置く。間かん髪ぱつ入れずそれを踏み台にしてジャンプし、ぼくは頭上にあった蛍けい光こう灯とうをハンマーパンチで破は壊かいした。軽いスパークと共に、ガラス片が廊下に撒まき散らされる。こけおどしではあっただろうが、敵の動きを一いつ瞬しゆん止める程度の効果はあった。着地と同時に再び椅子を摑み、もぐら叩たたきのように手当たり次第、廊下の生徒達を潰つぶしていく。だが廊下の窓からの侵入は止まらず、背後の非常口の守りも放棄してしまった──ぼくはなんとか砧川の顔に覆おおいかぶさっていたアヴェイラーズを頭の上に乗せなおし、再び砧川の身体を抱えた。行く手を塞ふさぐ敵を必死に排除しながら廊下を奥に進む。

「小僧、飛べるのじゃろう？　それで逃げろ！」

「残念ながら、横移動はまだマスターしてないんだ。こないだ真夜中に練習しようとしたら、飛んだ瞬しゆん間かん電柱にぶつかって危うく死にかけた。かなりの賭かけだぞ」

「使えん奴やつめ！」

「ひたすら浮かんどく、ていう手もなくはないが……そんな時間を、くれるか、な！　この有あり様さまじゃ、人間ピラミッドとかで引ひき摺ずり下ろされてもおかしくないぞ！」

「よくわからんが、もう一度言っておくぞ！　使えん奴め！」

　反骨心が手を思いつかせてくれた。ぼくは階段に足を向け、息切れに耐えながらひたすら上を目指す。はぁはぁ……くそ、地球の酸素不足は深刻だ。温暖化は本当に厄やつ介かいな問題だな。

「さっきは一階だったから、横から攻められた──横も上もない屋上に行く！」

　階段で生徒達を将しよう棋ぎ倒だおしにしたり、足を摑んで倒そうとする敵の手を椅い子すに乗ってかわしたりしながら、ぼくは空が見える場所へひたすら走る。途中で、局所的な大だい地じ震しんが起こってこの階段だけが崩れる奇跡を三度ほど願ねがった。

　なんとか屋上へ辿たどり着く。肩口で体当たりするように扉を開け、まだ複製影人イミテーターの手が及んでいないことを確かく認にん。ぼくは全身で息をしながら、砧きぬた川がわの身体からだを濡ぬれたコンクリートに横たえた。

「くそ……ぬかるなよ、小僧」

「砧川が復活したら、箒ほうきででもなんでも脱出できるだろ。それまでは耐えてやるさ」

　屋上へと続く扉の真下で、ぼくは踊り場から駆け上がってくる生徒達を薙なぎ倒し始めた。まったく、なんてルーチンワーク。椅子を振り、叩たたきつけ、抉えぐり、貫く。無表情な目になっているだけの、見飽きた制服を着たどこにでもいる普通の生徒達が、ぼくの現実ゲームの中で殺される。汗で椅子が摑つかみにくい。吐き気で胸が重い。何かで視界が滲にじむ。だがぼくは廊下で擦すれ違ったことのある美少女を殺し、むかつく顔だと思っていた男子生徒を殺し、いつか表彰されていた柔道部の男を殺し、放送部のウグイス嬢じようを殺し、見たくない顔を幻想しその彼女らに似ていた女子を八つ当たり気味に殺し、いつかどこかで見た名前も知らない誰だれかを殺し、名前も知らないクラスメイトを殺し、見覚えのある小柄な男が飛び掛ってきて椅子を構え、

　それは草太だった。

　刹せつ那な、ぼくの身体が全すべての電気信号を拒絶した。思考だけが暴ぼう走そうする。

　なぜだ。なぜここで？　違う。違わない。複製影人イミテーターの外見、気配けはい。術者本体の登場は危険すぎる。証明不可能命題、本体は本体の複製影人イミテーターを作成できるか。だとしてそれをここで出すことに何の有用性が。ぼくの思考乱し。そうか？　そうなのか？　その程度のことで？　認めろ最も単純で正当性のある解はあるいはあるいはあるいはあるいは草そう太たが本体ではなくならば誰が振り出しに戻って予想は妄想で現実不理解今は考えるなまずい！

　疑念と驚きよう愕がくが鬩せめぎあい、攪かく拌はんされる。それは今までのぼくを全否定し、通過したはずの覚悟と決意を否応なしに揺るがした。抗あらがえるはずもなく、故ゆえに──その一瞬は、致命的な隙すきを生む。

　無表情に目を見開いた友人は、ぼくの二の腕に嚙かみついてきた。ひどく温かい刃やいばがぼくの肉を歯形で抉えぐる。ああああ。ああああ。激げき痛つうが声帯を震ふるわせた。見み慣なれた童どう顔がんはあくまでも虚きよ無む。ぼくよ──もう一度だ。もう一度心を殺せ。覚悟を奪い返せ。答えの出ない本体の考こう察さつはとりあえず不要だ。今はただ眼前の危機に対処しろ！　少なくともこれは明らかに偽物、草そう太たの顔をした、ただの操あやつり人形にすぎない！

　その後ろから、さらなる複製影人イミテーターの一群。ぼくは停止した身体からだに再び指令を与えようとした。椅い子すを使って梃て子この原理で草太を弾はじき飛ばし、続く動作で新たな敵を虐殺し残害し頓とん死しさせる。それだけだ。簡かん単たんなことだ、動け。動け！　椅子を摑つかみなおし、草太と自分の身体との間にその足をねじ入れようとして──そこで。

　ぼくの努力とも油断とも過失とも全く関係のない不ふ可か避ひの悪意が、ぼくを襲おそった。

　熱あつくぬめる液体が腕を伝って掌てのひらまで滑すべり落ち、そのせいで、椅子の背が手中で僅わずかに浮く。それは普通ならどうということのない、単なるタイムロス程度の意味合いしか持たない事象だったろう。だがその瞬しゆん間かんは、たまたま誰だれかが椅子を蹴けり飛ばした一瞬だった。摩ま擦さつ係けい数すうが支配する数式には抵抗できず、ぼくの手から大きくすっぽぬけた唯一の武器が、背後に広がる屋上のコンクリートと触れあって軋きしんだ悲鳴をあげる。ああくそ──ここで来やがるか。

　努力とも油断とも過失とも全く関係のない不可避の悪意。言い換えれば、簡かん単たんだ。

　畜生、なんて運が悪いんだ。

　徒と手しゆ空くう拳けんとなったぼくは攻撃の手段を失う。草太の身体に乗りかかるようにして突っ込んできた生徒がぼくの喉のどを両手で絞しめてきた。息が。できない。突進の圧力がさらに増してくる。

　ああ、ああ。駄だ目めだ。これは駄目だ。ぼくが傷つくのはいい。ぼくの番だから。だがそのせいで砧川に危害が及ぶことは、あってはならない。彼女の番は済んだのだ。彼女は充分に傷ついたのだ。今まで。ぼくが気づく、ずっと前から。

「っひッ……ぅ、がぁぁぁぁぁあ！」

　獣けもののような咆ほう哮こうをあげて、ぼくは無む理り矢や理りに身を捻ひねった。身体を横に向け、最大限に手を伸ばして、出口の縁ふちを摑つかむ。反対側の縁ふちには背中を押しつけ、足も伸ばして、腕の隙すき間まから屋上に侵入しようとする敵を阻止。ポケットで携帯が震ふるえ続けている。うるさい、黙だまれ。

　脇わき腹ばらに誰だれかの拳こぶし。痛いてぇな。もう折れてるっつってるだろ。腕は嚙かまれ続けていてついでに足からも枝を折るような音がしたが聞こえなかったことにして、ぼくは自分の身体でひたすらに屋上の扉を守り続ける。誰かが鉄パイプでぼくの顔面を打ち据すえ、錆さび味あじの液体が鼻から噴ふき出た。私のビボーになんてことをしやがるのかしら。まだ冗談を思う余裕がある。髪が引っ張られ頭皮が千ち切ぎれる。死体のくせに脈動するな心しん臓ぞう。壁かべを摑つかんだ指が五重の破は砕さい音おんを発した。構うものか、筋肉で繫つながってさえいればいい。まだまだ行けるとやせ我慢で思ったとき、首を絞しめている奴やつの手ごと、臭くさい息の男子が喉のど笛ぶえに喰くらいついてきた。気管が　ぶつぶつと　外気に

「っ、あ……ぁ……ああああああああああああああああ！」

「いやああああああああああああああああああああああ！」

　二度目の叫びはぼくのものではなかった。掠かすれる視界の端で、ぼくは眠り姫が目覚めたことを確かく認にんする。おはよう、と皮肉げに笑ったつもりだったが──上う手まく笑えた自信はなかった。

　つーかお前ら、嚙かみつきすぎだ……おや、腕がもげそう。




「逃げるか？」

　首をぶんぶんと横に振る、ぐしゃぐしゃの顔の魔ま女じよが見えていた。

「そうよな、きっとお前ならばそう言うと思っていたわ。小僧のあの姿を見せられてはな。儂わしもあの操あやつり人形どもには腹が据すえかねておる。じゃが多勢に無勢、生なま半はん可かなことでは奴やつらを打破することはできまい。この際、アレといくのはどうじゃ？」

　どこか面おも白しろがるような帽子の声に、砧きぬた川がわはぼんやりと濡ぬれた瞳ひとみを揺らせた。

「心配することはない。負担は大きいが、根源闇滓ルート・アンシイを手に入れればなんとかなろう。やるしかあるまい？　やるしかあるまい？　約束しよう、断言しよう。小僧は必ず助かる、助ける」

「宵よい本もとくんを、たすける……」

　ぽつりと呟つぶやいた砧川の視し線せんが、ぼくを捉とらえた。そして未いまだかつて見たことがないほど厳きびしい表情で、小さく頷うなずく。次の瞬しゆん間かん、ホルスターから抜き出された包丁が煌きらめいた。

　砧川は右手で持った包丁で、左の手首を、深々と切り裂いていた。




　流れ出るのは血液。切り落とした指でも髪でも涙でもない、ただの液体。ただ多量なだけの生命。それは強大な雨に僅わずかも混じることなく、ひたすらに存在を主張して紅あかく蠢うごめいている。

　砧川は左手首から血を滴したたらせながら、踊おどるように腕を伸ばして身体からだを回転させた。

　屋上に紅あかい輪わが描かれる。もう一回り。円の中に、小さな円がもう一つ。砧川は呆ほうけたような表情で短く素早く手首を振った。飛び散る血液が円と円の間に落ち、どろりと広がる。なぜかそれは不可解に歪ゆがんで捻ねじれた、幾何学的な文もん様ようを示した。

　砧川の口が動いている。詠うたうように、謡うたうように、歌うように、言葉が漏れている。

「……受傷公式による展開準備の了。拘こう束そく解放に至る第二、第三釦ボタンの押おう下か。さらなる押下。公開魔ま術じゆつ鍵けん暗号の音おん鎖さは十二の真しん愚ぐたる魔ま女じよ。《ドードーリア》《マザーグース姉妹》《マスクス》《コルネリウス・アグリッパ》《ライジング》《黒こく狼ろう牙が》《リアヴィアアァク》《ジル・ド・レ》《ミセス・ブラヴァッキー》《烈日は蒼あお褪ざめている》《ファウスト》《アヴェイラーズ》。受諾アクセプト。黒衣を、奈な落らくを、劇げき場じようを！　永遠たれ、一いつ瞬しゆんたれ、タクラミスのゼップたれ。反転地軸解明否公式の左辺を術数分解。絶対定数は２・８７シャーク。凌りよう駕がを確かく認にん、ただちに第一釦の押下。零ゼロにして極たる空くう隙げきよ、空隙よ、空隙よ。矛盾拘束の螺ね子じに相応する反はん鍵けんは何か？」

　アヴェイラーズは笑い続けている。愉快そうに、幸せそうに、笑い続けている。

「導どう出しゆつ解かいの啓示。反鍵矛盾を代だい償しように順鍵矛盾は非拘束に至る。故ゆえに式はかく囁ささやき結けつす──」

「そうじゃ……くく、そうじゃ！」

　その声を伴奏に、呆ほうけた瞳ひとみの砧きぬた川がわは左腕を持ち上げる。そのまま彼女は大きく口を開いて、

「──《在らぬ生命はノーライフウイツチ・在らぬ魔女へと捧ぐリターンズ》──」

　自らの手首から流れ落ちる血を、ごくりごくりと飲み込んだ。

「そうじゃッ──はははぁ！」

　アヴェイラーズの哄こう笑しよう。瞬しゆん間かん、砧川の目から光が喪うしなわれ、そして、

　頭上の帽子から顔が消えた。




「はははははははははははははははははははははははははははははははははは！」

　心底楽しそうな笑い声と共に、砧川は左手の人差し指、中指、薬指に右手をかけ、自分の爪つめをぺりぺりと剝はがした。それを適当に放り投げつつ、叫ぶ。

[image: ]

「──《爪は愚かなるネイル戦団へと捧ぐゴーレム》！」

　その爪は一瞬で伸び、螺ら旋せんを描いて筒を作り、さらに枝分かれした筒が合わさって、人型の人形へとそれぞれが姿を変えた。爪が螺旋に組みあわさって形成された、兵士。体長は三メートルほどで、頭部はない。それらは尖とがった足でコンクリートを削りつつ、のしのしとこちらに歩いてくる。顔を掠かすめて繰くり出されたその腕が、ぼくに絡からみついていた数人の生徒達の頭を貫き、黒い液体へ変えた。屋上へと転がり出ると、同様にゴーレムの下を搔かい潜くぐった数人が追ってくる気配けはい。ぼくは這はいずるようにして転がっている椅い子すへと向かうが、その必要はなかった。

「退けぃ小僧！」

　魔ま女じよが自分の薬指を包丁で断ち切るのが見え、ぼくは慌てて横に転がる。

「《第エ二ツ指ジは・貴人誘う工房へとフインガー・捧ぐセカンド》！」

　指は楔くさび形がたに煌きらめく無数の刃やいばへと変わり、雨滴そのものが鋼はがねに変じたように、鼠ねずみ一匹逃さないであろう密度で屋上に降り注ぐ。生徒達をもれなく貫いたその刃が音もなく搔かき消えるのを目視しながら、ぼくは痛む身体からだを引ひき摺ずるようにして起き上がった。

「やれやれ。儂わしにすれば刃物を使うなど無ぶ粋すいに過ぎるのじゃが──ま、この身体であれば仕様のないことか。捻り切ろうが断ち切ろうが、所しよ詮せん、齎もたらされるは同一であるしなぁ」

　不敵な笑えみを浮かべた女は、ひどく楽しそうに、自分の指が生えるのを眺めている──

「お前は、お前は……」

「ふん？　ふふ、はははは！　わざわざ註する要があるほど愚ぐ昧まいではあるまいな？　ほ、久方ぶりの肉に体くはよいのう！　心地ここち良い痛みじゃ、目も眩くらむ法ほう悦えつの痛みじゃ──っははぁ！」

「アヴェイラーズッ！　どういうことだっ！」

　魔女は──決して砧きぬた川がわではない魔女は──肩をひくひくと揺らしながら、愉ゆ悦えつと憐れん憫びんの混じった瞳ひとみでぼくを見下ろした。砧川の顔で、砧川の声で、言う。

「奥の手、という奴やつかのぅ？　儂が一時的にこの肉体を借りるのよ。これをやると儂の根源闇滓ルート・アンシイにまで被害が及ぶ故、普段ふだんなら絶対に使わないのじゃが──メイコがその気になり、根源闇滓ルート・アンシイを手に入れるメドが立ったとなれば、問題はあるまい。ここで使わずにいつ使うのじゃ！」

「砧川、は……」

「うん？　儂の中で眠っておるよ。立場逆転、という奴じゃなぁ。なに心配するな、約束は約束。すべきことはしてやるぞ──ドルイドを殺す、か。ふむ。その前にこの羽虫のような手て駒ごまを掃除しておくとするかのう。減らして悪いものではなし、憂うさ晴らしでもあり」

　アヴェイラーズは濡ぬれた足あし下もとをぺたぺた鳴らしながらフェンスのほうに歩いていった。ぼくはネイルゴーレムとやらが守っている屋上の扉をちらりと眺めてからその後を追う。ぼろぼろになった身体は猛烈に痛い。致命傷の治ち癒ゆを優ゆう先せんさせているのだろう、辛かろうじて気管は繫がっているようだ。が、その周囲の肉を再生する余力はないのか、喉のど元もとは不気味に風通しが良い。マリオネット風味に折れ曲がった指では椅い子すも持ちにくく、手首に引っ掛けて引き摺るしかなかった。ああ、歩くたびに体内で砕けた骨が擦こすれあってうるさい。人間も機械も、機構で動いているのに違いはないのだと悟った。ギシギシギシ。このポンコツめ。

　魔女に泣き言ではなく言いたいことは多々あるが、今はそんなときではない。フェンスの網あみ目めから地面を見下ろすと、何十人かの集団がぼんやりと屋上に顔を向けているのがわかった。

「おーおー、おるおる。ムシどもが」

「……どうするんだ？」

「一掃する以外に何かあるか？」

　ひたすら邪悪に歪ゆがんだ顔をぼくに見せた後、彼女は身軽にフェンスをよじ登り始めた。

「降りる。ついてこい──ああ、一応言っておくぞ。儂わしは魔ま術じゆつ以外に能のない女じゃ。何しろ魔女じゃからな。出し惜しみはせんので、そのつもりでおれよ？」

　そして彼女は屋上から飛び降りた。ぼくが慌ててフェンスに飛びついた数すう瞬しゆん後ご、下から爆ばく音おんが届く。着地の衝しよう撃げきを魔術の爆発で和やわらげたのか？　一石二鳥ではあるだろうが、無む茶ちやをする！

　仕方ない。ぼくも背中の翼つばさを広げる。制服の上着が破れて吹っ飛び（こっそり登校してきたときは男姿だったからな）、いつかのように上半身が剝むき出しになった。雨が白い胸の谷間を滑すべって、非常に気持ち悪い。畜生。そしてぼくは思い切ってフェンスを蹴けり──空と同化する。

　必死に翼を制御するが、今の状況は静止した状態からたっぷり時間を使って浮かぶのとはわけが違う、落下という万物平等の殺人法則に対する発作的な抵抗だ。適当に翼を動かしても得られたのは僅わずかな浮力だけで、結局のところ落下という魔手からは逃れられない。

　ぼくは唇を嚙かみ締しめながら必死に身体からだを操そう作さ、雨粒と共に浮遊感を味わいつつ、椅い子すを足あし下もとに押し込んだ。背板を手で抱え、椅子の座板に膝ひざ立だちになっているような格好だ。みるみる地面が近づいてくる。タイミングを計って全身に緊きん張ちよう感かんを張り巡めぐらせ、奥歯を嚙み締めた。

　着地。冗談のような深さまで椅子の足が地面にめり込み、ぼくは衝撃で撥はね飛ばされた。ごろごろと転がってショックを吸収するが、限度がある。治ち癒ゆしかけの傷口が開き、痛苦という名の蛆うじ虫むしが再び全身を這はい回り始めた。ぼくは接合ミスのプラモデルのように膝が後ろに向いた足を、裂けた皮ひ膚ふから白い骨が覗く手で強引に捻ねじって元に戻す。感覚のない指先が四方八方に広がっていたのが不恰好に思えたので、それも地面を殴って無理矢理に掌てのひらの形に直した。『手』が『小石混じりの手』になってしまったが、まず形からとはよく言ったものだ、おかげで神経が繫がって指が動くようになった。

　全身を泥まみれにして立ち上がる。周囲に敵てき影えいはなかった──最後の一人の顔から、アヴェイラーズが素す手でで目玉を抉えぐり出しているところだったので。

「ほれ、早うせい。行くぞ」

「……どこにだよ。ぼくとしては熱あついコーヒーが飲める喫きつ茶さ店てんを希望だ」

「それは逃とう避ひか冗談か？　どちらにしてもつまらん……行くのは奴やつ等らを一いち網もう打だ尽じんにできるところじゃ。自動的に追ってくるようじゃからの、傀儡くぐつの愚おろかさを利用させてもらおうではないか」

　ぼくは足の根元近くまで地面に刺さった椅子を苦労して引き抜いてから、魔女の背中を追いかけた。途中に出くわす複製影人イミテーターを適当に倒しつつ、向かったのは学校の端──体たい育いく館かんである。レンテンシアが上う手まくやってくれたのか、中には誰だれもいない。湿った床ゆかに泥の足跡を刻みながら、アヴェイラーズは堂々と体育館に入っていった。

　雨の日の体育館には独特の気配けはいがある。高い天てん井じようで雨粒が弾はじける遠い音、世界が海中に没してしまったかのような、ぬかるんで重い空気。魔女は体育館の中央で足を止めた。

「小僧、浮かぶ程度はできるな？　好都合じゃ、儂わしを抱えて上がれ。あそこに」

　指差す先は、天てん井じようのすぐ下に張はり巡めぐらされた鉄骨である。

「あんなとこ隠れても、すぐ見つけられるような気がするぞ」

「誰だれも隠れはせんわ。ほれ、さっさとしろ戯たわけ」

　帽子だったら口の悪さも無視すれば済んだが、肉体があると面めん倒どうだ。特に砧きぬた川がわの顔で悪意たっぷりの表情をされると、どんな反応をしていいのかわからない。

　左手で椅い子す、右手で魔ま女じよの腰を抱えて、ぼくは翼つばさを動かして上昇。上がってみると鉄骨は存外に太く、五十センチほどの幅を持っているとわかった。椅子をそこに置いてから、ほれ、と魔女の足を鉄骨に乗せてやる。そのとき、魔女の目が悪戯いたずらっぽく細められた。

「ご苦労。ひひひ、礼をしておこうかの？」

「何の話だ……って、うわぁ？」

　ぼくの手首を摑つかみ、アヴェイラーズはそれを自分の胸に押しつけたのだ。ばっと飛とび退のくと（鉄骨から落ちかけた）、魔女は背筋を反らして笑っていた。

「その様よう子すではやはり童貞か。メイコもさっさと股を開けばよいものを……くくく、儂でよければ相手をしてやらんこともないが？」

「……黙だまってろよ、マジで」

「ひゃははははは！」

　下品に笑い、魔女は鉄骨に腰を下ろした。片かた膝ひざを立て、楽しそうに眼下の様子を観かん察さつしている。入り口から、ぞくぞくと生徒達の複製影人イミテーターが体たい育いく館かんに入ってきていた。一人。五人。十人。百人──今まで結構な数を倒したと思ったが、どうやらそれは錯さつ覚かくだったらしい。

「おう、来おった来おった。こうも愚おろかしいとなかなかに愉ゆ快かいよな……ひひ」

「笑ってる場合か。ここから狙そ撃げきするならするでいいが、見ろ、奴やつら登ってこようとしてるぞ」

「狙撃？　そんなまだるっこしいことはせん。敵は近くに来たら適当に払い落としておけ」

　体育館の外周に作られている細い通路（二階？）に上り、そこから蜘く蛛ものように鉄骨やら鉄パイプやらを伝ってこようとしている奴らがいた。次第に増えてくるようだ。通路に上がる梯はし子ごの順番待ちでもしているのか、足あし下もとには依然として数百の生徒。

　首尾よくここまで到達した男子生徒を、ぼくは自分が落ちないように注意しながら椅子で殴り倒す。相変わらずの痛みであまり力が入らず、狙ねらいも甘くなるが、適当に振っても四本の足のどれかが当たるのは椅子の利点だ。高みから落下したその生徒は床ゆかに激突死し、黒い液体へと変わった。だがそれでどうなるということもない。敵は怯おびえることも焦あせることもなく、ただ黙もく々もくと手足を動かしてここまで上ってこようとしている。

「ふむ。もう入って来んな。これでほとんど集まったかの──では、まずは入り口を潰つぶすか」

　立ち上がった魔女は料理人のように華か麗れいな包丁捌さばきで自分の左手、その小指を断ち切った。

「《第十指はフアーナス・烈烈の罐へとフインガー・捧ぐテンス》！」

　言葉通り、地獄のように渦うず巻まく紅ぐ蓮れんの槍やりは角度をもって体育館の入り口に叩たたき込まれた。入り口で派は手でな爆ばく発はつが起こり、鉄の扉やコンクリートが無残に結合を失って崩れ落ちる。

「……虫は虫むし籠かごで死ぬのが摂理よなあ、はっは」

「おい!?　何するつもりなんだ？」

「痒かゆみに苛いらつく童わらべが、さんざ嚙かまれた虫共を籠へ入れたとなれば……その後することは決まっておろう？　一気に素敵すてきに愉たのしく心地ここち良く全滅させて憂うさを晴らすしかあるまい。つまり」

　アヴェイラーズは、砧きぬた川がわの顔で、嫌いやらしく舌なめずりをした。

「この建物自体を壊すのよ──さあ、素敵な全滅を堪たん能のうしようではないか。笑え顔がおで虫籠を踏み潰つぶす童のように、な」




「《第六指はインテグリテイ・極海の塔へとフインガー・捧ぐシツクスス》！

《第七指はプラチナ・銀糸の庭へとフインガー・捧ぐセブンス》！

《第八指はデイソリユート・蟻皇の甕へとフインガー・捧ぐエイス》！

《第九指はブリーズ・覇人の息へとフインガー・捧ぐナインス》！

《第十指はフアーナス・烈烈の罐へとフインガー・捧ぐテンス》！」

　狙そ撃げきは狙撃であった。ただしその対象は生徒達、複製影人イミテーターではなく、体たい育いく館かんという建物の根幹である柱だ。アヴェイラーズは指を切り、再生すればまた指を切り、高みから建物をひたすらに破は壊かいしていた。当然ながら生徒達も巻き込まれて死んでいく。極低温で不可視の鞭むちに。酸で形作られた異い形ぎようの蟲むしに。砲弾の如ごとく固化された衝しよう撃げき波はに。それはただ、圧倒的な暴ぼう力りよく。ゲームのような攻撃、ゲームのような殺害、ゲームのような死。

　ぼくは懲こりずに鉄骨に上ってきた生徒を椅い子すで殴り倒しつつ、魔ま女じよを振り返って叫んだ。

「お前、そんな、いいのか!?　砧川の身体からだは、反動は、ああ、いや、お前、そんな、モノみたいに、砧川の身体を傷つけてっ……」

「今は儂わしの身体じゃ」

　嘲ちよう笑しようの横顔を見て、ぼくは戦せん慄りつする。駄だ目めだ。こいつは駄目だ。こいつはぼくらとは違う。人間ではない。魔女だ。心底から、生まれついての、正しよう真しん正しよう銘めいの、人じん外がいでしかありえないのだ！

『魔女は』笑いながら、『砧川の』手首を切り落とした。

　不規則な三角波を描いて奔はしる無数の蛍ほたる火びが生徒十数人を巻き込んで大爆発し、柱を揺らせた。

『魔女は』笑いながら、『砧川の』肘ひじを切り落とした。

　山や羊ぎの瞳ひとみのような横向き楕だ円えん形けいの光こう輝き。肘先の空間に生まれたその二次元の亀き裂れつが瞬しゆん時じにして三次元の熱ねつ光こう線せんと化して撃うち出され、太い柱を抉えぐり取った。建物自体が大きく鳴めい動どうした。

『魔女は』笑いながら、『砧川の』肩を切り落とした。

　鎖くさりつきの嚙み付き罠ベアトラツプが虚こ空くうから生まれる。罠わな部分は醜しゆう悪あくな牙きばを生やした巨きよ獣じゆうの口こう腔くうだ。不気味に歯を打ち鳴らす生きた嚙み付き罠ベアトラツプは鎖を引ひき摺ずりつつ伸び、柱に喰くらいついてコンクリートを抉えぐり取った。頭上で何かが軋きしみ、割れた屋根から猛烈な雨が体育館の床ゆかを濡ぬらし始めた。

　ぼくはもう、呆ぼう然ぜんと、その光景を眺めているしかない。

「ひゃはは、ひゃはははははは！　良い、良いぞっ！　久方ぶりの、これが痛みじゃ！　これが肉じゃ！　なんと甘かん美びで、なんと素す晴ばらしく、なんと心地ここち良い、痛つう苦く！　さぁさ虫けらよ、もっともっと醜みにくく無ぶ様ざまで汚らしい最低の死に様を！　おっほほほ、これはいかん、濡れてきおったわ！　感じすぎてたまらんぞ、くははははははは！」

　高らかに哄こう笑しようする魔ま女じよは、包丁を持った手をスカートの下に滑すべり込ませ、淫いん猥わいな手つきで股こ間かんをなぞっている。眼下に向けられた瞳ひとみは奇妙に潤うるみ、頰ほおは性的興こう奮ふんで紅こう潮ちようしていた。

　やめてくれ……やめてくれ、もう、やめてくれ！

　砧きぬた川がわの身体からだでそんなことをしないでくれ！　そんなことをする砧川を見せないでくれ！　砧川の身体に、こころに、これ以上、痛みを与えないでやってくれ！　ああ──頼むから！

　ふと気づけば、アヴェイラーズの顔がすぐそこにあった。ぼくは唇を嚙かんで、目を逸そらす。だが彼女は抱きつくようにしてぼくに身を預けてきた。そして、どこか蠱こ惑わく的てきな吐息が、耳に。

「さて、そろそろ……とどめといくかの。最後に真上の天てん井じようも破っておくから、崩ほう壊かいに巻き込まれぬように飛んでおくのじゃぞ？」

　アヴェイラーズは濡れた唇を嫣えん然ぜんと歪ゆがめ、包丁を口に咥くわえた。その左腕はまだ肩口辺あたりで肉が蠢うごめいているだけだ。それから、彼女はぼくの口に右手を伸ばしてきた。何をする間もなく、その人差し指と中指が、ぼくの口こう腔くうに侵入してくる。

　指に絡からみついていた粘性の液体が、ぼくの舌に落ちて。

　口から引き出されれば、ぼくの唾だ液えきで、指はさらにぬらぬらと光っている。

　魔ま女じよはくすりと笑って、口に咥えた包丁でその二本の指を切り落とした。

　一本は何かに変わって柱の一つを直ちよく撃げきし、一本は何かに変わって真上の屋根に大穴を開ける。

　まったくぼくらしい、惰だ性せい以外の何物でもない理由でぼくは魔女の身体を抱えた。翼つばさを動かして、垂直の浮力を得る。瞬しゆん間かん、周囲の空間全すべてが揺らめいたように感じ──

　世界そのものが壊こわれる轟ごう音おんと共に、体育館は完全に崩れ落ちた。




　　　　４




　ぼくは瓦が礫れきの上に椅い子すを置いた。まだ終わってはいないとわかってはいたが、肩から力が抜けていくのを止めることはできなかった。複製影人イミテーターの生徒達は完全に一いつ掃そうされた様よう子すで、周囲に動くものの姿はない。瓦礫の中から生徒が起き上がってくるようなこともない。

　雨は降り止まず、崩ほう壊かいで舞まい上がった多量の埃ほこりを雨滴で包んで一いつ緒しよくたに地面へと押し流している。肌を苛いら立だたしく撫なでる水。雨なのに、埃っぽい空気。

　息を一つ、二つ。三つ目で、急に怒りがこみ上げてきた。理由なんか知るか。

「おい、アヴェイラーズ！」

　体たい育いく館かんの残ざん骸がいに足を掛け、目を細めて天を見上げていた魔ま女じよが、ぼくを見ずに言った。

「……黙だまれ。怠たい惰だな妖よう精せい殿どののお出ましじゃぞ」

　視し線せんを追う──と、近くの木が雫しずくを散らして揺れた。ややあってそこから飛び降りてきたのは、金髪をべっとりと濡ぬらしたレンテンシアである。不ふ機き嫌げんそうな目で、彼女は魔女を睨にらんだ。

「どうなっているのかは知らんが……随ずい分ぶんな言い草だな。私は頼まれたことをやっただけだ」

「……他ほかの奴やつらは」

　ぼくの言葉に、彼女は凄すさまじく微妙に頰ほおの力を抜く。

「主に教師達だろうが、複製影人イミテーターになっていなかった人間達は学校の隅すみの植木に突っ込んでおいたぞ。眠らせたからしばらく目覚めんはずだ」

「それよりも、じゃな……戦いもせず独り遊びしておった貴様は、ドルイドの本体くらい見つけておるのであろうな？」

　まだだ、と答えつつ、彼女は銃を取り出した。弾倉を横に弾はじいて、込められている弾を確かく認にん。

「だが、当たりはついている──私は猿さるではない、目的もなく木に登る趣しゆ味みはないさ」

　どうだかの、と鼻を鳴らすアヴェイラーズを無視して、

「グラウンドが異常だ。人間が数百人、倒れている。そして一人だけ、立っている奴がいた」

　ぼくは思い出していた。砧きぬた川がわと出会って、最初に起きた出来事。あの複製影人イミテーターになったあの三人組を殺して、そのあと──本物の彼女らが道端に倒れていたのだ。

「うむ。複製影人イミテーターが死ぬと、ドルイドに捕らえられていた、複製影人イミテーターに存在を置き換えられていた本人が姿を現すのだろう。おそらくは、ドルイド本体の近くで。ということは」

「グラウンドに、ドルイドがいる……？」

　ぼくたちは顔を見合わせ、無言で頷うなずいた。そして三人が同時に走り出す。

　先刻のことで、敵が草そう太たではない可能性が出てきた。だがそれがどうした？　ここまで来ればあとはそいつを確かく認にんするだけだ。見も知らぬ誰だれかだろう。事情だの理由だのは知ったことではない。ドルイドも代替魔術師ポステリオルマギスであり、もう死んでいる。さらには何度も殺されかけたのだから、誰であっても手加減してやる理由はない。ぼくは冷たい人間失格。だからもう終わりだ。この椅い子すで叩たたきのめして、砧川には早く元に戻ってもらって、それで終わりなのだ──

　そんな、甘いことを、考えていた。




　どくり。心しん臓ぞうが跳はねた。

　死し屍し累るい々るい、無数の生徒達が折り重なるようにして倒れ伏す中、一人立つ影かげを見て。

　雨でぐしゃぐしゃになったグラウンドの中、傘かさも差さずに、ぼんやりと俯うつむいている影を見て。

「ほっほぉう。おぬしであったか。いや、よくも隠し通せていたものよ」

「澪れい、気を確たしかに持て。いいか。まずは私が話す……」

「話す？　話すことなどあるまい。よいよい、儂わしに任せよ」

　その影は冷たい雨に支配されていた。短い髪を、冷たい雨が房ふさの固まりに分けている。小さな制服を、冷たい雨が重くしている。小さな身体からだを、冷たい雨が冷たくしている──

　ぼくの妹、宵本切華は、疲れたような虚うつろな笑え顔がおで、ぼくに言った。

「ごめんね……お兄ちゃ」

　ぼくは呆ぼう然ぜんと動けない。直りきらないままで喋しやべりまくっていたせいか、常に石を飲み込んでいるような違和感がある喉のどの嚙かみ傷。風が吹くだけで痛い指。気を抜けばしゃがみ込んでしまいそうになるほど、力が伝達されない膝ひざ。そこかしこで悲鳴をあげる骨や筋や肉や腱けん。生き残るため後回しにすべきと判断された軽度の傷から流れ出る血液は赤く止まらず、肌の上で雨と混ざりあいつつも、死んでいるぼくの矛盾を声こわ高だかに叫ぶ。

　そんな、治ち癒ゆを待たずに活動したせいで未いまだ損傷の残る身体のせいではなく──ただ、思考を肉体へと繫つなげるスイッチが入らない。だから、ぼくは呆然と動けない。

　わからない。どうしてなのか。何な故ぜなのか。こんなのは、間違いで、間違っていて、間違いすぎている。近くにいる学校関係者。千人以上の生徒の中で、何故こいつなのか。最近おかしな変化。あるわけがない。砧きぬた川がわを殺せる理由？　ぼくを殺せる理由？　あるわけがない。だから違う。間違いすぎていて──でも、きっと、間違っていないのだ！

　先刻の呼びかけが、既に何よりも真実を語っている。もし切せつ華かが敵でないのならば、このぼくという女が宵本澪であることを知っているはずがない。感情的な否定は、もはや、無意味。

　切華はすっと両腕を前に出した。毎朝聞いていた声。その響ひびきは祈りの如ごとき静せい謐ひつさを持っていて、先刻砧川が詠うたった魔ま術じゆつの言葉によく似ていた。

「──誓約ゲツシユされど未だ履り行こうされぬ者達。汝なんじらは樫かしなり、枯れてなお芽生える樫なり。揺れし宿やどり木ぎの陰、偽定される苛か烈れつと不滅。囁ささやかれるパナケアは約定を違たがえない。樫は我わが内へ。影は我が外へ。オガムのウル、ダイル、アイルムもて履行せよ」

　切華の周囲には足の踏み場もないほど多数の生徒達が倒れ、泥のグラウンドの上に肉の絨じゆう毯たんを形成している。切華の言葉が途と切ぎれるのと同時、彼女が伸ばした手の前方で、積み重なった生徒達の固まりがもぞりと揺れた。生徒が動き出したのではない。泥に塗まみれて誰が誰かもわからなくなっている生徒達は誰一人として目を覚まさない。

　何かが動いているのは、その下だった。

　積み重なり、絨毯となっている生徒達の下──グラウンドに地下室があったのでもなければ、そこに物体が入り込む余地はない。だが動いている。零ゼロ体積の空間を無む理り矢や理りに押し分けて、何かが生徒達の下から這はい出してこようとしている──

　ずるり、ずるり。

　頭が見えた。手が見えた。肩が見えた。

　四し肢しを使って泥の中を蠢うごめく腹はら這ばいの様さまは、蜘く蛛もか蜥蜴とかげか。不気味に身をくねらせ、蟲むしの如ごとき虚きよ無むの瞳ひとみを晒さらし、泥どろ塗まみれの生徒達の下からおぞましく這い出してくるのは──複製影人イミテーター。それは死体の中から生せい誕たんする蛆うじ虫むしを否いや応おうなしに連想させる、生理的嫌けん悪おに塗まみれた光景だ。

　スーツを着た会社員風の複製影人イミテーターは首尾よく全身を生徒達の山から抜き取ると、膝ひざから下だけを使ってうねるように立ち上がった。軟体動物のようなおよそ不可解な動き。

「履り行こうせよ──」

　切せつ華かの声は繰くり返され、再び同じ場所が蠢うごめく。生徒達の身体からだの下から、エプロン姿の主婦が全く同様に這はい出してくる。スーツの男は一歩を踏み出した。

「履行せよ──」

　枯れ木のような老人が蠢き這い出た。主婦が立ち上がり、足を踏み出す。

「履行せよ──」

　中学生くらいの子供が蠢き這い出た。老人が立ち上がり、足を踏み出す。

　履行せよ。蠢き這い出た。足を踏み出す。履行せよ。蠢き這い出た。足を踏み出す。履行せよ。蠢き這い出た。足を踏み出す。履行せよ。蠢き這い出た。足を踏み出す──

　次々と次々と、同じ場所から同じように複製影人イミテーターが生誕してくる。どうしてその一箇所からなのかはわからないが、それは一度にそこかしこから現れるよりも圧倒的に不気味な現象だった。生まれるべきでない場所から、ありえない空間から、何かが生誕する。その違和感が強制的に繰くり返されるのだ。瞼まぶたが器具で押し開かれて延々と同じ殺人スナツフビデオを見せ続けられているのに等しい。麻ま痺ひした感覚は吐き気を生み、眼前にあるのが腐ふ肉にくの苗なえ床どこにしか思えなくなる。

　だが、それでも、ぼくは呆ぼう然ぜんと動けない。

「生徒以外にもまだ残しておったか……所しよ詮せん、悪あがきにすぎぬがな」

「同感だ。突破せねば近づけないと言うのなら倒すまで。命無き兵ならさしたる問題ではない」

「貴様が虫を潰つぶすのは勝手じゃが、儂わしも儂で勝手にやる。これは断じて共きよう闘とうなどではないぞ」

「癪しやくだが、それも同感だ。手間を増やすような真ま似ねだけはしてくれるなよ、代だい償しようの魔術師」

「ぬかせ。こちらの台詞せりふじゃ。命が惜しくば儂の邪魔だけはするでないぞ、刻印の魔術師」

　魔術師達の視し線せんが一いつ瞬しゆんだけ絡からみあい、そして二人は同時に砲弾と化した。切華に向かって突進し、前方に生まれる複製影人イミテーターを現れる端から打ち倒していく。アヴェイラーズが魔術を放つ声、レンテンシアがルーンの叫びと共に発する銃声。遠距離攻撃を持つ魔術師二人が相手では、数十人の複製影人イミテーターと言えども時間稼かせぎにしかならない。影かげはみるみるうちに数を減らしていく。

「はっ、他愛たわいない他愛ない、老人の一物の如ごとき脆ぜい弱じやくさよ！　そろそろ打ち止めかのぅ!?」

「くっ……結局私に押しつけておいて、何を言うか！」

　複製影人イミテーターはなおも散発的に苗床から生まれ続けていたが、その対処を行っているのは既にレンテンシアだけになっていた。それはエルフの身も自分の身も省かえりみずひたすら前方に突進する魔ま女じよのせいで自然とそうなった──そうせざるを得なかった、というだけのことだったが。

　ともあれ雨中で佇たたずむ切華の真正面に、複製影人イミテーターの肉にく壁へきを単身打ち破った魔女が辿たどり着く。

　彼女は片手で、切華の細い首を摑つかんで吊つり上げた。切華はそれを避さけようともしなかったが、吊つり上げられて初めて、低い苦く悶もんの呻うめきを漏らす。その声が、ぼくの呪じゆ縛ばくを解いた。

「や……止やめてくれッ！」

　擦かすれた声で叫ぶ。何にせよ、そいつは、ぼくの妹だ。妹で、妹なのだ！

　魔ま女じよは砧きぬた川がわの顔で、酷こく薄はくな笑えみを浮かべて振り返った。切せつ華かを片手で吊り上げたまま。

「ほう……止めろ、と。殺すなということか？　おかしなことを言うのぅ。儂わしらの目的は『なんとしてもドルイドを殺すこと』であったと思ったが、違ったのか？　うん？」

「それは……」

「さて、それに、よいのか？　儂もメイコも、ここに至るまで散さん々ざんと代償魔術ペインマジツクを使うてきたぞ。ここで根源闇滓ルート・アンシイを手に入れなくば、反動は決して収まらぬ。メイコは温度だけでなく、さらに大切な何かを失っておるやもしれぬ。治らぬぞ。こやつの根源闇滓ルート・アンシイがなくば、な」

「──まずは話だ、魔女ウイツチ！　手を離はなせ！」

　複製影人イミテーターを刻印魔術ルーンマジツクで狙そ撃げきしながら、レンテンシア。その声に魔女は片目を細くする。

「話。話ときたか。今まさに儂らを襲おそっておる相手に、話？　くだらぬ」

「アヴェイラーズ……待ってくれ。頼む、頼むよ。そいつは、ぼくの妹だ。馬ば鹿かで、まだ子供っぽいけど、いつも明るく笑ってる奴やつで──絶対に、悪い奴じゃないんだ。なぁ、聞いてるか？」

　ぼくの思考が独り歩きする。ぼくの言葉が独り歩きする。行為、思考、発言。全すべてはぼくの制御下にない。考えるまでもなく、理由を吟ぎん味みするまでもなく、ただ当然として。それ以外に道がない、当たり前のこととして……ぼくの根底にある誰だれかが、何かを必死に訴え続けている。こんな自分が自分の中にいたことに、ぼくは僅わずかに驚おどろき、そして同時に──救われていた。

「きっと、ぼくたちを襲ったのも仕方なくで、何かの間違いなんだ。とりあえず話してみよう。このままお前が切華を殺したら、ぼくはお前を恨むし、たとえそれが正しくても、絶対に後悔する。くそ、恥ずかしいこと言うが、こいつは誰も代わりになれない大切な奴だし、だから」

　そこでアヴェイラーズは、愉ゆ快かいそうに肩を震ふるわせた。ぶらぶらとその手の先で切華が揺れ、苦しそうに泣く。魔女はぼくを見ながら、大きく口を開けた。

「後悔！　代わり！　ふははは、はははははは！　面おも白しろい。この期ごに及んでそんなことを！　気付いておるのかおらぬのか？　小僧はほんに、メイコと似ておるな！」

「……何だって？」

「くく、思い出した思い出した。メイコが死んで、儂に見み初そめられ、代替魔術師ポステリオルマギスとなったときのことを！　知りたいか？　知りたかろう、教えてやるわ。行為そのものは小僧も見たよな。新しん鮮せん味みのない、さっきもやったあれじゃ。そう──自分で自分の手首を切った、ただそれだけ」

　ぼくはその言葉が耳じ朶だを通過するのにかなり遅れてから、その意味を理解した。全身が総毛立つ。悪お寒かんが背筋を震ふるわせ、聞いてはいけないと理性が警けい告こくを発する。だが手は動かなかった。つまり耳は塞ふさげなかった。魔女の、本当に楽しそうな言葉だけが、ぼくを狂わせる。

「原因はなんじゃったかな？　そう、父親じゃ。殴られ蹴けられる毎日に、そう、そしてあの日あの瞬しゆん間かんは──酔った父親が風ふ呂ろ場ばでメイコを押し倒そうとした後じゃったかの？　ひひ、ほんに狂った父親じゃ。ともあれその後、メイコは自室で手首を切り……」

　笑いの圧力がさらに強まる。

「精神体で彷徨さまよっていた儂わしは、その波動を感知した。小僧の導き手ナビゲータがどうなのかは知らんが、儂が資格とするのは『代だい償しようと生への渇かつ望ぼう』。代償……そう、メイコは思っておった。手首から流れる血を見つめながら、激痛に涙を流しながら、思っておった。死ねば救われると思っていたのに、痛いだけで目の前には何もない。せっかく勇気を出して死を選んだのに、目の前には、痛みの代償となる、代わりとなる良いことなど一つもない、と！　くははははは！　自分で手首を切ったのに！　自分で死を選んだのに！　後悔しておったのだよ、この愚かな娘は！」

「止めろッ！」

　ぼくは叫んでいた。剝むき出だしになった胸を握にぎり締しめながら、切せつ華かの呻うめき声を聞きながら──砧きぬた川がわの声で喋しやべる、魔女の顔を、睨にらみながら。

「止やめろ。それ以上……汚けがすな。砧川の痛みを、冒ぼう瀆とくするな。誰だれにも、そんな資格は、ない」

「ふむ。これからが面おも白しろいのに。代替魔術師ポステリオルマギスとなったメイコが、まず父親を半殺しにしたこととかな……まぁよいか」

　と、魔女は頷うなずいた。ぼくは冷えた心の奥で、ひどく砧川に怯おびえていた彼女の父親のことを思い出していた。わかっていた。砧川は痛みを知らない子供ではなく、愛と勇気を信じる正義の魔女っ娘こなんかでもない。生と死の狭はざ間まで現在も苦しんでいる、ただの、普通の、女の子だ。

「止めろ、という言葉で思い出したぞ。この小娘は、小僧の大切な妹で。悪い奴やつではなく、良い奴で、とりあえず話をしてからでないと、後悔する、と……やれやれ。仕し様ようがないのぅ」

「わかって、くれたか」

「わかったわい。この妹のことが、好きなのじゃな。大切、なのじゃな」

「ああ……ああ、そうだ」

「ふむ。だから殺すな、というお前の考えはよぅくわかった。じゃが──」

　アヴェイラーズは、やはり砧川の顔で。

　けれども砧川とは正反対の印象を与える顔で、にこりと笑った。

「──じゃが、断る！」

　アヴェイラーズの腕に、切せつ華かの細首を容易たやすくへし折れるであろう力が籠こもるのが見えた。

　そして、妹の頸けい骨こつが砕くだける、終わりの音。
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　──だが、世界は終わらない。

　全すべては誤っていた。

　だから、

　残酷に、

　終わらない。




　音が聞こえる数すう瞬しゆん前、魔ま女じよの手から反射的に視し線せんを背そむけてしまったぼくは、だからこそ、ぼくに全すべてを気づかせるそれを見てしまう。

　レンテンシアは首を捻ひねり、怒ど気き交じりで魔女に何かを叫んだ。だが聞こえない。注視すべきは彼女ではない──彼女に撃うたれ、今まさに黒液に変じようとしている、複製影人イミテーターの男だ。

　ぼくはその男の名前を知らない。だが、その顔を知っていた。スキンヘッドと、レスラーじみた巨軀を知っていた。加えて言えば、その隣となりにいる大学生風の瘦せた男も知っていた。

　どこで見たのか。ぼくは何故、彼らを知っているのか。

「……っ!!」

　気づきの衝しよう撃げきは殴おう打だに等しく、ぼくは顔を上げることを強制される。故ゆえに、さらに見た。

　アヴェイラーズが目を見開いて。数瞬前まで切華を演じていた複製影人の死体たる黒いタールが、その手の中で弾ける瞬間を。

　……ああ。ああ。ああ！

　世界の誤りが暴れたことによる、震えが来る。

　その震ふるえは、戦せん慄りつと呼ばれるのだろう。

　その震えは、絶望と呼ばれるのだろう。

　そして、その震えこそが──終しゆう焉えんと呼ばれるのだろう。

　だから、ぼくは、絶叫した。

「噓うそだあああぁぁぁぁぁっ！」

　信じてやるものか！　理解してやるものか！　そんなこと！

　だが、今までその複製を見ていないのは事実。直接倒したのなら気付いて当然。体たい育いく館かんに集めた中にいたとしても、ぼくが気づかないはずがない。ならば救いが残る可能性はただ一つ、

「レンテンシア、教えろ！　思い出してくれ、お前が体育館から運んだ奴やつの中に、髪が──」

　言葉は、残酷なまでに間に合わなかった。

　信じろ、とその光景はぼくの魂たましいを奪い。

　理解しろ、とその光景はぼくの心を殺した。

　全ての虚きよを衝つき、顕あらわれる。

　ぼくに赦ゆるされなかった言葉が、そこに。

　赦されなかった言葉すらも否定する事実が、そこに。

　髪が片側だけ長い女が、そこに──




　複製影人が生まれていた場所、折り重なって倒れていた生徒達の中から一瞬で起き上がってきた女は、その手のアイスピックを深々とアヴェイラーズの喉に突き刺した。
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　唐とう突とつ、すぎた。

　けれども、この現実ゲームは、全すべてがそうなのだ。

　ぼくとは全く関かかわりのないところで、全てが唐突に始まり、唐突に終わっている。物語も。生と死も。普通と特別も。気づいたときには遅すぎる。致命的に手遅れなことばかりだ。

　いくら推測したところで、いくら覚悟したところで、常に現実はそれらを容易たやすく凌りよう駕がする。手遅れになって初めて気づける布石だけが置かれているのならば、現実はきっと悪意をもってぼくたちを憎んでいるのだろう。呪のろって、蔑さげすんで、嫌けん悪おしているのだろう。ぼくたちと同じに。

　全てが記されているが、致命的なまでに終わった後でなければ誰だれもその意味に気づけない──ならば、ぼくたちを囲み続けるその現実は、予言書のようなものだ。ぼくがぼくの視点からしかそれを語れない以上、全てが手遅れで唐突にしかなりえない、

　黙示録アポカリプス。

　ただそれだけが、眼前に広がっている。




　ホームセンターで売っているような、何の変哲もないアイスピック──だがそれは鋭えい利りな杭くいの役割を果たす凶器ともなる。魔ま女じよの柔肌はその侵攻を止める術すべを持たず、鋼はがねの先端は細首の反対側まで飛び出した。噴ふん水すいのように血ち飛沫しぶきを撒まき散らし、魔女は泥の中に死体として沈む。

　レンテンシアが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「なんと、いうことだ。あの子だけに言葉を喋しやべらせたのも、術声を発させたのも、全てが策か」

　どうして──ぼくは、複製影人イミテーターが一箇所からしか出てこない、その意味を考えようとはしなかったのか。あそこに何かがあると疑おうとしなかったのか。

　後悔は遅すぎる。後悔している事実すら遅すぎる。全ては手遅れで、完結した過去だ。

　しかし未練がましく、ぼくは一つ一つの真実を咀そ嚼しやくして吐き気へと変換していた。限りなく逃とう避ひに近く、やはり手遅れでしかない思考。

　推定、『砧きぬた川がわを殺せる理由を持つ人物の可能性がある』。

　最初は草そう太たと同じ、砧川の空気性が理由だったとしても。ぼくが同類となってしまった後も、ぼくや砧川に同等の殺意を向けられる理由。ぼくに推し量ることが赦ゆるされるのか。信じられない。信じたくはない。だがひょっとしたら殺せるのかもしれない。砧川も。ぼくも──嫉妬で。

　推定、『ぼくたちの近くにいる学校関係者の可能性がある』。

　誰よりも、ぼくの近くにいた──家族と言ってもいいほどに。

　推定、『最近、変化を起こしている可能性がある』。

　今にして思えばそれは綻ほころびにも似た違和感だった──些細な忘却。

　魔ま女じよを一いつ瞬しゆんで殺した女は、ゆっくりと、こちらを振り向いた。複製影人イミテーターなどよりも、よほど虚うつろな目。ぼくがよく知っている、けれどもまったく知らない、『彼女』の顔。

　全く逆の意味で、同じようなことを思ったときがあった。

　レンタル店。あのレスラー風の男がいたレンタル店だ。

　あそこでも。学校でも。誓約魔術ゲツシユマジツクは行われていたのだ。複製影人イミテーターは作られていたのだ。

　鍵かぎは『ノートと名前』。巨漢はノートに名前を書いていた。ほとんどの生徒達が複製影人イミテーターとなっていたことを考えれば、彼らが共通してやっていたことに思い当たる。そしてぼくと砧川がしなかったことに思い当たる。

　それは、ノートに名前を書くことだ。そのノートの持ち主は誰だれか。レンタル店で、専用用紙ではないただの大学ノートに名前を書かせ、さらに学校で署名活動を行っていたのは誰か。

　決まっている。ぼくは、彼女と、目を合わせた。

　いつもの触手じみた髪を、雨でだらりと垂らしている、昨日きのうまでは楽しく笑いあっていた、

　幼おさな馴な染じみ。天堂巳沙希。

　彼女が持っているノートの表面に、ただ大きな口だけが浮かんだ。それが嘲あざけるように歪ゆがんだ形で開かれると──その口の奥で、真しん紅くの虹こう彩さいを持つ単眼がぎょろりと蠢うごめくのが見える。

「はーじめまして、だなぁ～？　宵よい本もと澪れいクン。ドルイドの導き手ナビゲータ、エマンコールだぜィ」

　口こう唇しんであり瞼まぶたでもある場所から発せられたのは、蛇のようなイメージを受ける深く粘ついた男の声だ。声自体は高くも低くもないが、巻き舌で意図的にふざけた調ちよう子しが加えられており、耳みみ障ざわりなことこの上なかった。そしてその声に遅れ、ページの隙すき間まから切せつ華かとレスラー男の身体からだがずるりと滑すべり出してくる。複製影人イミテーターが死ねば、やはり本体はこうやって出てくるのか。

　気絶した二人の身体が泥を撥はね飛ばすその音を、ぼくは、どこか滑こつ稽けいに思いながら聞いた。
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　ノートの口目は場違いに軽けい薄はくな口く調ちようで、聞いてもいないことを自慢げに喋しやべり始めた。

「ヒヒ、罠わなにかけられソーだったんで罠にかけ返してあげたぜィ。こんなときのために、普段ふだんはわざと典型的人形ライクに複製影人イミテーターを操あやつって、頑張れば普通に喋らせたりできるってことを隠しといたんでネ。や、これを不意打ち攻こう撃げき用に使うかさっきみたいな身代わり用に使うか迷ってタンだけど、ま、身代わりで正解だロ。奥の手は取っておく。なけりゃ無理矢理にでも作っとく。それが身を守るヒケツってコトサ……お～やおや、他ほかにも質問がイロイロあるって顔だなぁ？　いーぜェー。少しばかしバトルはオヤスミ、お喋りターンだ。さぁ、どーぞー？」

　巳み沙さ希きは虚うつろな目で、足あし下もとにできる無数の波紋を見つめているだけだった。いつもは感情豊かな顔は、彫像じみた無表情で時を止めている。

「うン？　どーしたね？」

「よかろう。私はレンテンシア・イズラデリ。とりあえずお前の代替魔術師ポステリオルマギスと話したい」

　周囲の複製影人イミテーターを片づけたレンテンシアが、いつのまにかぼくのすぐ隣となりに立っていた。ぼくは全身を凍らせており、砧きぬた川がわ、いやアヴェイラーズは喉のど元もとからどくどくと鮮せん血けつを零こぼして雨の地面と同一視されている。まともに口を開けるのはエルフしかいなかった。だが──

「うーン、お姉サン、いー身体からだしてんねぇ、お姉サン。あんたみたいな奴やつの頼みなら俺おれだって尻しつ尾ぽ振って聞いてやりたいトコだがねェ、それはちょっとムリなハナシだァ」

　ドルイド──エマンコールはノートのページをパタパタと揺らせながら唇を曲げた。

「ンー、ちょっと話は逸それるけど、俺はもー弱くてねェ。あんたらみたいに炎をビャーとか強い武器でグシャーとかできないわけよ。できることと言えば、弱っちい人間をこの中に閉じ込めて、代わりに弱っちい複製影人イミテーターを作り出すことだけ。だから完かん璧ぺきに生徒達を支配して授業中とかに一気に澪れいクンたちを襲おそうくらいしか手がなくてサァ、仕方ないから最近はひたすら生徒達に署名させて待ってたんだ。質より量しかないなんて惨みじめダロ？　哀れんでくれるかナ～」

「特に哀れむ理由はないが」

「ウッヒョー、ヤサシー！　ヤリテー！　んでまぁ、世の中ってのは上う手まくできてるわけで。代わりに、どーも俺はあんたらとはちょっと違う方向に力を持ってるみたいなわけだ」

「極大の感知能力。極小の被感知能力……と、いったところか」

「そー。全然気づかなかっただロ？　澪クンなんかは目の前で署名やっててもナ。誓約魔術ゲツシユマジツクは名前を書かせて因果を繫つなぐ、準備段階の『前提名約コントラクト』と、実際に複製影人イミテーターと本体を因果律転換して瞬間的に位置を入れ替える『置換履行インプリメント』の二つでネ、闇滓アンシイが漏れないか結構ドキドキしてたんだぜぃ。ま、それはそれとして──一番俺があんたらと違うのは、顕化アピアランスについてかなァ。ちなみに、今も顕化アピアランスしてるぜ」

　レンテンシアはちらりと、巳み沙さ希きの茫ぼう漠ばくとした顔に目を向けた。

「肉体も装しよう束ぞくも変わらない。魔ま術じゆつ種しゆによってはそういうこともあろう。おかしくはない」

「そーだなァ。問題は外じゃなくてナ・カ・ミ。俺達の顕化アピアランスは特別ヨ。俺の意志で顕化アピアランスするしないを制御することができるし、その性質も、ミサキと俺の精神が混ざるような感じでね」

「なんだと……？」

「別に驚おどろくこっちゃナイだろー。俺はココロの魔術師、それにそこの魔女ウイツチさんだって同じようなことやってたじゃない？　ニョホホ、裏ワザ？　裏ワザ？」

　ケタケタとお喋しやべりなノートは笑って、どこか紙かみ芝しば居い調ちように大おお袈げ裟さな口調で続けた。

「で、最初はまぁミサキと適当にやってたわけよ。ところが魔女さんを見つけて、とりあえずいざというときの盾たては必要だゼとかミサキを説得して誓約魔術ゲツシユマジツクを使ってみたら、さぁ大変。俺おれにとってはちょっとラッキー！　予想外に早く、敏感に反動が出てきちゃったんだなぁ」

「それは？」

「ミサキという存在そのものが退化していく、てトコロかネ。澪れいクンには心当たりがあるんじゃないかなァ。何か変だな、と思ったこと、あっただろぅ？」

　渇いた喉のどに痛みを覚えつつ、ぼくはようやく口を開く。

　退化。その解釈は無数だ。だがぼくは既に、些さ細さいな違和感に、その変化に気づいていた。

「……記憶を失っていた」

「あくまで部分的に、だがねェ。大局的に言えば、『彼女』が『過去の彼女』になっていく過程での副次的な結果にすぎないモンだからサ。そのへんイロイロと曖あい昧まいなのョ」

　解を提示されて初めて気づける、些細な忘却。

　支はせ倉くらへの頼み事をぼくに何度も言おうとしていた。その後、家の前で今度は言いたいことそのものを忘れていた。その翌日は言おうという意思自体を忘れていた。今にして思えば、それは全すべて同じ頼み事だったのだろう。さらに言えば、喫きつ茶さ店てんでミオという存在を忘れていたのもそうかもしれない。一日前に会った人間を「どこかで見たことがある」と評するのはおかしい。

　その程度のこと──予言書の悪意を知らないぼくは、全すべて、単なる度忘れだとばかり思っていた。雪ゆき人ひとさんの命日だから、というわかりやすい理由があったが故ゆえに、そのせいで情じよう緒ちよ不安定なのだと勝手に思い込んでいた。だが致命的に手遅れになってから、やはり今唐とう突とつに気づく。

　それは、ぼくが見たくないと思っていた、あの砧きぬた川がわの喪そう失しつと同じだったのだ。

　ぼくは何をしていたのだろう。

　愚おろかなぼくは、砧川を見て、巳み沙さ希きを見ないで、何をしていたのだろう。

「さてさて、それでさっきの話に戻るよン。退化していったミサキは、なんと、基本的には自分が代替魔術師であること自体を忘れている状況になった。さらに顕化アピアランスしたときのミサキ側の意志も減る一方。存在が退化していってるんだから当然だわな。つまりミサキはもー、基本的には俺のモノになっちゃったってわけよ。あ、魔術師関連のことは基本的に俺が操そう作さしてたのよん。署名とかはきっかけだけ与えれば勝手に記き憶おく補完してくれたしィ。大変だったのはアレだな、オフクロサンが意外に厳きびしくてネェ。夜に外出するときは生徒会の用事でとか噓うそ吐ついて制服着て出たり」

　解答が提示されれば子供でも理解できる。簡かん単たんな数式──誤ご謬びゆうはぼくの中にのみあった。巳沙希のおばさんは夜遊びにだけは厳しい。知っていた。そして疑われたくないドルイドの立場としては、最近巳沙希の夜遊びが激しいとか隠れてこっそりと外出しているようだとかいう『異常を示す情報』が、万が一にでも（親の井い戸ど端ばた会かい議ぎ経路などで）ぼくの耳に入るようなことがあってはならなかった──だから適当な理由を作ったのだろう。理解できる。巳み沙さ希きはあのスパでの出来事が終わって家に帰り、再び着替えて『食事』に出た──ああ、理解できるさ。

　だがどうでもいいことだ。それによって愚おろかな誤解が生まれただけ。黙示録げんざいの最大限の譲じよう歩ほだったにも拘かかわらず、わかりやすい答えにぼくが飛びついてしまっただけだ。

「まーともかく、だから昼間っつーか適当に日常を暮らしてるときのミサキはちょっと記き憶おくを失ったりしているボケボケしたミサキで、ある意味ナチュラルなミサキではあったのサ。別に彼女が澪れいクンを騙だましてたとかそういうわけじゃないってことかな？　だからま、裏切られたとか思う必要は全然ないわけでェ」

　元々、裏切られたなど思ってはいない。だが──その言葉は、ぼくの推量が間違っていたことを示してくれた。巳み沙さ希きにぼくや砧きぬた川がわを殺せる理由があったわけではなかったのだ。ただエマンコールの手によって、殺せない理由が、彼女の意志が、無理矢理に奪われただけなのだ。

　激しい苛いら立だちが拳こぶしを握らせ、ぼくはただノートを、ひどく腹立たしい魔ま術じゆつ師しを睨にらむ。

「また話がズレた。で、今ミサキがこーしてぼーっと立ってるのは、俺おれがそうしてるだけだからで。もー完全に意い識しきはないだろな。だから、エルフさんがこのミサキと話をしようとしても無理な相談だっつーこと。オワカリ？」

「ならば顕化アピアランスを解け。代替魔術師ポステリオルマギスのことを忘れているのだとしても、もう一度教え直せばよい」

「んっフーン。それもどうカナ。顕化アピアランスを解いた、元のミサキ。仕方ないこととは言え何百人もの複製影人イミテーターを操あやつったんだ、反動はどこまで進んでいるかナァ？」

「それは、つまり」

　レンテンシアが唾つばを飲み込む音が聞こえた。

「もはや意思疎通ができない状態である可能性もある、ということか──」

「アターリィ～」

　どうすればいい。どうするのがいい。どうしなくてはならない。知ったことではない。ぼくはただ、眼前のムカつく野郎を殴り殺したい。ノートを叩たたき潰つぶした後は踏みつけて両手で無む茶ちや苦く茶ちやに引き裂いてやって唾を口が渇くほど吐きまくって小便をひっかけてアンモニア臭くさくしてやってから、その後でそれと同じことをぼく自身にもしてやりたい。死ね。死ね。死ね。

　椅い子すに手を伸ばしたそのとき、レンテンシアが静かにぼくの名を呼んだ。手が止まる。止める理屈はなかった。だが止まってしまったのは、彼女の目を見てしまったからだ。

　悲哀と、苦悩と、苦痛と、憤いきどおりと──憐れん憫びんの、瞳ひとみ。

「冷静に、聞け。私を恨うらむのなら恨め。だが言っておかなくてはならない。彼女は、ミサキは」

　その言葉は、とても静かで、とても、

　うるさい。

「──もう、終わっている」

　エマンコールが茶ちや々ちやを入れた。

「そうかナ～」

「そこまで反動が進んでしまっているのならば。もう彼女はわけもわからず、廃人のように、敵に殺されるのを待つだけになるだろう。我々の死とは心の死だ。たとえこいつがずっとミサキの身体からだを操り続けるのだとしても、それはミサキではない。絶対に、ミサキではない。もう、お前の知っているミサキは戻ってこないのだ」

「いやいや、そうとも限らないぜィ。根源闇滓ルート・アンシイが、一つ、二つ、三つ。これだけ食べれば、ちょっとくらいは回復するんじゃないのかナ」

「させると思うのか？　そこまで私が人道主義者だと？」

　一いつ瞬しゆんにして目を鋭するどくしたレンテンシアが、再びマントの下から銃を取り出した。

「複製影人イミテーターはもう打ち止めだろう。何か策があるとでも言うのか？」

「ヒッヒ、奥の手は取っておくって言ったヨな！　あるとも！　最後の最後、ちょっと使いたくなかったが仕方がない、一発逆転の策がナ！　予定としてはだネ、切せつ華かちゃんのウソ術声に紛まぎれてボソボソ複製影人イミテーター喚よんで、そいつらに頑張ってもらって三人殺すが優ゆう。囮おとりの切華ちゃんがどうにかなって、その隙すきにアンタらを一気に殺すが良。一気に殺せなかったらまず怖い魔ま女じよサンを殺して、何だかヤサシいエルフさんとお疲れ気味の澪れいクンを残すってのが可。つまりまだ一応予定通りではあるのサ！　ハハー、どうして俺おれが今までペラペラと喋しやべってたと思うんだ？　魔女の再生をチラチラ見ながら無む駄だに時間使ったと思うんだ？　事情を教えとかなくちゃならなかったからだよ。澪クンに」

　エマンコールは醜しゆう悪あくな唇を、つまりは醜悪な目を斜めに歪わい曲きよくさせてぼくを見た。

「さて、ここで聞くけども。澪クンは、この可哀かわい想そうなミサキちゃんを、殺せる？」




　ぼくは、手を伸ばした。

「ミサキは全然悪くない。悪かったのは誰だれだろうナ？　気づかなかったのは誰だろうナ？」

　椅い子すの背板を摑つかんで、ゆっくりと、持ち上げる。

「贖しよく罪ざい。自己犠ぎ牲せい。美しいネェ。澪クンの自己犠牲があれば、ミサキは救われるかもしれない、いや、きっと救われるんだゼ」

　一段と強さを増した雨が、ぼくの目を滲にじませる。

「いつもの、明るい、元気な、ミサキに戻るんだゼ」

　水分を含んだ髪が、ひどく重い。

「いいのかい？　ミサキの気持ちに、ずっとずっと前から、気づいてたんだろう？　自分を好きでいてくれた子を、殺せる？」

　滑すべらないように、ぎゅっと、椅子を摑み直した。

「三週間くらい前、バイトから帰る途中にヤク中野郎の気まぐれで襲おそわれて殺されたって聞いて、殺せる？　その後で泣きながらそいつを殺し返したって聞いて、殺せる？　死んだ瞬間に思っていたのは、『約束と生への渇かつ望ぼう』だったって聞いて、殺せる？　結局思い出してくれなかったな、て思っていたその約束は誰だれかさんと誰かさんが小さい頃ころに交わした、ありがちでベタベタで普通すぎる、でもすっげー幸せで微笑ほほえましい、大きくなったら結婚しようねっていう約束だったって聞いて、殺せる？　その子がいつか思い出してくれますようにって願がんをかけて、ずっと片方の髪だけを伸ばしてたって聞いて、殺せる？　他ほかの男に言い寄られないように、男っぽい振ふる舞まいをしてたって聞いて、殺せる？　ねぇ、殺せる？　殺せる？　殺──」

「ドルイドッ！」

　レンテンシアが、呪じゆ縛ばくから解けたかのように唐とう突とつに動き、その手の銃を巳み沙さ希きに向けた。

「sōwuソウエ……」

「あああああああああああああああああああああああああっ！」

　ぼくは横手から、レンテンシアを、椅い子すで殴り殺した。

　頭から脳のう味み噌そと血を飛び散らせて、エルフは雨の中に倒れた。一瞬遅れて彼女の拳けん銃じゆうが地面に落ち、無気力に泥水を撥はね上げる。それを見たエマンコールは笑って、優やさしくぼくに言った。

「おいで」

　ぼくは椅子をその場に放り出し、足あし下もとの泥濘ぬかるみを搔かき回しながら、よろよろと歩いた。

　何もかもが、もう、どうでもよかった。

　巳沙希。天てん堂どう巳沙希。ちょっとガサツで、乱らん暴ぼうで、口が悪くて、変な髪形で、笑うと可愛かわいくて、笑え窪くぼができて、切せつ華かの面めん倒どうを見てくれて、ぼくを、こんな最低のぼくを、

　最後まで好きでいてくれた、女の子。

　すまない。記き憶おくにある、夜道への怯おびえを覗のぞかせた女の子の姿。無む意い識しきの中で過去の死を想起していたのか。気づいてあげられなくて。すまない。他にも謝しや罪ざいすることばかりだ。いろいろと、見ないふりをしていて。すまない。お前に、お前がずっとそばにいてくれていたことに、甘えていて。すまない。すまない──

　眼前には、彼女の顔があった。いつも見ていた、見たことのない、虚うつろな瞳ひとみの彼女。

　だから、これでいいよな？　ぼくの未来を、お前に託して、いいよな？

　全身の力を抜く。同時に、顕化アピアランスを解いた。先刻から、うるさいくらいに携帯電話が振動し、着メロを鳴らし続けている。あのブルマ少女は、今はどんな四字熟語を画面に表示させているのだろうか──ざまぁみろ。これで終わりだ。恨うらむのなら、こんな反抗的なぼくを選んだ自分を恨むんだな。ぼくはポケットを探り、取り出した携帯を適当に捨てた。

「ン～、勇気ある決断ありがとぉ。お礼に、ちょっとばかしミサキに会わせてあげようかな？　昨日きのうまでのミサキじゃないかもしれないが、そこはまぁ、ご愛あい嬌きようってことで──では、ホイ」

　彼女の目が、開いた。きょとんとした顔。何がどうなっているのかわからないといった表情で辺あたりを見回し、雨にずぶ濡ぬれになっていることにびっくりし、目の前に立つぼくを見て、

　いつものように、にっこりと、笑え窪くぼを作って笑った。

「あっ。れいちゃんだぁ」

『やっぱり』『だから』と、ぼくは再び決意を得る。

　だけどそんな決意とは関係なく、視界が、歪ゆがむ。

　どうして、世界はこうも、残酷なのだろう。

　ほんのちょっとの祈りも届かないで。ほんのちょっとの願ねがいも叶かなえられないで。

　見たくないことばかり、見えてしまうのだろう。普通は、つまらないことばかりで。特別は、嫌いやなことばかりで。

「わたし、どうしたのかな？　なにもおぼえてないよ。む～……あっ！　なにか、へんだよ？」

「何が……変、なんだ？」

　声が出たことに、自分でも驚おどろいた。その言葉を聞いて巳み沙さ希きは一いつ瞬しゆんだけ目を丸くして、しかしそれからすぐにまた満面の笑えみを浮かべる。

「れいちゃんのかお～。それに、こえも、かみも、へんだねっ。どうしたのかなっ」

「本当に、どうしたんだろうな……でも、ぼくは、澪れいだ。隣となりのうちの、宵よい本もと、澪だよ」

「わかってるよ～。わ」

　ぼくは頭を前に垂らし、とん、と彼女の肩に額ひたいを乗せた。駄だ目めだ。こんな顔は見せられない。

「……どしたの？　なにか、かなしいこと、あった？」

「巳沙希。ぼくとお前がした約束って……覚えてるか？」

　くすくす、と肩が震ふるえ、その振動がぼくに伝わってくる。

　なんて寂しい、振動。

　なんて悲しい、温かさ。

「もちろん、おぼえてるよ。けっこん、するんだよねっ」

「ああ、そうだな……だけど、ぼくは。ぼくは、忘れてたよ……つい、さっきまで。どうして忘れてたんだろう。あんまりに普通だったから？　あんまりにありがちだったから？　あんまりにつまらなかったから？　馬ば鹿かだ……つまらないことなんかじゃ、なかった」

「れいちゃん？」

「覚えていれば、絶対に何かが変わった、大切な……こと、だったのに。悪い。ごめん。ごめんな。謝あやまりたかった。ぼくは、お前にっ……お前に、謝りたかったのにっ……」

「わたし、きいてるよ。ちゃんと、きいてるよ。だいじょうぶ、おこってないよ？　おもいだしてくれたんだよね。だから」

　ぼくは彼女の肩から顔を上げ、真正面から、その瞳ひとみを覗のぞき込んだ。両の掌てのひらで、柔らかい頰ほおを包む。冷たかった。彼女も手を伸ばし、同じようにぼくの頰を包んできた。温かかった。

　ぼくは、それよりも温かい何かを自分の頰に感じながら、声ではない何かに変わろうとする声を絞り出した。

「でも、お前は、ぼくの謝りたかったお前じゃないんだっ……それすらも、ぼくには、許されてないっ……」

「れいちゃん……」

　頰を滑すべり落ちた巳沙希の手が、ぼくの肩に。

　温かい掌の感触。ぼくは、彼女の手に触れたことがあっただろうか？

　覚えていない。思い出せない。

　初めて、ぼくは彼女の温度を感じる。いつでも手を伸ばせば届いたはずの、温度。

　肌は女の子の柔らかさ。鼻び腔こうに微かすかに届くのは、女の子の甘い匂におい。

　ここにいるのは、巳み沙さ希きだ。ぼくの、幼おさな馴な染じみ。それ以上でも以下でもなかった、大切な、

　おんなのこ。

　彼女の手は、そして──ぼくの、喉のどに。

「え……なんで、わたし、こんな？」

　その手が、猛烈な力で首を絞しめてきた。巳沙希は心底怪け訝げんそうに自分の手を眺めてから、むずがる赤あか子ごのように身体からだを大きく波打たせて暴あばれた。だが手は離はなれない。きっと足も動かないのだろう。自分の身体に裏切られた彼女は、激しく泣き出す。

「れいちゃん、ちがう、ちがうの、わたし、や、やだよぅ、こんなこと、したくないっ。やめてやめてやめてやめてやめてやめてやめやめてやめてやめてやめてやめてやめてやめ」

　不自然に言葉が途と切ぎれ、残るは沈ちん黙もく──そして、虚きよ無む。巳沙希の顔が一いつ瞬しゆんで無表情に戻り、ただ、手の力と殺意だけがその圧力を増す。ノートから嘲あざけりの声が飛んだ。

「ホヒィ、時間切れェデース。楽しんでいただけたカシラ？　ふぃー、それにしても、やっぱアレだ。澪れいクンが関かかわると抵抗が激しくナルなァー。全身の制御取るのがちっと遅れちまったイ。そんな精神力はもうないはずなんだけどォ」

　聞きたくもない声を聞きつつ、ぼくはただ、見ていた。

　顕化アピアランスによって意い識しきを失った、巳沙希。虚うつろな瞳ひとみはどこまでも深遠で茫ぼう漠ばくで虚無で、何も見ておらず、何も捉とらえておらず、感情などなく、意志などなく、でも、それでも──

　そこからは、大粒の涙が零こぼれ続けていた。

　エマンコールが制御して意図的にそうしているとか。さっきまで緩ゆるんでいた涙るい腺せんが惰だ性せいで流し続けている、ただの生体反応としての涙が続いているだけだとか。

　そんな可能性は認めない。そんなはずが、あってたまるか。

　巳み沙さ希きは巳沙希の感情で、今、泣いている。

　ぼくの首を絞しめる力には一片の加減もなく、二度目の死がすぐそこにある。ぼくは場違いに冷静な頭の中、この死によって一度目の死の意味を見出した。納得いかなかった疑問が、ようやく紐ひも解とかれる。同じなのだ。あのときと今は同じなのだ──なぜなら巳沙希は泣いている。

　はっきりした、はっきりした。あれは事故だ。あるいは殺人だ。

　巳沙希の意志が僅わずかでも残っていれば、さっき奴やつ自身が言っていたように抵抗しただろうから、結局避さけようとして避けられなかった、事故。もう完全にエマンコールに精神を支配されてそんな余裕がなかったのなら、避けられるのに避けなかった、殺人。

　ぼくはドルイドという魔術師に殺され、巳沙希には殺されていない。

　少なくとも、その事実だけははっきりしている。それだけわかれば、もうよかった。

　泣くなって。いいから。もう、わかったから。

　見える。一いつ瞬しゆんの暗転ではなく、ただひたすらに緩かん慢まんな時の中、

　ぼくは巳み沙さ希きの顔を見ながら、笑って死んでゆく。




　そして、

　舌打ちが聞こえ、

　ぼくの喉のどから手が離はなれた。
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　無表情な巳沙希の両手が、自分の首のすぐ横で包丁の刃やいばを握っていた。指の間から鮮せん血けつが滴したたっている。包丁を繰くり出しているのは、今も刃を巳沙希に向けて押し込んでいるのは──

「ふざけないで、くださいっ……」

　砧きぬた川がわは、心底、怒っていた。

　ぼくに対して。

「何でなんですか!?　どうしてそんなことをするんですか!?　そんな、そんなっ……死ん、でも、いい、みたいな、ことっ！　間違ってます、絶対に間違ってます！」

　ぼくは、動けない。砧川と巳沙希が、生と死の──生と死の、争いをしているというのに。包丁を押し込む手伝いをすることもなく、巳沙希の抵抗に手を添えることもなく。

「じゃあ……何が、正しいって言うんだ」

「そんなことはわかりません！」

　ひどく砧川らしく、ひどく砧川らしくなく、彼女は叫んだ。いつものぼくなら逆ギレだと笑っただろうが、今はとても笑えなかった。ぼくだってわからないのだ。何もかもが。

「わたしに、わたしにわかるのはっ……わたしが思ってるのはっ……宵よい本もとくんに、死んで欲しくない、それだけです！　わがままなのはわかってます！　子供みたいな、理屈のない思いだって、わかってます！　でも、それしかわからないんです！　それだけしか！」

　包丁の先端が、巳沙希の喉に赤い点を作った。生じた雫しずくは刃やいばを伝い、砧川の指にも絡からみつく。

「ぼくは……もう、死んでる」

「私だって死んでます！　巳沙希さんだって死んでます！　でも、生きてます！」

「それは」

「──わがままで独りよがりで身勝手で汚くてこんな自分が嫌いやで、だけど、言います！　言わなくちゃ駄だ目めなら、言います！　わたしたちは、死んでいるんだとしても、彼女よりは生きているんです！　もう、終わってしまった、彼女よりは！」

　終わっているのか？　本当に？

　だって、彼女は、さっきまで、笑っていて。話をしていて。ぼくを許してくれて。

　でも、それは、彼女ではなかった。

　三人分の根源闇滓ルート・アンシイを使えば、そんな彼女が、元に戻る『かも』。しかしそうすれば、ぼくたちは『確かく実じつに』終わる。ああ、なんてくだらない確かく率りつ論ろん。

　けれども、無駄ではなかったみたいだ。ぼくは忘れていたことを思い出した。終わるのは、ぼくたち。ぼくだけでない、誰だれかも、終わる。だがその思いすらも、逃げかもしれない。

「わたしが、わたしの根源闇滓ルート・アンシイで、巳み沙さ希きさんが治るなら、わたしはいなくなってもいい！」

　砧きぬた川がわの涙は、雨にも混じらない量の涙は、彼女の力そのものだったのだろうか。

　巳沙希の手が押し返し、包丁が喉のどから離はなれた。二人の間で拮きつ抗こうする、赤黒く色づいた刃やいば。

「でも、それでも！　宵よい本もとくんには、死んで欲しくないんですっ！　わがままなこの思いだけじゃ駄目ですか宵本くんが生きてくれる理由にはなりませんかっ！　わたしを恨んでもいいです、憎んでもいいです、ころしてもいいです、だから、だからぁっ！」

　彼女の嗚お咽えつは、ひどく遠くに聞こえ。

　生き物のような雨音だけが、耳元で啼ないている。

「……お願ねがい、です……」

　ぼくは、さぁ、と促うながす言葉をぼくに聞いた。

　ぼくは、止やめろ、と制止する言葉をぼくに聞いた。

　ぼくはそれは間違っていると言った。ぼくはそれこそが正しいと言った。ぼくはやれば後悔するぞと言った。ぼくはやらなければ後悔するぞと言った。ぼくは死んで償つぐないをしろと言った。ぼくは生きることが償いだと言った。ぼくは生も死もないと言った。ぼくはどちらもあるのだと言った。ぼくは巳沙希を守りたいと言った。ぼくは砧川を守りたいと言った。ぼくはもう終わっているのだと言った。ぼくはまだ終わっていないと言った。ぼくは彼女の望みを叶かなえろと言った。ぼくは彼女の望みを叶えろと言った。

　ぼくは、ぼくの言葉の中から正しいものを選ぶことなどできなかった。『絶対』があって。『多た分ぶん』があって。その二つよりも強い、『絶対』があって。

　結局のところ、その『絶対』だけがぼくにはわかっていて、それだけしかわからなかった。

　だから。だから、なのか──？　それすらも、わからない。

　ぼくは足を踏み出した。空気を搔かき分けることが罪悪であるかのように、ぼくはゆっくりと手を伸ばし、砧川の手と包丁の柄えを、片手で包んで握った。

「澪れいクン、なあ、殺さないよな？　そんなことはしないよな？　ミサキだゼ？」

　どろどろのグラウンドに落ち、水分を含んでその色を変えたノートが声を発した。

「──やれ。やるのだ、小僧。それしかない」

　再び帽子に浮かんだ顔が、ぎろりとぼくを睨にらんだ。

　どこか後ろで、携帯電話の着信音が喧やかましく鳴り続けていた。場違いに日常的な、音。

　ぼくは腕を引かず、押さず、ただ、

　顕化アピアランスした。

「さあ、わかってるな、魔女ウイツチを、魔女を殺すんだゼッ？」

「黙だまれドルイド！　死ぬのはヌシよ、決まっておろうがッ！」

　ぼくを急せかすように、ぼくを諫いさめるように、着信音。

　砧きぬた川がわは歪ゆがんだ目でぼくを見つめていた。懇こん願がんは震ふるえる声で繰くり返される。

「……お願ねがい、です。宵よい本もとくん、だけは、どうか──」

　そして。

　顔を伏せた彼女の唇だけが、小さく動いて。

　わたしなら、いいんです。わたしのことは、いいんです。

　だって、

　もう、

　痛くないですから。

　まだ直りきっていない喉の傷から依然として血液を零し続ける彼女は、そう矛盾を囁いた。




　ぼくは、

　選択する。

　巳み沙さ希きがここにいたら、どう言うだろうか？　　　　　笑え窪くぼが可愛かわいくて

　　　　　　　　　　　　何をしろと、言うだろうか？　　気づけばいつもそこにいた

　　　　　　　　　わからない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幼おさな馴な染じみのこ。

　　　巳沙希。　　　わからないままでいよう。　　　　　　　　　　　巳沙希。

　　　　　　　　　　　　都合のいい想像をしない矜きよう持じを持とう。　　　　　　断罪。

　だけど、きっと巳沙希は、　　　　　　　　　　代だい償しようの傷跡は、永遠に刻印される。

　　　今も。　　　　　　　最後に交わした言葉は、　　　　　　　　　　ああ、

　　ぼくと彼女を貶おとしめる錯さつ覚かく。　　　　　何だったっけ？　　ぼくは彼女のことが好きだった。

　　　　　言葉に聞こえた望みがあって、　　　　巳沙希。　　　　　　　　　　　とても。

　　　　　　　　　　言葉に聞こえず、　　　　　　　　　　すまない。

　　　すまない。　　　　わからなかった望みを捨てた。　　　　自己満足の謝しや罪ざいに、

　　　　　　巳沙希。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笑いが出た。

　涙も出た。　　噓うそだらけの。　過あやまちだらけのぼくたちは、　やはり過ちだらけに終わる。

　　　　　　　巳沙希。　　　　　もしできるなら、　　　　　　殴って欲しい。

　　大切な、家族だった。　　死ぬほど。　　望みだ。　　　　　　　じゃあ、な。

　　　　　笑え顔がおは錯覚だと断じた。　　　　ぼくを赦ゆるすな。　　また近いうちに、会うさ。

　　　感謝は、罪悪？　　　　それとも、別の。　　　　　　　　　　　　──きっと。




　祈りにも似た疑問が浮かんだ。

　どうしてぼくはこの言葉を口にしなくてはならないのだろう。

　けれども、この言葉は死に向けられるものではない。彼女は既に死んでいる。ぼくも既に死んでいる。だから、この言葉が向けられるのは、死ではない。

　ただ、その先にある、未来だ。

　そう思った。

　それでも、ぼくは呪のろわれるだろう。神か悪あく魔まか知らないが、そんな最低のクソ野郎どもがたとえ呪わないにしても、このぼく自身がぼくを呪うのだから。

　それがぼくの罪証になればいいと、ただひたすらに祈って。

　ぼくは砧きぬた川がわの顔を見ながら、その包丁を握にぎり締しめながら、魂たましいを失う言葉を口にした。




「──祝福する」




　巳み沙さ希きの未来に、祝福がありますように。

　生が終わって、死が終わって、その先に待つ未来に、祝福がありますように。




　身勝手に祈って、身勝手に願ねがって、当然の報むくいとして魂が削れて。

　祝福魔術ブレスマジツクの剣となった包丁が、それを押さえていた巳沙希の指を切り飛ばす。

　そしてそのまま包丁は、ぼくの力と砧川の力で、真っ直ぐに奔はしり──

　巳沙希の白い喉のど元もとに、深々と突き刺さった。




　祝福がありますように。

　祝福がありますように。

　生も終わらず、

　死も終わらず、

　未来を未いまだ探している、

　この呪のろわれたぼくには──

　なくても、いいですから。
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　雨だけが見えていた。

　陰いん鬱うつに、遥はるか高みから、ぼくたちを懲ちよう罰ばつする雨。

　仰あお向むけになった顔に落ちる水滴がこそばゆかった。いっそ、痛ければいい。痛みで泣き叫ぶほど、血が噴ふき出るほど、気が狂うほど、雨が苦痛であればいい。そう願ねがった。

　泥水の沼と化したグラウンドに横たわる身体からだは、数百個。そのうちの一つが、ぼく。地面にぺっとりとくっついた背中はひどく冷たく、そのせいか、身体の前面だけは熱ねつを持っているように感じた。雨が降っているのに。自分の鼓動も感じる。どく。どく。死んでいるのに。

　ぼくは苦にがい雨粒を口に入れながら、暗い空に向けて呟つぶやいた。

「もう……消えたんだな、あいつ」

「消えたんじゃ、ありません。やっと、眠れた、だけ」

　右横から、静かで力のない、声。

　ぼくは頭を滑すべらせ、顔を傾けた。同じように仰向けになっている砧川も、ちょうどぼくのほうに顔を向けたところだった。今、その身に生の枢要を嚥えん下かした彼女はいつもの制服姿に戻り、魔ま女じよが隠れた帽子だけを腹の上に乗せている。

「でも、ぼくたちは、まだ眠ってない──死んでない」

「生きても、いない」

「中途半端で、不自然の極みだ……」

「でも、ここにいます。わたしも、宵よい本もとくんも、まだ、ここにいます」

「……そうだな。いなくならない限り、ここにいるんだ……」

　わけもない溜ため息いきが出た。脳のう味み噌そを搔かき毟むしるように頭を搔いたとき、ふと手の甲に固い感触。ビニールに包まれた携帯電話だった。仰向けになったままそれを拾い上げて、雨をバックに液晶を開いてみる。どことなく恨うらめしそうな顔をしているブルマ少女が映った。だがすぐにエベネゼルはいつもの無感情な寝ね惚ぼけ眼まなこに戻って、ただ一語を吹き出しに表示する。『諸しよ行ぎよう無む常じよう』。

「くそったれ。一番見覚えがあって、一番意味が分からない言葉だ──ぼくはお前が相変わらず嫌いだ。そしてさらに嫌いになった。忘れるな」

　ぼくは携帯を折り畳み、それをズボンに捻ねじ込んだ。ポケットから手を出したところで、不意にその手が握られた。見ないでもわかる。右みぎ隣どなりにいる、砧きぬた川がわの手だ。ひどく温かい。

「仲間外れは、嫌いや、です……いい、ですか？」

「握ってから言うことじゃないな。好きにしろよ」

　安あん堵どしたような吐と息いきが聞こえ、手に籠こもる力が無言で強くなった。

　その力に──ぼくも、安堵したのかもしれない。同じような、吐息が漏れたから。

　しばらく、三人で雨に顔を打たれ続ける。

「……大切にしてやってくれよな」

　唐とう突とつに口にした言葉に目的語はなかったが、砧川が静かに頷うなずくのがわかった。

「はい……巳み沙さ希きさんの、生命いのちのようなものですから」

「死体を動かしていた、仮かり初そめの、だろ」

「それでも。これは、いのちです」

　唐突に、抑え切れない奔ほん流りゆうが来た。ぼくは砧川に顔を見られないように、寝転がったまま、顔を左に向けた。声だけは震ふるえないように、注意する。

「忘れるなよ」

　頭の後ろから、短い返答。

「忘れません」

「……こんな最低なぼくのことを、最後まで、好きでいてくれた、奴やつなんだ」

「知ってました。最初から、一目見て、わかってました。だから、今、一人で決めました」

「何を？」

「わたしも、同じことをします。負けられない、ライバルですから」

「馬ば鹿か」

「どうも」

　密ひそやかな苦笑混じりの、密やかな哀切混じりの、飄ひよう々ひようとした声。

　それは隣となりに確たしかに在あって、だからぼくは問う。

「……なぁ。お前は、お前たちは、なんで、こんなぼくを……」

「大体は、わたしが前に言った通りですよ。理由も、原因も、根拠も、切っ掛けも、普通です。だから特別です。きっと、巳沙希さんも同じ。フェアじゃないので、もう詳しくは教えません」

「馬鹿」

「どうも」

　さらに、ぼくの右手に力が込められた。

　ぼくも、その手を握り返してやって。

「お前の手は、温かいな」

「宵よい本もとくんの手は、冷たいです」

「ああ──」

　ぼくは目を細めた。そうでなくてはならない。砧きぬた川がわは取り戻した。痛みと温度を取り戻した。ぼくの手の冷たさが感じられるようになったことは、素す晴ばらしい。だけど。

　ぼくはそのまま、二度と目覚めない女の子の横顔を眺め続けた。

　ぼくはそのまま、二度と力の籠らない女の子の右手を、左手で握り続けた。

「でも……やっぱり、こいつの手のほうが、もっと冷たいんだ」

　眠るように、目を閉じて。

　その顔で、雨粒を散らして。

　大切な願がん掛かけで伸ばされていた髪を、濡ぬれた地面に広げて。

　そして彼女は永遠に、笑え窪くぼを作る朗らかな笑え顔がおを忘れた。

　そしてまた同時に、彼女は永遠に──

　笑窪のない、

　微かすかで微かで微かすぎる、

　仄ほのかで仄かで仄かすぎる、

　哀かなしくて哀しくて哀しすぎる、

　優やさしくて優しくて優しすぎる、




　最後に遺のこされた、陽炎かげろうのような微笑を失うことを、忘れた。




　押し殺した砧きぬた川がわの泣き声が聞こえてくる。

　ぼくは目を瞑つむり、それぞれの手を力一杯に握にぎり締しめた。返ってきた反応は、両極端。

　ふと気づけば、あれだけ降りしきっていた雨がいつの間にか止んでいる。

　雨音を失った世界はひどく静かで、

　砧川ではない誰だれかの嗚お咽えつが、ひどく近い場所から聞こえていた。







　エピローグ







　ガラスの向こうに見える隣りん家かの窓は暗かった。もう二度と光が点ともることのない、二階の窓。

　葬そう式しきを終えた、その夜だ。全すべては夢のようだった。ひどく現実感がなかった。

　思い起こす。喪も服ふくを着た、彼女の両親。喪服を着た、切せつ華か。喪服を着た、ぼくの両親。

　喪服を着た、ぼくと──白い棺ひつぎの中に眠る、巳み沙さ希き。

　誰だれにとっても唐とう突とつな、けれども数週間前には既に始まっていた、巳沙希の死。

　全てを理解できるものはどこにもおらず、喪失の疑問はただ線せん香こうの匂においに溶け込んでいくだけ。彼女の両親が泣いて、彼女の友人達が泣いて、切華が泣いて、ぼくは泣かない。

　あの日の不理解は不理解のまま、残されているようだった。

　手抜き工事を疑われる体たい育いく館かんがなんらかの原因で崩落し、それを察知した生徒達はグラウンドに避ひ難なん。そして全員が失神した。それ以前の体育館に何かガスのようなものが撒まかれていたのでは、と噂うわさされている──ほとんどの人間の記き憶おくは体育館での全校集会で途と切ぎれていたので。その状態で全員が同じ場所に脱出できた（教師を含む一部の者達は敷しき地ち隅すみの植え込み付近で発見されたが）ということは冷静に考えればかなり不自然なのだが、他ほかに説明できる理由などない。グラウンドには部外者も数十人いたが、それについては全くの謎なぞになっている。

　犠ぎ牲せい者しやはただ一人。外傷がなかったことから、ショックによる心停止と判断された少女。全すべてを失ったために全てを取り戻し、傷一つない『ただの終しゆう焉えん者しや』として帰き還かんした一人の少女だ。

　多少の詮せん索さくと無関係な人々の罪の擦なすりつけあいだけを残し、彼女は骨になった。

　科学的に判断される命日は、事件の日。けれどもぼくたちだけは、本当はそうではないことを知っている。ただそれも、詳しい日時はわからない。彼女はいつのまにか死んでいた。そして唐突に、二度目の正しい死を迎えた。ぼくたちの手によって。

　線せん香こうの匂においが、このぼくの部屋にも届いてきたような気がした。鼻の奥が引ひき攣つれる錯さつ覚かく。

　ぼくがカーテンを閉めたとき、不意に部屋の中に電話の着信音が鳴り響ひびいた。机の表面を振動させる携帯をぼんやりと眺める。無視していたわけではない。わからなかっただけだ。それが電話であることも、着信であることも、手を伸ばして通話するものであることも。

　同じ机に置かれていたＰＣの画面に、不満げな半眼を向けてくる少女の画像が浮かんだ。

『近くに置くのは止やめて欲しいと懇こん願がん。こそばゆい』

　それを数秒、理解不能の前ぜん衛えい絵かい画がを鑑かん賞しようするように漠然と見やってから、ぼくはようやく携帯電話に手を伸ばした。スピーカーからの聞き覚えのある声に頭を切り替える。

「ああ……なんだよ、こんなときに。ん？　わかったわかった。ちょっと待ってろな」

　簡かん単たんに話を済ませ、ぼくは机の引き出しからＣＤロムを適当に選び取り、小こ脇わきに抱えた。

「草そう太たのやつめ、こんなときに借りにこなくてもいいだろうに……エベネゼル、ツレが近くに来てるみたいだからちょっと渡してくるぞ。すぐ戻る」

　軽く言ってぼくは部屋を出た。静まり返った廊下を歩いて、静まり返った玄関を開け、静まり返った夜の道に足を踏み出し──全力疾しつ走そう。

　一分も経たたずして、ぼくは指定された待ち合わせ場所であるバス停に辿たどり着いた。古びたトタン屋根の下にあるベンチに、見覚えのある影かげが座っている。

「……何を持っているのだ？」

「カモフラージュさ。見たいんなら貸すが、レディには刺激の強すぎる内容かもしれない」

「遠えん慮りよしておこう」

　そう言って、レンテンシアは肩を竦すくめた。マントに鼻はな眼鏡めがね、耳を隠すヘッドホン。いつもとまったく変わらない姿。終バスが過ぎた時間、周囲に人ひと気けはない。だからこそ、彼女は「内密に話したいことがある」と電話してきたのだろうが──思い当たるふしは一つしかなかった。

「先読みで謝あやまっとく。悪かったな」

「済んだ話だ」

　ぼくが殴り殺してしまった彼女は、小さく頭を横に振った。

「君は選択をした。迷いつつ、揺れ動きつつ、最後には選択した。終わった選択に意味はない。正しさも、過あやまちも。少なくとも私には、それに口出しする権利はないのさ」

　ぼくも肩を竦すくめて、彼女の隣となりに腰を下ろす。そう言えば、と思い出した。

「今更だが、確かく認にんしとくか──お前、マジで街中で銃を出したことがあるそうだな」

「前にも言っただろう。軽けい薄はくでしつこい男は見ているだけで腹が立ってくる」

「ぼくらが会う大分前にもやってたんだってな。昨日きのう、それ見てた同類の童どう顔がん少年に電話で聞いたよ。今思えばそんなことを言ってた気もする……そうそう、やっぱりあいつの悩みはクソくだらなかった。好きになっちゃいけない相手なんていんのかなぁ、だってよ。その次の話題が『それはそれとして街の喫きつ茶さ店てんで銀髪の可愛かわいい子も見つけたんだ。チェック入れたぜ』っていうサイアクに矛盾した話題だったから、どこまで本気かわからんが」

「何の話だ」

「いや、話が逸それた……ともかくお前のせいで勘かん違ちがいさせられた。もう人前で銃は出すなよ」

「善処しよう」

　しばしの間。風が木々を揺する音に混じり、レンテンシアは静せい謐ひつな囁ささやきを発した。

「本題に入ろう。終わった選択ではなく、先に待つ選択肢を伝える機き会かいが来た。選択の重みを知った君だけにまず話す。魔女ウイツチとは違い、導き手ナビゲータに対する依存心が低い、君に」

　ぼくはその言葉の裏を読み、予想外にこれからの話が重いものであることを悟った。

「あいつらの……不利益になる、話か？」

「あるいは。そうでなくとも、魔女ウイツチの導き手ナビゲータは私を信用してはいないからな。いや、ともすれば……老ろう獪かいなあの女は、私のことをどこかで聞いていたのかもしれん」

　一人で頷うなずいてから、レンテンシアは吐と息いきを漏らした。そしていきなりの問題発言。

「私は百年近く生きている。つまり、私は前回の励起節で代替魔術師になった人間だ」

　励起節エキサイテイシヨン。この世界の闇滓アンシイ総量が高まるその時期に、原初魔術師プルミエルマギスの精神体は資格を持った死者を探し出して代替魔術師ポステリオルマギスにする。この前提を、ぼくはアヴェイラーズに聞いていた。

「っ!?　どういう、ことだ？」

「知っているかもしれんが……通常、励起節エキサイテイシヨンが過ぎれば、時機を逸いつした原初魔術師プルミエルマギスは根源闇滓ルート・アンシイを自みずからの意志で引き上げて虚こ空くうに姿を消す。つまりその力で代替魔術師ポステリオルマギスになっていた死者は元の死者に戻るのだ。さて、今の君であれば──この単純な情報から何かに気づけるはずだ」

　気づいたさ。アヴェイラーズの説明のときに感じていた違和感。誤ご魔ま化かされていた、説明されずに隠されていた何か。その辺あたりの答えのような気がする。

「導き手ナビゲータは、その気になればいつでもぼくらを殺せる──元の死者に戻すことができる」

「あくまで、かもしれない、という推測だが。何かの儀ぎ式しきというか、我われ々われとの契約を解除する事前準備のようなものが必要なのかもしれない。それが簡かん単たんにできるのであれば誰だれも根源闇滓ルート・アンシイは失わないだろうからな。敵に代替魔術師ポステリオルマギスが敗れた瞬しゆん間かんに一人だけさっさと逃げ出せばいい」

　ぼくは一瞬の冷汗に背筋を震ふるわせる。そうすると、エベネゼル。あの自分勝手でムカつく人外はどうしてぼくを見限らなかったのか。最初から、ぼくはずっとあいつに反抗し続けてきた。戦いに参加することに非協力的で、砧きぬた川がわとの協力関係という面めん倒どう臭くさい条件も持ち出した。望ましい契約者では決してない。ぼくを諦あきらめて、別の奴やつに変えようとするほうが自然なはずだ──

　いや。今問題なのはぼくのことではない。レンテンシアの発言には矛盾点がある。

「ちょっと待て……あんたは何でそのまま生き続けられたんだ？　励起節エキサイテイシヨンが過ぎれば日々の闇滓アンシイ確かく保ほが難むずかしくなる。最後には根源闇滓ルート・アンシイに手をつけるしかなくなるだろ。そしたら本末転倒だ。それなのに導き手ナビゲータが代替魔術師ポステリオルマギスを残しておくなんて──導き手ナビゲータ、が？」

　ぼくは言葉を止めた。ああ、口にはしなかったが、なんとなくおかしいとは思っていたさ。

「気づいたか。そうだ。今の私に、導き手ナビゲータはいない」

「ど、どうして？」

「殺したからだ」

　時間が止まったかのような空白。寒々しい夜や気きだけが、ぼくらの周りに蟠わだかまっている。

「隙すきをついて、な」

　無む駄だな情報の追加。誰だれも手段など聞いてはいない。聞きたいのは──理由。

「私は君たちと同じように、迷っていた。生と死について。待ち受ける未来について。生きぬかねばならない現在について。そしてあるとき、疑問に思ったのさ。さっき言った、時期が過ぎれば自分はただの死体に戻るしかないのではないかと。そしてさらに──もしも導き手ナビゲータの言うとおりに根源闇滓ルート・アンシイを幾つも集め、種しゆの復活とやらを果たせる力を手に入れたとき、はたして自分はどうなるのかと。君はどう思う？」

「……わからない。そんなの……」

「そうだ、わからない。そもそも『種の復活』という大義自体が曖あい昧まいだ。実際にどんな手段を用い、どんな過程を経へて滅びた種が復活するというのだ？　私は推測した。今も考えている──魔ま女じよの精神が入ったメイコの肉体を見、顕化アピアランスによって心を強奪される羽は目めになったミサキを見、さらに思うようになったよ。『我われ々われの精神こころ』と『導き手ナビゲータの精神こころ』というのはひどく近い位置に在あるものではないか、とね。つまるところ、私は以前からこう考えているのだ……」

　口にしただけで呪のろわれる悪魔の名を告げるように。

　彼女は目を伏せ、低く重々しく、自みずからの推すい論ろんを述べた。

「根源闇滓ルート・アンシイを集め続ければ、我々の肉体はいずれ導き手ナビゲータに乗っ取られてしまうのではないかと」

　ぼくは戦せん慄りつを咀そ嚼しやくしつつ、無言を保つ。

「私は恐怖した。未来がないことに。自分が自分ではなくなることに。皮肉なものだな、自己という存在がいずれ消えるものであることを、死してから気付くことになるとは」

「だから……導き手ナビゲータを、殺してみたのか？」

「殺してみた、というのは言い得て妙だ。そう、私は何一つ確かく信しんを持ってはいなかった。ただ漠然とした恐怖と焦しよう燥そう感かんに駆られ、私は導き手ナビゲータを殺した。それでどうなったと思う？」

　ぼくは、じっと、彼女の身体からだを見つめた。いつも通りの。ヘッドホンやマントでわざわざ特徴的な耳や身体を隠している。一般人に見られたくなければ、顕化を止めればそれでいいのに。

　彼女は微笑を浮かべて頷うなずいた。

「顕化が解けなくなったのさ。自分を失うまいとして行った行為で、私は完全に私自身の姿を失ったわけだ」

「そん、な……」

「さらに、導き手ナビゲータが持っていた能力の幾つかを私は手に入れた。そして前回の励起節エキサイテイシヨンが終わった後、私は世界を渡り歩きながら必死に人間の闇滓アンシイを集めて生き長らえた。無む論ろん、ある程度の根源闇滓ルート・アンシイは消費せざるを得なかった。代替魔術師ポステリオルマギスは不老であり不死ではあるが、根源闇滓ルート・アンシイを失えば待っているのは消滅だ。加えて言えば魔ま術じゆつの反動も、緩ゆるやかに確実に、私を苛さいなんでいく」

　慈いつくしむように、彼女は自分の腕──自分の腕なのだろうか？──の包帯を撫なで擦さすった。

　それから、その手がぼくの手を握る。彼女の瞳ひとみには、ひたすらに真剣な色が湛たたえられていた。

「私の役目は何かと永い時の中で考え、やがて気づいた。正しいか間違っているかもわからないが、少なくとも『こうなるという可能性』だけは誰だれかに伝えなくてはならないと。狡こう猾かつな魔術師達に可能性を隠されている、未来に惑う誰かに──ただそこに存在する『選択肢』は伝えなくてはならない、とね」

　彼女は一いつ旦たん顔を伏せ、それからすぐに顔を上げた。

　どこか優やさしい、苛さいなまれていた重荷を捨て去ったような、晴れ晴れとした表情。

「……伝わったか？」

「意味はわからない。どうすればいいのか、何をすればいいのか、全然わからない。でも確たしかに、あんたが選んだ『選択肢』がぼくらの前にもあることには、気づいたよ」

「そうか。良かった……すまないが、意味など私に問われても困るのでな」

　なんという選択肢を増やしてくれたんだ。ますますわからなくなったじゃないか。生きること。死ぬこと。それに加え──ぼくがぼくを永遠に失うことと同義である『終わらないこと』までも。

　ああ。未来の予感には、どこまでも、救いがない。

　レンテンシアは手を離はなし、なんだかやけに子供じみた仕し草ぐさでうーんと背筋を伸ばした。

「やれやれ……実は、伝えるのは君が初めてだったのさ。何か、ほっとした」

「おい」

「うん？　ふふ、そんな顔をするな。結局のところ、私は異常な君たちよりもさらに異常な不正者イレギユラーだ。悲ひ劇げきに紛まぎれ込んだ喜劇の登場人物の如ごとく、あらゆる意味においてどうしようもなく場違いで、存在自体が浮いている。本来ならばこの世界にいるべきではないのだろうが、不正者イレギユラーにも不正者イレギユラーなりの意地がある──登場人物になった以上、自みずからが見出した役割はどこまでも果たさねばならない。たとえ間違っていても。誰にも賞賛されなくとも」

　レンテンシアは立ち上がり、夜空を見上げた。忘れたように吹きつけてきた夜風がマントをはためかせ──彼女の四し肢しを包む包帯を、ぼくの視界に飛び込ませる。

「この街には次々と代替魔術師ポステリオルマギスが現れてくるだろう。だから、まだ私の役目が終わったわけではないさ。そう、まだ……この身体からだが動く限りはね」

　その言葉を最後に残して、足音が、こつ、こつ。ぼくはその背中を見送るしかない。

「今の話……本当に、砧きぬた川がわには教えないのか？」

「君が喋しやべると言うのなら、私に止める権利はない。任せるさ。だが導き手ナビゲータには知られないように気をつけろ。何がどうあれ、奴やつらが君たちの命いのち綱づなを握っているのだということは忘れるな」

　その物言いで喋ろうと決意する奴がいるだろうか？　しかも腹芸とは無む縁えんそうな砧川に。

　ぼくは全身の脱力感に任せ、ベンチの上で背中を丸めた。レンテンシアがこちらを振り向く。

「友人にそれを貸すと言って出てきたのだろう。あまり遅いと疑われるぞ」

「二人でオナニーでもしてたって言うさ」

　ぼくは力ない声で答え、ＣＤロムを近くのゴミ箱に投げ入れた。




　部屋の電気を消し、ベッドに潜もぐり込む前。ノートＰＣのディスプレイを閉じかけたところで、ぼくは動きを止めていた。

『……どうかしたか』

　電源の入っていない画面の中、ブルマ少女のぼんやり眼まなこが浮かび上がる。

　重要なのは距きよ離り感かんだ。今までのぼくの延長として、ふと思いついたように問い掛けねばならない。シニカルでなげやりな苦笑を、演技して浮かべる。さらに鼻を鳴らして、自じ嘲ちようを表現。

「ぼくは失敗した。でもそれを言うならお前が一番失敗してる。ざまぁみろって思ったのさ」

『どういう意味か』

「ぼくみたいな扱いにくい人間を選んだことに決まってる。運が悪かったな。タイムマシンを用意してこなかったのがお前の最大のミスだ」

　エベネゼルは、こう言えば絶対にそのことを頭に浮かべるだろう。

　即ち──やりなおしのことを。脅きよう迫はくしてくるならそれでいい。その手段を奴やつが持っている、という確かくたる情報を手に入れられる。だがエベネゼルは別の部分に食いついた。口パクを加え、

『失敗した、か。否。汝なんじは失敗していない。先義後利、次なる根源闇滓ルート・アンシイの取得を容易にする状況を形成した。迂う遠えんではあり、結末の不可解性も未いまだ残されているが、前進したのは確たしか』

「ふざけるな。少なくともぼくは、確実に失敗してるんだよ……！」

　意い識しきせず、語ご調ちようが強くなった。ぼくは失敗したのだ。たとえ成功の道が全すべて塞ふさがれていたのだとしても、失敗し、大事なものを喪うしなったことには変わりない。

　頭に小象を乗せたブルマ少女は、ひどく暗い目で、深く静かに──ぼくを見つめている。

『それでも汝は失敗していない。我われが強いた目的に準じただけである。だから』

　ゆっくりと、瞬まばたき。何かを覚悟するように。何かに躊ちゆう躇ちよするように。

『だから、一切、苦悩する必要はない』

　くそっ。何だ。何かがずれている。こんな話をしたいわけじゃなかった。こんな思いを抱きたいわけじゃなかった。ぼくは。ぼくは──

「でも、お前は失敗してるんだ。それだけは間違いない。もう一度言ってやる。ざまぁみろ」

『我にしても、その失敗を失敗と思う理由はない』

「……なんでだよ」

『根源闇滓ルート・アンシイを与えられる資格あるものは多くない。汝しかいなかった。そして今でも汝しかおらぬであろう。故ゆえに我には汝と契約を結ぶ以外の可能性はなかったし、これからも破棄する可能性はない。補足するなら、そもそも』

　ぼくは、耳を……いや、目を疑う。

『我は中途で契約を破棄する手段など持ち合わせてはいない故』

　じっとぼくを見つめる、ぼんやりした大きな瞳ひとみ。いかなる感情も読み取れない、偽にせ物ものの瞳ひとみ。

　そうかよ残念だったな、とぼくは漫然と呟つぶやき、ディスプレイを閉じて布団ふとんに潜もぐり込んだ。

　レンテンシアとぼくの推測が間違っているのか。

　あるいは……エベネゼルが噓を吐いているのか。

　もしもそうならば、何のために？　奴やつにとって全く益はない。ならば──ぼくのため──それは例えば──罪悪感──同情心──贖しよく罪ざい──

　レンテンシアがぼくの部屋に来たときの台詞せりふを思い出した。君はなかなかに良りよう識しき者しや。だからこそ、あまり人格を表に出さないものに憑ひよう依い。それならば声や表情に感情が出てしまう虞おそれが──目的達成を阻害する『感情』が出てしまう虞が。

　違う！　違う！　違う！　あいつは魔ま女じよと同類の人じん外がいだ！　ぼくたちのことを道具としか考えていない、目的以外はどうでもいい奴だ。この変な生き残り競争にぼくたちを巻き込んだ、ふざけるなと四六時中文句を言いたくなるほどに腹立たしくて認められない奴なのだ！

　だが、畜ちく生しよう。ただ一点だけは認めざるを得ない。こいつの祝福に関かかわったものは、良かれ悪わるかれ、全すべて意義を変質させられた。椅い子すは変質した。砧きぬた川がわは変質した。巳み沙さ希きは変質した。未来は変質した。何よりもまず、それはぼくの死を──偽いつわりの生へ、変質させた。

　だからこそ、こいつがいるからこそ、ぼくはまだここにいられる。それだけはどうしようもない事実だった。だから、ぼくは──ＰＣに背を向けたまま、一方的に声を発する。

「……おい。ぼくだってまだ終わりたくはない。ここまで来たら最後まで付き合ってやる。ぼくの根源闇滓ルート・アンシイが誰かに奪われないように、必死でサポートしとくんだな」

　本当に最後まで行けば、レンテンシアが恐れていた結末が待っているのかもしれない。だが、それはまだ先の話。最後の選択肢の存在を心に留とどめつつ、ぼくは結けつ論ろんを保留し、眠ろうとする。

　そこで僅わずかにディスプレイが開く音がした。見ると、暗い部屋の中、数センチだけディスプレイが開いている。一いつ瞬しゆん──ほんの一瞬だけその小さな世界に文字が現れ、フィルムの中に別フィルムが１コマだけ紛まぎれ込んだかのように、刹せつ那なに瞬またたいて消えた。その短い刹那で、この暗さで、見えるわけがなかった。だから見えた文字は間違いなく錯さつ覚かくだ。

　すまない、などという文字は。

　ぼくは無言で寝返りを打ち、今度こそ、眠った。




　朝。目覚ましは運悪く電池切れで止まっていたが、ここ数日、ぼくの眠りは浅い。さしたる問題はなく、朝の気配けはいで自然と目が覚める。誰だれもがこの程度の反動ならば──良かったのに。

　あの日から塞ふさぎ込んでいる切せつ華かは、登校の時間になっても部屋から出てこなかった。ぼくはノブが回る気配のないドアを廊下で数秒眺めてから、惰だ性せいのみの足取りで家を出た。

　空は腹立たしくなるほどの快晴だった。とえ言え数日前に大嫌いになったばかりの雨が降ってもさらに腹立たしくなるだけだ。当然、ただ暗いばかりの曇どん天てんを見上げて気分が晴れるはずもないから、結局ぼくの今日きようという日自体が腹立たしいものなのだろう。

　人の気も知らずに元気かと問うてくる太陽も、小鳥の囀さえずりも、肌寒さを感じさせるようになった風も、ぼくにとって全すべては記号的な情景描写でしかなかった。心はそれを受け取らない。

　だからぼくは排気のような溜ため息いきを道路に落として足を踏み出し、

　がちゃり。

　扉の開く音が、横手からぼくの耳に届く。そしてその奥から、天てん堂どうのおばさんの声が聞こえた。それは聖者の祈りのような静けさと嗚お咽えつ寸前の悲しみを持ったものだったが、ぼくにとってはその内容こそが重要だった。

「いってらっしゃい」

「──っ!?」

　まさか。そんなはずは。でも。でも──

　ぼくは息を止めて振り返り、

「……あ」

　小さな音を立てて扉が閉まる。その前にいたのは、当たり前と言えば当たり前で、予想外と言えば予想外の女の子。けれども、どういうわけか。ぼくにはその一いつ瞬しゆん、彼女が彼女ではない──予想外で当たり前の女の子がそこにいるかのように、見えたのだった。

　幻想？　それ以外の何か？　わからない。だが、目の前にある現実の光景が正しく認にん識しきされた後も、ぼくはその現実を奇妙に平静な心持ちで受け止めていた。

　黒髪を軽く押さえるようにしながら、俯うつむき加減に砧きぬた川がわは挨あい拶さつしてくる。

「おはよう、ございます」

「……何、してるんだ？」

「その、お葬そう式しき、出れなかったから……お線せん香こうだけでも、あげたくて……」

　そうだった。出席したいのはやまやまだっただろうが、巳み沙さ希きと平常付き合いのなかった、しかも別クラスの砧きぬた川がわが出席していれば妙な勘かん繰ぐりを受けかねない。ぼくは正直なところそんなものはどうでもよかったのだが、最終的には砧川自身が出席しないことを決めた。

「そうか。ありがと。でも、わざわざ朝に来なくても」

「わ、悪いとは思ったんですけど、その、通り道だったし、ここに来たら我慢できなくて──」

「通り道？　お前んちは向こうだろ」

　首を傾かしげると、砧川は上うわ目め遣づかいにぼくの顔を見上げた。数回瞬まばたきをして、再び目を伏せる。

「……わたし、あの家を出ました。これから、一人暮らし、するんです。この近くの、古い、アパートで……引っ越しも、済ませました」

　そうかと流すべきなのか。おめでとうと空くう虚きよな言葉を送るべきなのか。迷っているうちに、砧川は寂しげな微笑を浮かべて言った。

「宵よい本もとくん、聞いたんですよね。アヴェイラーズに。わたしの、むかしの、こと」

「……聞かされたんだよ。意い識しきがあったのか？」

「なんとなく、ですけど」

　その笑えみは、全すべてを諦あきらめているような──ひたすらに力のない、今にも消えそうな笑え顔がおだ。

「ごめんなさい……ごめんなさい。わたしは、あんな、子です。アヴェイラーズの言ったことは、全部、本当です。わたしは、本当に駄だ目めで、弱くて、いっぱい、醜みにくいことをして、汚いことをして……汚いことを、されてっ……ごめんなさい、黙だまっていて、ごめんなさい、ごめ……」

　最終的にその顔は髪に隠され、小さな言葉だけがぼくの耳に届いてくる。

　ぼくは彼女に聞こえるように深い深い息を吐いて、疲れたように言ってやった。

「喋しやべれってぼくが言ったか？」

「……ぇ？」

「謝あやまれってぼくが言ったか？」

　言葉が止まるのを確かく認にんして、続ける。

「そりゃ一回くらいは聞いたかもしれんが。別にいいんだよ、そんなことは隠してても。ぼくが知りたいことじゃない。ぼくには関係ない、ぼくには意味のないことだ。んん、正直もう忘れてるさ。アヴェイラーズの言葉は全部ムカついたからな、脳のう味み噌そが記憶を放棄したんだ。詳しくは何だっけ？　知らないな……知りたくもないから、別にいいや。だから話さなくてもいいし──お前が謝る必要もない。わかったか？　わかったら海兵隊ふうに了解の意を伝えろ」

　しばらくあって、子猫のように潤うるんだ瞳ひとみがぼくを見た。

「……いえす、さー……」

　よし、と頷うなずいたとき、今度はぼくの家の中から騒さわがしい音が聞こえてきた。推測すれば、誰かが階段から落ちたような。さらにどたばたと音は続き、数秒後、ドアが激しく押し開かれる。

　現れたのは、ひどい寝ね癖ぐせで、目は真まっ赤かで、制服だけは着ている切せつ華かである。

　彼女は一いつ直ちよく線せんにぼくのほうに向かい、隣となりに佇たたずむ砧きぬた川がわの前で足を止めた。驚きよう愕がくに目を見開いていた顔が、虚きよ無む的てきな無表情へ変わる。そしてそれはゆっくりと、ひどく諦てい観かんに満ちた唇の歪ゆがみになって──溜ため息いきと共に、その首が下に傾いた。

「……あは。そうだよね。そんなわけなかったよね……お姉ちゃは、もういないんだもん……」

「どうしたんだ？」

「んーん。切せつ華かがちょっとおかしかっただけだよ……窓から隣見ててね、砧川さんが出てきたの──なんか、お姉ちゃが出てきたように、見えちゃって。あはは。ヘン、だ……」

　変じゃない。ぼくだって、なんだか知らないが、見えたんだ。見えてしまったんだ。

　その言葉を、ぼくは切華の目を見続けることで伝えた。やっはりぼくの妹である彼女は小さく頷うなずいて、様さま々ざまな意味が込められた非力で儚はかなげな笑えみを浮かべる。そのとき、突然に変な声が聞こえてきた。

「うっ……く」

「わ、なんで砧川さんが泣いてるのっ？　大丈夫だよ、うん……切華は、だいじょぶ、だから」

「ごめんなさい……ごめんなさ……」

「謝あやまらなくても、いいよ。ね？　誰だれも、悪くないんだから……」

「ぅっ……でも、この、涙が、温かいのはっ……巳み沙さ希きさんが、っ、で……ごめ……」

　止まりそうにない。ぼくは話を逸そらすことにした。

「それより切華、手ぶらで学校に行くつもりか？」

「あ……それは、その」

「制服に着替えといて、行く気がないとは言わせんぞ。さっさと取ってこい」

「……」

「待っててやるから」

「……うん。わかった」

　彼女はぺたぺたと（靴を履はいていなかった）足音を鳴らしながら、家の中に戻る。

　ぼくはその背中を見送ってから、わしゃわしゃと砧川の頭を搔かき回した。

「もう、泣くな」

「っく。でも……」

「涙は、あったかいか」

　頷うなずき。

「風は、ちょっと冷たいな」

　頷き。

「頭はくすぐったいだろ」

　頷き。

「じゃあ、とりあえずそれでいいことにしとけ」

「……とりあえず、いいことにしても、いいんでしょうか……」

「わからん。わからんけど、しょうがないだろ──」

　ぼくは砧きぬた川がわの頭から手を離はなし、空を見上げた。風は冷たかったが、太陽をじっと見ていれば、皮ひ膚ふ以外のどこかが温かくなってくるような気がする。

　いろいろと考えた。自分のこと。砧川のこと。巳み沙さ希きのこと。切せつ華かのこと。ぼくたちの未来のこと。レンテンシアから聞かされた、選択肢のこと。そして、いつか夜空を見上げたときに考えたことと同じ──死体のこと。生と死のこと。

　ひとが、生きるために何かを殺す。それは当然だ。

　だが、死者が生きるために誰だれかを殺すのは、当然なのだろうか？

　普通のことなのだろうか？　特別なことなのだろうか？

　死者を殺した死者に、罪はあるのだろうか？　あるとすれば、誰がそれを裁さばくのだろうか？

　わからない。あらゆる問いが、あらゆる意味で、わからない。

　それでも、ぼくは、ぼくたちは、

　まだ、ここにいたいんだ。

　まだ、いきていたいんだ。

　畜ちく生しよう。

「──『今日きよう』っていう日は、嫌いやでも普通に始まっちまうんだからな」







　あとがき




　こんにちは、水瀬です。新シリーズ、『ぼくと魔ま女じよ式しきアポカリプス』略して魔女カリ（？）が出来上がりました。前の『結界師のフーガ③』が一月に出たのでなんと僅わずか一ひと月つきぶりの連続刊行というごめんなさい噓うそですプラス一年してください許せ。

　いやホントに一体何をやってたんでしょうね。もし私の頭にこの一年の記録カメラが設置されてたらいろいろ面おも白しろいものが撮れているに違いありません。というわけで再生。

　夜中に突然笑いが止まらなくなる。あまりに未来が不安すぎて心しん臓ぞうの動どう悸きが三日間くらい続く。なぜか冷蔵庫の中からテレビのリモコンを発見。枕まくらと布団ふとんに百烈拳、筋肉痛に。何をしていいのかわからなくなった結果、凄すさまじい量の没原稿を生産する。部屋で一人、ＰＣに向かってふかわりょうのマネ。「ティン！」とか。ポケットに入れたままのデジカメを洗せん濯たく機きで水洗い。無事だったスゲェ。あまりの鬱うつっぷりを見かねた有あり沢さわまみず様に心配の電話をいただく（救われましたマジで）。

　とかね。いろいろ奇態な行動も含まれていますが、頭が煮えた作家というのは程度の差はあれ皆このような行為に走ります（断言）。

　ともかく簡かん単たんに言えば、新シリーズの立ち上げに思いのほか苦労したということですな。作者自らこんなとこで言うのも本来アレなんでしょうが、一発目なんであえて作品紹介しておくと──捻ひねくれボーイがおどおどガールと触れあって始まったり終わったりするお話です。タイトル通り魔ま女じよが出ます。但ただしステッキを持ってフリフリの服を着た幼女に向けて、人語を介するマスコット小動物が「もっと頑張らないと○○になれないよぅ！」などと叱しつ咤たする（○○には【一人前の魔法使い】だの【プリンセス】だのという単語が入る）ようなことは決してありませんのでご注意を。

　ま、紹介はこんなとこで。もっと内容を知りたければ──フフフ、それはもうこの本をレジに持っていってもらうしかありませんな。ていうかさっきから、本文の後ここに辿たどり着いた皆様には無意味な話してますか私。いや、その無意味感で貴方あなたの正しさを証明しているのだ！

　さて、最後になりましたが謝しや辞じを。何はともあれ、泥沼に嵌はまっていた私を見捨てずにいてくださった担当様。最高のイラストでキャラクターに命を吹き込んでくださった藤ふじ原わら々々様。ＭＷの方々、校正さん、デザイナーさん、この本を作るに尽じん力りよくしてくださった全すべての人達。悩んでた私にアドバイスをくださった電でん撃げき作家様方。そして当然、ファンレターをくださった読者様方。お返事出せなくてすみません。ですが貴方がたの一通一通でこの本ができました。

　皆様、本当にありがとうございました。

　始まったばかりですが、この新シリーズをよろしくお願ねがいします。ぶっちゃけ、最後まで書けるかどうか（というか続きが出るかどうか）は全て皆様の応援にかかっております。ではー。


Now,《Apocalypse Witch Mode》ends(starts)...









[image: ]







水みな瀬せ葉は月づき

心機一転、まっさらな気持ちで新シリーズ開始という意味を込めて白バリア。水瀬です。そう言えば高校時代、「バリアとか作りてぇなぁ」という意味不明な理由で理系を選びました。次点はＳＦ書ける力をゲットするため。キミキミ、進路はもっとマジメに決めようナ。
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藤ふじ原わら々わら々わら

関西は大阪の端っこでのんびり絵描いたり寝たりしてます。多分寝てる事のほうが多いです。寝てない時は遊んでます。我ながら一体いつ仕事をしてるのか。はなはだ疑問です（汗）本作は眼鏡魔女さん沢山描けるので楽しいです。ワーワー。
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ぼくと魔ま女じよ式しきアポカリプス











水みな瀬せ葉は月づき
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